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Ⅰ．調査の実施概要 

１．調査の目的 

本調査は、「第５次てだこ障がい者（児）プラン」の策定にあたり、本市における障がいのある

方の日常生活の状況や各種サービスに関するご意見などを把握し、計画策定の基礎資料とするこ

とを目的としています。 

 

２．調査の対象者 

障がい者：浦添市内在住の 18 歳以上 65 歳未満の障害者手帳（身体障害者手帳、療育手帳、精

神障害者保健福祉手帳）保持者から 2,600人を無作為抽出。 

障がい児：浦添市内在住の 18歳未満の障害者手帳（身体障害者手帳、療育手帳、精神障害者保

健福祉手帳）保持者の 480人を全抽出。 

 

３．調査の方法 

郵送による配布・回収を基本としながら、調査票にＵＲＬ及びＱＲコードを記載し、ＷＥＢで

も回答できる方法で調査を実施しました。 

 

４．調査期間 

令和５年１月末から３月中旬まで 

 

５．回収状況 

 

 
配布数 回収数 

  
回収率 

郵送回収 ＷＥＢ 

障がい者 2,600件 802件 662件 140 件 30.8％ 

障がい児 480件 165件 122件 43 件 34.4％ 

 

※集計では、小数点第２位を四捨五入しているため、割合を合計しても 100.0％にならない場合が

あります。 

※回答者を限定した質問に対しては、限定回答者数を母数として集計を行っています。 
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Ⅱ．調査の結果概要 

１．アンケート調査結果概要【障がい者】 

障がい者アンケートの調査結果について、市全体での傾向は以下のとおりとなっています。 

０．調査票の記入方法 

・記入方法は、「ご本人が回答」が約 7 割を占めており、「ご本人にかわって家族の方が回答」

が約 2割、「家族の方と相談しながらご本人が回答」が約 1割となっている。 

１．あなた自身のことについて 

・住んでいる地域は、「仲西中学校区」が 27.3％、「神森中学校区」が 20.4％、「港川中学校区」

が 20.1％、「浦添中学校区」が 18.1％、「浦西中学校区」が 12.0％。 

・性別は、「男性」が 47.5％、「女性」が 50.6％で「女性」がやや多い。 

・年齢は、「50代」（28.7％）や「40代」（22.4％）が多く、「40代以上」が 7割弱（64.9％）を

占めている。一方、「20代以下」は 2割弱（18.5％）にとどまっている。 

・同居家族の上位は、「母親」（41.6％）、「父親」（27.6％）、「配偶者」（22.7％）。 

２．障害の程度について 

・所持している手帳の種類は、「身体障害者手帳」が 38.2％、「療育手帳」が 26.8％、「精神障

害者保健福祉手帳」が 42.5％。 

・身体障害者手帳の等級は、「１級」（34.0％）、「２級」（25.2％）、「３級」（16.0％）と続いて

おり、等級が高い方の回答が多い。 

・療育手帳の区分は、「Ｂ２」（32.1％）、「Ｂ１」（30.2％）、「Ａ２」（20.5％）、「Ａ１」（14.9％）

と続いており、区分が低い方の回答が多い。 

・精神障害者保健福祉手帳の等級は、「２級」（56.9％）、「３級」（23.5％）、「１級」（15.5％）。 

３．日常の動作・介助者について 

・各種日常動作で介助を必要とする項目は、「掃除・洗濯・炊事などの家事」（28.9％）、「外出

をする」（24.8％）、「お風呂に入る」（16.9％）が上位にあがっている。 

・主な介助者は、「親」が 48.9％で約 5 割を占め、「配偶者」（15.2％）、「施設・病院の職員」

（10.1％）と続いている。 

・主な介助者の年齢は、「50代」（31.4％）、「60代」（23.7％）、「70歳以上」（21.3％）と続き、

「50代以上」が 8割弱（76.4％）を占めている。 

・主な介助者が介助できなくなった場合の現在の対応は、「同居している他の家族」（44.9％）、

「同居していない家族・親戚」（37.7％）で、家族・親戚の対応が多い。 

・希望する今後の対応は、現在と同様に家族・親戚が多いものの、現在の対応に比べ、「ホーム

ヘルプ」や「ショートステイ」等のサービス利用意向が高くなっている。 

・主な介助者の困りごとは、「精神的に疲れる」（46.9％）、「身体が疲れる」（38.2％）、「睡眠不

足になりがち」（21.3％）が上位にあがっている。 

４．感染症対策について 

・新型コロナウイルスに関して困っていることは、「障がいのため、新型コロナウイルスに感染

した場合に重症化しないか不安」（42.4％）、「家族や介助者が感染した場合、日常生活を送る

ことができるか不安」（34.2％）、「外出を控えたり、知り合いに会えない生活が長引くと辛い」

（27.1％）が上位にあがっている。 

・感染症に関して、5割強（53.1％）が国・県・市・事業所などに要望がある状況。要望のうち、

「自粛などで仕事ができなくなった場合の何らかの支援を考えて欲しい」が 32.8％で最も多

い。 

５．外出、社会活動について 

・外出時に利用する交通機関は、「家族などが運転する自動車」が約 5割を占め、最も多い。「路

線バス」や「タクシー」を利用する方は約 3～4割となっている。 
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・外出する上で、5割強（54.2％）が困っていることがある状況。困っていることのうち、「人

の目が気になる」（19.0％）や「道路や歩道に段差が多く、移動しにくい」（14.1％）が多い。 

・１年間に、5割強（52.9％）の方が趣味やスポーツ、社会活動を行っている。その内容として

は、「仲間、友人同士での交流」（25.4％）、「コンサートや映画、スポーツなどの鑑賞・見学」

（23.2％）、「インターネットやメールを利用した交流」（16.2％）が上位にあがっている。 

・社会活動に参加するための条件は、「気軽に参加できる雰囲気であること」、「活動についての

情報が提供されること」、「一緒に行く仲間がいること」が 4割前後で上位となっている。 

６．就労等について 

・普段の過ごし方は、「働いている」（36.9％）、「家(入所施設)にいる（仕事をしていない）」が

（30.4％）、「就労系事業所に通っている」（17.3％）が上位にあがっている。 

・働いている方のうち、「会社・役所等で働いている」が約 8割で最も多い。 

・家(入所施設)にいる（仕事をしていない）方の主な理由は「障がいにより、できる仕事がな

い」が約 4割で最も多い。 

・就労に必要な環境は、「経営者・職場の人が障がいに理解があること」が 7 割で突出し、「障

がいにあった仕事内容であること」や「健康状態にあわせた働き方（通院ができる等）がで

きること」が 5割弱となっている。 

７．成年後見制度について 

・「制度のだいたいの内容を知っている。または、よく知っている」が 21.4％、「知らない」が

43.1％。 

・今後の利用意向は、「必要な状況になれば考えたい」が約 7割で最も多い。 

８．相談や情報について 

・相談支援を利用しているのは 3 割。相談したい内容は「自分の体調（病気、薬の管理など）

や精神面のこと」、「経済的なこと」、「支援や世話をしてくれる人がいなくなった後の生活の

こと」が 3割以上で多くなっている。 

・悩みや困りごとの相談相手は、「家族や親族」が 8割弱で突出し、次いで「友人・知人」や「医

師や看護師」が 3割前後となっている。 

・情報の入手先で多いのは、「テレビ・ラジオ」（62.5％）、「インターネット・ＳＮＳ」（55.0％）。 

９．災害について 

・地震や台風などの災害時に困ることは、「薬や医療的ケアを確保できるかどうか不安」

（43.9％）、「避難先がわからない」（35.0％）、「一人では避難できない」（29.6％）が上位に

あがっている。 

10．障害福祉サービスについて 

・利用しているサービスは、「計画相談支援」（24.3％）、「就労継続支援（A・B型）」（17.3％）、

「生活介護」（10.1％）が上位にあがっている。 

・障害福祉サービスを利用していない理由は、「家族で十分な介助や介護ができているから（利

用する必要がないから）」（37.7％）や「どのようなサービスが利用できるかわからないから」

（21.7％）が上位にあがっている。 

11．浦添市の取り組みについて 

・8割の方が日常生活や活動等を行う上で市からの支援を希望している。支援の内容は、「気軽

に相談できる窓口」が約 4割、「交通費等の経済的な援助」が約 2割で多くなっている。 

・「サン・アビリティーズうらそえ」では 7.2％の方が「すでに利用している」と回答し、「今後

利用したい」は 34.7％。「ピアラルうらそえ」では 1.9％の方が「すでに利用している」と回

答し、「今後利用したい」は 28.8％。 

12．社会及び行政への要望について 

・社会及び行政への要望は、「社会が、障がい者に理解と関心をもってほしい」及び「年金、諸

手当（特別障害者手当等）の増額など所得保障の充実」が約 5割で多くなっている。 
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２．アンケート調査結果概要【障がい児】 

障がい児アンケートの調査結果について、市全体での傾向は以下のとおりとなっています。 

０．調査票の記入方法 

・記入方法は、「ご本人にかわって家族の方が回答」が 8 割弱（76.4％）を占めており、「家族

の方と相談しながらご本人が回答」が 10.9％、「ご本人が回答」が 6.7％となっている。 

１．お子さん自身のことについて 

・住んでいる地域は、「仲西中学校区」が 25.5％、「浦添中学校区」が 24.2％、「神森中学校区」

が 21.2％、「港川中学校区」が 14.5％、「浦西中学校区」が 13.3％。 

・性別は、「男性」が 69.1％、「女性」が 30.9％で「男性」が多い。 

・年齢は、「就学前（0～6歳）」が 13.9％、「小学生以上（7～18歳）」が 86.1％。 

・同居家族の上位は、「母親」（96.4％）、「兄弟姉妹」（78.2％）、「父親」（71.5％）。 

２．障害の程度等について 

・所持している手帳の種類は、「療育手帳」が 69.7％、「身体障害者手帳」が 22.4％、「精神障

害者保健福祉手帳」が 20.0％。 

・身体障害者手帳の等級は、「１級」（64.9％）、「２級」（21.6％）、「３級」（5.4％）と続いてお

り、等級が高い方の回答が多い。 

・療育手帳の区分は、「Ｂ２」（44.3％）、「Ａ２」（24.3％）、「Ｂ１」（20.0％）、「Ａ１」（10.4％）。 

・精神障害者保健福祉手帳の等級は、「２級」（39.4％）、「１級」及び「３級」（30.3％）。 

・発達障害の有無は、「はい」が 74.5％。診断名は「自閉スペクトラム症」が 69.1％で突出し、

「学習障害（ＬＤ）」や「注意欠陥・多動性障害（ＡＤＨＤ）」等の診断名は 1～2割程度。 

・発達が気になったきっかけは、「家族の気付き」（33.3％）及び「乳幼児健康診査」（16.3％）

が多く、この 2項目で約 5割を占めている。 

・難病の診断の有無は、「はい」が 11.5％、「いいえ」が 85.5％。 

・医療的ケアの有無は、「はい」が 10.9％、「いいえ」が 84.2％。医療的ケアの内容は、「経管

栄養(鼻から・胃ろう・腸ろう)」が 44.4％で最も多い。 

３．ご家族や介助者について 

・父親の就労状況は、「正規社員・職員」（59.4％）が最も多く、「就労していない」は 1.8％。 

・母親の就労状況は、「パート・アルバイト」(33.3％)が最も多く、「就労していない」は 26.7％。 

・就労していない理由は、父親が「現在、求職中」（66.7％）、母親が「以前は働いていたが、

障がいのある子の面倒をみるためやめたから」（38.6％）が最も多い。 

・各種日常動作で介助を必要とする項目は、「外出する」（66.6％）、「掃除・洗濯・炊事などの

家事」（63.7％）、「留守番をする」（60.0％）が上位にあがっている。 

・主な介助者は、「母親」が 9割以上を占め最も多く、主な介助者の年齢は、「40代」（51.6％）、

「30代」（20.5％）が多くなっている。 

・主な介助者が介助できなくなった場合の現在の対応は、「同居している他の家族」（71.3％）、

「同居していない家族・親戚」（54.1％）で、家族・親戚の対応が多い。 

・希望する今後の対応は、現在と同様に家族・親戚が多いものの、現在の対応に比べ、「ホーム

ヘルプ」や「ショートステイ」等のサービス利用意向が高くなっている。 

・主な介助者の困りごとは、「精神的に疲れる」（47.5％）、「身体が疲れる」（36.9％）、「自分の

時間がもてない」（28.7％）が上位にあがっている。 

・障がいのある子の保護者と交流する機会は、「よくある」+「時々ある」が 47.9％、「あまりな

い」+「まったくない」が 50.9％となっている。 

・今後、障がいのある子の保護者と交流したいかと思うかは、「交流したい」が 63.0％、「交流

したいけどできない」+「交流したいと思わない」が 34.0％。交流したいと思わない理由は、

「参加する余裕がないから」が 44.6％で最も多い。 
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４．保育・療育・教育について 

・小学校就学前のお子さんの平日の日中の過ごし方は、「児童発達支援事業所」（60.9％）、「公

立保育所」（30.4％）、「小学校併設の認定こども園」（21.7％）が多く、「自宅で過ごしている・

家族と過ごしている」との回答は 8.7％。 

・お子さんが利用したことのあるサービスは、「児童発達支援」が 69.6％で突出し、「子育て支

援センター」（26.1％）、「保育所等訪問支援事業」（17.4％）と続いている。 

・各種サービスのうち、5割の方は「希望したサービスは利用できた」と回答しているものの、

「病児・病後児保育」や「一時保育」では 1～2割の方が障がいにより利用を希望したが利用

できなかったと回答している。 

・平日の日中お子さんをどこに通わせたいかは、「児童発達支援事業所」や「特別支援学校の小

学部」の割合が 3～5 割で多くなっている。 

・小学校以上の年齢のお子さんの平日の日中の過ごし方は、「小学校・中学校・高校に通ってい

る」の合計が 48.7％、「特別支援学校の小学部・中学部・高等部に通っている」の合計が 42.3％

で、「自宅で過ごしている・家族と過ごしている」は 7.0％。 

・自宅や家族と過ごしている理由は、「本人が学校に行くのを嫌がるから」が 80.0％で最も多

い。 

・放課後や夏休み期間中の過ごし方の現状は、「自宅で家族と過ごしている」や「放課後等デイ

サービスに行っている」が 5～6割で多く、今後希望する過ごし方も同様となっている。 

・現在通っている園や学校で充実させるべきだと思うことは、「障がいに対応できる専門的な職

員の配置」や「進学・就労などの進路指導の充実」が 3割を占め多くなっている。 

・インクルーシブ教育の推進の必要性は、「思う」（66.1％）、「どちらともいえない」（28.5％）、

「思わない」（4.2％）となっている。 

５．災害について 

・地震や台風などの災害時に困ることは、「一人では避難できない」（50.9％）、「避難所でほか

の人と一緒に過ごすのが難しい」（39.4％）、「避難所の設備が障がい者に対応しているか不安」

（35.8％）が上位にあがっている。 

６．感染症対策について 

・新型コロナウイルスに関して困っていることは、「家族や介助者が感染した場合、日常生活を

送ることができるか不安」（43.0％）、「障がいのため、新型コロナウイルスに感染した場合に

重症化しないか不安」（35.2％）、「外出を控えたり、知り合いに会えない生活が長引くと辛い」

（30.3％）が上位にあがっている。 

・感染症に関して、6割弱（56.4％）が国・県・市・事業所などに要望がある状況。要望のうち、

「自粛などで仕事ができなくなった場合の何らかの支援を考えて欲しい」が 41.8％で最も多

い。 

７．浦添市の取り組みについて 

・9割の方が日常生活や活動等を行う上で市からの支援を希望している。支援の内容は、「気軽

に相談できる窓口」が 35.2％、「活動できる拠点や場所」が 21.2％で多くなっている。 

・「サン・アビリティーズうらそえ」では 18.8％の方が「すでに利用している」と回答し、「今

後利用したい」は 45.5％。「ピアラルうらそえ」では 13.3％の方が「すでに利用している」

と回答し、「今後利用したい」は 54.5％。 

８．社会及び行政への要望について 

・社会及び行政への要望は、「社会が、障がい者に理解と関心をもってほしい」及び「年金、諸

手当（特別障害者手当等）の増額など所得保障の充実」が約 5割で多くなっている。 



6 

Ⅲ．アンケート調査結果【障がい者】 
 

０．調査票の記入方法 
 

はじめに この調査票はどなたが回答されますか。主にあてはまるものを１つ選んで番号に○を

つけてください。 

【身体障がい】 

記入方法をみると、「ご本人が回答」が 75.2％で最も多く、次いで「ご本人にかわって家族の方

が回答」の 14.7％、「家族の方と相談しながらご本人が回答」の 6.9％、「その他」の 1.0％となっ

ています。 

令和 2年度の調査結果と比較すると、「ご本人にかわって家族の方が回答」の割合が 5.1ポイン

ト低くなっています。 

 

 

【知的障がい】 

記入方法をみると、「ご本人にかわって家族の方が回答」が 48.8％で最も多く、次いで「ご本

人が回答」の 27.0％、「家族の方と相談しながらご本人が回答」の 18.1％、「その他」の 1.4％

となっています。 

令和 2 年度の調査結果と比較すると、「ご本人にかわって家族の方が回答」の割合が 17.4 ポイ

ント低くなっています。 

 

  

68.8%

75.2%

5.7%

6.9%

19.8%

14.7%

0.3%

1.0%

5.4%

2.3%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

令和２年度

(n=333)

令和４年度

(n=306)

記入方法（身体障がい）

ご本人が回答 家族の方と相談しながらご本人が回答

ご本人にかわって家族の方が回答 その他

無回答

16.2%

27.0%

12.4%

18.1%

66.2%

48.8%

1.4%

5.2%

4.7%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

令和２年度

(n=290)

令和４年度

(n=215)

記入方法（知的障がい）

ご本人が回答 家族の方と相談しながらご本人が回答

ご本人にかわって家族の方が回答 その他

無回答
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【精神障がい】 

記入方法をみると、「ご本人が回答」が 80.6％で最も多く、次いで「ご本人にかわって家族の方

が回答」の 10.9％、「家族の方と相談しながらご本人が回答」の 4.1％、「その他」の 0.3％となっ

ています。 

令和 2年度の調査結果と比較すると、「家族の方と相談しながらご本人が回答」の割合が 6.8ポ

イント低くなっています。 

 

 

【中学校区別】 

記入方法をみると、すべての中学校区別において「ご本人が回答」の割合が最も多く 60％～70％

台となっています。 

 

  

69.0%

80.6%

10.9%

4.1%

15.1%

10.9%

0.8%

0.3%

4.2%

4.1%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

令和２年度

(n=358)

令和４年度

(n=341)

記入方法（精神障がい）

ご本人が回答 家族の方と相談しながらご本人が回答

ご本人にかわって家族の方が回答 その他

無回答

60.7%

71.2%

72.0%

66.5%

70.8%

68.1%

6.9%

6.4%

7.9%

12.4%

10.4%

8.5%

24.1%

16.0%

18.3%

18.0%

17.7%

18.3%

2.7%

0.6%

0.9%

8.3%

3.7%

1.8%

2.5%

1.0%

4.2%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

浦添中学校区

(n=145)

仲西中学校区

(n=219)

神森中学校区

(n=164)

港川中学校区

(n=161)

浦西中学校区

(n=96)

市全体

(n=802)

記入方法（中学校区別）

ご本人が回答 家族の方と相談しながらご本人が回答

ご本人にかわって家族の方が回答 その他

無回答



8 

１．あなた自身のことについて 

 

質問１ あなた自身のことについてお聞きします。 

Ｆ１ あなたの住んでいる地域は次のどれにあたりますか。（１つだけに○） 

【身体障がい】 

住んでいる地域をみると、「仲西中学校区」が 28.4％で最も多く、次いで「神森中学校区」の

22.2％、「浦添中学校区」の 17.6％、「港川中学校区」の 17.3％、「浦西中学校区」の 14.1％と

なっています。 

令和 2年度の調査結果と比較すると、特に大きな違いはみられません。 

 

【知的障がい】 

住んでいる地域をみると、「仲西中学校区」が 27.0％で最も多く、次いで「浦添中学校区」の

21.4％、「港川中学校区」の 20.5％、「神森中学校区」の 19.1％、「浦西中学校区」の 10.2％と

なっています。 

令和 2年度の調査結果と比較すると、特に大きな違いはみられません。 

 

【精神障がい】 

住んでいる地域をみると、「仲西中学校区」が 24.9％で最も多く、次いで「港川中学校区」

の 22.0％、「神森中学校区」の 19.4％、「浦添中学校区」の 18.5％、「浦西中学校区」の

12.0％となっています。 

令和 2 年度の調査結果と比較すると、「神森中学校区」の割合が 6.9 ポイント低くなってい

ます。 

  

16.8%

17.6%

27.6%

28.4%

19.5%

22.2%

20.4%

17.3%

13.2%

14.1%

2.4%

0.3%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

令和２年度

(n=333)

令和４年度

(n=306)

住んでいる地域（身体障がい）

浦添中学校区 仲西中学校区 神森中学校区 港川中学校区 浦西中学校区 無回答

22.1%

21.4%

25.2%

27.0%

18.6%

19.1%

20.0%

20.5%

11.0%

10.2%

3.1%

1.9%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

令和２年度

(n=290)

令和４年度

(n=215)

住んでいる地域（知的障がい）

浦添中学校区 仲西中学校区 神森中学校区 港川中学校区 浦西中学校区 無回答

15.4%

18.5%

25.7%

24.9%

26.3%

19.4%

19.6%

22.0%

9.5%

12.0%

3.6%

3.2%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

令和２年度

(n=358)

令和４年度

(n=341)

住んでいる地域（精神障がい）

浦添中学校区 仲西中学校区 神森中学校区 港川中学校区 浦西中学校区 無回答
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【参考 市全体】 

 

 

 

Ｆ２ あなたの性別は次のどれにあたりますか（性自認含む）。 

【身体障がい】 

性別をみると、「男性」が 52.9％、「女性」が 46.4％、「その他」が 0.7％となっており、男

性が多くなっています。 

令和 2年度の調査結果と比較すると、特に大きな違いはみられません。 

 

 

【知的障がい】 

性別をみると、「男性」が 52.1％、「女性」が 47.4％、「その他」が 0.5％となっており、男

性が多くなっています。 

令和 2 年度の調査結果と比較すると、「男性」の割合が 4.5 ポイント低く、「女性」が 5.0 ポ

イント高くなっています。 

 

  

18.1% 27.3% 20.4% 20.1% 12.0% 2.1%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

令和４年度

(n=802)

住んでいる地域

浦添中学校区 仲西中学校区 神森中学校区 港川中学校区 浦西中学校区 無回答

55.0%

52.9%

43.8%

46.4%

0.6%

0.7%

0.6%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

令和２年度

(n=333)

令和４年度

(n=306)

性別（身体障がい）

男性 女性 その他 無回答

56.6%

52.1%

42.4%

47.4%
0.5%

1.0%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

令和２年度

(n=290)

令和４年度

(n=215)

性別（知的障がい）

男性 女性 その他 無回答
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【精神障がい】 

性別をみると、「男性」が 41.3％、「女性」が 56.0％、「その他」が 1.8％となっており、「女

性」が多くなっています。 

令和 2年度の調査結果と比較すると、特に大きな違いはみられません。 

 

 

【中学校区別】 

性別をみると、「男性」の割合が多いのは神森中学校区の 55.5％、港川中学校区の 50.3％、「女

性」の回答が多いのは浦西中学校区の 55.2％、浦添中学校区の 53.8％となっています。 

 

  

44.4%

41.3%

54.7%

56.0%

0.8%

1.8% 0.9%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

令和２年度

(n=358)

令和４年度

(n=341)

性別（精神障がい）

男性 女性 その他 無回答

45.5%

43.8%

55.5%

50.3%

43.8%

47.5%

53.8%

53.4%

43.9%

49.1%

55.2%

50.6%

0.7%

2.7%

0.6%

0.6%

1.1%

1.0%

0.7%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

浦添中学校区

(n=145)

仲西中学校区

(n=219)

神森中学校区

(n=164)

港川中学校区

(n=161)

浦西中学校区

(n=96)

市全体

(n=802)

性別（中学校区別）

男性 女性 その他 無回答
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Ｆ３ あなたの年齢は次のどれにあたりますか。（１つだけに○） 

【身体障がい】 

年齢をみると、「50代」が 38.2％で最も多く、次いで「60歳以上」の 24.2％、「40代」の 18.3％、

「30代」の 8.5％、「20代」の 8.2％等となっています。 

 
※Ｒ４年度は「10 代未満」の選択肢なし 

 

【知的障がい】 

年齢をみると、「20代」が 34.9％で最も多く、次いで「30代」の 25.6％、「40代」の 19.1％、

「10代」の 8.4％、「50代」の 7.4％等となっています。 

 
※Ｒ４年度は「10 代未満」の選択肢なし 

 

【精神障がい】 

年齢をみると、「50代」が 30.8％で最も多く、次いで「40代」の 28.2％、「30代」の 17.6％、

「20代」の 12.3％、「60歳以上」の 9.1％等となっています。 

 
※Ｒ４年度は「10 代未満」の選択肢なし 

 

  

4.8%

(10代未満)

7.2%

2.0%

4.8%

8.2%

9.3%

8.5%

15.3%

18.3%

31.5%

38.2%

27.0%

24.2% 0.7%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

令和２年度

(n=333)

令和４年度

(n=306)

年齢（身体障がい）

10代 20代 30代 40代 50代 60歳以上 無回答

14.1%

(10代未満)

29.3%

8.4%

18.6%

34.9%

15.9%

25.6%

14.1%

19.1%

5.2%

7.4%

2.4%

3.3%

0.3%

1.4%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

令和２年度

(n=290)

令和４年度

(n=215)

年齢（知的障がい）

10代 20代 30代 40代 50代 60歳以上 無回答

1.1%

(10代未満)

7.5%

1.5%

11.7%

12.3%

13.4%

17.6%

27.1%

28.2%

28.5%

30.8%

10.1%

9.1%

0.6%

0.6%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

令和２年度

(n=358)

令和４年度

(n=341)

年齢（精神障がい）

10代 20代 30代 40代 50代 60歳以上 無回答
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【中学校区別】 

年齢をみると、すべての中学校区別において「50代」の割合が最も多く 20％～30％台となって

います。 

 

 

  

0.7%

4.6%

3.7%

1.9%

3.1%

2.9%

17.9%

14.2%

14.0%

20.5%

12.5%

15.6%

13.8%

16.9%

12.2%

16.8%

17.7%

15.3%

24.1%

22.8%

22.6%

18.6%

25.0%

22.4%

29.7%

25.1%

35.4%

24.8%

28.1%

28.7%

13.8%

15.5%

12.2%

14.9%

13.5%

13.8%

0.9%

2.5%

1.2%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

浦添中学校区

(n=145)

仲西中学校区

(n=219)

神森中学校区

(n=164)

港川中学校区

(n=161)

浦西中学校区

(n=96)

市全体

(n=802)

年齢（中学校区別）

10代 20代 30代 40代 50代 60歳以上 無回答
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Ｆ４ あなたは、どなたと一緒に暮らしていますか。（あてはまるものすべてに○） 

【身体障がい】 

同居家族をみると、「配偶者」が 36.9％で最も多く、次いで「母親」の 27.8％、「子ども」の

22.2％、「一人で暮らしている」及び「父親」が同率の 18.0％等となっています。 

令和 2年度の調査結果と比較すると、「父親」の割合が 6.9ポイント低くなっています。 

 

【知的障がい】 

同居家族をみると、「母親」が 78.1％で最も多く、次いで「父親」の 52.6％、「兄弟姉妹」の

35.8％、「祖父・祖母」及び「施設・グループホームの仲間」が同率の 6.0％等となっています。 

令和 2 年度の調査結果と比較すると、「兄弟姉妹」の割合が 16.3 ポイント低くなっています。 

  

16.5%

32.4%

24.9%

37.8%

27.3%

18.9%

1.8%

2.1%

0.9%

2.7%

2.7%

0.0%

18.0%

27.8%

18.0%

36.9%

22.2%

14.4%

1.0%

2.0%

1.6%

4.6%

2.3%

0.3%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0%

一人で暮らしている

母親

父親

配偶者

子ども

兄弟姉妹

祖父・祖母

その他の親族

友人・知人

施設・グループホームの仲間

その他

無回答

同居家族（身体障がい）

令和２年度(n=333) 令和４年度(n=306)

2.1%

82.8%

61.4%

1.7%

1.4%

52.1%

4.1%

3.8%

0.0%

3.8%

1.0%

0.7%

3.3%

78.1%

52.6%

1.9%

2.3%

35.8%

6.0%

2.3%

0.0%

6.0%

2.8%

0.0%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

一人で暮らしている

母親

父親

配偶者

子ども

兄弟姉妹

祖父・祖母

その他の親族

友人・知人

施設・グループホームの仲間

その他

無回答

同居家族（知的障がい）

令和２年度(n=290) 令和４年度(n=215)



14 

【精神障がい】 

同居家族をみると、「母親」が 37.5％で最も多く、次いで「父親」の 22.6％、「子ども」の 19.9％、

「一人で暮らしている」及び「配偶者」が同率の 19.6％等となっています。 

令和 2年度の調査結果と比較すると、特に大きな違いはみられません。 

 

【中学校区別】 

同居家族をみると、すべての中学校区別において「母親」の割合が最も多く 30％～40％台とな

っています。 

  

18.4%

39.9%

22.9%

20.4%

16.2%

18.7%

2.5%

2.8%

0.8%

4.2%

3.6%

1.1%

19.6%

37.5%

22.6%

19.6%

19.9%

15.0%

1.8%

3.5%

0.0%

6.2%

3.8%

0.9%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0%

一人で暮らしている

母親

父親

配偶者

子ども

兄弟姉妹

祖父・祖母

その他の親族

友人・知人

施設・グループホームの仲間

その他

無回答

同居家族（精神障がい）

令和２年度(n=358) 令和４年度(n=341)

同居家族（中学校区別）

一人で暮らし
ている

母親 父親 配偶者 子ども 兄弟姉妹 祖父・祖母

回答数 17 69 50 33 32 31 1
％ 11.7% 47.6% 34.5% 22.8% 22.1% 21.4% 0.7%

回答数 46 90 50 38 33 35 6
％ 21.0% 41.1% 22.8% 17.4% 15.1% 16.0% 2.7%

回答数 19 72 43 46 25 26 3
％ 11.6% 43.9% 26.2% 28.0% 15.2% 15.9% 1.8%

回答数 27 65 50 38 27 36 6
％ 16.8% 40.4% 31.1% 23.6% 16.8% 22.4% 3.7%

回答数 15 34 27 25 20 22 3
％ 15.6% 35.4% 28.1% 26.0% 20.8% 22.9% 3.1%

回答数 125 334 221 182 138 151 19

％ 15.6% 41.6% 27.6% 22.7% 17.2% 18.8% 2.4%

その他の親族 友人・知人
施設・グルー
プホームの仲
間

その他 無回答
回答数
合計

回答数 1 0 11 2 0 247

％ 0.7% 0.0% 7.6% 1.4% 0.0% 170.3%
回答数 4 2 12 3 0 319
％ 1.8% 0.9% 5.5% 1.4% 0.0% 145.7%

回答数 6 2 10 7 1 260
％ 3.7% 1.2% 6.1% 4.3% 0.6% 158.5%

回答数 6 1 5 6 0 267

％ 3.7% 0.6% 3.1% 3.7% 0.0% 165.8%
回答数 1 0 2 1 1 151
％ 1.0% 0.0% 2.1% 1.0% 1.0% 157.3%

回答数 19 5 43 20 7 1,264
％ 2.4% 0.6% 5.4% 2.5% 0.9% 157.6%

市全体
(n=802)

浦添中学校区
(n=145)

仲西中学校区
(n=219)

神森中学校区
(n=164)

港川中学校区
(n=161)

浦西中学校区
(n=96)

市全体
(n=802)

浦添中学校区
(n=145)

仲西中学校区
(n=219)

神森中学校区
(n=164)

港川中学校区
(n=161)

浦西中学校区
(n=96)
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２．障害の程度について 
 

質問２ あなたがお持ちの手帳の種類はどれですか。（あてはまるものすべてに○） 

所持している障害者手帳の種類をみると、「精神障害者保健福祉手帳（障害者手帳）」が 42.5％

で最も多く、次いで「身体障害者手帳」の 38.2％、「療育手帳」の 26.8％となっています。 

令和 2年度の調査結果と比較すると、「療育手帳」の割合が 5.2ポイント低くなっていますが、

「身体障害者手帳」及び「精神障害者保健福祉手帳」においては、大きな違いはみられません。 

 

 

 

【中学校区別】 

所持している障害者手帳の種類をみると、浦添中学校区及び港川中学校区では「精神障害者保

健福祉手帳（障害者手帳）」がそれぞれ 43.4％、46.6％、仲西中学校区及び神森中学校区、浦西中

学校区では「身体障害者手帳」がそれぞれ 39.7％、41.5％、44.8％で最も多くなっています。 

 

  

36.7%

32.0%

39.5%

0.0%

38.2%

26.8%

42.5%

0.9%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0%

身体障害者手帳

療育手帳

精神障害者保健福祉手帳

（障害者手帳）

無回答

所持している障害者手帳の種類

令和２年度(n=907) 令和４年度(n=802)

所持している障害者手帳の種類（中学校区別）

身体障害者手
帳

療育手帳
精神障害者保
健福祉手帳
（障害者手帳）

無回答
回答数
合計

回答数 54 46 63 0 163
％ 37.2% 31.7% 43.4% 0.0% 112.4%

回答数 87 58 85 1 231

％ 39.7% 26.5% 38.8% 0.5% 105.5%

回答数 68 41 66 0 175
％ 41.5% 25.0% 40.2% 0.0% 106.7%

回答数 53 44 75 3 175

％ 32.9% 27.3% 46.6% 1.9% 108.7%

回答数 43 22 41 0 106

％ 44.8% 22.9% 42.7% 0.0% 110.4%

回答数 306 215 341 7 869

％ 38.2% 26.8% 42.5% 0.9% 108.4%
市全体
(n=802)

浦添中学校区
(n=145)

仲西中学校区
(n=219)

神森中学校区
(n=164)

港川中学校区
(n=161)

浦西中学校区
(n=96)
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【身体障害者手帳をお持ちの方にお聞きします】 

質問３ あなたがお持ちの身体障害者手帳の等級は何級ですか。（１つだけに○） 

【身体障がい】 

身体障害者手帳の等級をみると、「１級」が 34.0％で最も多く、次いで「２級」の 25.2％、「３

級」の 16.0％、「４級」の 13.4％、「５級」の 6.9％等となっています。 

令和 2 年度の調査結果と比較すると、「１級」の割合では 8.6 ポイント低くなっており、「２

級」では 6.0ポイント高くなっています。 

 
※Ｒ４年度は「７級」の選択肢を追加 

 

 

【中学校区別】 

身体障害者手帳の等級をみると、仲西中学校区を除き「１級」が最も多く、浦添中学校区が 31.5％

（「２級」も同率）、神森中学校区が 38.2％、港川中学校区が 34.0％、浦西中学校区が 48.8％とな

っており、仲西中学校区では「２級」が 28.7％で最も多くなっています。 

 

  

42.6%

34.0%

19.2%

25.2%

12.3%

16.0%

12.6%

13.4%

7.2%

6.9%

4.8%

3.9%

0.0%

1.2%

0.7%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

令和２年度

(n=333)

令和４年度

(n=306)

身体障害者手帳の等級

１級 ２級 ３級 ４級 ５級 ６級 ７級 無回答

31.5%

24.1%

38.2%

34.0%

48.8%

34.0%

31.5%

28.7%

20.6%

26.4%

16.3%

25.2%

5.6%

18.4%

17.6%

22.6%

14.0%

16.0%

20.4%

18.4%

8.8%

7.5%

9.3%

13.4%

11.1%

5.7%

7.4%

5.7%

4.7%

6.9%

3.4%

7.4%

1.9%

7.0%

3.9%

1.1%

1.9%

0.7%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

浦添中学校区

(n=54)

仲西中学校区

(n=87)

神森中学校区

(n=68)

港川中学校区

(n=53)

浦西中学校区

(n=43)

市全体

(n=306)

身体障害者手帳の等級（中学校区別）

１級 ２級 ３級 ４級 ５級 ６級 ７級 無回答
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質問３-１ あなたの身体障害者手帳の「障害の種類」は次のどれですか。（あてはまるものすべ

てに○） 

【身体障がい】 

身体障害者手帳の「障害の種類」をみると、「肢体不自由（下肢）」が 42.2％で最も多く、次

いで「肢体不自由（上肢）」の 29.1％、「心臓機能障害」の 13.4％、「じん臓機能障害」の 11.1％、

「聴覚障害」の 10.1％等となっています。 

令和 2 年度の調査結果と比較すると、「肢体不自由（下肢）」の割合が 9.2 ポイント高くなっ

ている一方、「心臓機能障害」は 5.8ポイント低くなっています。 

 
※Ｒ２年度の選択肢を一部変更 

・「肢体不自由（乳幼児 上肢機能）」を「肢体不自由（上肢）」に統合 

・「肢体不自由（乳幼児 移動機能）」を「肢体不自由（移動機能）」に統合 

・「ヒト免疫不全ウイルスによる免疫機能障害」を「免疫機能障害」に変更 

  

9.0%

8.7%

4.8%

6.9%

29.1%

33.0%

11.4

4.8%

19.2%

9.6%

3.0%

1.2%

0.3%

0.9%

2.1%

4.8%

9.5%

10.1%

3.6%

5.9%

29.1%

42.2%

8.8%

9.5%

13.4%

11.1%

2.0%

2.6%

0.0%

1.3%

4.9%

4.2%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0%

視覚障害

聴覚障害

平衡機能障害

音声、言語、そしゃく機能障害

肢体不自由（上肢）

肢体不自由（下肢）

肢体不自由（体幹）

肢体不自由（移動機能）

心臓機能障害

じん臓機能障害

呼吸器機能障害

ぼうこう又は直腸機能障害

小腸の機能障害

肝臓機能障害

免疫機能障害

無回答

身体障害者手帳の「障害の種類」

令和２年度(n=333) 令和４年度(n=306)
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【中学校区別】 

身体障害者手帳の「障害の種類」をみると、すべての中学校区別において「肢体不自由（下肢）」

の割合が最も多く 30％～50％台となっています。 

 

  

身体障害者手帳の「障害の種類」（中学校区別）

視覚障害 聴覚障害
平衡機能
障害

音声、言
語、そしゃく
機能障害

肢体不自
由（上肢）

肢体不自
由（下肢）

肢体不自
由（体幹）

肢体不自
由（移動機
能）

心臓機能
障害

回答数 8 4 1 3 15 29 7 7 4

％ 14.8% 7.4% 1.9% 5.6% 27.8% 53.7% 13.0% 13.0% 7.4%

回答数 8 10 3 9 26 33 3 3 13

％ 9.2% 11.5% 3.4% 10.3% 29.9% 37.9% 3.4% 3.4% 14.9%

回答数 6 7 2 2 16 25 5 7 10

％ 8.8% 10.3% 2.9% 2.9% 23.5% 36.8% 7.4% 10.3% 14.7%

回答数 1 5 2 4 17 21 6 6 7

％ 1.9% 9.4% 3.8% 7.5% 32.1% 39.6% 11.3% 11.3% 13.2%

回答数 6 4 3 0 15 21 6 6 7

％ 14.0% 9.3% 7.0% 0.0% 34.9% 48.8% 14.0% 14.0% 16.3%

回答数 29 31 11 18 89 129 27 29 41

％ 9.5% 10.1% 3.6% 5.9% 29.1% 42.2% 8.8% 9.5% 13.4%

じん臓機能
障害

呼吸器機
能障害

ぼうこう又
は直腸機
能障害

小腸の機
能障害

肝臓機能
障害

免疫機能
障害

無回答
回答数
合計

回答数 8 1 1 0 2 1 2 93

％ 14.8% 1.9% 1.9% 0.0% 3.7% 1.9% 3.7% 172.2%

回答数 9 1 2 0 0 2 4 126

％ 10.3% 1.1% 2.3% 0.0% 0.0% 2.3% 4.6% 144.8%

回答数 7 2 3 0 1 7 6 106

％ 10.3% 2.9% 4.4% 0.0% 1.5% 10.3% 8.8% 155.9%

回答数 9 0 1 0 0 4 0 83

％ 17.0% 0.0% 1.9% 0.0% 0.0% 7.5% 0.0% 156.6%

回答数 1 2 1 0 1 1 1 75

％ 2.3% 4.7% 2.3% 0.0% 2.3% 2.3% 2.3% 174.4%

回答数 34 6 8 0 4 15 13 484

％ 11.1% 2.0% 2.6% 0.0% 1.3% 4.9% 4.2% 158.2%

港川中学校区
(n=53)

浦西中学校区
(n=43)

市全体
(n=306)

浦添中学校区
(n=54)

仲西中学校区
(n=87)

神森中学校区
(n=68)

港川中学校区
(n=53)

浦西中学校区
(n=43)

市全体
(n=306)

神森中学校区
(n=68)

浦添中学校区
(n=54)

仲西中学校区
(n=87)
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【療育手帳をお持ちの方にお聞きします】 

質問４ あなたがお持ちの療育手帳の区分は何ですか。（１つだけに○） 

【知的障がい】 

療育手帳の区分をみると、「Ｂ２」が最も多く 32.1％、次いで「Ｂ１」の 30.2％、「Ａ２」の

20.5％、「Ａ１」の 14.9％となっています。 

令和 2年度の調査結果と比較すると、「Ｂ２」の割合が 5.1ポイント低くなっています。 

 

 

【中学校区別】 

療育手帳の区分をみると、仲西中学校区を除き「Ｂ１」が最も多く、浦添中学校区が 30.4％（「Ｂ

２」も同率）、神森中学校区が 29.3％、港川中学校区が 38.6％、浦西中学校区が 31.8％（「Ｂ２」

も同率）となっており、仲西中学校区では「Ｂ２」が 37.9％と最も多くなっています。 

 

  

10.0%

14.9%

25.2%

20.5%

25.9%

30.2%

37.2%

32.1%

1.7%

2.3%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

令和２年度

(n=290)

令和４年度

(n=215)

療育手帳の区分

Ａ１ Ａ２ Ｂ１ Ｂ２ 無回答

19.6%

8.6%

26.8%

6.8%

18.2%

14.9%

19.6%

25.9%

17.1%

22.7%

9.1%

20.5%

30.4%

24.1%

29.3%

38.6%

31.8%

30.2%

30.4%

37.9%

26.8%

31.8%

31.8%

32.1%

3.4%

9.1%

2.3%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

浦添中学校区

(n=46)

仲西中学校区

(n=58)

神森中学校区

(n=41)

港川中学校区

(n=44)

浦西中学校区

(n=22)

市全体

(n=215)

療育手帳の区分（中学校区別）

Ａ１ Ａ２ Ｂ１ Ｂ２ 無回答
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【精神障害者保健福祉手帳をお持ちの方にお聞きします】 

質問５ あなたがお持ちの精神障害者保健福祉手帳（障害者手帳）の等級は何級ですか。（１つだ

けに○） 

【精神障がい】 

精神障害者保健福祉手帳の等級をみると、「２級」が最も多く 56.9％、次いで「３級」の 23.5％、

「１級」の 15.5％となっています。 

令和 2年度の調査結果と比較すると、特に大きな違いはみられません。 

 

 

【中学校区別】 

精神障害者保健福祉手帳の等級をみると、すべての中学校区別において「２級」の割合が最も

多く過半数を占めています。 

 

  

14.8%

15.5%

61.2%

56.9%

21.2%

23.5%

2.8%

4.1%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

令和２年度

(n=358)

令和４年度

(n=341)

精神障害者保健福祉手帳の等級

１級 ２級 ３級 無回答

14.3%

12.9%

19.7%

14.7%

19.5%

15.5%

54.0%

63.5%

56.1%

54.7%

56.1%

56.9%

30.2%

20.0%

22.7%

25.3%

22.0%

23.5%

1.6%

3.5%

1.5%

5.3%

2.4%

4.1%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

浦添中学校区

(n=63)

仲西中学校区

(n=85)

神森中学校区

(n=66)

港川中学校区

(n=75)

浦西中学校区

(n=41)

市全体

(n=341)

精神障害者保健福祉手帳の等級（中学校区別）

１級 ２級 ３級 無回答
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質問６ あなたの障害支援区分は次のどれですか。（１つだけに○） 

【身体障がい】 

障害支援区分をみると、「認定は受けていない」が 5 割を超え、令和 2 年度の調査結果と比較

すると 11.2ポイント高くなっており、「無回答」も 3割弱となっています。 

認定を受けている方の支援区分をみると「区分６」が 15件で最も多く、次いで「区分３」の 13

件、「区分１」の 12件、「区分２」及び「区分５」がそれぞれ 8件、「区分４」が 4件となって

います。 

 

 

【知的障がい】 

障害支援区分をみると、「認定は受けていない」及び「無回答」が 3割を超えています。 

認定を受けている方の支援区分をみると「区分３」及び「区分５」、「区分６」がそれぞれ 15

件、「区分２」が 14件、「区分４」が 11件、「区分１」が 5件となっています。 

 

 

【精神障がい】 

障害支援区分をみると、「認定は受けていない」が 6 割近くを占め、令和 2 年度の調査結果と

比較すると 18.4ポイント高くなっており、「無回答」も 3割を超えています。 

認定を受けている方の支援区分をみると「区分２」が 17 件、「区分３」が 12 件、「区分１」

が 4件、「区分６」が 3件、「区分４」が 1件となっており、「区分５」の回答はありません。 

 

  

障害支援区分（身体障がい）

区分１ 区分２ 区分３ 区分４ 区分５ 区分６
認定は受け
ていない

無回答
回答数
合計

回答数 16 7 13 6 10 18 148 115 333
％ 4.8% 2.1% 3.9% 1.8% 3.0% 5.4% 44.4% 34.5% 99.9%

回答数 12 8 13 4 8 15 170 76 306
％ 3.9% 2.6% 4.2% 1.3% 2.6% 4.9% 55.6% 24.8% 100.0%

令和２年度
(n=333)

令和４年度
(n=306)

障害支援区分（知的障がい）

区分１ 区分２ 区分３ 区分４ 区分５ 区分６
認定は受け
ていない

無回答
回答数
合計

回答数 5 11 15 12 18 12 93 124 290
％ 1.7% 3.8% 5.2% 4.1% 6.2% 4.1% 32.1% 42.8% 100.0%

回答数 5 14 15 11 15 15 70 70 215
％ 2.3% 6.5% 7.0% 5.1% 7.0% 7.0% 32.6% 32.6% 100.0%

令和２年度
(n=290)

令和４年度
(n=215)

障害支援区分（精神障がい）

区分１ 区分２ 区分３ 区分４ 区分５ 区分６
認定は受け
ていない

無回答
回答数
合計

回答数 2 15 15 1 1 1 139 184 358
％ 0.6% 4.2% 4.2% 0.3% 0.3% 0.3% 38.8% 51.4% 100.1%

回答数 4 17 12 1 0 3 195 109 341
％ 1.2% 5.0% 3.5% 0.3% 0.0% 0.9% 57.2% 32.0% 100.0%

令和２年度
(n=358)

令和４年度
(n=341)
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【中学校区別】 

障害支援区分をみると、すべての中学校区別において「認定は受けていない」の割合が最も多

く 40％～50％台となっています。 

 

  

障害支援区分（中学校区別）

区分１ 区分２ 区分３ 区分４ 区分５ 区分６
認定は受
けていない

無回答
回答数
合計

回答数 1 9 7 4 4 6 74 40 145

％ 0.7% 6.2% 4.8% 2.8% 2.8% 4.1% 51.0% 27.6% 100.0%

回答数 7 12 12 6 6 2 111 63 219

％ 3.2% 5.5% 5.5% 2.7% 2.7% 0.9% 50.7% 28.8% 100.0%

回答数 5 7 5 1 5 5 80 56 164

％ 3.0% 4.3% 3.0% 0.6% 3.0% 3.0% 48.8% 34.1% 100.0%

回答数 2 1 8 2 2 4 94 48 161

％ 1.2% 0.6% 5.0% 1.2% 1.2% 2.5% 58.4% 29.8% 100.0%

回答数 2 5 3 1 3 5 55 22 96

％ 2.1% 5.2% 3.1% 1.0% 3.1% 5.2% 57.3% 22.9% 100.0%

回答数 17 35 35 15 21 22 417 240 802

％ 2.1% 4.4% 4.4% 1.9% 2.6% 2.7% 52.0% 29.9% 100.0%

仲西中学校区
(n=219)

神森中学校区
(n=164)

港川中学校区
(n=161)

浦西中学校区
(n=96)

市全体
(n=802)

浦添中学校区
(n=145)
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３．日常の動作・介助者について 
 

質問７ あなたは、次の①～⑨のような日常の動作を一人でできますか。それぞれの項目でお答

え下さい。（１～４のいずれか１つに○） 

【身体障がい（令和４年度）】 

各種日常動作についての自立状況をみると、『一人でできる（「一人でできる」＋「時間をかけ

れば一人でできる」）』では、「①食事をする」が 85.3％で最も多く、次いで「⑥寝返り・起きあが

り」の 85.0％、「②トイレを使う」の 82.4％、「⑤家の中を歩く」の 81.1％等となっており、8割

を超え高くなっています。 

一方、『一人ではできない（「一部で介助が必要」＋「全部で介助が必要」）』では、「⑦掃除・洗

濯・炊事などの家事」が 29.4％で最も多く、次いで「⑨外出する」の 27.7％、「③お風呂に入る」

の 22.5％等と 2割～3割と低くなっています。 

令和 2 年度の調査結果と比較すると、全ての項目において『一人でできる』の割合が高くなっ

ています。 

 

  

76.1%

75.5%

66.0%

67.6%

73.9%

75.2%

54.6%

79.4%

60.8%

9.2%

6.9%

10.1%

10.5%

7.2%

9.8%

15.0%

9.2%

6.2%

6.5%

9.8%

11.4%

4.9%

6.2%

10.1%

7.8%

12.7%

7.2%

9.5%

12.7%

9.2%

11.8%

7.2%

19.3%

9.2%

15.0%

1.3%

1.6%

1.3%

1.3%

2.3%

1.6%

1.0%

3.6%

2.3%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

①食事をする

②トイレを使う

③お風呂に入る

④衣服を着替える

⑤家の中を歩く

⑥寝返り・起きあがり

⑦掃除・洗濯・炊事などの家事

⑧留守番をする

⑨外出する

各種日常動作についての自立状況（身体障がい）

一人でできる 時間をかければ一人でできる 一部で介助が必要 全部で介助が必要 無回答n=306
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【身体障がい（令和 2年度）】 

  

74.2%

71.8%

66.1%

67.0%

70.9%

73.6%

51.1%

74.8%

56.8%

6.6%

6.9%

7.5%

8.4%

5.7%

8.4%

12.0%

5.7%

6.3%

3.6%

5.4%

6.9%

1.8%

3.6%

8.1%

5.1%

11.7%

11.7%

15.6%

19.2%

15.6%

17.4%

11.7%

26.1%

16.5%

23.7%

1.2%

2.1%

1.8%

2.1%

4.2%

2.7%

2.7%

3.6%

2.1%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

①食事をする

②トイレを使う

③お風呂に入る

④衣服を着替える

⑤家の中を歩く

⑥寝返り・起きあがり

⑦掃除・洗濯・炊事などの家事

⑧留守番をする

⑨外出する

各種日常動作についての自立状況（身体障がい）

一人でできる 時間をかければ一人でできる 一部で介助が必要 全部で介助が必要 無回答n=333
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【知的障がい（令和４年度）】 

各種日常動作についての自立状況をみると、『一人でできる（「一人でできる」＋「時間をかけ

れば一人でできる」）』では、「⑥寝返り・起きあがり」が最も多く 91.7％、次いで「⑤家の中を歩

く」の 89.3％、「①食事をする」の 82.8％、「④衣服を着替える」の 79.1％等となっており、8割

～9割と高くなっています。 

一方、『一人ではできない（「一部で介助が必要」＋「全部で介助が必要」）』では、「⑦掃除・洗

濯・炊事などの家事」が最も多く 49.7％、次いで「⑨外出する」の 45.1％、「③お風呂に入る」

の 33.0％等となっており、3割～5割と高くなっています。 

令和 2 年度の調査結果と比較すると、全ての項目において『一人でできる』の割合が高くなっ

ています。 

 

【知的障がい（令和 2年度）】 

  

77.2%

72.6%

59.5%

72.6%

87.0%

88.4%

32.6%

65.1%

46.0%

5.6%

3.7%

6.5%

6.5%

2.3%

3.3%

15.8%

5.6%

11.2%

15.3%

17.7%

11.6%

3.7%

3.3%

18.1%

12.6%

20.0%

4.7%

7.4%

15.3%

7.4%

5.1%

3.3%

31.6%

19.1%

25.1%

1.4%

0.9%

0.9%

1.9%

1.9%

1.9%

1.9%

3.3%

3.3%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

①食事をする

②トイレを使う

③お風呂に入る

④衣服を着替える

⑤家の中を歩く

⑥寝返り・起きあがり

⑦掃除・洗濯・炊事などの家事

⑧留守番をする

⑨外出する

各種日常動作についての自立状況（知的障がい）

一人でできる 時間をかければ一人でできる 一部で介助が必要 全部で介助が必要 無回答n=215

69.0%

62.4%

49.7%

63.4%

80.7%

84.1%

22.1%

48.3%

32.1%

8.3%

5.5%

7.2%

7.6%

3.1%

2.1%

10.0%

7.9%

11.7%

15.9%

17.6%

13.8%

3.1%

3.8%

21.4%

12.4%

14.5%

9.0%

13.1%

22.8%

12.4%

9.7%

6.9%

42.1%

35.2%

41.0%

2.1%

3.1%

2.8%

2.8%

3.4%

3.1%

4.5%

4.1%

4.5%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

①食事をする

②トイレを使う

③お風呂に入る

④衣服を着替える

⑤家の中を歩く

⑥寝返り・起きあがり

⑦掃除・洗濯・炊事などの家事

⑧留守番をする

⑨外出する

各種日常動作についての自立状況（知的障がい）

一人でできる 時間をかければ一人でできる 一部で介助が必要 全部で介助が必要 無回答n=290
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【精神障がい（令和４年度）】 

各種日常動作についての自立状況をみると、多くの項目（「①食事をする」～「⑥寝返り・起き

あがり」）で『一人でできる（「一人でできる」＋「時間をかければ一人でできる」）』が９割を超え

ています。そのほかの項目も『一人でできる』が『一人ではできない（「一部で介助が必要」＋「全

部で介助が必要」）』を上回っていますが、「⑦掃除・洗濯・炊事などの家事」での『一人ではでき

ない』との割合が 22.5％と比較的高くなっています。 

令和 2 年度の調査結果と比較すると、全ての項目において『一人でできる』の割合が高くなっ

ています。 

 

【精神障がい（令和 2年度）】 

  

89.1%

92.7%

82.7%

88.0%

92.1%

89.7%

54.5%

88.6%

68.3%

5.3%

3.2%

8.2%

6.7%

4.1%

6.7%

22.3%

14.1%

3.8%

1.8%

6.2%

2.9%

1.5%

0.9%

15.2%

3.8%

10.3%

0.9%

1.5%

2.1%

1.5%

1.2%

1.2%

7.3%

4.1%

5.9%

0.9%

0.9%

0.9%

0.9%

1.2%

1.5%

0.6%

3.5%

1.5%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

①食事をする

②トイレを使う

③お風呂に入る

④衣服を着替える

⑤家の中を歩く

⑥寝返り・起きあがり

⑦掃除・洗濯・炊事などの家事

⑧留守番をする

⑨外出する

各種日常動作についての自立状況（精神障がい）

一人でできる 時間をかければ一人でできる 一部で介助が必要 全部で介助が必要 無回答n=341

83.8%

88.8%

77.7%

86.0%

88.8%

87.2%

43.6%

83.5%

61.5%

8.1%

4.5%

9.8%

6.1%

3.4%

5.9%

21.5%

11.7%

2.8%

1.4%

6.4%

2.5%

0.8%

0.6%

20.4%

5.9%

16.5%

1.7%

2.0%

2.8%

2.0%

2.2%

1.7%

8.4%

4.7%

5.3%

3.6%

3.4%

3.4%

3.4%

4.7%

4.7%

6.1%

5.9%

5.0%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

①食事をする

②トイレを使う

③お風呂に入る

④衣服を着替える

⑤家の中を歩く

⑥寝返り・起きあがり

⑦掃除・洗濯・炊事などの家事

⑧留守番をする

⑨外出する

各種日常動作についての自立状況（精神障がい）

一人でできる 時間をかければ一人でできる 一部で介助が必要 全部で介助が必要 無回答n=358



27 

【中学校区別】 

各種日常動作についての自立状況の浦添中学校区をみると、『一人でできる（「一人でできる」

＋「時間をかければ一人でできる」）』日常動作で最も多いのは「⑤家の中を歩く」及び「⑥寝返

り・起きあがり」が同率の 90.3％となっており、次いで「①食事をする」の 88.3％等となってお

り、7割～9割と高くなっています。 

一方、『一人ではできない（「一部で介助が必要」＋「全部で介助が必要」）』日常動作で最も多

いのは「⑦掃除・洗濯・炊事などの家事」の 31.8％、次いで「⑨外出する」の 24.8％、「③お風

呂に入る」の 20.0％等となっており、1割～3割と低くなっています。 

 

  

81.4%

81.4%

70.3%

77.2%

86.2%

86.2%

49.0%

80.7%

62.1%

6.9%

5.5%

8.3%

8.3%

4.1%

4.1%

17.9%

10.3%

4.8%

5.5%

9.7%

5.5%

2.8%

4.1%

15.2%

2.8%

12.4%

4.8%

6.2%

10.3%

6.9%

4.8%

3.4%

16.6%

10.3%

12.4%

2.1%

1.4%

1.4%

2.1%

2.1%

2.1%

1.4%

6.2%

2.8%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

①食事をする

②トイレを使う

③お風呂に入る

④衣服を着替える

⑤家の中を歩く

⑥寝返り・起きあがり

⑦掃除・洗濯・炊事などの家事

⑧留守番をする

⑨外出する

各種日常動作についての自立状況（浦添中学校区）

一人でできる 時間をかければ一人でできる 一部で介助が必要 全部で介助が必要 無回答n=145
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各種日常動作についての自立状況の仲西中学校区をみると、『一人でできる（「一人でできる」

＋「時間をかければ一人でできる」）』日常動作で最も多いのは「⑥寝返り・起きあがり」の 95.4％

となっており、次いで「⑤家の中を歩く」の 94.1％、「②トイレを使う」の 90.9％、「①食事をす

る」の 90.8％等となっており、7割～9割と高くなっています。 

一方、『一人ではできない（「一部で介助が必要」＋「全部で介助が必要」）』日常動作で最も多

いのは「⑦掃除・洗濯・炊事などの家事」の 27.8％、次いで「⑨外出する」の 25.6％、「③お風

呂に入る」の 15.5％等となっており、1割～3割と低くなっています。 

 

  

84.9%

87.7%

74.9%

80.8%

87.7%

88.1%

54.8%

84.9%

64.4%

5.9%

3.2%

8.7%

9.1%

6.4%

7.3%

17.4%

9.1%

6.4%

5.5%

9.1%

6.8%

2.7%

3.7%

12.3%

8.2%

12.8%

1.8%

2.7%

6.4%

2.7%

2.7%

0.5%

15.5%

5.5%

12.8%

0.9%

0.9%

0.9%

0.5%

0.5%

0.5%

1.4%

0.9%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

①食事をする

②トイレを使う

③お風呂に入る

④衣服を着替える

⑤家の中を歩く

⑥寝返り・起きあがり

⑦掃除・洗濯・炊事などの家事

⑧留守番をする

⑨外出する

各種日常動作についての自立状況（仲西中学校区）

一人でできる 時間をかければ一人でできる 一部で介助が必要 全部で介助が必要 無回答n=219
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各種日常動作についての自立状況の神森中学校区をみると、『一人でできる（「一人でできる」

＋「時間をかければ一人でできる」）』日常動作で最も多いのは「①食事をする」の 92.7％となっ

ており、次いで「⑥寝返り・起きあがり」の 91.5％、「⑤家の中を歩く」の 89.6％等となってお

り、7割～9割と高くなっています。 

一方、『一人ではできない（「一部で介助が必要」＋「全部で介助が必要」）』日常動作で最も多

いのは「⑦掃除・洗濯・炊事などの家事」の 29.3％、次いで「⑨外出する」の 21.4％、「③お風

呂に入る」の 15.9％等となっており 1割～3割と低くなっています。 

 

  

85.4%

81.7%

76.8%

79.3%

84.1%

81.7%

53.0%

82.3%

63.4%

7.3%

6.7%

6.1%

7.3%

5.5%

9.8%

15.2%

0.0%

10.4%

3.0%

6.1%

10.4%

7.9%

1.8%

1.8%

15.9%

7.3%

11.6%

3.0%

3.7%

5.5%

3.0%

5.5%

3.7%

13.4%

7.3%

9.8%

1.2%

1.8%

1.2%

2.4%

3.0%

3.0%

2.4%

3.0%

4.9%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

①食事をする

②トイレを使う

③お風呂に入る

④衣服を着替える

⑤家の中を歩く

⑥寝返り・起きあがり

⑦掃除・洗濯・炊事などの家事

⑧留守番をする

⑨外出する

各種日常動作についての自立状況（神森中学校区）

一人でできる 時間をかければ一人でできる 一部で介助が必要 全部で介助が必要 無回答n=164
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各種日常動作についての自立状況の港川中学校区をみると、『一人でできる（「一人でできる」

＋「時間をかければ一人でできる」）』日常動作で最も多いのは「⑥寝返り・起きあがり」の 96.9％

となっており、次いで「①食事をする」及び「⑤家の中を歩く」が同率の 94.4％等となっており、

7割～9割と高くなっています。 

一方、『一人ではできない（「一部で介助が必要」＋「全部で介助が必要」）』日常動作で最も多

いのは「⑦掃除・洗濯・炊事などの家事」の 27.4％、次いで「⑨外出する」の 24.3％、「③お風

呂に入る」及び「⑧留守番をする」が同率の 16.2％等となっており、1割～3割と低くなっていま

す。 

 

  

88.8%

87.0%

77.0%

83.9%

90.7%

93.2%

52.2%

81.4%

67.1%

5.6%

1.9%

6.8%

5.6%

3.7%

3.7%

20.5%

0.0%

8.7%

3.7%

8.7%

10.6%

8.1%

1.9%

0.6%

13.7%

7.5%

13.7%

1.9%

2.5%

5.6%

2.5%

2.5%

1.9%

13.7%

8.7%

10.6%

1.2%

0.6%

2.5%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

①食事をする

②トイレを使う

③お風呂に入る

④衣服を着替える

⑤家の中を歩く

⑥寝返り・起きあがり

⑦掃除・洗濯・炊事などの家事

⑧留守番をする

⑨外出する

各種日常動作についての自立状況（港川中学校区）

一人でできる 時間をかければ一人でできる 一部で介助が必要 全部で介助が必要 無回答n=161
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各種日常動作についての自立状況の浦西中学校区をみると、『一人でできる（「一人でできる」

＋「時間をかければ一人でできる」）』日常動作で最も多いのは「⑥寝返り・起きあがり」の 86.4％

となっており、次いで「①食事をする」の 83.3％、「②トイレを使う」の 82.3％等となっており、

7割～9割と高くなっています。 

一方、『一人ではできない（「一部で介助が必要」＋「全部で介助が必要」）』日常動作で最も多

いのは「⑦掃除・洗濯・炊事などの家事」の 32.3％、次いで「⑨外出する」の 31.2％、「③お風

呂に入る」の 19.8％等となっており、1割～3割と低くなっています。 

 

  

75.0%

76.0%

67.7%

74.0%

77.1%

76.0%

43.8%

78.1%

54.2%

8.3%

6.3%

10.4%

5.2%

2.1%

10.4%

21.9%

11.5%

10.4%

6.3%

6.3%

9.4%

6.3%

4.2%

13.5%

7.3%

15.6%

4.2%

9.4%

13.5%

9.4%

11.5%

7.3%

18.8%

10.4%

15.6%

2.1%

2.1%

2.1%

2.1%

3.1%

2.1%

2.1%

4.2%

3.1%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

①食事をする

②トイレを使う

③お風呂に入る

④衣服を着替える

⑤家の中を歩く

⑥寝返り・起きあがり

⑦掃除・洗濯・炊事などの家事

⑧留守番をする

⑨外出する

各種日常動作についての自立状況（浦西中学校区）

一人でできる 時間をかければ一人でできる 一部で介助が必要 全部で介助が必要 無回答n=96
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【参考 市全体】 

 

  

84.0%

83.8%

74.2%

79.7%

86.2%

86.2%

51.9%

82.2%

63.2%

6.5%

4.4%

7.9%

7.5%

4.6%

6.7%

18.1%

9.7%

5.4%

6.4%

9.4%

7.2%

2.7%

2.7%

13.8%

6.6%

13.0%

2.9%

4.2%

7.5%

4.2%

4.6%

2.7%

15.1%

8.0%

11.8%

1.2%

1.2%

1.1%

1.4%

1.9%

1.6%

1.1%

3.2%

2.2%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

①食事をする

②トイレを使う

③お風呂に入る

④衣服を着替える

⑤家の中を歩く

⑥寝返り・起きあがり

⑦掃除・洗濯・炊事などの家事

⑧留守番をする

⑨外出する

各種日常動作についての自立状況

一人でできる 時間をかければ一人でできる 一部で介助が必要 全部で介助が必要 無回答n=802
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質問７-１ 「質問７」で①～⑨のどれか１つでも「一部で介助が必要」または「全部で介助が必

要」と回答した方にお聞きします。あなたの主な介助者はどなたですか。（１つだけ

に○） 

【身体障がい】 

主な介助者をみると、「親」が 34.0％で最も多く、次いで「配偶者」の 23.6％、「ホームヘル

パー」の 17.0％、「施設・病院の職員」の 12.3％、「兄弟姉妹」の 5.7％等となっています。 

令和 2年度の調査結果と比較すると、「親」の割合が 10.2ポイント低くなっています。 

 
 
 

【知的障がい】 

主な介助者をみると、「親」が 81.5％で最も多く、次いで「施設・病院の職員」の 6.7％、「兄

弟姉妹」の 2.5％、「その他の親族」の 1.7％、「配偶者」及び「子ども」、「ホームヘルパー」、

「その他」が同率の 0.8％となっています。 

令和 2年度の調査結果と比較すると、特に大きな違いはみられません。 

 
  

44.2%

34.0%

18.8%

23.6%

8.7%

3.8%

2.2%

5.7%

1.4%

0.9%

13.0%

17.0%

9.4%

12.3%

1.4%

1.9%

0.7%

0.9%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

令和２年度

(n=138)

令和４年度

(n=106)

主な介助者（身体障がい）

親 配偶者 子ども 兄弟姉妹

その他の親族 友人・知人 ホームヘルパー ボランティア

施設・病院の職員 その他 無回答

85.0%

81.5%

0.5%

0.8%

0.5%

0.8%

3.5%

2.5%

1.0%

1.7%

0.5%

0.8%

7.0%

6.7%

0.8%

2.0%

4.2%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

令和２年度

(n=200)

令和４年度

(n=119)

主な介助者（知的障がい）

親 配偶者 子ども 兄弟姉妹

その他の親族 友人・知人 ホームヘルパー ボランティア

施設・病院の職員 その他 無回答
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【精神障がい】 

主な介助者をみると、「親」が 38.1％で最も多く、次いで「配偶者」の 17.5％、「施設・病院

の職員」の 13.4％、「ホームヘルパー」の 9.3％、「子ども」の 8.2％等となっています。 

令和 2 年度の調査結果と比較すると、「施設・病院の職員」の割合が 5.9 ポイント高くなって

います。 

 
 

 

【中学校区別】 

主な介助者をみると、すべての中学校区別において「親」の割合が最も多く 40％～50％台とな

っています。 

 

  

37.6%

38.1%

19.5%

17.5%

4.5%

8.2%

7.5%

4.1%

2.3%

5.3%

2.1%

13.5%

9.3%

7.5%

13.4%
4.1%

2.3%

3.1%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

令和２年度

(n=133)

令和４年度

(n=97)

主な介助者（精神障がい）

親 配偶者 子ども 兄弟姉妹

その他の親族 友人・知人 ホームヘルパー ボランティア

施設・病院の職員 その他 無回答

53.6%

45.8%

54.7%

48.1%

42.1%

48.9%

8.9%

12.5%

13.2%

22.2%

21.1%

15.2%

3.6%

9.7%

3.8%

7.9%

5.1%

1.8%

5.6%

3.8%

7.4%

2.6%

4.3%

1.9%

1.9%

0.7%

1.9%

2.6%

0.7%

12.5%

8.3%

9.4%

3.7%

18.4%

9.8%

12.5%

13.9%

9.4%

5.6%

5.3%

10.1%

5.4%

1.4%

3.7%

2.2%

1.8%

2.8%

3.8%

5.6%

2.9%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

浦添中学校区

(n=56)

仲西中学校区

(n=72)

神森中学校区

(n=53)

港川中学校区

(n=54)

浦西中学校区

(n=38)

市全体

(n=276)

主な介助者（中学校区別）

親 配偶者 子ども 兄弟姉妹

その他の親族 友人・知人 ホームヘルパー ボランティア

施設・病院の職員 その他 無回答



35 

質問７-２ 「質問７-1」で「親」、「配偶者」、「子ども」、「兄弟姉妹」、「その他の親族」、「友人・

知人」を回答した方にお聞きします。主な介助者の年齢は、次のどれにあたります

か。（１つだけに○） 

【身体障がい】 

主な介助者の年齢をみると、「50 代」が 41.7％で最も多く、次いで「60 代」の 22.2％、「40

代」が 13.9％、「70歳以上」が 12.5％、「30歳未満」が 2.8％等となっています。 

令和 2 年度の調査結果と比較すると、「50 代」の割合が 19.6 ポイント高くなっている一方、

「40代」が 13.0ポイント、「30代」が 10.1ポイント低くなっています。 

 

 

 

【知的障がい】 

主な介助者の年齢をみると、「50 代」が 35.6％で最も多く、次いで「60 代」の 28.8％、「70

歳以上」の 21.2％、「40代」の 9.6％、「30代」の 1.0％となっています。 

令和 2年度の調査結果と比較すると、「60代」の割合が 12.2ポイント、「50代」が 9.6ポイン

ト、「70歳以上」が 10.2ポイント高くなっている一方、「40代」が 19.1ポイント、「30代」が 12.3

ポイント低くなっています。 

 

  

5.8%

2.8%

11.5%

1.4%

26.9%

13.9%

22.1%

41.7%

22.1%

22.2%

9.6%

12.5%

1.9%

5.6%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

令和２年度

(n=104)

令和４年度

(n=72)

主な介助者の年齢（身体障がい）

30歳未満 30代 40代 50代 60代 70歳以上 無回答

2.2% 13.3%

1.0%

28.7%

9.6%

26.0%

35.6%

16.6%

28.8%

11.0%

21.2%

2.2%

3.8%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

令和２年度

(n=181)

令和４年度

(n=104)

主な介助者の年齢（知的障がい）

30歳未満 30代 40代 50代 60代 70歳以上 無回答
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【精神障がい】 

主な介助者の年齢をみると、「70歳以上」が 29.4％で最も多く、次いで「60代」の 20.6％、

「40代」の 19.1％、「50代」の 13.2％、「30歳未満」の 11.8％等となっています。 

令和 2 年度の調査結果と比較すると、「70 歳以上」の割合が 12.7 ポイント高くなっている一

方、「50代」が 9.3ポイント、「30代」が 5.9ポイント低くなっています。 

 

 

 

【中学校区別】 

主な介助者の年齢をみると、浦添中学校区では「70歳以上」が 28.9％、仲西中学校区及び神森

中学校区、浦西中学校区では「50代」がそれぞれ 35.8％、43.9％、27.6％（浦西中学校区では「70

歳以上」も同率）、港川中学校区では「60代」が 31.8％で最も多くなっています。 

 

  

6.9%

11.8%

11.8%

5.9%

17.6%

19.1%

22.5%

13.2%

17.6%

20.6%

16.7%

29.4%

6.9%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

令和２年度

(n=102)

令和４年度

(n=68)

主な介助者の年齢（精神障がい）

30歳未満 30代 40代 50代 60代 70歳以上 無回答

2.6%

5.7%

2.4%

4.5%

10.3%

4.8%

5.3%

1.9%

2.4%

2.3%

2.4%

10.5%

15.1%

9.8%

15.9%

10.3%

13.0%

23.7%

35.8%

43.9%

25.0%

27.6%

31.4%

26.3%

24.5%

12.2%

31.8%

20.7%

23.7%

28.9%

13.2%

26.8%

15.9%

27.6%

21.3%

2.6%

3.8%

2.4%

4.5%

3.4%

3.4%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

浦添中学校区

(n=38)

仲西中学校区

(n=53)

神森中学校区

(n=41)

港川中学校区

(n=44)

浦西中学校区

(n=29)

市全体

(n=207)

主な介助者の年齢（中学校区別）

30歳未満 30代 40代 50代 60代 70歳以上 無回答
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質問７-３ 「質問７-1」で「親」、「配偶者」、「子ども」、「兄弟姉妹」、「その他の親族」、「友人・

知人」を回答した方にお聞きします。主な介助者が急病、事故、出産などのために、

介助できなくなった場合にどのようにしていますか。また、今後はどのようにした

いですか。（「現在」と「今後」についてそれぞれ３つまで選んで○を付けて下さい） 

【身体障がい】 

〈現在の対応〉 

主な介助者が介助できなくなった場合の現在の対応方法をみると、「同居している他の家族に

頼んでいる」が 43.1％で最も多く、次いで「同居していない家族・親戚に頼んでいる」の 36.1％、

「誰にも頼まず一人で何とかしている」の 26.4％、「ショートステイ（施設への短期入所）を利

用している」の 15.3％、「ホームヘルプサービス(居宅介護）を利用している」の 8.3％等となっ

ています。 

令和 2 年度の調査結果と比較すると、「誰にも頼まず一人で何とかしている」の割合が 6.2 ポ

イント高くなっている一方、「同居している他の家族に頼んでいる」が 10.7ポイント、「ホーム

ヘルプサービス(居宅介護）を利用している」が 7.1ポイント低くなっています。 

 

  

53.8%

40.4%

15.4%

14.4%

1.9%

2.9%

1.9%

20.2%

2.9%

11.5%

43.1%

36.1%

8.3%

15.3%

0.0%

6.9%

0.0%

26.4%

2.8%

11.1%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0%

同居している他の家族に頼んでいる

同居していない家族・親戚に頼んでいる

ホームヘルプサービス(居宅介護）を利用している

ショートステイ（施設への短期入所）を利用している

ボランティアにお願いしている

民間の支援グループにお願いしている

近所の知り合い等にお願いしている

誰にも頼まず一人で何とかしている

その他

無回答

主な介助者が介助できなくなった場合の現在の対応方法（身体障がい）

令和２年度(n=104) 令和４年度(n=72)
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〈今後の対応〉 

主な介助者が介助できなくなった場合に希望する今後の対応をみると、「ホームヘルプサービ

ス(居宅介護）を利用している」が 36.1％で最も多く、次いで「ショートステイ（施設への短期入

所）を利用している」の 33.3％、「同居していない家族・親戚に頼んでいる」の 31.9％、「同居

している他の家族に頼んでいる」の 25.0％、「民間の支援グループにお願いしている」及び「誰

にも頼まず一人で何とかしている」が同率の 9.7％等となっています。 

令和 2年度の調査結果と比較すると、「同居している他の家族に頼んでいる」の割合が 15.4ポ

イント低くなっています。 

 

  

40.4%

34.6%

37.5%

33.7%

1.9%

8.7%

1.9%

6.7%

4.8%

19.2%

25.0%

31.9%

36.1%

33.3%

1.4%

9.7%

2.8%

9.7%

5.6%

20.8%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0%

同居している他の家族に頼んでいる

同居していない家族・親戚に頼んでいる

ホームヘルプサービス(居宅介護）を利用している

ショートステイ（施設への短期入所）を利用している

ボランティアにお願いしている

民間の支援グループにお願いしている

近所の知り合い等にお願いしている

誰にも頼まず一人で何とかしている

その他

無回答

主な介助者が介助できなくなった場合に希望する今後の対応（身体障がい）

令和２年度(n=104) 令和４年度(n=72)
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【知的障がい】 

〈現在の対応〉 

主な介助者が介助できなくなった場合の現在の対応方法をみると、「同居している他の家族に

頼んでいる」が 58.7％で最も多く、次いで「同居していない家族・親戚に頼んでいる」の 40.4％、

「ショートステイ（施設への短期入所）を利用している」の 25.0％、「誰にも頼まず一人で何と

かしている」の 20.2％、「ホームヘルプサービス(居宅介護）を利用している」の 8.7％等となっ

ています。 

令和 2年度の調査結果と比較すると、「ショートステイ（施設への短期入所）を利用している」

の割合が 8.4ポイント高くなっている一方、「同居していない家族・親戚に頼んでいる」が 5.5ポ

イント低くなっています。 

 

  

61.9%

45.9%

6.1%

16.6%

1.1%

3.3%

0.6%

14.4%

2.8%

12.2%

58.7%

40.4%

8.7%

25.0%

1.0%

4.8%

0.0%

20.2%

3.8%

10.6%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0%

同居している他の家族に頼んでいる

同居していない家族・親戚に頼んでいる

ホームヘルプサービス(居宅介護）を利用している

ショートステイ（施設への短期入所）を利用している

ボランティアにお願いしている

民間の支援グループにお願いしている

近所の知り合い等にお願いしている

誰にも頼まず一人で何とかしている

その他

無回答

主な介助者が介助できなくなった場合の現在の対応方法（知的障がい）

令和２年度(n=181) 令和４年度(n=104)
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〈今後の対応〉 

主な介助者が介助できなくなった場合に希望する今後の対応をみると、「ショートステイ（施

設への短期入所）を利用している」が 44.2％で最も多く、次いで「同居している他の家族に頼ん

でいる」の 38.5％、「同居していない家族・親戚に頼んでいる」の 34.6％、「ホームヘルプサー

ビス(居宅介護）を利用している」の 30.8％、「民間の支援グループにお願いしている」の 11.5％

等となっています。 

令和 2年度の調査結果と比較すると、「ショートステイ（施設への短期入所）を利用している」

の割合が 10.5ポイント、「ホームヘルプサービス(居宅介護）を利用している」が 5.9ポイント高

くなっている一方、「同居している他の家族に頼んでいる」が 8.5ポイント、「同居していない家

族・親戚に頼んでいる」が 6.3ポイント低くなっています。 

 

  

47.0%

40.9%

24.9%

33.7%

2.2%

9.4%

0.0%

6.6%

4.4%

17.1%

38.5%

34.6%

30.8%

44.2%

3.8%

11.5%

3.8%

7.7%

8.7%

13.5%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0%

同居している他の家族に頼んでいる

同居していない家族・親戚に頼んでいる

ホームヘルプサービス(居宅介護）を利用している

ショートステイ（施設への短期入所）を利用している

ボランティアにお願いしている

民間の支援グループにお願いしている

近所の知り合い等にお願いしている

誰にも頼まず一人で何とかしている

その他

無回答

主な介助者が介助できなくなった場合に希望する今後の対応（知的障がい）

令和２年度(n=181) 令和４年度(n=104)
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【精神障がい】 

〈現在の対応〉 

主な介助者が介助できなくなった場合の現在の対応方法をみると、「誰にも頼まず一人で

何とかしている」が 45.6％で最も多く、次いで「同居していない家族・親戚に頼んでいる」

の 33.8％、「同居している他の家族に頼んでいる」の 32.4％、「その他」の 13.2％、「ショ

ートステイ（施設への短期入所）を利用している」の 10.3％等となっています。 

令和 2 年度の調査結果と比較すると、「誰にも頼まず一人で何とかしている」及び「その他」

の割合が同率で 10.3ポイント、「ショートステイ（施設への短期入所）を利用している」が 5.4ポ

イント高くなっている一方、「民間の支援グループにお願いしている」が 9.8ポイント、「同居し

ている他の家族に頼んでいる」が 7.8ポイント低くなっています。 

 

  

40.2%

36.3%

9.8%

4.9%

0.0%

9.8%

1.0%

35.3%

2.9%

15.7%

32.4%

33.8%

4.4%

10.3%

1.5%

0.0%

0.0%

45.6%

13.2%

8.8%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0%

同居している他の家族に頼んでいる

同居していない家族・親戚に頼んでいる

ホームヘルプサービス(居宅介護）を利用している

ショートステイ（施設への短期入所）を利用している

ボランティアにお願いしている

民間の支援グループにお願いしている

近所の知り合い等にお願いしている

誰にも頼まず一人で何とかしている

その他

無回答

主な介助者が介助できなくなった場合の現在の対応方法（精神障がい）

令和２年度(n=102) 令和４年度(n=68)
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〈今後の対応〉 

主な介助者が介助できなくなった場合に希望する今後の対応をみると、「誰にも頼まず一人で

何とかしている」が 32.4％で最も多く、次いで「同居していない家族・親戚に頼んでいる」の 27.9％、

「同居している他の家族に頼んでいる」の 26.5％、「ホームヘルプサービス(居宅介護）を利用し

ている」及び「ショートステイ（施設への短期入所）を利用している」が同率の 16.2％等となっ

ています。 

令和 2 年度の調査結果と比較すると、「民間の支援グループにお願いしている」の割合が 9.3

ポイント、「同居していない家族・親戚に頼んでいる」が 7.4ポイント低くなっています。 

 

  

29.4%

35.3%

19.6%

11.8%

2.9%

16.7%

1.0%

31.4%

4.9%

19.6%

26.5%

27.9%

16.2%

16.2%

4.4%

7.4%

1.5%

32.4%

10.3%

20.6%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0%

同居している他の家族に頼んでいる

同居していない家族・親戚に頼んでいる

ホームヘルプサービス(居宅介護）を利用している

ショートステイ（施設への短期入所）を利用している

ボランティアにお願いしている

民間の支援グループにお願いしている

近所の知り合い等にお願いしている

誰にも頼まず一人で何とかしている

その他

無回答

主な介助者が介助できなくなった場合に希望する今後の対応（精神障がい）

令和２年度(n=102) 令和４年度(n=68)



43 

【中学校区別】 

〈現在の対応〉 

主な介助者が介助できなくなった場合の現在の対応方法をみると、浦添中学校区及び神森中学

校区では「同居している他の家族に頼んでいる」がそれぞれ 57.9％、51.2％、仲西中学校区及び

港川中学校区、浦西中学校区では「同居していない家族・親戚に頼んでいる」がそれぞれ 43.4％、

40.9％、48.3％で最も多くなっています。 

 

  

主な介助者が介助できなくなった場合の現在の対応方法（中学校区別）

同居している
他の家族に頼
んでいる

同居していな
い家族・親戚
に頼んでいる

ホームヘルプ
サービス(居宅
介護）を利用し
ている

ショートステイ
（施設への短
期入所）を利
用している

ボランティアに
お願いしてい
る

民間の支援グ
ループにお願
いしている

近所の知り合
い等にお願い
している

回答数 22 10 5 8 0 0 0
％ 57.9% 26.3% 13.2% 21.1% 0.0% 0.0% 0.0%

回答数 20 23 7 6 1 1 0
％ 37.7% 43.4% 13.2% 11.3% 1.9% 1.9% 0.0%

回答数 21 13 2 9 0 3 0

％ 51.2% 31.7% 4.9% 22.0% 0.0% 7.3% 0.0%
回答数 16 18 1 6 0 3 0
％ 36.4% 40.9% 2.3% 13.6% 0.0% 6.8% 0.0%

回答数 13 14 0 4 0 0 0
％ 44.8% 48.3% 0.0% 13.8% 0.0% 0.0% 0.0%

回答数 93 78 15 33 1 7 0
％ 44.9% 37.7% 7.2% 15.9% 0.5% 3.4% 0.0%

誰にも頼まず
一人で何とか
している

その他 無回答
回答数
合計

回答数 13 1 5 64
％ 34.2% 2.6% 13.2% 168.4%

回答数 13 3 7 81
％ 24.5% 5.7% 13.2% 152.8%

回答数 14 4 3 69
％ 34.1% 9.8% 7.3% 168.3%

回答数 14 4 4 66
％ 31.8% 9.1% 9.1% 150.0%

回答数 9 1 3 44
％ 31.0% 3.4% 10.3% 151.7%

回答数 63 14 22 326

％ 30.4% 6.8% 10.6% 157.5%

浦添中学校区
(n=38)

仲西中学校区
(n=53)

神森中学校区
(n=41)

港川中学校区
(n=44)

神森中学校区
(n=41)

港川中学校区
(n=44)

浦西中学校区
(n=29)

市全体
(n=207)

浦西中学校区
(n=29)

市全体
(n=207)

浦添中学校区
(n=38)

仲西中学校区
(n=53)



44 

〈今後の対応〉 

主な介助者が介助できなくなった場合に希望する今後の対応をみると、浦添中学校区及び神森

中学校区、浦西中学校区では「同居している他の家族に頼んでいる」がそれぞれ 42.1％、29.3％、

31.0％（浦添中学校区では「ショートステイ（施設への短期入所）を利用している」、浦西中学校

区では「同居していない家族・親戚に頼んでいる」も同率）、仲西中学校区及び港川中学校区では

「同居していない家族・親戚に頼んでいる」がそれぞれ 45.3％、36.4％で最も多くなっています。 

 

  

主な介助者が介助できなくなった場合に希望する今後の対応（中学校区別）

同居している
他の家族に頼
んでいる

同居していな
い家族・親戚
に頼んでいる

ホームヘルプ
サービス(居宅
介護）を利用し
ている

ショートステイ
（施設への短
期入所）を利
用している

ボランティアに
お願いしてい
る

民間の支援グ
ループにお願
いしている

近所の知り合
い等にお願い
している

回答数 16 13 14 16 1 2 1
％ 42.1% 34.2% 36.8% 42.1% 2.6% 5.3% 2.6%

回答数 13 24 18 19 3 3 2
％ 24.5% 45.3% 34.0% 35.8% 5.7% 5.7% 3.8%

回答数 12 10 7 9 1 6 0

％ 29.3% 24.4% 17.1% 22.0% 2.4% 14.6% 0.0%
回答数 12 16 7 11 2 5 0
％ 27.3% 36.4% 15.9% 25.0% 4.5% 11.4% 0.0%

回答数 9 9 8 8 0 1 3
％ 31.0% 31.0% 27.6% 27.6% 0.0% 3.4% 10.3%

回答数 63 72 55 63 7 18 6
％ 30.4% 34.8% 26.6% 30.4% 3.4% 8.7% 2.9%

誰にも頼まず
一人で何とか
している

その他 無回答
回答数
合計

回答数 7 0 4 74
％ 18.4% 0.0% 10.5% 194.7%

回答数 7 6 9 104
％ 13.2% 11.3% 17.0% 196.2%

回答数 10 5 9 69
％ 24.4% 12.2% 22.0% 168.3%

回答数 6 5 9 73
％ 13.6% 11.4% 20.5% 165.9%

回答数 6 0 6 50
％ 20.7% 0.0% 20.7% 172.4%

回答数 36 17 37 374

％ 17.4% 8.2% 17.9% 180.7%

市全体
(n=207)

浦添中学校区
(n=38)

仲西中学校区
(n=53)

神森中学校区
(n=41)

浦添中学校区
(n=38)

仲西中学校区
(n=53)

神森中学校区
(n=41)

港川中学校区
(n=44)

浦西中学校区
(n=29)

港川中学校区
(n=44)

浦西中学校区
(n=29)

市全体
(n=207)
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【ここは、主な介助者の方にお聞きします】 

質問７-４ 「質問７-1」で「親」、「配偶者」、「子ども」、「兄弟姉妹」、「その他の親族」、「友人・

知人」を回答した方の主な介助者にお聞きします。介助者がお困りのことはありま

すか。（あてはまるもの３つまでに○） 

【身体障がい】 

介助者が困っていることをみると、「身体が疲れる」が 45.8％で最も多く、次いで「精神的に

疲れる」の 40.3％、「睡眠不足になりがち」の 25.0％、「自分の時間がもてない」の 20.8％、「経

済的な負担がかかる」及び「特にない」が同率の 19.4％等となっています。 

令和 2年度の調査結果と比較すると、「精神的に疲れる」の割合が 13.4ポイント高くなってい

る一方、「その他」が 8.2ポイント、「睡眠不足になりがち」が 5.8ポイント低くなっています。 

 

  

30.8%

46.2%

26.9%

17.3%

3.8%

5.8%

8.7%

5.8%

15.4%

5.8%

9.6%

18.3%

11.5%

25.0%

45.8%

40.3%

20.8%

6.9%

4.2%

6.9%

1.4%

19.4%

9.7%

1.4%

19.4%

9.7%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0%

睡眠不足になりがち

身体が疲れる

精神的に疲れる

自分の時間がもてない

買い物などの外出ができない

ほかの家族の世話ができない

今の仕事を辞めざるを得ない状況が常にある

仕事につきたいが、出られない

経済的な負担がかかる

相談する場がない

その他

特にない

無回答

介助者が困っていること（身体障がい）

令和２年度(n=104) 令和４年度(n=72)
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【知的障がい】 

介助者が困っていることをみると、「精神的に疲れる」が 50.0％で最も多く、次いで「身体が

疲れる」の 36.5％、「睡眠不足になりがち」の 22.1％、「特にない」の 20.2％、「自分の時間が

もてない」の 17.3％等となっています。 

令和 2年度の調査結果と比較すると、「精神的に疲れる」の割合が 10.8ポイント高くなってい

ます。 

 

  

23.8%

35.9%

39.2%

17.7%

11.0%

7.2%

11.0%

8.8%

14.4%

7.7%

3.3%

17.1%

8.8%

22.1%

36.5%

50.0%

17.3%

6.7%

2.9%

10.6%

10.6%

11.5%

8.7%

5.8%

20.2%

2.9%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0%

睡眠不足になりがち

身体が疲れる

精神的に疲れる

自分の時間がもてない

買い物などの外出ができない

ほかの家族の世話ができない

今の仕事を辞めざるを得ない状況が常にある

仕事につきたいが、出られない

経済的な負担がかかる

相談する場がない

その他

特にない

無回答

介助者が困っていること（知的障がい）

令和２年度(n=181) 令和４年度(n=104)



47 

【精神障がい】 

介助者が困っていることをみると、「精神的に疲れる」が 52.9％で最も多く、次いで「身体が

疲れる」の 38.2％、「睡眠不足になりがち」の 22.1％、「経済的な負担がかかる」の 20.6％、「自

分の時間がもてない」及び「特にない」が同率の 17.6％等となっています。 

令和 2 年度の調査結果と比較すると、「相談する場がない」の割合が 5.9 ポイント高くなって

います。 

 

  

23.5%

35.3%

52.9%

18.6%

4.9%

1.0%

3.9%

5.9%

19.6%

8.8%

3.9%

12.7%

13.7%

22.1%

38.2%

52.9%

17.6%

5.9%

5.9%

4.4%

2.9%

20.6%

14.7%

2.9%

17.6%

5.9%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0%

睡眠不足になりがち

身体が疲れる

精神的に疲れる

自分の時間がもてない

買い物などの外出ができない

ほかの家族の世話ができない

今の仕事を辞めざるを得ない状況が常にある

仕事につきたいが、出られない

経済的な負担がかかる

相談する場がない

その他

特にない

無回答

介助者が困っていること（精神障がい）

令和２年度(n=102) 令和４年度(n=68)
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【中学校区別】 

介助者が困っていることをみると、神森中学校区を除き「精神的に疲れる」が最も多く、浦添

中学校区が 44.7％、仲西中学校区が 49.1％、港川中学校区が 50.0％、浦西中学校区が 51.7％と

なっており、神森中学校区では「身体が疲れる」が 41.5％で最も多くなっています。 

  

介助者が困っていること（中学校区別）

睡眠不足にな
りがち

身体が疲れる
精神的に疲れ
る

自分の時間が
もてない

買い物などの
外出ができな
い

ほかの家族の
世話ができな
い

今の仕事を辞
めざるを得な
い状況が常に
ある

回答数 5 16 17 5 4 0 1
％ 13.2% 42.1% 44.7% 13.2% 10.5% 0.0% 2.6%

回答数 11 22 26 10 2 0 5
％ 20.8% 41.5% 49.1% 18.9% 3.8% 0.0% 9.4%

回答数 10 17 16 7 4 4 4

％ 24.4% 41.5% 39.0% 17.1% 9.8% 9.8% 9.8%
回答数 10 10 22 10 2 2 2
％ 22.7% 22.7% 50.0% 22.7% 4.5% 4.5% 4.5%

回答数 8 13 15 4 1 2 1
％ 27.6% 44.8% 51.7% 13.8% 3.4% 6.9% 3.4%

回答数 44 79 97 37 13 8 13
％ 21.3% 38.2% 46.9% 17.9% 6.3% 3.9% 6.3%

仕事につきた
いが、出られ
ない

経済的な負担
がかかる

相談する場が
ない

その他 特にない 無回答
回答数
合計

回答数 0 9 4 1 11 2 75
％ 0.0% 23.7% 10.5% 2.6% 28.9% 5.3% 197.4%

回答数 3 9 2 4 12 4 110
％ 5.7% 17.0% 3.8% 7.5% 22.6% 7.5% 207.5%

回答数 8 8 5 0 3 2 88
％ 19.5% 19.5% 12.2% 0.0% 7.3% 4.9% 214.6%

回答数 1 9 7 3 11 2 91
％ 2.3% 20.5% 15.9% 6.8% 25.0% 4.5% 206.8%

回答数 2 2 2 0 6 3 59
％ 6.9% 6.9% 6.9% 0.0% 20.7% 10.3% 203.4%

回答数 14 38 21 8 43 13 428

％ 6.8% 18.4% 10.1% 3.9% 20.8% 6.3% 206.8%

仲西中学校区
(n=53)

神森中学校区
(n=41)

港川中学校区
(n=44)

浦西中学校区
(n=29)

市全体
(n=207)

浦添中学校区
(n=38)

浦添中学校区
(n=38)

仲西中学校区
(n=53)

神森中学校区
(n=41)

港川中学校区
(n=44)

浦西中学校区
(n=29)

市全体
(n=207)
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４．感染症対策について 
 

質問８ 新型コロナウイルス感染症の拡大により、日常の生活が大きく変化していますが、あな

たは、新型コロナウイルスに関し、困っている事や不安に感じている事はありますか。

（あてはまるものすべてに○） 

【身体障がい】 

新型コロナウイルスに関して困っている事や不安に感じている事をみると、「障がいのため、

新型コロナウイルスに感染した場合に重症化しないか不安」が 56.9％で最も多く、次いで「家族

や介助者が感染した場合、日常生活を送ることができるか不安」の 32.0％、「外出を控えたり、

知り合いに会えない生活が長引くと辛い」の 24.8％、「特に困ること、不安に思うことはない」

の 18.0％、「仕事を減らされたり、仕事が無くならないか不安」の 16.0％等となっています。 

令和 2 年度の調査結果と比較すると、「障がいのため、新型コロナウイルスに感染した場合に

重症化しないか不安」及び「障がいのため、感染防止対策（マスクの着用、手洗い、アルコール消

毒等）を行うのが困難」の割合が 5.9ポイント、「障がいのため、体温が上がりやすいことから、

感染していると思われないか心配」が 5.2ポイント低くなっています。 

 

  

62.8%

14.1%

15.0%

36.3%

11.7%

26.7%

16.5%

17.4%

9.0%

4.5%

4.2%

7.8%

10.8%

5.4%

56.9%

8.2%

9.8%

32.0%

11.4%

24.8%

16.0%

13.4%

8.5%

3.3%

7.2%

7.5%

18.0%

3.9%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0%

障がいのため、新型コロナウイルスに感染した場合に重症化

しないか不安

障がいのため、感染防止対策（マスクの着用、手洗い、

アルコール消毒等）を行うのが困難

障がいのため、体温が上がりやすいことから、感染していると思われ

ないか心配

家族や介助者が感染した場合、日常生活を送ることができるか不安

マスクの着用で口元が見えないことにより、意思疎通が難しい

外出を控えたり、知り合いに会えない生活が長引くと辛い

仕事を減らされたり、仕事が無くならないか不安

これまで通り障害福祉サービスなどが利用できるか不安

介助者と近い距離で接するため、お互いに不安な気持ちを抱えてい

る

介助者と近い距離で接するため、サービスなどの利用を我慢

している

障害福祉サービスなどが利用できない事・不便な事があった

その他

特に困ること、不安に思うことはない

無回答

新型コロナウイルスに関して困っている事や不安に感じている事（身体障がい）

令和２年度(n=333) 令和４年度(n=306)
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【知的障がい】 

新型コロナウイルスに関して困っている事や不安に感じている事をみると、「家族や介助者が

感染した場合、日常生活を送ることができるか不安」が 50.7％で最も多く、次いで「障がいのた

め、新型コロナウイルスに感染した場合に重症化しないか不安」の 43.3％、「外出を控えたり、

知り合いに会えない生活が長引くと辛い」の 31.2％、「これまで通り障害福祉サービスなどが利

用できるか不安」の 30.2％、「障がいのため、感染防止対策（マスクの着用、手洗い、アルコー

ル消毒等）を行うのが困難」の 18.1％等となっています。 

令和 2 年度の調査結果と比較すると、「障害福祉サービスなどが利用できない事・不便な事が

あった」の割合が 7.8 ポイント高くなっている一方、「家族や介助者が感染した場合、日常生活

を送ることができるか不安」が 6.2ポイント低くなっています。 

 

  

46.2%

23.1%

12.8%

56.9%

10.0%

32.8%

18.3%

30.7%

14.8%

4.8%

6.6%

8.3%

11.4%

3.8%

43.3%

18.1%

13.0%

50.7%

13.5%

31.2%

17.2%

30.2%

16.3%

8.4%

14.4%

5.6%

16.7%

4.2%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0%

障がいのため、新型コロナウイルスに感染した場合に重症化

しないか不安

障がいのため、感染防止対策（マスクの着用、手洗い、

アルコール消毒等）を行うのが困難

障がいのため、体温が上がりやすいことから、感染していると思われ

ないか心配

家族や介助者が感染した場合、日常生活を送ることができるか不安

マスクの着用で口元が見えないことにより、意思疎通が難しい

外出を控えたり、知り合いに会えない生活が長引くと辛い

仕事を減らされたり、仕事が無くならないか不安

これまで通り障害福祉サービスなどが利用できるか不安

介助者と近い距離で接するため、お互いに不安な気持ちを抱えてい

る

介助者と近い距離で接するため、サービスなどの利用を我慢

している

障害福祉サービスなどが利用できない事・不便な事があった

その他

特に困ること、不安に思うことはない

無回答

新型コロナウイルスに関して困っている事や不安に感じている事（知的障がい）

令和２年度(n=290) 令和４年度(n=215)
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【精神障がい】 

新型コロナウイルスに関して困っていることや不安に感じていることを見ると、「障害のため、

新型コロナウイルスに感染した場合に重症化しないか不安」が 33.7％で最も多く、次いで「家族

や介助者が感染した場合、日常生活を送ることができるか不安」の 32.0％、「外出を控えたり、

知り合いに会えない生活が長引くと辛い」の 27.3％、「特に困ること、不安に思うことはない」

の 23.5％、「仕事を減らされたり、仕事が無くならないか不安」の 20.2％等となっています。 

令和 2 年度の調査結果と比較すると、「障がいのため、新型コロナウイルスに感染した場合に

重症化しないか不安」の割合が 7.2ポイント高くなっています。 

 

  

26.5%

4.5%

8.4%

36.0%

6.7%

28.5%

17.0%

20.9%

7.0%

3.4%

4.2%

9.5%

18.4%

8.9%

33.7%

3.8%

8.5%

32.0%

11.1%

27.3%

20.2%

18.2%

5.9%

2.6%

4.4%

7.3%

23.5%

4.1%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0%

障がいのため、新型コロナウイルスに感染した場合に重症化

しないか不安

障がいのため、感染防止対策（マスクの着用、手洗い、

アルコール消毒等）を行うのが困難

障がいのため、体温が上がりやすいことから、感染していると思われ

ないか心配

家族や介助者が感染した場合、日常生活を送ることができるか不安

マスクの着用で口元が見えないことにより、意思疎通が難しい

外出を控えたり、知り合いに会えない生活が長引くと辛い

仕事を減らされたり、仕事が無くならないか不安

これまで通り障害福祉サービスなどが利用できるか不安

介助者と近い距離で接するため、お互いに不安な気持ちを抱えてい

る

介助者と近い距離で接するため、サービスなどの利用を我慢

している

障害福祉サービスなどが利用できない事・不便な事があった

その他

特に困ること、不安に思うことはない

無回答

新型コロナウイルスに関して困っている事や不安に感じている事（精神障がい）

令和２年度(n=358) 令和４年度(n=341)
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【中学校区別】 

新型コロナウイルスに関して困っている事や不安に感じている事をみると、すべての中学校区

別において「障がいのため、新型コロナウイルスに感染した場合に重症化しないか不安」の割合

が最も多くなっており、30％～40％台となっています。 

 

  

新型コロナウイルスに関して困っている事や不安に感じている事（中学校区別）

障がいの
ため、新型
コロナウイ
ルスに感
染した場合
に重症化し
ないか不
安

障がいの
ため、感染
防止対策
（マスクの
着用、手洗
い、アル
コール消毒
等）を行う
のが困難

障がいの
ため、体温
が上がりや
すいことか
ら、感染し
ていると思
われない
か心配

家族や介
助者が感
染した場
合、日常生
活を送るこ
とができる
か不安

マスクの着
用で口元
が見えない
ことにより、
意思疎通
が難しい

外出を控え
たり、知り
合いに会
えない生活
が長引くと
辛い

仕事を減ら
されたり、
仕事が無く
ならないか
不安

これまで通
り障害福祉
サービスな
どが利用で
きるか不安

介助者と近
い距離で
接するた
め、お互い
に不安な
気持ちを抱
えている

回答数 69 13 12 56 11 46 26 35 12

％ 47.6% 9.0% 8.3% 38.6% 7.6% 31.7% 17.9% 24.1% 8.3%

回答数 86 20 18 66 28 64 44 38 21

％ 39.3% 9.1% 8.2% 30.1% 12.8% 29.2% 20.1% 17.4% 9.6%

回答数 72 13 12 57 17 44 27 33 15
％ 43.9% 7.9% 7.3% 34.8% 10.4% 26.8% 16.5% 20.1% 9.1%

回答数 63 7 13 49 22 31 27 21 9

％ 39.1% 4.3% 8.1% 30.4% 13.7% 19.3% 16.8% 13.0% 5.6%

回答数 44 11 13 42 10 26 16 12 8
％ 45.8% 11.5% 13.5% 43.8% 10.4% 27.1% 16.7% 12.5% 8.3%

回答数 340 64 70 274 90 217 145 143 67

％ 42.4% 8.0% 8.7% 34.2% 11.2% 27.1% 18.1% 17.8% 8.4%

介助者と近
い距離で
接するた
め、サービ
スなどの利
用を我慢し
ている

障害福祉
サービスな
どが利用で
きない事・
不便な事
があった

その他

特に困るこ
と、不安に
思うことは
ない

無回答
回答数
合計

回答数 7 11 11 27 7 343
％ 4.8% 7.6% 7.6% 18.6% 4.8% 236.6%

回答数 12 16 20 54 5 492

％ 5.5% 7.3% 9.1% 24.7% 2.3% 224.7%

回答数 6 9 5 32 11 353

％ 3.7% 5.5% 3.0% 19.5% 6.7% 215.2%
回答数 4 5 13 38 5 307
％ 2.5% 3.1% 8.1% 23.6% 3.1% 190.7%

回答数 2 9 4 13 6 216

％ 2.1% 9.4% 4.2% 13.5% 6.3% 225.0%

回答数 31 53 53 167 36 1,750
％ 3.9% 6.6% 6.6% 20.8% 4.5% 218.2%

浦西中学校区
(n=96)

市全体
(n=802)

浦添中学校区
(n=145)

仲西中学校区
(n=219)

神森中学校区
(n=164)

港川中学校区
(n=161)

浦西中学校区
(n=96)

市全体
(n=802)

浦添中学校区
(n=145)

仲西中学校区
(n=219)

神森中学校区
(n=164)

港川中学校区
(n=161)



53 

質問９ 新型コロナウイルス感染症の拡大により、日常の生活が大きく変化していますが、あな

たは、新型コロナウイルスに関し、困っている事や不安に感じている事はありますか。

（あてはまるものすべてに○） 

【身体障がい】 

新型コロナウイルス感染症対策などについて国・県・浦添市やサービス事業者などに望むこと

をみると、「特に困ること、不満に思うことはない」が 34.3％で最も多く、次いで「自粛などで

仕事ができなくなった場合の何らかの支援を考えて欲しい」の 29.7％、「サービス提供事業所の

利用に際し、ウイルス対策を徹底して欲しい」の 15.4％、「障害福祉サービスなどがきちんと利

用できるようにして欲しい」の 12.7％、「相談窓口などについて、ウイルス対策を徹底して欲し

い」の 10.5％等となっています。 

令和 2年度の調査結果と比較すると、「特に困ること、不満に思うことはない」の割合が 5.8ポ

イント高くなっている一方、「相談窓口などについて、ウイルス対策を徹底して欲しい」が 6.3ポ

イント低くなっています。 

 

  

10.5%

27.9%

16.8%

19.8%

6.0%

28.5%

16.2%

12.7%

29.7%

10.5%

15.4%

9.2%

34.3%

10.1%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0%

障害福祉サービスなどがきちんと利用できるようにして欲しい

自粛などで仕事ができなくなった場合の何らかの支援を考え

て欲しい

相談窓口などについて、ウイルス対策を徹底して欲しい

サービス提供事業所の利用に際し、ウイルス対策を

徹底して欲しい

その他

特に困ること、不満に思うことはない

無回答

新型コロナウイルス感染症対策などについて国・県・浦添市やサービス事業者などに

望むこと（身体障がい）

令和２年度(n=333) 令和４年度(n=306)
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【知的障がい】 

新型コロナウイルス感染症対策などについて国・県・浦添市やサービス事業者などに望むこと

をみると、「自粛などで仕事ができなくなった場合の何らかの支援を考えて欲しい」が 34.0％で

最も多く、次いで「特に困ること、不満に思うことはない」の 28.8％、「障害福祉サービスなど

がきちんと利用できるようにして欲しい」の 20.0％、「サービス提供事業所の利用に際し、ウイ

ルス対策を徹底して欲しい」の 17.2％、「相談窓口などについて、ウイルス対策を徹底して欲し

い」の 9.8％等となっています。 

令和 2年度の調査結果と比較すると、「特に困ること、不満に思うことはない」の割合が 8.8ポ

イント高くなっている一方、「サービス提供事業所の利用に際し、ウイルス対策を徹底して欲し

い」が 12.8ポイント低くなっています。 

 

  

16.6%

38.3%

15.5%

30.0%

4.8%

20.0%

14.8%

20.0%

34.0%

9.8%

17.2%

7.0%

28.8%

12.6%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0%

障害福祉サービスなどがきちんと利用できるようにして欲しい

自粛などで仕事ができなくなった場合の何らかの支援を考え

て欲しい

相談窓口などについて、ウイルス対策を徹底して欲しい

サービス提供事業所の利用に際し、ウイルス対策を

徹底して欲しい

その他

特に困ること、不満に思うことはない

無回答

新型コロナウイルス感染症対策などについて国・県・浦添市やサービス事業者などに

望むこと（知的障がい）

令和２年度(n=290) 令和４年度(n=215)



55 

【精神障がい】 

新型コロナウイルス感染症対策などについて国・県・浦添市やサービス事業者などに望むこと

をみると、「特に困ること、不満に思うことはない」が 42.2％で最も多く、次いで「自粛などで

仕事ができなくなった場合の何らかの支援を考えて欲しい」の 34.0％、「相談窓口などについて、

ウイルス対策を徹底して欲しい」の 13.5％、「サービス提供事業所の利用に際し、ウイルス対策

を徹底して欲しい」の 12.3％、「障害福祉サービスなどがきちんと利用できるようにして欲しい」

の 10.6％等となっています。 

令和 2年度の調査結果と比較すると、「特に困ること、不満に思うことはない」の割合が 10.1

ポイント高くなっています。 

 

【中学校区別】 

新型コロナウイルス感染症対策などについて国・県・浦添市やサービス事業者などに望むこと

をみると、浦添中学校区を除き「特に困ること、不満に思うことはない」が最も多く、仲西中学校区

が 35.2％、神森中学校区が 40.9％、港川中学校区が 38.5％、浦西中学校区が 38.5％となってお

り、浦添中学校区では「自粛などで仕事ができなくなった場合の何らかの支援を考えて欲しい」

が 37.2％で最も多くなっています。 

  

12.0%

30.7%

16.5%

14.2%

6.4%

32.1%

15.1%

10.6%

34.0%

13.5%

12.3%

4.1%

42.2%

8.8%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0%

障害福祉サービスなどがきちんと利用できるようにして欲しい

自粛などで仕事ができなくなった場合の何らかの支援を考え

て欲しい

相談窓口などについて、ウイルス対策を徹底して欲しい

サービス提供事業所の利用に際し、ウイルス対策を

徹底して欲しい

その他

特に困ること、不満に思うことはない

無回答

新型コロナウイルス感染症対策などについて国・県・浦添市やサービス事業者などに

望むこと（精神障がい）

令和２年度(n=358) 令和４年度(n=341)

新型コロナウイルス感染症対策などについて国・県・浦添市やサービス事業者などに望むこと（中学校区別）

障害福祉
サービスな
どがきちん
と利用でき
るようにし
て欲しい

自粛などで
仕事ができ
なくなった
場合の何
らかの支
援を考えて
欲しい

相談窓口
などについ
て、ウイル
ス対策を徹
底して欲し
い

サービス提
供事業所
の利用に
際し、ウイ
ルス対策を
徹底して欲
しい

その他

特に困るこ
と、不満に
思うことは
ない

無回答
回答数
合計

回答数 21 54 24 24 5 49 18 195

％ 14.5% 37.2% 16.6% 16.6% 3.4% 33.8% 12.4% 134.5%

回答数 28 75 23 37 20 77 22 282

％ 12.8% 34.2% 10.5% 16.9% 9.1% 35.2% 10.0% 128.8%

回答数 22 44 15 20 6 67 19 193

％ 13.4% 26.8% 9.1% 12.2% 3.7% 40.9% 11.6% 117.7%

回答数 16 54 18 17 13 62 10 190

％ 9.9% 33.5% 11.2% 10.6% 8.1% 38.5% 6.2% 118.0%

回答数 17 31 8 16 5 37 8 122

％ 17.7% 32.3% 8.3% 16.7% 5.2% 38.5% 8.3% 127.1%

回答数 107 263 91 118 50 295 81 1,005

％ 13.3% 32.8% 11.3% 14.7% 6.2% 36.8% 10.1% 125.3%

浦添中学校区
(n=145)

仲西中学校区
(n=219)

神森中学校区
(n=164)

港川中学校区
(n=161)

浦西中学校区
(n=96)

市全体
(n=802)
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５．外出、社会活動について 
 

【全員にお聞きします】 

質問 10 外出するとき、利用する交通機関はどれですか。（あてはまるものすべてに○） 

【身体障がい】 

外出時に利用する交通機関をみると、「家族などが運転する自動車」が 48.0％で最も多く、次

いで「自分で運転する自動車」の 43.1％、「路線バス」の 29.4％、「タクシー」の 27.5％、「モ

ノレール」の 14.7％等となっています。 

令和 2年度の調査結果と比較すると、「路線バス」の割合が 9.3ポイント高くなっています。 

 

  

4.8%

3.9%

41.4%

45.0%

20.1%

8.4%

5.4%

24.6%

3.0%

10.5%

8.1%

6.3%

1.5%

1.5%

2.7%

2.9%

6.5%

43.1%

48.0%

29.4%

9.2%

2.6%

27.5%

3.3%

14.7%

12.1%

3.9%

3.6%

2.0%

1.0%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0%

自転車・電動カート

オートバイ

自分で運転する自動車

家族などが運転する自動車

路線バス

施設などの送迎バス

市(社会福祉協議会)で実施しているリフト付きバス

タクシー

福祉タクシー

モノレール

利用しない（歩いていく）

民間事業所が行っている移送サービス

その他

ほとんど外出しないのでわからない

無回答

外出時に利用する交通機関（身体障がい）

令和２年度(n=333) 令和４年度(n=306)
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【知的障がい】 

外出時に利用する交通機関をみると、「家族などが運転する自動車」が 64.2％で最も多く、次

いで「路線バス」の 39.5％、「利用しない（歩いていく）」の 21.9％、「タクシー」の 20.0％、

「モノレール」の 19.5％等となっています。 

令和 2 年度の調査結果と比較すると、「路線バス」の割合が 9.2 ポイント、「モノレール」が

7.8ポイント、「利用しない（歩いていく）」が 6.0ポイント高くなっています。 

 

  

2.8%

0.7%

5.5%

72.1%

30.3%

17.9%

4.8%

14.5%

1.4%

11.7%

15.9%

5.2%

0.7%

0.7%

1.7%

5.1%

1.4%

6.5%

64.2%

39.5%

19.1%

1.4%

20.0%

0.5%

19.5%

21.9%

3.7%

1.9%

0.9%

0.9%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0%

自転車・電動カート

オートバイ

自分で運転する自動車

家族などが運転する自動車

路線バス

施設などの送迎バス

市(社会福祉協議会)で実施しているリフト付きバス

タクシー

福祉タクシー

モノレール

利用しない（歩いていく）

民間事業所が行っている移送サービス

その他

ほとんど外出しないのでわからない

無回答

外出時に利用する交通機関（知的障がい）

令和２年度(n=290) 令和４年度(n=215)
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【精神障がい】 

外出時に利用する交通機関をみると、「家族などが運転する自動車」が 41.9％で最も多く、次

いで「路線バス」の 41.3％、「タクシー」の 32.3％、「自分で運転する自動車」の 29.6％、「利

用しない（歩いていく）」の 26.7％等となっています。 

令和 2 年度の調査結果と比較すると、「自分で運転する自動車」の割合が 6.7 ポイント高くな

っています。 

 

  

6.7%

7.0%

22.9%

45.8%

36.3%

6.7%

0.8%

31.8%

0.8%

17.6%

22.9%

3.4%

0.8%

2.0%

3.1%

5.0%

6.7%

29.6%

41.9%

41.3%

11.1%

0.0%

32.3%

1.2%

21.7%

26.7%

2.3%

1.5%

1.8%

1.5%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0%

自転車・電動カート

オートバイ

自分で運転する自動車

家族などが運転する自動車

路線バス

施設などの送迎バス

市(社会福祉協議会)で実施しているリフト付きバス

タクシー

福祉タクシー

モノレール

利用しない（歩いていく）

民間事業所が行っている移送サービス

その他

ほとんど外出しないのでわからない

無回答

外出時に利用する交通機関（精神障がい）

令和２年度(n=358) 令和４年度(n=341)
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【中学校区別】 

外出時に利用する交通機関をみると、すべての中学校区別において「家族などが運転する自動

車」の割合が最も多く 40％～50％台となっています。 

  

外出時に利用する交通機関（中学校区別）

自転車・電
動カート

オートバイ
自分で運
転する自
動車

家族などが
運転する
自動車

路線バス
施設などの
送迎バス

市(社会福
祉協議会)
で実施して
いるリフト
付きバス

タクシー
福祉タク
シー

回答数 6 12 40 76 50 23 2 38 3
％ 4.1% 8.3% 27.6% 52.4% 34.5% 15.9% 1.4% 26.2% 2.1%

回答数 13 8 68 106 96 26 2 66 3
％ 5.9% 3.7% 31.1% 48.4% 43.8% 11.9% 0.9% 30.1% 1.4%

回答数 8 11 53 71 62 22 1 47 2
％ 4.9% 6.7% 32.3% 43.3% 37.8% 13.4% 0.6% 28.7% 1.2%

回答数 6 12 52 82 59 12 0 40 1
％ 3.7% 7.5% 32.3% 50.9% 36.6% 7.5% 0.0% 24.8% 0.6%

回答数 3 3 30 48 29 8 4 26 3
％ 3.1% 3.1% 31.3% 50.0% 30.2% 8.3% 4.2% 27.1% 3.1%

回答数 37 47 245 389 298 93 9 220 13
％ 4.6% 5.9% 30.5% 48.5% 37.2% 11.6% 1.1% 27.4% 1.6%

モノレール
利用しない
（歩いてい
く）

民間事業
所が行って
いる移送
サービス

その他

ほとんど外
出しないの
でわからな
い

無回答
回答数
合計

回答数 41 34 3 6 3 2 339
％ 28.3% 23.4% 2.1% 4.1% 2.1% 1.4% 233.8%

回答数 41 47 8 8 4 2 498
％ 18.7% 21.5% 3.7% 3.7% 1.8% 0.9% 227.4%

回答数 32 33 2 0 0 3 347
％ 19.5% 20.1% 1.2% 0.0% 0.0% 1.8% 211.6%

回答数 22 33 5 3 3 2 332

％ 13.7% 20.5% 3.1% 1.9% 1.9% 1.2% 206.2%
回答数 16 10 4 3 2 0 189
％ 16.7% 10.4% 4.2% 3.1% 2.1% 0.0% 196.9%

回答数 154 162 22 20 12 11 1,732
％ 19.2% 20.2% 2.7% 2.5% 1.5% 1.4% 216.0%

浦添中学校区
(n=38)

仲西中学校区
(n=53)

神森中学校区
(n=41)

港川中学校区
(n=44)

浦西中学校区
(n=29)

港川中学校区
(n=44)

浦西中学校区
(n=29)

市全体
(n=207)

市全体
(n=207)

浦添中学校区
(n=38)

仲西中学校区
(n=53)

神森中学校区
(n=41)
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質問 11 外出する上で困ることや不満に思うことはありますか。（あてはまるものすべてに○） 

【身体障がい】 

外出する上で困ることや不満に思うことをみると、「特に困ること、不満に思うことはない」

が 28.8％で最も多く、次いで「道路や歩道に段差が多く、移動しにくい」の 27.1％、「道路や歩

道に障害物（自動車・自転車・バイク等）があり、通りにくい」の 23.9％、「障がい者用駐車ス

ペースが少ない」の 20.9％、「エレベーターがない建物がある」の 19.6％等となっています。 

令和 2年度の調査結果と比較すると、特に大きな違いはみられません。 

 

  

5.1%

21.9%

19.5%

13.8%

3.6%

4.5%

10.5%

17.7%

9.6%

14.7%

19.8%

23.4%

3.9%

11.1%

8.7%

10.5%

6.6%

25.8%

15.6%

5.9%

27.1%

23.9%

18.0%

1.6%

6.9%

13.4%

15.7%

7.8%

15.7%

19.6%

20.9%

3.3%

11.4%

8.8%

11.4%

9.8%

28.8%

7.8%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0%

介助者がいない

道路や歩道に段差が多く、移動しにくい

道路や歩道に障害物（自動車・自転車・バイク等）があり、通りにくい

車道と歩道の区別がなく危険

点字ブロックが敷設されていない場所が多い

音声信号機が少なく横断歩道が危険

バスの段差などで乗り降りがしにくい

建物の出入口に段差がある場合が多く入りにくい

スロープの勾配がきつい

多目的トイレ（車いす用トイレ等）が少ない

エレベーターがない建物がある

障がい者用駐車スペースが少ない

音声ガイドが少ない

移動手段の確保がむずかしい

必要な時に周りの人の助けが得られない

人の目が気になる

その他

特に困ること、不満に思うことはない

無回答

外出する上で困ることや不満に思うこと（身体障がい）

令和２年度(n=333) 令和４年度(n=306)
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【知的障がい】 

外出する上で困ることや不満に思うことをみると、「特に困ること、不満に思うことはない」

が 34.0％で最も多く、次いで「人の目が気になる」の 21.4％、「必要な時に周りの人の助けが得

られない」の 14.9％、「車道と歩道の区別がなく危険」の 12.6％、「道路や歩道に障害物（自動

車・自転車・バイク等）があり、通りにくい」の 12.1％等となっています。 

令和 2年度の調査結果と比較すると、特に大きな違いはみられません。 

 

  

5.2%

9.7%

12.8%

9.0%

1.7%

4.1%

5.5%

4.8%

2.4%

10.7%

6.9%

9.7%

2.1%

7.6%

12.4%

20.3%

4.5%

31.7%

16.9%

9.3%

10.7%

12.1%

12.6%

0.5%

5.1%

7.9%

4.7%

0.9%

7.0%

2.8%

7.4%

0.5%

11.2%

14.9%

21.4%

7.4%

34.0%

10.7%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0%

介助者がいない

道路や歩道に段差が多く、移動しにくい

道路や歩道に障害物（自動車・自転車・バイク等）があり、通りにくい

車道と歩道の区別がなく危険

点字ブロックが敷設されていない場所が多い

音声信号機が少なく横断歩道が危険

バスの段差などで乗り降りがしにくい

建物の出入口に段差がある場合が多く入りにくい

スロープの勾配がきつい

多目的トイレ（車いす用トイレ等）が少ない

エレベーターがない建物がある

障がい者用駐車スペースが少ない

音声ガイドが少ない

移動手段の確保がむずかしい

必要な時に周りの人の助けが得られない

人の目が気になる

その他

特に困ること、不満に思うことはない

無回答

外出する上で困ることや不満に思うこと（知的障がい）

令和２年度(n=290) 令和４年度(n=215)



62 

【精神障がい】 

外出する上で困ることや不満に思うことをみると、「特に困ること、不満に思うことはない」

が 39.9％で最も多く、次いで「人の目が気になる」の 25.2％、「移動手段の確保がむずかしい」

の 10.3％、「必要な時に周りの人の助けが得られない」の 8.8％、「道路や歩道に段差が多く、

移動しにくい」の 7.3％等となっています。 

令和 2年度の調査結果と比較すると、特に大きな違いはみられません。 

 

  

4.5%

5.3%

5.0%

7.8%

0.8%

2.5%

2.2%

4.2%

0.8%

3.4%

3.9%

3.9%

1.1%

8.9%

9.5%

29.9%

9.2%

34.9%

15.9%

5.3%

7.3%

6.5%

6.2%

2.1%

4.1%

5.0%

4.7%

3.8%

5.3%

6.5%

5.9%

0.6%

10.3%

8.8%

25.2%

7.0%

39.9%

9.4%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0%

介助者がいない

道路や歩道に段差が多く、移動しにくい

道路や歩道に障害物（自動車・自転車・バイク等）があり、通りにくい

車道と歩道の区別がなく危険

点字ブロックが敷設されていない場所が多い

音声信号機が少なく横断歩道が危険

バスの段差などで乗り降りがしにくい

建物の出入口に段差がある場合が多く入りにくい

スロープの勾配がきつい

多目的トイレ（車いす用トイレ等）が少ない

エレベーターがない建物がある

障がい者用駐車スペースが少ない

音声ガイドが少ない

移動手段の確保がむずかしい

必要な時に周りの人の助けが得られない

人の目が気になる

その他

特に困ること、不満に思うことはない

無回答

外出する上で困ることや不満に思うこと（精神障がい）

令和２年度(n=358) 令和４年度(n=341)
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【中学校区別】 

外出する上で困ることや不満に思うことをみると、すべての中学校区別において「特に困るこ

と、不満に思うことはない」の割合が最も多く 30％～40％台となっています。 

 

  

外出する上で困ることや不満に思うこと（中学校区別）

介助者が
いない

道路や歩
道に段差
が多く、移
動しにくい

道路や歩
道に障害
物（自動
車・自転
車・バイク
等）があ
り、通りにく
い

車道と歩道
の区別が
なく危険

点字ブロッ
クが敷設さ
れていない
場所が多
い

音声信号
機が少なく
横断歩道
が危険

バスの段
差などで乗
り降りがし
にくい

建物の出
入口に段
差がある
場合が多く
入りにくい

スロープの
勾配がき
つい

多目的トイ
レ（車いす
用トイレ
等）が少な
い

回答数 12 25 12 25 2 11 17 13 8 10
％ 8.3% 17.2% 8.3% 17.2% 1.4% 7.6% 11.7% 9.0% 5.5% 6.9%

回答数 10 29 41 26 6 14 23 16 10 22
％ 4.6% 13.2% 18.7% 11.9% 2.7% 6.4% 10.5% 7.3% 4.6% 10.0%

回答数 7 22 16 15 2 6 7 12 8 13
％ 4.3% 13.4% 9.8% 9.1% 1.2% 3.7% 4.3% 7.3% 4.9% 7.9%

回答数 9 22 22 10 1 4 9 8 5 12
％ 5.6% 13.7% 13.7% 6.2% 0.6% 2.5% 5.6% 5.0% 3.1% 7.5%

回答数 5 15 14 12 2 6 9 10 5 13
％ 5.2% 15.6% 14.6% 12.5% 2.1% 6.3% 9.4% 10.4% 5.2% 13.5%

回答数 44 113 106 90 13 41 65 60 36 71
％ 5.5% 14.1% 13.2% 11.2% 1.6% 5.1% 8.1% 7.5% 4.5% 8.9%

エレベー
ターがない
建物があ
る

障がい者
用駐車ス
ペースが
少ない

音声ガイド
が少ない

移動手段
の確保が
むずかしい

必要な時
に周りの人
の助けが
得られない

人の目が
気になる

その他

特に困るこ
と、不満に
思うことは
ない

無回答
回答数
合計

回答数 12 13 1 19 14 23 13 45 18 293
％ 8.3% 9.0% 0.7% 13.1% 9.7% 15.9% 9.0% 31.0% 12.4% 202.1%

回答数 24 27 6 27 25 47 18 88 16 475
％ 11.0% 12.3% 2.7% 12.3% 11.4% 21.5% 8.2% 40.2% 7.3% 216.9%

回答数 17 19 1 9 15 31 8 65 14 287
％ 10.4% 11.6% 0.6% 5.5% 9.1% 18.9% 4.9% 39.6% 8.5% 175.0%

回答数 12 16 1 14 10 35 17 58 10 275
％ 7.5% 9.9% 0.6% 8.7% 6.2% 21.7% 10.6% 36.0% 6.2% 170.8%

回答数 15 12 3 13 10 14 5 30 12 205
％ 15.6% 12.5% 3.1% 13.5% 10.4% 14.6% 5.2% 31.3% 12.5% 213.5%

回答数 80 88 12 82 74 152 62 290 77 1,556
％ 10.0% 11.0% 1.5% 10.2% 9.2% 19.0% 7.7% 36.2% 9.6% 194.0%

浦添中学校区
(n=38)

浦西中学校区
(n=29)

市全体
(n=207)

浦添中学校区
(n=38)

仲西中学校区
(n=53)

神森中学校区
(n=41)

港川中学校区
(n=44)

仲西中学校区
(n=53)

神森中学校区
(n=41)

港川中学校区
(n=44)

浦西中学校区
(n=29)

市全体
(n=207)
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質問 12 あなたは、この 1年間にどのような趣味やスポーツ、社会活動を行いましたか。（あては

まるものすべてに○） 

【身体障がい】 

この 1年間に行った趣味やスポーツ、社会活動をみると、「特に社会活動はしていない」が 43.8％

で最も多く、次いで「仲間、友人同士での交流」の 28.8％、「コンサートや映画、スポーツなど

の鑑賞・見学」の 21.9％、「インターネットやメールを利用した交流」の 13.4％、「旅行やキャ

ンプなどのレジャー活動」の 12.4％等となっています。 

 

 

【知的障がい】 

この 1年間に行った趣味やスポーツ、社会活動をみると、「特に社会活動はしていない」が 45.1％

で最も多く、次いで「コンサートや映画、スポーツなどの鑑賞・見学」の 22.3％、「仲間、友人

同士での交流」の 17.2％、「旅行やキャンプなどのレジャー活動」の 9.3％、「障がい者団体な

どの社会活動」の 7.9％等となっています。 

 

  

43.8%

28.8%

21.9%

13.4%

12.4%

5.6%

3.9%

3.9%

3.6%

3.3%

2.3%

2.0%

3.9%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0%

特に社会活動はしていない

仲間、友人同士での交流

コンサートや映画、スポーツなどの鑑賞・見学

インターネットやメールを利用した交流

旅行やキャンプなどのレジャー活動

スポーツ大会などへの参加

学習活動（講座受講等の社会学習など）

ボランティアなどの社会活動

その他

障がい者団体などの社会活動

趣味の同好会活動

自治会活動や地域行事

無回答

この1年間に行った趣味やスポーツ、社会活動（身体障がい）

n=306

45.1%

22.3%

17.2%

9.3%

7.9%

7.4%

6.0%

5.1%

3.7%

2.3%

2.3%

0.9%

6.5%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0%

特に社会活動はしていない

コンサートや映画、スポーツなどの鑑賞・見学

仲間、友人同士での交流

旅行やキャンプなどのレジャー活動

障がい者団体などの社会活動

インターネットやメールを利用した交流

スポーツ大会などへの参加

その他

自治会活動や地域行事

趣味の同好会活動

ボランティアなどの社会活動

学習活動（講座受講等の社会学習など）

無回答

この1年間に行った趣味やスポーツ、社会活動（知的障がい）

n=215
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【精神障がい】 

この 1年間に行った趣味やスポーツ、社会活動をみると、「特に社会活動はしていない」が 39.9％

で最も多く、次いで「仲間、友人同士での交流」の 27.3％、「インターネットやメールを利用し

た交流」の 23.8％、「コンサートや映画、スポーツなどの鑑賞・見学」の 22.0％、「その他」の

6.7％等となっています。 

 

【中学校区別】 

この 1 年間に行った趣味やスポーツ、社会活動をみると、すべての中学校区別において「特に

社会活動はしていない」の割合が最も多く 30％～40％台となっています。 

  

39.9%

27.3%

23.8%

22.0%

6.7%

5.9%

5.9%

4.4%

4.1%

2.6%

0.9%

0.6%

5.0%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0%

特に社会活動はしていない

仲間、友人同士での交流

インターネットやメールを利用した交流

コンサートや映画、スポーツなどの鑑賞・見学

その他

学習活動（講座受講等の社会学習など）

旅行やキャンプなどのレジャー活動

障がい者団体などの社会活動

スポーツ大会などへの参加

趣味の同好会活動

ボランティアなどの社会活動

自治会活動や地域行事

無回答

この1年間に行った趣味やスポーツ、社会活動（精神障がい）

n=341

この1年間に行った趣味やスポーツ、社会活動（中学校区別）

コンサートや
映画、スポー
ツなどの鑑賞・
見学

スポーツ大会
などへの参加

学習活動（講
座受講等の社
会学習など）

旅行やキャン
プなどのレ
ジャー活動

インターネット
やメールを利
用した交流

趣味の同好会
活動

ボランティアな
どの社会活動

回答数 32 8 6 11 27 4 2

％ 22.1% 5.5% 4.1% 7.6% 18.6% 2.8% 1.4%

回答数 48 12 8 18 34 4 5

％ 21.9% 5.5% 3.7% 8.2% 15.5% 1.8% 2.3%

回答数 41 5 8 9 28 4 4

％ 25.0% 3.0% 4.9% 5.5% 17.1% 2.4% 2.4%

回答数 40 13 7 24 26 9 6

％ 24.8% 8.1% 4.3% 14.9% 16.1% 5.6% 3.7%

回答数 24 3 4 10 15 0 2

％ 25.0% 3.1% 4.2% 10.4% 15.6% 0.0% 2.1%

回答数 186 41 33 74 130 21 19

％ 23.2% 5.1% 4.1% 9.2% 16.2% 2.6% 2.4%

障がい者団体
などの社会活
動

自治会活動や
地域行事

仲間、友人同
士での交流

その他
特に社会活動
はしていない

無回答
回答数
合計

回答数 9 3 38 8 60 6 214

％ 6.2% 2.1% 26.2% 5.5% 41.4% 4.1% 147.6%

回答数 15 3 59 12 89 11 318

％ 6.8% 1.4% 26.9% 5.5% 40.6% 5.0% 145.2%

回答数 5 1 33 6 73 11 228

％ 3.0% 0.6% 20.1% 3.7% 44.5% 6.7% 139.0%

回答数 5 5 48 8 62 7 260

％ 3.1% 3.1% 29.8% 5.0% 38.5% 4.3% 161.5%

回答数 2 1 23 5 44 4 137

％ 2.1% 1.0% 24.0% 5.2% 45.8% 4.2% 142.7%

回答数 37 14 204 39 336 42 1,176

％ 4.6% 1.7% 25.4% 4.9% 41.9% 5.2% 146.6%

浦添中学校区
(n=38)

浦西中学校区
(n=29)

市全体
(n=207)

市全体
(n=207)

浦添中学校区
(n=38)

仲西中学校区
(n=53)

神森中学校区
(n=41)

港川中学校区
(n=44)

仲西中学校区
(n=53)

神森中学校区
(n=41)

港川中学校区
(n=44)

浦西中学校区
(n=29)
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質問 13 社会活動に参加するためには、どのような条件が必要だと思いますか。（あてはまるも

のすべてに○） 

【身体障がい】 

社会活動に参加するために必要だと思う条件をみると、「気軽に参加できる雰囲気であること」

が 36.9％で最も多く、次いで「活動についての情報が提供されること」の 35.3％、「一緒に行く

仲間がいること」の 31.0％、「外出のための手段が確保されていること」の 28.1％、「障害の特

性に配慮した施設や設備があること」の 27.5％等となっています。 

 

 

【知的障がい】 

社会活動に参加するために必要だと思う条件をみると、「一緒に行く仲間がいること」が 45.6％

で最も多く、次いで「気軽に参加できる雰囲気であること」の 40.9％、「活動についての情報が

提供されること」の 39.1％、「社会参加を支援する介助者や援助者がいること」の 36.3％、「施

設や活動の場所が身近な場所にあること」の 35.3％等となっています。 

  

36.9%

35.3%

31.0%

28.1%

27.5%

23.9%

21.2%

20.9%

17.6%

12.7%

2.9%

7.5%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0%

気軽に参加できる雰囲気であること

活動についての情報が提供されること

一緒に行く仲間がいること

外出のための手段が確保されていること

障害の特性に配慮した施設や設備があること

施設や活動の場所が身近な場所にあること

社会参加を支援する介助者や援助者がいること

特にない

適切な指導者がいることや魅力的な内容であること

ガイドヘルパー、手話通訳者、要約筆記奉仕員などがいること

その他

無回答

社会活動に参加するために必要だと思う条件（身体障がい）

n=306

45.6%

40.9%

39.1%

36.3%

35.3%

33.5%

32.6%

30.2%

11.6%

7.9%

2.3%

7.4%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0%

一緒に行く仲間がいること

気軽に参加できる雰囲気であること

活動についての情報が提供されること

社会参加を支援する介助者や援助者がいること

施設や活動の場所が身近な場所にあること

障害の特性に配慮した施設や設備があること

外出のための手段が確保されていること

適切な指導者がいることや魅力的な内容であること

特にない

ガイドヘルパー、手話通訳者、要約筆記奉仕員などがいること

その他

無回答

社会活動に参加するために必要だと思う条件（知的障がい）

n=215
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【精神障がい】 

社会活動に参加するために必要だと思う条件をみると、「気軽に参加できる雰囲気であること」

が 52.5％で最も多く、次いで「活動についての情報が提供されること」の 44.3％、「一緒に行く

仲間がいること」の 40.8％、「施設や活動の場所が身近な場所にあること」の 34.3％、「外出の

ための手段が確保されていること」の 33.4％等となっています。 

 

  

52.5%

44.3%

40.8%

34.3%

33.4%

29.0%

25.8%

21.4%

13.2%

6.5%

5.9%

4.1%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0%

気軽に参加できる雰囲気であること

活動についての情報が提供されること

一緒に行く仲間がいること

施設や活動の場所が身近な場所にあること

外出のための手段が確保されていること

適切な指導者がいることや魅力的な内容であること

障害の特性に配慮した施設や設備があること

社会参加を支援する介助者や援助者がいること

特にない

ガイドヘルパー、手話通訳者、要約筆記奉仕員などがいること

その他

無回答

社会活動に参加するために必要だと思う条件（精神障がい）

n=341
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【中学校区別】 

社会活動に参加するために必要だと思う条件をみると、すべての中学校区別（神森中学校区は

「活動についての情報が提供されること」も同率）において「気軽に参加できる雰囲気であるこ

と」の割合が最も多く 30％～40％台となっています。 

  

社会活動に参加するために必要だと思う条件（中学校区別）

活動について
の情報が提供
されること

一緒に行く仲
間がいること

社会参加を支
援する介助者
や援助者がい
ること

外出のための
手段が確保さ
れていること

適切な指導者
がいることや
魅力的な内容
であること

施設や活動の
場所が身近な
場所にあるこ
と

障害の特性に
配慮した施設
や設備がある
こと

回答数 65 59 44 51 47 59 48
％ 44.8% 40.7% 30.3% 35.2% 32.4% 40.7% 33.1%

回答数 84 84 51 62 53 58 63
％ 38.4% 38.4% 23.3% 28.3% 24.2% 26.5% 28.8%

回答数 65 57 33 45 38 44 40

％ 39.6% 34.8% 20.1% 27.4% 23.2% 26.8% 24.4%
回答数 65 72 37 47 38 52 45
％ 40.4% 44.7% 23.0% 29.2% 23.6% 32.3% 28.0%

回答数 31 30 20 30 19 20 21
％ 32.3% 31.3% 20.8% 31.3% 19.8% 20.8% 21.9%

回答数 316 303 189 239 196 238 220

％ 39.4% 37.8% 23.6% 29.8% 24.4% 29.7% 27.4%

気軽に参加で
きる雰囲気で
あること

ガイドヘル
パー、手話通
訳者、要約筆
記奉仕員など
がいること

その他 特にない 無回答
回答数
合計

回答数 71 15 4 14 8 485
％ 49.0% 10.3% 2.8% 9.7% 5.5% 334.5%

回答数 101 18 11 35 14 634
％ 46.1% 8.2% 5.0% 16.0% 6.4% 289.5%

回答数 65 13 3 33 11 447
％ 39.6% 7.9% 1.8% 20.1% 6.7% 272.6%

回答数 79 11 6 20 8 480

％ 49.1% 6.8% 3.7% 12.4% 5.0% 298.1%
回答数 36 9 5 24 7 252
％ 37.5% 9.4% 5.2% 25.0% 7.3% 262.5%

回答数 355 68 29 131 51 2,335
％ 44.3% 8.5% 3.6% 16.3% 6.4% 291.1%

浦添中学校区
(n=145)

仲西中学校区
(n=219)

神森中学校区
(n=164)

港川中学校区
(n=161)

神森中学校区
(n=164)

港川中学校区
(n=161)

浦西中学校区
(n=96)

市全体
(n=802)

浦西中学校区
(n=96)

市全体
(n=802)

浦添中学校区
(n=145)

仲西中学校区
(n=219)
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６．就労等について 
 

質問 14 あなたは、普段どのように過ごしていますか。（１つだけに○） 

【身体障がい】 

普段の過ごし方をみると、「働いている」が 46.1％で最も多く、次いで「家(入所施設)にいる

（仕事をしていない）」の 30.1％、「就労系事業所に通っている」及び「デイケア・デイサービ

スに通っている」が同率の 8.2％、「その他」の 2.6％等となっています。 

 

【知的障がい】 

普段の過ごし方をみると、「働いている」が 35.8％で最も多く、次いで「就労系事業所に通っ

ている」の 28.4％、「デイケア・デイサービスに通っている」の 12.6％、「家(入所施設)にいる

（仕事をしていない）」の 11.6％、「その他」の 4.7％等となっています。 

 

【精神障がい】 

普段の過ごし方をみると、「家(入所施設)にいる（仕事をしていない）」が 41.6％で最も多く、

次いで「働いている」の 24.6％、「就労系事業所に通っている」の 20.5％、「デイケア・デイサ

ービスに通っている」の 6.7％、「その他」の 3.2％等となっています。 

  

46.1% 1.6% 8.2% 8.2% 2.6% 30.1% 3.3%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

令和４年度

(n=306)

普段の過ごし方（身体障がい）

働いている 高校・専門学校・大学に通っている

就労系事業所に通っている デイケア・デイサービスに通っている

ジョブコーチなどの指導のもと職場訓練中である その他

家(入所施設)にいる（仕事をしていない） 無回答

35.8% 2.8% 28.4% 12.6%
0.9%
4.7% 11.6% 3.3%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

令和４年度

(n=215)

普段の過ごし方（知的障がい）

働いている 高校・専門学校・大学に通っている

就労系事業所に通っている デイケア・デイサービスに通っている

ジョブコーチなどの指導のもと職場訓練中である その他

家(入所施設)にいる（仕事をしていない） 無回答

24.6% 1.2% 20.5% 6.7% 3.2% 41.6% 2.1%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

令和４年度

(n=341)

普段の過ごし方（精神障がい）

働いている 高校・専門学校・大学に通っている

就労系事業所に通っている デイケア・デイサービスに通っている

ジョブコーチなどの指導のもと職場訓練中である その他

家(入所施設)にいる（仕事をしていない） 無回答
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【中学校区別】 

普段の過ごし方をみると、すべての中学校区別において「働いている」の割合が最も多く 30％

台となっています。 

 

  

33.1%

39.3%

38.4%

37.3%

36.5%

36.9%

0.7%

2.3%

1.2%

1.9%

2.1%

1.6%

20.0%

16.4%

12.2%

21.1%

15.6%

17.3%

9.7%

5.5%

7.9%

6.2%

9.4%

7.4%

0.5%

0.6%

0.2%

6.9%

2.7%

1.8%

4.3%

1.0%

3.5%

27.6%

31.1%

34.1%

27.3%

32.3%

30.4%

2.1%

2.3%

3.7%

1.9%

3.1%

2.6%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

浦添中学校区

(n=145)

仲西中学校区

(n=219)

神森中学校区

(n=164)

港川中学校区

(n=161)

浦西中学校区

(n=96)

市全体

(n=802)

普段の過ごし方（中学校区別）

働いている 高校・専門学校・大学に通っている

就労系事業所に通っている デイケア・デイサービスに通っている

ジョブコーチなどの指導のもと職場訓練中である その他

家(入所施設)にいる（仕事をしていない） 無回答
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【働いている方にお聞きします】 

質問 15 「質問 14」で「１．働いている」と回答した方にお聞きします。 

あなたは現在、どのような所で仕事（アルバイト・パートも含む）をしていますか。（１

つだけに○） 

【身体障がい】 

就労状況をみると、「会社・役所等で働いている」が 77.3％で最も多く、次いで「その他（日

雇い、在宅ワーク等）」の 9.2％、「自分で事業をしている」の 8.5％、「家業を手伝っている」

の 4.3％となっています。 

 

 

【知的障がい】 

就労状況をみると、「会社・役所等で働いている」が 80.5％で最も多く、次いで「その他（就

労支援等）」の 13.0％、「自分で事業をしている」及び「家業を手伝っている」が同率の 2.6％

となっています。 

 

 

【精神障がい】 

就労状況をみると、「会社・役所等で働いている」が 76.2％で最も多く、次いで「その他（就

労支援等）」の 13.1％、「家業を手伝っている」の 6.0％、「自分で事業をしている」の 3.6％と

なっています。 

 

  

77.3% 8.5% 4.3% 9.2% 0.7%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

令和４年度

(n=141)

就労状況（身体障がい）

会社・役所等で働いている 自分で事業をしている 家業を手伝っている その他 無回答

80.5% 2.6%

2.6%

13.0% 1.3%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

令和４年度

(n=77)

就労状況（知的障がい）

会社・役所等で働いている 自分で事業をしている 家業を手伝っている その他 無回答

76.2% 3.6% 6.0% 13.1% 1.2%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

令和４年度

(n=84)

就労状況（精神障がい）

会社・役所等で働いている 自分で事業をしている 家業を手伝っている その他 無回答
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【中学校区別】 

就労状況をみると、すべての中学校区別において「会社・役所等で働いている」の割合が最も

多く 60％～80％台となっています。 

 

  

89.6%

82.6%

79.4%

63.3%

82.9%

79.4%

2.1%

4.7%

3.2%

11.7%

2.9%

5.1%

4.7%

4.8%

8.3%

4.1%

8.3%

7.0%

12.7%

15.0%

14.3%

10.8%

1.2%

1.7%

0.7%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

浦添中学校区

(n=48)

仲西中学校区

(n=86)

神森中学校区

(n=63)

港川中学校区

(n=60)

浦西中学校区

(n=35)

市全体

(n=296)

就労状況（中学校区別）

会社・役所等で働いている 自分で事業をしている 家業を手伝っている その他 無回答



73 

【家（入所施設）にいる（仕事をしていない）方にお聞きします】 

質問 16 「質問 14」で「７．家(入所施設)にいる(仕事をしていない)」と回答した方にお聞きし

ます。 

家（入所施設）にいる（仕事をしていない）主な理由は何ですか。（１つだけに○） 

【身体障がい】 

家にいる主な理由をみると、「障がいにより、できる仕事がない」が 44.6％で最も多く、次い

で「求職中または職場訓練中である」の 15.2％、「その他（入院中、体調の問題等）」の 10.9％、

「年齢のため（年がまだ若い・年をとっているため）」及び「働きたいがどこに相談していいか

わからない」が同率の 8.7％等となっています。 

令和 2 年度の調査結果と比較すると、「障がいにより、できる仕事がない」の割合が 8.5 ポイ

ント低くなっている一方、「働きたいがどこに相談していいかわからない」が 6.4ポイント高くな

っています。 

 

 

【知的障がい】 

家にいる主な理由をみると、「障がいにより、できる仕事がない」及び「その他（自身の問題、

外に出るのがこわい等）」が同率の 36.0％で最も多く、次いで「求職中または職場訓練中である」

及び「働きたいがどこに相談していいかわからない」が同率の 8.0％、「年齢のため（年がまだ若

い・年をとっているため）」及び「仕事をする必要がない」が同率の 4.0％となっています。 

令和 2年度の調査結果と比較すると、「障がいにより、できる仕事がない」の割合が 24.0ポイ

ント低くなっている一方、「その他」が 16.0ポイント高くなっています。 

  

10.8%

8.7%

53.1%

44.6%

10.8%

15.2%

2.3%

8.7%

6.9%

6.5%

7.7%

10.9%

8.5%

5.4%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

令和２年度

(n=130)

令和４年度

(n=92)

家にいる主な理由（身体障がい）

年齢のため（年がまだ若い・年をとっているため） 障がいにより、できる仕事がない

求職中または職場訓練中である 働きたいがどこに相談していいかわからない

仕事をする必要がない その他

無回答

4.4%

4.0%

60.0%

36.0%

6.7%

8.0%

4.4%

8.0%

2.2%

4.0%

20.0%

36.0%

2.2%

4.0%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

令和２年度

(n=45)

令和４年度

(n=25)

家にいる主な理由（知的障がい）

年齢のため（年がまだ若い・年をとっているため） 障がいにより、できる仕事がない

求職中または職場訓練中である 働きたいがどこに相談していいかわからない

仕事をする必要がない その他

無回答
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【精神障がい】 

家にいる主な理由をみると、「障がいにより、できる仕事がない」が 35.9％で最も多く、次い

で「その他（体調の問題、対人関係が苦手等）」の 28.2％、「年齢のため（年がまだ若い・年を

とっているため）」及び「求職中または職場訓練中である」が同率の 9.2％、「働きたいがどこに

相談していいかわからない」の 8.5％等となっています。 

令和 2年度の調査結果と比較すると、「障がいにより、できる仕事がない」の割合が 11.5ポイ

ント低くなっている一方、「その他」が 10.1ポイント高くなっています。 

 

 

【中学校区別】 

家にいる主な理由をみると、すべての中学校区別において「障がいにより、できる仕事がない」

の割合が最も多く 30％～40％台となっています。 

 

  

9.9%

9.2%

47.4%

35.9%

11.1%

9.2%

2.9%

8.5%

3.5%

5.6%

18.1%

28.2%

7.0%

3.5%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

令和２年度

(n=171)

令和４年度

(n=142)

家にいる主な理由（精神障がい）

年齢のため（年がまだ若い・年をとっているため） 障がいにより、できる仕事がない

求職中または職場訓練中である 働きたいがどこに相談していいかわからない

仕事をする必要がない その他

無回答

10.0%

7.4%

5.4%

15.9%

6.5%

8.6%

35.0%

36.8%

42.9%

34.1%

45.2%

38.9%

15.0%

14.7%

7.1%

9.1%

12.9%

11.5%

5.0%

4.4%

10.7%

9.1%

12.9%

8.2%

10.0%

11.8%

4.5%

3.2%

6.1%

22.5%

19.1%

26.8%

27.3%

12.9%

22.1%

2.5%

5.9%

7.1%

6.5%

4.5%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

浦添中学校区

(n=40)

仲西中学校区

(n=68)

神森中学校区

(n=56)

港川中学校区

(n=44)

浦西中学校区

(n=31)

市全体

(n=244)

家にいる主な理由（中学校区別）

年齢のため（年がまだ若い・年をとっているため） 障がいにより、できる仕事がない

求職中または職場訓練中である 働きたいがどこに相談していいかわからない

仕事をする必要がない その他

無回答
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【全員にお聞きします】 

質問 17 障がいのある方が働くためには、どのような環境が整っていることが大切だと思います

か。（主なもの３つまでに○） 

【身体障がい】 

障がいのある方が働くために整っていることが大切だと思う環境をみると、「経営者・職場の

人が障がいに理解があること」が 69.3％で最も多く、次いで「健康状態にあわせた働き方（通院

ができる等）ができること」の 46.7％、「障がいにあった仕事内容であること」の 43.5％、「障

がい者用の設備が整っていること」の 26.1％、「通勤手段が確保されていること」の 25.2％等と

なっています。 

令和 2年度の調査結果と比較すると、「通勤手段が確保されていること」の割合が 12.3ポイン

ト、「障がいにあった仕事内容であること」が 9.0ポイント、「仕事の面で認めてもらえること」

が 7.1 ポイント、「障がい者向け求人情報の提供が充実している」が 6.7 ポイント、「健康状態

にあわせた働き方（通院ができる等）ができること」が 6.5ポイント高くなっています。 

 
  

68.8%

27.0%

34.5%

40.2%

4.5%

6.9%

8.7%

15.9%

9.6%

12.9%

1.5%

3.6%

10.8%

69.3%

26.1%

43.5%

46.7%

8.2%

7.5%

15.4%

20.9%

16.7%

25.2%

2.6%

6.5%

4.6%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0%

経営者・職場の人が障がいに理解があること

障がい者用の設備が整っていること

障がいにあった仕事内容であること

健康状態にあわせた働き方（通院ができる等）ができること

同じような障がいのある仲間がいること

ジョブコーチ（職場適用援助者）などが職場に慣れるまで

援助してくれること

障がい者向け求人情報の提供が充実している

やりがいのある仕事があること

仕事の面で認めてもらえること

通勤手段が確保されていること

その他

わからない

無回答

障がいのある方が働くために整っていることが大切だと思う環境（身体障がい）

令和２年度(n=333) 令和４年度(n=306)
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【知的障がい】 

障がいのある方が働くために整っていることが大切だと思う環境をみると、「経営者・職場の

人が障がいに理解があること」が 73.5％で最も多く、次いで「障がいにあった仕事内容であるこ

と」の 56.3％、「健康状態にあわせた働き方（通院ができる等）ができること」の 28.4％、「ジ

ョブコーチ（職場適用援助者）などが職場に慣れるまで援助してくれること」の 23.3％、「通勤

手段が確保されていること」の 22.8％等となっています。 

令和 2 年度の調査結果と比較すると、「障がい者向け求人情報の提供が充実している」の割合

が 8.1 ポイント、「通勤手段が確保されていること」が 7.6 ポイント、「障がいにあった仕事内

容であること」及び「やりがいのある仕事があること」が 7.3ポイント高くなっています。 

 

  

74.8%

21.0%

49.0%

23.1%

12.8%

25.2%

4.5%

14.1%

14.5%

15.2%

1.0%

3.1%

7.2%

73.5%

16.7%

56.3%

28.4%

17.2%

23.3%

12.6%

21.4%

20.9%

22.8%

2.8%

3.3%

6.0%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0%

経営者・職場の人が障がいに理解があること

障がい者用の設備が整っていること

障がいにあった仕事内容であること

健康状態にあわせた働き方（通院ができる等）ができること

同じような障がいのある仲間がいること

ジョブコーチ（職場適用援助者）などが職場に慣れるまで

援助してくれること

障がい者向け求人情報の提供が充実している

やりがいのある仕事があること

仕事の面で認めてもらえること

通勤手段が確保されていること

その他

わからない

無回答

障がいのある方が働くために整っていることが大切だと思う環境（知的障がい）

令和２年度(n=290) 令和４年度(n=215)
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【精神障がい】 

障がいのある方が働くために整っていることが大切だと思う環境をみると、「経営者・職場の

人が障がいに理解があること」が 72.7％で最も多く、次いで「健康状態にあわせた働き方（通院

ができる等）ができること」の 55.7％、「障がいにあった仕事内容であること」の 48.4％、「通

勤手段が確保されていること」の 27.3％、「仕事の面で認めてもらえること」の 21.7％等となっ

ています。 

令和 2年度の調査結果と比較すると、「障がいにあった仕事内容であること」の割合が 12.9ポ

イント、「通勤手段が確保されていること」が 11.4ポイント、「健康状態にあわせた働き方（通

院ができる等）ができること」が 8.8ポイント、「障がい者向け求人情報の提供が充実している」

及び「仕事の面で認めてもらえること」が 8.0 ポイント、「経営者・職場の人が障がいに理解が

あること」が 7.1 ポイント、「同じような障がいのある仲間がいること」が 6.2 ポイント高くな

っています。 

  

65.6%

15.6%

35.5%

46.9%

7.3%

9.8%

7.0%

18.2%

13.7%

15.9%

2.5%

6.7%

6.7%

72.7%

16.4%

48.4%

55.7%

13.5%

12.6%

15.0%

20.2%

21.7%

27.3%

4.1%

6.7%

3.2%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0%

経営者・職場の人が障がいに理解があること

障がい者用の設備が整っていること

障がいにあった仕事内容であること

健康状態にあわせた働き方（通院ができる等）ができること

同じような障がいのある仲間がいること

ジョブコーチ（職場適用援助者）などが職場に慣れるまで

援助してくれること

障がい者向け求人情報の提供が充実している

やりがいのある仕事があること

仕事の面で認めてもらえること

通勤手段が確保されていること

その他

わからない

無回答

障がいのある方が働くために整っていることが大切だと思う環境（精神障がい）

令和２年度(n=358) 令和４年度(n=341)
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【中学校区別】 

障がいのある方が働くために整っていることが大切だと思う環境をみると、すべての中学校区

別において「経営者・職場の人が障がいに理解があること」の割合が最も多く 60％～70％となっ

ています。 

 

  

障がいのある方が働くために整っていることが大切だと思う環境（中学校区別）

経営者・職場
の人が障がい
に理解がある
こと

障がい者用の
設備が整って
いること

障がいにあっ
た仕事内容で
あること

健康状態にあ
わせた働き方
（通院ができる
等）ができるこ
と

同じような障
がいのある仲
間がいること

ジョブコーチ
（職場適用援
助者）などが
職場に慣れる
まで援助してく
れること

障がい者向け
求人情報の提
供が充実して
いる

回答数 110 39 84 71 22 29 23
％ 75.9% 26.9% 57.9% 49.0% 15.2% 20.0% 15.9%

回答数 156 40 99 102 32 28 37

％ 71.2% 18.3% 45.2% 46.6% 14.6% 12.8% 16.9%
回答数 113 27 64 66 16 22 26
％ 68.9% 16.5% 39.0% 40.2% 9.8% 13.4% 15.9%

回答数 113 32 79 73 16 19 24
％ 70.2% 19.9% 49.1% 45.3% 9.9% 11.8% 14.9%

回答数 69 18 50 52 13 10 6

％ 71.9% 18.8% 52.1% 54.2% 13.5% 10.4% 6.3%
回答数 570 159 382 370 100 109 119
％ 71.1% 19.8% 47.6% 46.1% 12.5% 13.6% 14.8%

やりがいのあ
る仕事がある
こと

仕事の面で認
めてもらえるこ
と

通勤手段が確
保されている
こと

その他 わからない 無回答
回答数
合計

回答数 22 29 40 5 4 6 484
％ 15.2% 20.0% 27.6% 3.4% 2.8% 4.1% 333.8%

回答数 54 43 57 9 10 11 678
％ 24.7% 19.6% 26.0% 4.1% 4.6% 5.0% 309.6%

回答数 35 36 38 4 13 11 471
％ 21.3% 22.0% 23.2% 2.4% 7.9% 6.7% 287.2%

回答数 41 29 41 7 9 4 487

％ 25.5% 18.0% 25.5% 4.3% 5.6% 2.5% 302.5%
回答数 18 19 23 1 6 4 289
％ 18.8% 19.8% 24.0% 1.0% 6.3% 4.2% 301.0%

回答数 173 160 204 27 46 36 2,455
％ 21.6% 20.0% 25.4% 3.4% 5.7% 4.5% 306.1%

市全体
(n=802)

浦添中学校区
(n=145)

仲西中学校区
(n=219)

神森中学校区
(n=164)

浦添中学校区
(n=145)

仲西中学校区
(n=219)

神森中学校区
(n=164)

港川中学校区
(n=161)

浦西中学校区
(n=96)

港川中学校区
(n=161)

浦西中学校区
(n=96)

市全体
(n=802)
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７．成年後見制度について 
 

【療育手帳もしくは精神障害者保健福祉手帳をお持ちの方にお聞きします】 

質問 18 「成年後見制度」についてご存じですか。（１つだけに○） 

【知的障がい】 

「成年後見制度」の認知度をみると、「知らない」が 42.8％で最も多く、次いで「制度のだい

たいの内容を知っている。または、よく知っている」の 27.4％、「制度の名前は聞いたことがあ

るが、内容は知らない」の 27.0％となっています。 

令和 2年度の調査結果と比較すると、「知らない」の割合が 5.2ポイント高くなっています。 

 

 

【精神障がい】 

「成年後見制度」の認知度をみると、「知らない」が 42.2％で最も多く、次いで「制度の名前

は聞いたことがあるが、内容は知らない」の 32.3％、「制度のだいたいの内容を知っている。ま

たは、よく知っている」の 18.8％となっています。 

令和 2 年度の調査結果と比較すると、「制度の名前は聞いたことがあるが、内容は知らない」

の割合が 6.0ポイント高くなっています。 

 

  

30.3%

27.4%

26.6%

27.0%

37.6%

42.8%

5.5%

2.8%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

令和２年度

(n=290)

令和４年度

(n=215)

「成年後見制度」の認知度（知的障がい）

制度のだいたいの内容を知っている。または、よく知っている

制度の名前は聞いたことがあるが、内容は知らない

知らない

無回答

20.1%

18.8%

26.3%

32.3%

45.5%

42.2%

8.1%

6.7%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

令和２年度

(n=358)

令和４年度

(n=341)

「成年後見制度」の認知度（精神障がい）

制度のだいたいの内容を知っている。または、よく知っている

制度の名前は聞いたことがあるが、内容は知らない

知らない

無回答
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【中学校区別】 

「成年後見制度」の認知度をみると、すべての中学校区別において「知らない」の割合が最も

多く 30％～40％台となっています。 

 

  

22.2%

21.2%

27.9%

18.6%

18.0%

21.4%

35.4%

32.1%

23.1%

28.3%

34.4%

30.2%

36.4%

40.9%

45.2%

46.9%

44.3%

43.1%

6.1%

5.8%

3.8%

6.2%

3.3%

5.3%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

浦添中学校区

(n=99)

仲西中学校区

(n=137)

神森中学校区

(n=104)

港川中学校区

(n=113)

浦西中学校区

(n=61)

市全体

(n=527)

「成年後見制度」の認知度（中学校区別）

制度のだいたいの内容を知っている。または、よく知っている

制度の名前は聞いたことがあるが、内容は知らない

知らない

無回答
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質問 19 あなたは今後この制度を利用したいと思いますか。（１つだけに○） 

【知的障がい】 

「成年後見制度」を今後利用したいと思うかをみると、「必要な状況になれば考えたい」が 74.9％

で最も多く、次いで「利用するつもりはない」の 13.5％、「現在利用している」の 3.7％、「そ

の他」の 3.3％となっています。 

令和 2年度の調査結果と比較すると、特に大きな違いはみられません。 

 

【精神障がい】 

「成年後見制度」を今後利用したいと思うかをみると、「必要な状況になれば考えたい」が 64.2％

で最も多く、次いで「利用するつもりはない」の 20.5％、「その他」の 3.2％、「現在利用して

いる」の 2.9％となっています。 

令和 2年度の調査結果と比較すると、特に大きな違いはみられません。 

 

【中学校区別】 

「成年後見制度」を今後利用したいと思うかをみると、すべての中学校区別において「必要な

状況になれば考えたい」の割合が最も多く 60％台となっています。 

  

3.8%

3.7%

77.6%

74.9%

9.7%

13.5%

0.7%

3.3%

8.3%

4.7%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

令和２年度

(n=290)

令和４年度

(n=215)

「成年後見制度」を今後利用したいと思うか（知的障がい）

現在利用している 必要な状況になれば考えたい 利用するつもりはない その他 無回答

3.6%

2.9%

64.5%

64.2%

17.9%

20.5%

2.2%

3.2%

11.7%

9.1%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

令和２年度

(n=358)

令和４年度

(n=341)

「成年後見制度」を今後利用したいと思うか（精神障がい）

現在利用している 必要な状況になれば考えたい 利用するつもりはない その他 無回答

4.0%

2.9%

2.9%

1.8%

1.6%

2.8%

69.7%

69.3%

66.3%

69.0%

67.2%

68.3%

17.2%

17.5%

19.2%

16.8%

21.3%

18.0%

3.0%

3.6%

1.0%

3.5%

6.6%

3.2%

6.1%

6.6%

10.6%

8.8%

3.3%

7.6%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

浦添中学校区

(n=99)

仲西中学校区

(n=137)

神森中学校区

(n=104)

港川中学校区

(n=113)

浦西中学校区

(n=61)

市全体

(n=527)

「成年後見制度」を今後利用したいと思うか（中学校区別）

現在利用している 必要な状況になれば考えたい 利用するつもりはない その他 無回答
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８．相談や情報について 
 

質問 20 相談支援を利用していますか。（１つだけに○） 

【身体障がい】 

相談支援の利用状況を身体障者手帳所持者別にみると、「利用していない、利用する必要がな

い」が 35.3％で最も多く、次いで「利用している」の 22.5％、「制度内容や利用の仕方がわから

ない」の 17.3％、「利用しているかどうかわからない」の 11.1％、「その他」の 2.6％等となっ

ています。 

令和 2年度の調査結果と比較すると、特に大きな違いはみられません。 

 

 

【知的障がい】 

相談支援の利用状況をみると、「利用している」が 47.4％で最も多く、次いで「制度内容や利

用の仕方がわからない」及び「利用しているかどうかわからない」が同率の 15.3％、「利用して

いない、利用する必要がない」の 14.0％、「制度利用の申請手続きをしている」の 3.3％等とな

っています。 

令和 2年度の調査結果と比較すると、特に大きな違いはみられません。 

 

  

21.0%

22.5%

2.7%

0.7%

32.4%

35.3%

18.3%

17.3%

7.8%

11.1%

1.2%

2.6%

16.5%

10.5%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

令和２年度

(n=333)

令和４年度

(n=306)

相談支援の利用状況（身体障がい）

利用している 制度利用の申請手続きをしている

利用していない、利用する必要がない 制度内容や利用の仕方がわからない

利用しているかどうかわからない その他

無回答

42.8%

47.4%

2.8%

3.3%

10.7%

14.0%

11.4%

15.3%

17.6%

15.3%

0.7%

0.5%

14.1%

4.2%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

令和２年度

(n=290)

令和４年度

(n=215)

相談支援の利用状況（知的障がい）

利用している 制度利用の申請手続きをしている

利用していない、利用する必要がない 制度内容や利用の仕方がわからない

利用しているかどうかわからない その他

無回答
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【精神障がい】 

相談支援の利用状況をみると、「利用している」が 33.1％で最も多く、次いで「利用していな

い、利用する必要がない」の 22.6％、「制度内容や利用の仕方がわからない」の 20.5％、「利用

しているかどうかわからない」の 14.7％、「その他」の 2.3％等となっています。 

令和 2 年度の調査結果と比較すると、「利用している」の割合が 7.4 ポイント高くなっている

一方、「利用しているかどうかわからない」が 7.6ポイント低くなっています。 

 

 

【中学校区別】 

相談支援の利用状況をみると、浦添中学校区及び仲西中学校区、港川中学校区では「利用して

いる」がそれぞれ 26.9％、35.2％、30.4％、神森中学校区及び浦西中学校区では「利用していな

い、利用する必要がない」がそれぞれ 29.9％、33.3％で最も多くなっています。 

 

  

25.7%

33.1%

2.0%

1.5%

17.6%

22.6%

18.7%

20.5%

22.3%

14.7%

1.1%

2.3%

12.6%

5.3%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

令和２年度

(n=358)

令和４年度

(n=341)

相談支援の利用状況（精神障がい）

利用している 制度利用の申請手続きをしている

利用していない、利用する必要がない 制度内容や利用の仕方がわからない

利用しているかどうかわからない その他

無回答

26.9%

35.2%

28.7%

30.4%

29.2%

30.9%

3.4%

0.5%

1.2%

1.2%

2.1%

1.6%

24.8%

23.3%

29.9%

26.7%

33.3%

26.7%

15.2%

16.4%

19.5%

25.5%

14.6%

18.2%

18.6%

16.0%

9.8%

8.7%

14.6%

13.3%

2.8%

2.3%

1.2%

3.1%

1.0%

2.1%

8.3%

6.4%

9.8%

4.3%

5.2%

7.1%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

浦添中学校区

(n=145)

仲西中学校区

(n=219)

神森中学校区

(n=164)

港川中学校区

(n=161)

浦西中学校区

(n=96)

市全体

(n=802)

相談支援の利用状況（中学校区別）

利用している 制度利用の申請手続きをしている

利用していない、利用する必要がない 制度内容や利用の仕方がわからない

利用しているかどうかわからない その他

無回答
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質問 21 日常生活の中で、どのようなことについて相談したいと思いますか。（あてはまるもの

すべてに○） 

【身体障がい】 

日常生活の中で相談したいと思うことをみると、「経済的なこと」が 32.0％で最も多く、次い

で「特にない」の 25.2％、「障害福祉サービス等の利用に関すること」の 24.5％、「支援や世話

をしてくれる人がいなくなった後の生活のこと」の 24.2％、「自分の体調（病気、薬の管理など）

や精神面のこと」の 22.5％等となっています。 

令和 2 年度の調査結果と比較すると、「経済的なこと」の割合が 7.1 ポイント、「特にない」

が 6.9 ポイント高い一方、「支援や世話をしてくれる人がいなくなった後の生活のこと」が 7.0

ポイント低くなっています。 

 

  

31.2%

18.9%

27.3%

13.2%

24.9%

18.3%

21.9%

13.5%

9.0%

7.5%

10.2%

3.9%

8.4%

1.8%

18.3%

11.1%

24.2%

22.5%

24.5%

11.8%

32.0%

18.6%

16.3%

14.1%

8.2%

7.8%

9.2%

6.2%

6.5%

2.6%

25.2%

5.9%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0%

支援や世話をしてくれる人がいなくなった後の生活のこと

自分の体調（病気、薬の管理など）や精神面のこと

障害福祉サービス等の利用に関すること

進学や就労のこと

経済的なこと

住まいに関すること

台風、地震、津波などの災害時の対応に関すること

休日や夜間などの緊急時の対応に関すること

外出する時のこと

差別や虐待などの人権にかかわること

生きがいづくりなどに関すること

対人関係や近所付き合いのこと

意思疎通支援に関すること

その他

特にない

無回答

日常生活の中で相談したいと思うこと（身体障がい）

令和２年度(n=333) 令和４年度(n=306)
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【知的障がい】 

日常生活の中で相談したいと思うことをみると、「支援や世話をしてくれる人がいなくなった

後の生活のこと」が 57.7％で最も多く、次いで「障害福祉サービス等の利用に関すること」の

39.1％、「自分の体調（病気、薬の管理など）や精神面のこと」の 32.6％、「経済的なこと」の

23.3％、「住まいに関すること」の 22.3％等となっています。 

令和 2 年度の調査結果と比較すると、「自分の体調（病気、薬の管理など）や精神面のこと」

の割合が 9.2ポイント、「特にない」が 8.7ポイント高い一方、「進学や就労のこと」が 15.7ポ

イント低くなっています。 

 

  

55.2%

23.4%

41.4%

31.0%

26.6%

17.2%

19.0%

18.3%

14.5%

12.8%

13.8%

13.4%

18.6%

1.0%

6.6%

7.2%

57.7%

32.6%

39.1%

15.3%

23.3%

22.3%

19.5%

21.4%

15.8%

14.4%

12.6%

16.3%

19.1%

2.8%

15.3%

3.7%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0%

支援や世話をしてくれる人がいなくなった後の生活のこと

自分の体調（病気、薬の管理など）や精神面のこと

障害福祉サービス等の利用に関すること

進学や就労のこと

経済的なこと

住まいに関すること

台風、地震、津波などの災害時の対応に関すること

休日や夜間などの緊急時の対応に関すること

外出する時のこと

差別や虐待などの人権にかかわること

生きがいづくりなどに関すること

対人関係や近所付き合いのこと

意思疎通支援に関すること

その他

特にない

無回答

日常生活の中で相談したいと思うこと（知的障がい）

令和２年度(n=290) 令和４年度(n=215)
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【精神障がい】 

日常生活の中で相談したいと思うことをみると、「自分の体調（病気、薬の管理など）や精

神面のこと」が 53.7％で最も多く、次いで「経済的なこと」の 45.2％、「支援や世話をして

くれる人がいなくなった後の生活のこと」の 35.8％、「障害福祉サービス等の利用に関する

こと」の 30.2％、「住まいに関すること」の 25.8％等となっています。 

令和 2 年度の調査結果と比較すると、「自分の体調（病気、薬の管理など）や精神面のこ

と」の割合が 6.5ポイント高くなっています。 

 

  

35.5%

47.2%

31.0%

27.7%

46.6%

25.1%

13.7%

14.2%

11.7%

14.2%

17.0%

22.3%

10.9%

1.4%

7.8%

10.3%

35.8%

53.7%

30.2%

25.2%

45.2%

25.8%

10.6%

14.4%

10.9%

15.0%

19.4%

24.0%

10.9%

2.9%

11.1%

3.2%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0%

支援や世話をしてくれる人がいなくなった後の生活のこと

自分の体調（病気、薬の管理など）や精神面のこと

障害福祉サービス等の利用に関すること

進学や就労のこと

経済的なこと

住まいに関すること

台風、地震、津波などの災害時の対応に関すること

休日や夜間などの緊急時の対応に関すること

外出する時のこと

差別や虐待などの人権にかかわること

生きがいづくりなどに関すること

対人関係や近所付き合いのこと

意思疎通支援に関すること

その他

特にない

無回答

日常生活の中で相談したいと思うこと（精神障がい）

令和２年度(n=358) 令和４年度(n=341)
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【中学校区別】 

日常生活の中で相談したいと思うことをみると、浦添中学校区及び仲西中学校区、港川中学校

区では「自分の体調（病気、薬の管理など）や精神面のこと」がそれぞれ 39.3％、39.3％、41.0％、

神森中学校区では「経済的なこと」が 39.0％、浦西中学校区では「支援や世話をしてくれる人が

いなくなった後の生活のこと」が 31.3％で最も多くなっています。 

  

日常生活の中で相談したいと思うこと（中学校区別）

支援や世
話をしてく
れる人が
いなくなっ
た後の生
活のこと

自分の体
調（病気、
薬の管理
など）や精
神面のこと

障害福祉
サービス等
の利用に
関すること

進学や就
労のこと

経済的なこ
と

住まいに関
すること

台風、地
震、津波な
どの災害
時の対応
に関するこ
と

休日や夜
間などの緊
急時の対
応に関する
こと

外出する
時のこと

回答数 53 57 44 27 45 27 15 26 15

％ 36.6% 39.3% 30.3% 18.6% 31.0% 18.6% 10.3% 17.9% 10.3%

回答数 70 86 68 40 78 50 42 36 23

％ 32.0% 39.3% 31.1% 18.3% 35.6% 22.8% 19.2% 16.4% 10.5%

回答数 55 51 42 28 64 40 20 21 11

％ 33.5% 31.1% 25.6% 17.1% 39.0% 24.4% 12.2% 12.8% 6.7%

回答数 65 66 41 35 62 38 24 20 19

％ 40.4% 41.0% 25.5% 21.7% 38.5% 23.6% 14.9% 12.4% 11.8%

回答数 30 29 23 14 29 16 15 16 11

％ 31.3% 30.2% 24.0% 14.6% 30.2% 16.7% 15.6% 16.7% 11.5%

回答数 279 296 223 145 281 174 117 121 81

％ 34.8% 36.9% 27.8% 18.1% 35.0% 21.7% 14.6% 15.1% 10.1%

差別や虐
待などの人
権にかか
わること

生きがいづ
くりなどに
関すること

対人関係
や近所付
き合いのこ
と

意思疎通
支援に関
すること

その他 特にない 無回答
回答数
合計

回答数 21 19 22 19 2 26 8 426

％ 14.5% 13.1% 15.2% 13.1% 1.4% 17.9% 5.5% 293.8%

回答数 29 34 35 28 8 43 9 679

％ 13.2% 15.5% 16.0% 12.8% 3.7% 19.6% 4.1% 310.0%
回答数 18 18 16 11 4 30 12 441

％ 11.0% 11.0% 9.8% 6.7% 2.4% 18.3% 7.3% 268.9%

回答数 17 25 29 17 7 26 4 495

％ 10.6% 15.5% 18.0% 10.6% 4.3% 16.1% 2.5% 307.5%

回答数 7 10 17 10 2 21 3 253

％ 7.3% 10.4% 17.7% 10.4% 2.1% 21.9% 3.1% 263.5%

回答数 93 107 122 86 23 148 38 2,334

％ 11.6% 13.3% 15.2% 10.7% 2.9% 18.5% 4.7% 291.0%

仲西中学校区
(n=219)

神森中学校区
(n=164)

港川中学校区
(n=161)

浦西中学校区
(n=96)

市全体
(n=802)

浦添中学校区
(n=145)

浦西中学校区
(n=96)

市全体
(n=802)

浦添中学校区
(n=145)

仲西中学校区
(n=219)

神森中学校区
(n=164)

港川中学校区
(n=161)
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質問 22 悩みや困りごとを相談する相手は、主に誰に(どこに)相談していますか。（３つまで○） 

【身体障がい】 

悩みや困りごとの相談相手をみると、「家族や親族」が 79.7％で最も多く、次いで「友人・知

人」の 39.5％、「医師や看護師」の 22.5％、「相談支援事業所の相談員」の 10.8％、「会社の人・

学校の先生」の 10.5％等となっています。 

令和 2年度の調査結果と比較すると、特に大きな違いはみられません。 

 

  

76.3%

36.3%

10.8%

30.6%

6.0%

6.9%

10.2%

0.3%

0.6%

0.0%

0.0%

0.0%

5.4%

2.4%

0.6%

0.0%

2.7%

9.0%

79.7%

39.5%

10.5%

22.5%

3.6%

8.8%

10.8%

0.3%

1.3%

0.0%

0.0%

0.0%

3.6%

3.6%

1.3%

0.3%

4.9%

5.9%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0%

家族や親族

友人・知人

会社の人・学校の先生

医師や看護師

市役所の職員

施設や地域活動支援センターの職員

相談支援事業所の相談員

保健相談センターの職員

社会福祉協議会の職員

自立支援協議会の委員

地域保健福祉センターの職員

児童相談所の職員

ホームヘルパー

障がい者団体の関係者

民生委員・児童委員

ボランティア

その他

無回答

悩みや困りごとの相談相手（身体障がい）

令和２年度(n=333) 令和４年度(n=306)
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【知的障がい】 

悩みや困りごとの相談相手をみると、「家族や親族」が 74.4％で最も多く、次いで「相談支援

事業所の相談員」の 32.6％、「友人・知人」の 19.5％、「医師や看護師」の 17.2％、「会社の人・

学校の先生」の 13.5％等となっています。 

令和 2年度の調査結果と比較すると、「相談支援事業所の相談員」の割合が 8.1ポイント、「そ

の他」が 7.0ポイント高くなっている一方、「家族や親族」が 7.3ポイント低くなっています。 

 

  

81.7%

16.9%

17.9%

19.7%

7.6%

15.2%

24.5%

0.7%

1.7%

0.0%

0.7%

0.7%

1.0%

2.8%

1.0%

0.0%

1.4%

6.9%

74.4%

19.5%

13.5%

17.2%

3.3%

12.6%

32.6%

0.9%

2.8%

0.5%

0.0%

0.0%

1.9%

5.1%

1.4%

0.5%

8.4%

3.7%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

家族や親族

友人・知人

会社の人・学校の先生

医師や看護師

市役所の職員

施設や地域活動支援センターの職員

相談支援事業所の相談員

保健相談センターの職員

社会福祉協議会の職員

自立支援協議会の委員

地域保健福祉センターの職員

児童相談所の職員

ホームヘルパー

障がい者団体の関係者

民生委員・児童委員

ボランティア

その他

無回答

悩みや困りごとの相談相手（知的障がい）

令和２年度(n=290) 令和４年度(n=215)
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【精神障がい】 

悩みや困りごとの相談相手をみると、「家族や親族」が 73.6％で最も多く、次いで「医師や看

護師」の 43.4％、「友人・知人」の 32.0％、「相談支援事業所の相談員」の 15.8％、「市役所の

職員」の 10.3％等となっています。 

令和 2 年度の調査結果と比較すると、「相談支援事業所の相談員」の割合が 6.3 ポイント高く

なっている一方、「医師や看護師」が 7.2ポイント低くなっています。 

 

  

72.1%

28.5%

8.4%

50.6%

7.8%

8.1%

9.5%

1.4%

0.8%

0.6%

0.3%

0.6%

3.4%

2.2%

0.3%

0.6%

5.0%

7.3%

73.6%

32.0%

7.0%

43.4%

10.3%

8.8%

15.8%

0.6%

2.3%

0.9%

0.0%

0.3%

2.9%

2.6%

0.6%

1.2%

8.2%

2.3%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0%

家族や親族

友人・知人

会社の人・学校の先生

医師や看護師

市役所の職員

施設や地域活動支援センターの職員

相談支援事業所の相談員

保健相談センターの職員

社会福祉協議会の職員

自立支援協議会の委員

地域保健福祉センターの職員

児童相談所の職員

ホームヘルパー

障がい者団体の関係者

民生委員・児童委員

ボランティア

その他

無回答

悩みや困りごとの相談相手（精神障がい）

令和２年度(n=358) 令和４年度(n=341)
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【中学校区別】 

悩みや困りごとの相談相手をみると、すべての中学校区別において「家族や親族」の割合が最

も多く 60％～80％台となっています。 

 

  

悩みや困りごとの相談相手（中学校区別）

家族や親
族

友人・知人
会社の人・
学校の先
生

医師や看
護師

市役所の
職員

施設や地
域活動支
援センター
の職員

相談支援
事業所の
相談員

保健相談
センターの
職員

社会福祉
協議会の
職員

自立支援
協議会の
委員

回答数 115 46 15 46 7 10 28 2 5 1
％ 79.3% 31.7% 10.3% 31.7% 4.8% 6.9% 19.3% 1.4% 3.4% 0.7%

回答数 176 75 31 65 18 22 34 2 3 1
％ 80.4% 34.2% 14.2% 29.7% 8.2% 10.0% 15.5% 0.9% 1.4% 0.5%

回答数 110 48 14 53 6 19 25 0 2 0

％ 67.1% 29.3% 8.5% 32.3% 3.7% 11.6% 15.2% 0.0% 1.2% 0.0%
回答数 121 56 12 45 9 10 30 0 4 0
％ 75.2% 34.8% 7.5% 28.0% 5.6% 6.2% 18.6% 0.0% 2.5% 0.0%

回答数 80 29 5 24 7 7 16 1 2 1
％ 83.3% 30.2% 5.2% 25.0% 7.3% 7.3% 16.7% 1.0% 2.1% 1.0%

回答数 612 259 79 240 48 71 137 5 16 4
％ 76.3% 32.3% 9.9% 29.9% 6.0% 8.9% 17.1% 0.6% 2.0% 0.5%

地域保健
福祉セン
ターの職員

児童相談
所の職員

ホームヘ
ルパー

障がい者
団体の関
係者

民生委員・
児童委員

ボランティ
ア

その他 無回答
回答数
合計

回答数 0 0 9 8 1 1 12 8 314
％ 0.0% 0.0% 6.2% 5.5% 0.7% 0.7% 8.3% 5.5% 216.6%

回答数 0 0 5 10 2 0 12 12 468
％ 0.0% 0.0% 2.3% 4.6% 0.9% 0.0% 5.5% 5.5% 213.7%

回答数 0 0 3 2 0 1 15 8 306
％ 0.0% 0.0% 1.8% 1.2% 0.0% 0.6% 9.1% 4.9% 186.6%

回答数 0 1 4 7 2 2 15 3 321
％ 0.0% 0.6% 2.5% 4.3% 1.2% 1.2% 9.3% 1.9% 199.4%

回答数 0 0 2 1 3 1 5 2 186
％ 0.0% 0.0% 2.1% 1.0% 3.1% 1.0% 5.2% 2.1% 193.8%

回答数 0 1 23 28 8 5 59 35 1,630

％ 0.0% 0.1% 2.9% 3.5% 1.0% 0.6% 7.4% 4.4% 203.2%

浦添中学校区
(n=145)

仲西中学校区
(n=219)

浦添中学校区
(n=145)

仲西中学校区
(n=219)

神森中学校区
(n=164)

港川中学校区
(n=161)

浦西中学校区
(n=96)

神森中学校区
(n=164)

港川中学校区
(n=161)

浦西中学校区
(n=96)

市全体
(n=802)

市全体
(n=802)
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質問 23 日ごろ、どこから情報を得ていますか。（あてはまるものすべてに○） 

【身体障がい】 

情報の入手先をみると、「テレビ・ラジオ」が 67.6％で最も多く、次いで「インターネット・

ＳＮＳ」の 60.5％、「家族や親族」の 37.9％、「新聞・雑誌」の 31.0％、「友人・知人」の 25.2％

等となっています。 

 

 

【知的障がい】 

情報の入手先をみると、「テレビ・ラジオ」が 52.1％で最も多く、次いで「インターネット・

ＳＮＳ」の 41.9％、「家族や親族」の 35.8％、「新聞・雑誌」の 23.7％、「サービス提供事業者

や福祉施設」の 19.1％等となっています。 

 

  

67.6%

60.5%

37.9%

31.0%

25.2%

18.3%

16.3%

13.7%

5.9%

5.6%

5.6%

3.9%

2.6%

1.3%

0.0%

2.9%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0%

テレビ・ラジオ

インターネット・ＳＮＳ

家族や親族

新聞・雑誌

友人・知人

役所などの広報紙やホームページ

職場

医療機関

介助者（ヘルパー）

障がい者相談員

サービス提供事業者や福祉施設

障がい者団体

その他

社会福祉協議会

民生委員児童委員

無回答

情報の入手先（身体障がい）

n=306

52.1%

41.9%

35.8%

23.7%

19.1%

14.9%

14.4%

13.5%

11.6%

7.9%

7.4%

5.1%

2.3%

1.9%

0.9%

4.2%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0%

テレビ・ラジオ

インターネット・ＳＮＳ

家族や親族

新聞・雑誌

サービス提供事業者や福祉施設

友人・知人

障がい者相談員

役所などの広報紙やホームページ

職場

障がい者団体

医療機関

介助者（ヘルパー）

その他

社会福祉協議会

民生委員児童委員

無回答

情報の入手先（知的障がい）

n=215
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【精神障がい】 

情報の入手先をみると、「テレビ・ラジオ」が 60.1％で最も多く、次いで「インターネット・

ＳＮＳ」の 56.3％、「家族や親族」の 37.2％、「新聞・雑誌」の 27.0％、「友人・知人」の 25.8％

等となっています。 

 

【中学校区別】 

情報の入手先をみると、すべての中学校区別において「テレビ・ラジオ」の割合が最も多く 50％

～60％台となっています。 

  

60.1%

56.3%

37.2%

27.0%

25.8%

19.4%

15.2%

15.0%

9.4%

6.5%

5.6%

3.5%

2.6%

0.9%

0.3%

2.6%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0%

テレビ・ラジオ

インターネット・ＳＮＳ

家族や親族

新聞・雑誌

友人・知人

医療機関

職場

役所などの広報紙やホームページ

障がい者相談員

サービス提供事業者や福祉施設

介助者（ヘルパー）

その他

障がい者団体

社会福祉協議会

民生委員児童委員

無回答

情報の入手先（精神障がい）

n=341

情報の入手先（中学校区別）

新聞・雑誌
テレビ・ラ
ジオ

インター
ネット・ＳＮ
Ｓ

職場
介助者（ヘ
ルパー）

障がい者
相談員

社会福祉
協議会

医療機関
家族や親
族

回答数 51 96 77 20 9 17 3 24 58
％ 35.2% 66.2% 53.1% 13.8% 6.2% 11.7% 2.1% 16.6% 40.0%

回答数 61 130 124 45 12 19 5 32 85
％ 27.9% 59.4% 56.6% 20.5% 5.5% 8.7% 2.3% 14.6% 38.8%

回答数 47 108 92 25 9 13 1 17 51
％ 28.7% 65.9% 56.1% 15.2% 5.5% 7.9% 0.6% 10.4% 31.1%

回答数 45 102 92 26 3 13 1 22 64
％ 28.0% 63.4% 57.1% 16.1% 1.9% 8.1% 0.6% 13.7% 39.8%

回答数 25 59 54 6 9 8 0 17 41
％ 26.0% 61.5% 56.3% 6.3% 9.4% 8.3% 0.0% 17.7% 42.7%

回答数 233 501 441 122 42 70 10 113 303
％ 29.1% 62.5% 55.0% 15.2% 5.2% 8.7% 1.2% 14.1% 37.8%

友人・知人
障がい者
団体

役所などの
広報紙や
ホームペー
ジ

民生委員
児童委員

サービス提
供事業者
や福祉施
設

その他 無回答
回答数
合計

回答数 34 8 26 1 15 3 6 448
％ 23.4% 5.5% 17.9% 0.7% 10.3% 2.1% 4.1% 309.0%

回答数 55 13 38 1 20 7 7 654

％ 25.1% 5.9% 17.4% 0.5% 9.1% 3.2% 3.2% 298.6%
回答数 33 3 20 0 11 3 8 441
％ 20.1% 1.8% 12.2% 0.0% 6.7% 1.8% 4.9% 268.9%

回答数 43 5 31 0 10 6 1 464
％ 26.7% 3.1% 19.3% 0.0% 6.2% 3.7% 0.6% 288.2%

回答数 21 6 12 1 10 2 0 271
％ 21.9% 6.3% 12.5% 1.0% 10.4% 2.1% 0.0% 282.3%

回答数 188 35 127 3 67 22 25 2,302
％ 23.4% 4.4% 15.8% 0.4% 8.4% 2.7% 3.1% 287.0%

港川中学校区
(n=161)

浦西中学校区
(n=96)

市全体
(n=802)

浦添中学校区
(n=145)

浦添中学校区
(n=145)

仲西中学校区
(n=219)

神森中学校区
(n=164)

仲西中学校区
(n=219)

神森中学校区
(n=164)

港川中学校区
(n=161)

浦西中学校区
(n=96)

市全体
(n=802)
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質問 24 より充実した情報やコミュニケーションを図るためには何が必要だと思いますか。（あ

てはまるものすべてに○） 

【身体障がい】 

充実した情報提供やコミュニケーションを図るために必要だと思うことをみると、「パソコンな

どの情報ツールの活用支援」が 47.1％で最も多く、次いで「テレビの字幕放送の充実」の 30.4％、

「音声読み取りや文字拡大などのアクセシビリティの向上」の 18.3％、「手話通訳者及び要約筆記

奉仕員などの人材の確保」の 13.7％、「点字・音声サービスなどの充実」の 11.8％等となってい

ます。 

 

 

【知的障がい】 

充実した情報提供やコミュニケーションを図るために必要だと思うことをみると、「パソコンな

どの情報ツールの活用支援」が 32.1％で最も多く、次いで「テレビの字幕放送の充実」の 29.8％、

「音声読み取りや文字拡大などのアクセシビリティの向上」の 12.1％、「点字・音声サービスなど

の充実」の 8.8％、「その他」の 7.9％等となっています。 

 

  

47.1%

30.4%

18.3%

13.7%

11.8%

5.6%

23.9%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0%

パソコンなどの情報ツールの活用支援

テレビの字幕放送の充実

音声読み取りや文字拡大などのアクセシビリティの向上

手話通訳者及び要約筆記奉仕員などの人材の確保

点字・音声サービスなどの充実

その他

無回答

充実した情報提供やコミュニケーションを図るために必要だと思うこと（身体障がい）

n=306

32.1%

29.8%

12.1%

8.8%

7.9%

5.6%

32.6%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0%

パソコンなどの情報ツールの活用支援

テレビの字幕放送の充実

音声読み取りや文字拡大などのアクセシビリティの向上

点字・音声サービスなどの充実

その他

手話通訳者及び要約筆記奉仕員などの人材の確保

無回答

充実した情報提供やコミュニケーションを図るために必要だと思うこと（知的障がい）

n=215
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【精神障がい】 

充実した情報提供やコミュニケーションを図るために必要だと思うことをみると、「パソコン

などの情報ツールの活用支援」が 49.6％で最も多く、次いで「テレビの字幕放送の充実」の 28.7％、

「音声読み取りや文字拡大などのアクセシビリティの向上」の 13.8％、「点字・音声サービスな

どの充実」の 11.1％、「その他」の 9.1％等となっています。 

 

 

 

【中学校区別】 

充実した情報提供やコミュニケーションを図るために必要だと思うことをみると、すべての中

学校区別において「パソコンなどの情報ツールの活用支援」の割合が最も多く 40％台となってい

ます。 

 

  

49.6%

28.7%

13.8%

11.1%

9.1%

7.0%

21.1%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0%

パソコンなどの情報ツールの活用支援

テレビの字幕放送の充実

音声読み取りや文字拡大などのアクセシビリティの向上

点字・音声サービスなどの充実

その他

手話通訳者及び要約筆記奉仕員などの人材の確保

無回答

充実した情報提供やコミュニケーションを図るために必要だと思うこと（精神障がい）

n=341

充実した情報提供やコミュニケーションを図るために必要だと思うこと（中学校区別）

テレビの字
幕放送の
充実

点字・音声
サービスな
どの充実

音声読み
取りや文字
拡大などの
アクセシビ
リティの向
上

パソコンな
どの情報
ツールの
活用支援

手話通訳
者及び要
約筆記奉
仕員などの
人材の確
保

その他 無回答
回答数
合計

回答数 37 20 25 68 12 10 42 214

％ 25.5% 13.8% 17.2% 46.9% 8.3% 6.9% 29.0% 147.6%

回答数 64 19 36 93 23 20 57 312

％ 29.2% 8.7% 16.4% 42.5% 10.5% 9.1% 26.0% 142.5%

回答数 48 13 22 77 15 7 43 225

％ 29.3% 7.9% 13.4% 47.0% 9.1% 4.3% 26.2% 137.2%

回答数 50 16 21 77 14 13 37 228

％ 31.1% 9.9% 13.0% 47.8% 8.7% 8.1% 23.0% 141.6%

回答数 29 15 12 43 6 9 19 133

％ 30.2% 15.6% 12.5% 44.8% 6.3% 9.4% 19.8% 138.5%

回答数 233 84 119 359 72 61 206 1,134

％ 29.1% 10.5% 14.8% 44.8% 9.0% 7.6% 25.7% 141.4%

浦添中学校区
(n=145)

仲西中学校区
(n=219)

神森中学校区
(n=164)

港川中学校区
(n=161)

浦西中学校区
(n=96)

市全体
(n=802)
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９．災害について 
 

質問 25 地震や台風などの災害時に困ると思われることは何ですか。（あてはまるものすべてに○） 

【身体障がい】 

災害時に困ると思われることをみると、「薬や医療的ケアを確保できるかどうか不安」が 44.8％

で最も多く、次いで「避難所の設備が障がい者に対応しているか不安」の 35.9％、「避難先がわ

からない」の 29.1％、「一人では避難できない」の 27.5％、「避難所で必要な介助を受けられる

か不安」の 22.9％等となっています。 

 

 

【知的障がい】 

災害時に困ると思われることをみると、「一人では避難できない」が 51.2％で最も多く、次い

で「避難先がわからない」の 38.6％、「避難所でほかの人と一緒に過ごすのが難しい」の 37.7％、

「薬や医療的ケアを確保できるかどうか不安」の 34.0％、「災害に関する情報を得るのが難しい」

の 31.2％等となっています。 

  

44.8%

35.9%

29.1%

27.5%

22.9%

19.9%

19.6%

19.3%

17.3%

11.8%

11.4%

4.6%

3.6%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0%

薬や医療的ケアを確保できるかどうか不安

避難所の設備が障がい者に対応しているか不安

避難先がわからない

一人では避難できない

避難所で必要な介助を受けられるか不安

避難所でほかの人と一緒に過ごすのが難しい

自分や家族だけでは避難できない

特にない

災害に関する情報を得るのが難しい

医療機器の電源確保が心配

助けを呼ぶことができない

その他

無回答

災害時に困ると思われること（身体障がい）

n=306

51.2%

38.6%

37.7%

34.0%

31.2%

29.8%

26.5%

24.2%

20.9%

13.5%

8.4%

3.7%

6.5%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0%

一人では避難できない

避難先がわからない

避難所でほかの人と一緒に過ごすのが難しい

薬や医療的ケアを確保できるかどうか不安

災害に関する情報を得るのが難しい

避難所で必要な介助を受けられるか不安

避難所の設備が障がい者に対応しているか不安

助けを呼ぶことができない

自分や家族だけでは避難できない

特にない

医療機器の電源確保が心配

その他

無回答

災害時に困ると思われること（知的障がい）

n=215
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【精神障がい】 

災害時に困ると思われることをみると、「薬や医療的ケアを確保できるかどうか不安」が 51.0％

で最も多く、次いで「避難先がわからない」の 41.9％、「避難所でほかの人と一緒に過ごすのが

難しい」の 32.3％、「一人では避難できない」の 23.8％、「避難所の設備が障がい者に対応して

いるか不安」の 21.7％等となっています。 

 

  

51.0%

41.9%

32.3%

23.8%

21.7%

16.4%

14.7%

13.5%

12.9%

11.4%

9.4%

3.8%

4.1%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0%

薬や医療的ケアを確保できるかどうか不安

避難先がわからない

避難所でほかの人と一緒に過ごすのが難しい

一人では避難できない

避難所の設備が障がい者に対応しているか不安

災害に関する情報を得るのが難しい

避難所で必要な介助を受けられるか不安

特にない

自分や家族だけでは避難できない

助けを呼ぶことができない

医療機器の電源確保が心配

その他

無回答

災害時に困ると思われること（精神障がい）

n=341
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【中学校区別】 

災害時に困ると思われることをみると、すべての中学校区別において「薬や医療的ケアを確保

できるかどうか不安」の割合が最も多く 30％～40％台となっています。 

  

災害時に困ると思われること（中学校区別）

避難先がわか
らない

自分や家族だ
けでは避難で
きない

助けを呼ぶこ
とができない

一人では避難
できない

災害に関する
情報を得るの
が難しい

避難所の設備
が障がい者に
対応している
か不安

避難所で必要
な介助を受け
られるか不安

回答数 47 18 20 42 35 38 28
％ 32.4% 12.4% 13.8% 29.0% 24.1% 26.2% 19.3%

回答数 83 39 33 71 46 65 43
％ 37.9% 17.8% 15.1% 32.4% 21.0% 29.7% 19.6%

回答数 55 23 27 39 26 39 32
％ 33.5% 14.0% 16.5% 23.8% 15.9% 23.8% 19.5%

回答数 62 23 20 53 28 41 31
％ 38.5% 14.3% 12.4% 32.9% 17.4% 25.5% 19.3%

回答数 29 21 8 29 19 28 19
％ 30.2% 21.9% 8.3% 30.2% 19.8% 29.2% 19.8%

回答数 281 124 109 237 155 215 156
％ 35.0% 15.5% 13.6% 29.6% 19.3% 26.8% 19.5%

避難所でほか
の人と一緒に
過ごすのが難
しい

薬や医療的ケ
アを確保でき
るかどうか不
安

医療機器の電
源確保が心配

その他 特にない 無回答
回答数
合計

回答数 48 71 13 9 24 6 399
％ 33.1% 49.0% 9.0% 6.2% 16.6% 4.1% 275.2%

回答数 60 93 24 6 38 8 609
％ 27.4% 42.5% 11.0% 2.7% 17.4% 3.7% 278.1%

回答数 39 80 13 5 23 8 409

％ 23.8% 48.8% 7.9% 3.0% 14.0% 4.9% 249.4%
回答数 54 63 14 10 23 5 427
％ 33.5% 39.1% 8.7% 6.2% 14.3% 3.1% 265.2%

回答数 25 40 8 2 20 6 254
％ 26.0% 41.7% 8.3% 2.1% 20.8% 6.3% 264.6%

回答数 227 352 74 32 132 38 2,132

％ 28.3% 43.9% 9.2% 4.0% 16.5% 4.7% 265.8%

神森中学校区
(n=164)

港川中学校区
(n=161)

浦西中学校区
(n=96)

市全体
(n=802)

浦添中学校区
(n=145)

仲西中学校区
(n=219)

市全体
(n=802)

浦添中学校区
(n=145)

仲西中学校区
(n=219)

神森中学校区
(n=164)

港川中学校区
(n=161)

浦西中学校区
(n=96)
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10．障害福祉サービスについて 
 

質問 26 現在、どのような障害福祉サービスなどを利用していますか。サービスの種類ごとに利

用の有無や満足度について、あてはまる番号に〇を付けて下さい。 

【身体障がい（令和４年度）】 

障がい福祉サービスなどの利用状況と満足度をみると、『利用している（「量・質ともに満足し

ている」＋「量（回数・期間）が足りない、または空きがない」＋「質に不満がある」）』とする利

用者の割合が比較的高いのは「⑰計画相談支援」の 16.9％となっており、次いで「①居宅介護(ホ

ームヘルプ)」の 10.8％、「⑬就労継続支援（A・B型）」の 10.2％等となっています。 

これらのサービスについて利用者の満足度をみると、『不満がある（「量（回数・期間）が足り

ない、または空きがない」＋「質に不満がある」）』とする割合が比較的高いのは「①居宅介護(ホ

ームヘルプ)」の 4.9％となっており、利用者 33名中 15名（45.5％）が「不満がある」としてい

ます。 

 

  

障がい福祉サービスなどの利用状況と満足度（身体障がい）

量・質ともに
満足している

量（回数・期
間）が足りな
い、または空
きがない

質に不満が
ある

回答数 18 11 4 227 46 306
％ 5.9% 3.6% 1.3% 74.2% 15.0% 100.0%

回答数 5 1 3 241 56 306
％ 1.6% 0.3% 1.0% 78.8% 18.3% 100.0%

回答数 12 3 3 237 51 306
％ 3.9% 1.0% 1.0% 77.5% 16.7% 100.0%

回答数 4 1 3 224 74 306
％ 1.3% 0.3% 1.0% 73.2% 24.2% 100.0%

回答数 7 9 4 235 51 306
％ 2.3% 2.9% 1.3% 76.8% 16.7% 100.0%

回答数 5 0 4 239 58 306
％ 1.6% 0.0% 1.3% 78.1% 19.0% 100.0%

回答数 17 8 5 222 54 306
％ 5.6% 2.6% 1.6% 72.5% 17.6% 100.0%

回答数 6 3 2 239 56 306
％ 2.0% 1.0% 0.7% 78.1% 18.3% 100.0%

回答数 8 3 1 239 55 306
％ 2.6% 1.0% 0.3% 78.1% 18.0% 100.0%

回答数 3 1 1 230 71 306
％ 1.0% 0.3% 0.3% 75.2% 23.2% 100.0%

回答数 9 3 4 231 59 306
％ 2.9% 1.0% 1.3% 75.5% 19.3% 100.0%

回答数 9 0 3 238 56 306
％ 2.9% 0.0% 1.0% 77.8% 18.3% 100.0%

回答数 22 3 6 225 50 306
％ 7.2% 1.0% 2.0% 73.5% 16.3% 100.0%

回答数 4 0 2 239 61 306
％ 1.3% 0.0% 0.7% 78.1% 19.9% 100.0%

回答数 5 0 3 241 57 306
％ 1.6% 0.0% 1.0% 78.8% 18.6% 100.0%

回答数 13 0 3 235 55 306
％ 4.2% 0.0% 1.0% 76.8% 18.0% 100.0%

回答数 38 9 5 208 46 306
％ 12.4% 2.9% 1.6% 68.0% 15.0% 100.0%

回答数 5 1 2 238 60 306
％ 1.6% 0.3% 0.7% 77.8% 19.6% 100.0%

回答数 4 0 2 241 59 306
％ 1.3% 0.0% 0.7% 78.8% 19.3% 100.0%

相
談
支
援

⑰計画相談支援

⑱地域移行支援

居
住
系

⑮共同生活援助(グループホーム)

⑯施設入所支援

⑫就労移行支援

⑬就労継続支援（A・B型）

⑩宿泊型自立訓練

⑪自立生活援助

⑥重度障害者等包括支援

日
中
活
動
系

⑦生活介護

③同行援護

④行動援護

訪
問
系

①居宅介護(ホームヘルプ)

利用している

利用していな
い

無回答
回答数
合計

⑧療養介護

⑨自立訓練(機能訓練・生活訓練)

⑤短期入所(ショートステイ)

②重度訪問介護

⑲地域定着支援

⑭就労定着支援
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【身体障がい（令和 2年度）】 

  

障がい福祉サービスなどの利用状況と満足度（身体障がい）

量・質ともに
満足している

量（回数・期
間）が足りな
い、または空
きがない

質に不満が
ある

回答数 25 11 2 267 28 333
％ 7.5% 3.3% 0.6% 80.2% 8.4% 100.0%

回答数 4 5 3 293 28 333
％ 1.2% 1.5% 0.9% 88.0% 8.4% 100.0%

回答数 8 5 1 291 28 333
％ 2.4% 1.5% 0.3% 87.4% 8.4% 100.0%

回答数 1 3 0 301 28 333
％ 0.3% 0.9% 0.0% 90.4% 8.4% 100.0%

回答数 4 11 3 287 28 333
％ 1.2% 3.3% 0.9% 86.2% 8.4% 100.0%

回答数 0 1 2 302 28 333
％ 0.0% 0.3% 0.6% 90.7% 8.4% 100.0%

回答数 13 7 2 283 28 333
％ 3.9% 2.1% 0.6% 85.0% 8.4% 100.0%

回答数 2 0 1 302 28 333
％ 0.6% 0.0% 0.3% 90.7% 8.4% 100.0%

回答数 8 3 3 291 28 333
％ 2.4% 0.9% 0.9% 87.4% 8.4% 100.0%

回答数 1 1 0 303 28 333
％ 0.3% 0.3% 0.0% 91.0% 8.4% 100.0%

回答数 - - - - - -
％ - - - - - -

回答数 2 1 0 302 28 333
％ 0.6% 0.3% 0.0% 90.7% 8.4% 100.0%

回答数 13 0 3 289 28 333
％ 3.9% 0.0% 0.9% 86.8% 8.4% 100.0%

回答数 - - - - - -
％ - - - - - -

回答数 4 0 0 301 28 333
％ 1.2% 0.0% 0.0% 90.4% 8.4% 100.0%

回答数 4 0 2 299 28 333
％ 1.2% 0.0% 0.6% 89.8% 8.4% 100.0%

回答数 26 5 6 268 28 333
％ 7.8% 1.5% 1.8% 80.5% 8.4% 100.0%

回答数 3 0 0 302 28 333
％ 0.9% 0.0% 0.0% 90.7% 8.4% 100.0%

回答数 1 0 1 303 28 333
％ 0.3% 0.0% 0.3% 91.0% 8.4% 100.0%

⑲地域定着支援

相
談
支
援

⑰計画相談支援

⑱地域移行支援

⑬就労継続支援（A・B型）

⑭就労定着支援

⑧療養介護

⑨自立訓練(機能訓練・生活訓練)

⑥重度障害者等包括支援

日
中
活
動
系

⑦生活介護

②重度訪問介護

③同行援護訪
問
系

①居宅介護(ホームヘルプ)

利用している

利用していな
い

無回答
回答数
合計

居
住
系

⑮共同生活援助(グループホーム)

⑯施設入所支援

⑪自立生活援助

⑩宿泊型自立訓練

④行動援護

⑤短期入所(ショートステイ)

⑫就労移行支援
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【知的障がい（令和４年度）】 

障がい福祉サービスなどの利用状況と満足度をみると、『利用している（「量・質ともに満足し

ている」＋「量（回数・期間）が足りない、または空きがない」＋「質に不満がある」）』とする利

用者の割合が比較的高いのは「⑰計画相談支援」の 39.5％となっており、次いで「⑬就労継続支

援（A・B型）」の 24.7％、「⑦生活介護」の 23.3％等となっています。 

これらのサービスについて利用者の満足度をみると、『不満がある（「量（回数・期間）が足り

ない、または空きがない」＋「質に不満がある」）』とする割合が比較的高いのは「⑤短期入所(シ

ョートステイ)」の 12.1％となっており、利用者 39名中 26名（66.7％）が「不満がある」として

います。 

 

  

障がい福祉サービスなどの利用状況と満足度（知的障がい）

量・質ともに
満足している

量（回数・期
間）が足りな
い、または空
きがない

質に不満が
ある

回答数 11 5 1 137 61 215
％ 5.1% 2.3% 0.5% 63.7% 28.4% 100.0%

回答数 5 1 1 142 66 215
％ 2.3% 0.5% 0.5% 66.0% 30.7% 100.0%

回答数 7 1 0 134 73 215
％ 3.3% 0.5% 0.0% 62.3% 34.0% 100.0%

回答数 6 10 1 133 65 215
％ 2.8% 4.7% 0.5% 61.9% 30.2% 100.0%

回答数 13 25 1 122 54 215
％ 6.0% 11.6% 0.5% 56.7% 25.1% 100.0%

回答数 4 0 0 136 75 215
％ 1.9% 0.0% 0.0% 63.3% 34.9% 100.0%

回答数 29 17 4 108 57 215
％ 13.5% 7.9% 1.9% 50.2% 26.5% 100.0%

回答数 4 3 0 133 75 215
％ 1.9% 1.4% 0.0% 61.9% 34.9% 100.0%

回答数 20 7 1 124 63 215
％ 9.3% 3.3% 0.5% 57.7% 29.3% 100.0%

回答数 4 4 0 139 68 215
％ 1.9% 1.9% 0.0% 64.7% 31.6% 100.0%

回答数 17 1 3 127 67 215
％ 7.9% 0.5% 1.4% 59.1% 31.2% 100.0%

回答数 13 4 1 129 68 215
％ 6.0% 1.9% 0.5% 60.0% 31.6% 100.0%

回答数 44 5 4 109 53 215
％ 20.5% 2.3% 1.9% 50.7% 24.7% 100.0%

回答数 9 1 0 135 70 215
％ 4.2% 0.5% 0.0% 62.8% 32.6% 100.0%

回答数 7 2 0 141 65 215
％ 3.3% 0.9% 0.0% 65.6% 30.2% 100.0%

回答数 8 1 1 138 67 215
％ 3.7% 0.5% 0.5% 64.2% 31.2% 100.0%

回答数 71 13 1 79 51 215
％ 33.0% 6.0% 0.5% 36.7% 23.7% 100.0%

回答数 7 0 0 141 67 215
％ 3.3% 0.0% 0.0% 65.6% 31.2% 100.0%

回答数 8 1 0 138 68 215
％ 3.7% 0.5% 0.0% 64.2% 31.6% 100.0%

⑲地域定着支援

相
談
支
援

⑰計画相談支援

⑱地域移行支援

⑭就労定着支援

居
住
系

⑮共同生活援助(グループホーム)

⑯施設入所支援

⑫就労移行支援

⑬就労継続支援（A・B型）

⑩宿泊型自立訓練

⑪自立生活援助

⑥重度障害者等包括支援

日
中
活
動
系

⑦生活介護

③同行援護

④行動援護

訪
問
系

①居宅介護(ホームヘルプ)

利用している

⑧療養介護

⑤短期入所(ショートステイ)

②重度訪問介護

利用していな
い

無回答
回答数
合計

⑨自立訓練(機能訓練・生活訓練)
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【知的障がい（令和 2年度）】 

 

  

障がい福祉サービスなどの利用状況と満足度（知的障がい）

量・質ともに
満足している

量（回数・期
間）が足りな
い、または空
きがない

質に不満が
ある

回答数 13 6 1 242 28 290
％ 4.5% 2.1% 0.3% 83.4% 9.7% 100.0%

回答数 5 2 2 253 28 290
％ 1.7% 0.7% 0.7% 87.2% 9.7% 100.0%

回答数 3 3 0 256 28 290
％ 1.0% 1.0% 0.0% 88.3% 9.7% 100.0%

回答数 6 6 0 250 28 290
％ 2.1% 2.1% 0.0% 86.2% 9.7% 100.1%

回答数 14 20 4 224 28 290
％ 4.8% 6.9% 1.4% 77.2% 9.7% 100.0%

回答数 0 2 1 259 28 290
％ 0.0% 0.7% 0.3% 89.3% 9.7% 100.0%

回答数 25 8 0 229 28 290
％ 8.6% 2.8% 0.0% 79.0% 9.7% 100.1%

回答数 1 0 0 261 28 290
％ 0.3% 0.0% 0.0% 90.0% 9.7% 100.0%

回答数 16 5 2 239 28 290
％ 5.5% 1.7% 0.7% 82.4% 9.7% 100.0%

回答数 0 3 0 259 28 290
％ 0.0% 1.0% 0.0% 89.3% 9.7% 100.0%

回答数 - - - - - -
％ - - - - - -

回答数 13 3 1 245 28 290
％ 4.5% 1.0% 0.3% 84.5% 9.7% 100.0%

回答数 31 4 5 222 28 290
％ 10.7% 1.4% 1.7% 76.6% 9.7% 100.1%

回答数 - - - - - -
％ - - - - - -

回答数 6 0 0 256 28 290
％ 2.1% 0.0% 0.0% 88.3% 9.7% 100.1%

回答数 8 1 4 249 28 290
％ 2.8% 0.3% 1.4% 85.9% 9.7% 100.1%

回答数 76 11 11 164 28 290
％ 26.2% 3.8% 3.8% 56.6% 9.7% 100.1%

回答数 3 0 0 259 28 290
％ 1.0% 0.0% 0.0% 89.3% 9.7% 100.0%

回答数 2 0 1 259 28 290
％ 0.7% 0.0% 0.3% 89.3% 9.7% 100.0%

⑲地域定着支援

相
談
支
援

⑰計画相談支援

⑱地域移行支援

⑫就労移行支援

⑬就労継続支援（A・B型）

⑭就労定着支援

⑧療養介護

⑨自立訓練(機能訓練・生活訓練)

⑤短期入所(ショートステイ)

⑥重度障害者等包括支援

日
中
活
動
系

⑦生活介護

②重度訪問介護

③同行援護訪
問
系

①居宅介護(ホームヘルプ)

利用している

利用していな
い

居
住
系

⑮共同生活援助(グループホーム)

⑯施設入所支援

⑪自立生活援助

⑩宿泊型自立訓練

④行動援護

無回答
回答数
合計
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【精神障がい（令和４年度）】 

障がい福祉サービスなどの利用状況と満足度をみると、『利用している（「量・質ともに満足し

ている」＋「量（回数・期間）が足りない、または空きがない」＋「質に不満がある」）』とする利

用者の割合が比較的高いのは「⑰計画相談支援」の 25.8％となっており、次いで「⑬就労継続支

援（A・B型）」の 21.1％、「「⑪自立生活援助」の 10.9％等となっています。 

これらのサービスについて利用者の満足度をみると、『不満がある（「量（回数・期間）が足り

ない、または空きがない」＋「質に不満がある」）』とする割合が比較的高いのは「⑰計画相談支

援」の 4.4％となっており、利用者 88名中 15名（17.0％）が「不満がある」としています。 

 

 

  

障がい福祉サービスなどの利用状況と満足度（精神障がい）

量・質ともに
満足している

量（回数・期
間）が足りな
い、または空
きがない

質に不満が
ある

回答数 24 3 4 245 65 341
％ 7.0% 0.9% 1.2% 71.8% 19.1% 100.0%

回答数 10 2 4 252 73 341
％ 2.9% 0.6% 1.2% 73.9% 21.4% 100.0%

回答数 8 3 2 231 97 341
％ 2.3% 0.9% 0.6% 67.7% 28.4% 100.0%

回答数 14 2 5 248 72 341
％ 4.1% 0.6% 1.5% 72.7% 21.1% 100.0%

回答数 9 3 3 253 73 341
％ 2.6% 0.9% 0.9% 74.2% 21.4% 100.0%

回答数 8 1 2 228 102 341
％ 2.3% 0.3% 0.6% 66.9% 29.9% 100.0%

回答数 15 3 2 247 74 341
％ 4.4% 0.9% 0.6% 72.4% 21.7% 100.0%

回答数 7 1 1 229 103 341
％ 2.1% 0.3% 0.3% 67.2% 30.2% 100.0%

回答数 18 2 6 241 74 341
％ 5.3% 0.6% 1.8% 70.7% 21.7% 100.0%

回答数 10 1 2 253 75 341
％ 2.9% 0.3% 0.6% 74.2% 22.0% 100.0%

回答数 26 4 7 230 74 341
％ 7.6% 1.2% 2.1% 67.4% 21.7% 100.0%

回答数 24 2 6 235 74 341
％ 7.0% 0.6% 1.8% 68.9% 21.7% 100.0%

回答数 58 4 10 215 54 341
％ 17.0% 1.2% 2.9% 63.0% 15.8% 100.0%

回答数 14 3 3 242 79 341
％ 4.1% 0.9% 0.9% 71.0% 23.2% 100.0%

回答数 22 2 2 251 64 341
％ 6.5% 0.6% 0.6% 73.6% 18.8% 100.0%

回答数 12 1 3 251 74 341
％ 3.5% 0.3% 0.9% 73.6% 21.7% 100.0%

回答数 73 10 5 201 52 341
％ 21.4% 2.9% 1.5% 58.9% 15.2% 100.0%

回答数 10 5 3 247 76 341
％ 2.9% 1.5% 0.9% 72.4% 22.3% 100.0%

回答数 8 5 1 251 76 341
％ 2.3% 1.5% 0.3% 73.6% 22.3% 100.0%

⑲地域定着支援

⑯施設入所支援

相
談
支
援

⑰計画相談支援

⑱地域移行支援

⑭就労定着支援

居
住
系

⑮共同生活援助(グループホーム)

⑫就労移行支援

⑬就労継続支援（A・B型）

⑨自立訓練(機能訓練・生活訓練)

⑩宿泊型自立訓練

⑪自立生活援助

⑤短期入所(ショートステイ)

⑥重度障害者等包括支援

日
中
活
動
系

⑦生活介護

③同行援護

④行動援護

利用している

利用していな
い

無回答
回答数
合計

訪
問
系

⑧療養介護

①居宅介護(ホームヘルプ)

②重度訪問介護
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【精神障がい（令和 2年度）】 

  

障がい福祉サービスなどの利用状況と満足度（精神障がい）

量・質ともに
満足している

量（回数・期
間）が足りな
い、または空
きがない

質に不満が
ある

回答数 20 8 4 291 35 358
％ 5.6% 2.2% 1.1% 81.3% 9.8% 100.0%

回答数 1 1 0 321 35 358
％ 0.3% 0.3% 0.0% 89.7% 9.8% 100.1%

回答数 4 1 1 317 35 358
％ 1.1% 0.3% 0.3% 88.5% 9.8% 100.0%

回答数 5 5 0 313 35 358
％ 1.4% 1.4% 0.0% 87.4% 9.8% 100.0%

回答数 1 1 3 318 35 358
％ 0.3% 0.3% 0.8% 88.8% 9.8% 100.0%

回答数 0 0 0 323 35 358
％ 0.0% 0.0% 0.0% 90.2% 9.8% 100.0%

回答数 10 6 0 307 35 358
％ 2.8% 1.7% 0.0% 85.8% 9.8% 100.1%

回答数 1 2 0 320 35 358
％ 0.3% 0.6% 0.0% 89.4% 9.8% 100.1%

回答数 19 5 5 294 35 358
％ 5.3% 1.4% 1.4% 82.1% 9.8% 100.0%

回答数 2 0 1 320 35 358
％ 0.6% 0.0% 0.3% 89.4% 9.8% 100.1%

回答数 - - - - - -
％ - - - - - -

回答数 9 3 1 310 35 358
％ 2.5% 0.8% 0.3% 86.6% 9.8% 100.0%

回答数 43 6 5 269 35 358
％ 12.0% 1.7% 1.4% 75.1% 9.8% 100.0%

回答数 - - - - - -
％ - - - - - -

回答数 12 1 0 310 35 358
％ 3.4% 0.3% 0.0% 86.6% 9.8% 100.1%

回答数 6 2 0 315 35 358
％ 1.7% 0.6% 0.0% 88.0% 9.8% 100.1%

回答数 45 7 6 265 35 358
％ 12.6% 2.0% 1.7% 74.0% 9.8% 100.1%

回答数 5 0 0 318 35 358
％ 1.4% 0.0% 0.0% 88.8% 9.8% 100.0%

回答数 5 0 0 318 35 358
％ 1.4% 0.0% 0.0% 88.8% 9.8% 100.0%

⑲地域定着支援

⑯施設入所支援

相
談
支
援

⑰計画相談支援

⑱地域移行支援

⑫就労移行支援

⑬就労継続支援（A・B型）

⑭就労定着支援

⑧療養介護

⑨自立訓練(機能訓練・生活訓練)

⑤短期入所(ショートステイ)

⑥重度障害者等包括支援

日
中
活
動
系

①居宅介護(ホームヘルプ)

②重度訪問介護

③同行援護

利用している

利用していな
い

無回答
回答数
合計

訪
問
系

居
住
系

⑮共同生活援助(グループホーム)

⑩宿泊型自立訓練

⑪自立生活援助

⑦生活介護

④行動援護
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【中学校区別】 

浦添中学校区の障がい福祉サービスなどの利用状況と満足度をみると、『利用している「量・質

ともに満足している」＋「量（回数・期間）が足りない、または空きがない」＋「質に不満があ

る」）』とする利用者の割合が比較的高いのは「⑰計画相談支援」の 24.8％、次いで「⑬就労継続

支援（A・B 型）」の 17.3％、「⑦生活介護」の 10.4％、「①居宅介護(ホームヘルプ)」の 10.3％、

「⑤短期入所（ショートステイ）」の 8.3％等となっています。 

これらのサービスについて利用者の満足度をみると、『不満がある（「量（回数・期間）が足り

ない、または空きがない」＋「質に不満がある」）』とする割合が比較的高いのは「⑤短期入所(シ

ョートステイ)」の 5.5％となっており、利用者 12名中 8名（66.7％）が「不満がある」としてい

ます。 

 

  

障がい福祉サービスなどの利用状況と満足度（浦添中学校区）

量・質ともに
満足している

量（回数・期
間）が足りな
い、または空
きがない

質に不満が
ある

回答数 9 6 0 96 34 145

％ 6.2% 4.1% 0.0% 66.2% 23.4% 100.0%

回答数 0 2 0 103 40 145

％ 0.0% 1.4% 0.0% 71.0% 27.6% 100.0%

回答数 2 3 0 99 41 145

％ 1.4% 2.1% 0.0% 68.3% 28.3% 100.0%

回答数 2 1 1 102 39 145

％ 1.4% 0.7% 0.7% 70.3% 26.9% 100.0%

回答数 4 8 0 95 38 145

％ 2.8% 5.5% 0.0% 65.5% 26.2% 100.0%

回答数 2 1 0 98 44 145

％ 1.4% 0.7% 0.0% 67.6% 30.3% 100.0%

回答数 11 3 1 94 36 145
％ 7.6% 2.1% 0.7% 64.8% 24.8% 100.0%

回答数 1 1 0 99 44 145

％ 0.7% 0.7% 0.0% 68.3% 30.3% 100.0%

回答数 6 1 0 98 40 145
％ 4.1% 0.7% 0.0% 67.6% 27.6% 100.0%

回答数 1 2 0 101 41 145

％ 0.7% 1.4% 0.0% 69.7% 28.3% 100.0%

回答数 7 1 3 96 38 145

％ 4.8% 0.7% 2.1% 66.2% 26.2% 100.0%

回答数 8 1 1 95 40 145

％ 5.5% 0.7% 0.7% 65.5% 27.6% 100.0%

回答数 21 2 2 90 30 145

％ 14.5% 1.4% 1.4% 62.1% 20.7% 100.0%

回答数 2 1 0 101 41 145

％ 1.4% 0.7% 0.0% 69.7% 28.3% 100.0%

回答数 4 1 0 104 36 145

％ 2.8% 0.7% 0.0% 71.7% 24.8% 100.0%

回答数 0 1 1 103 40 145

％ 0.0% 0.7% 0.7% 71.0% 27.6% 100.0%

回答数 30 5 1 83 26 145

％ 20.7% 3.4% 0.7% 57.2% 17.9% 100.0%

回答数 2 2 0 104 37 145

％ 1.4% 1.4% 0.0% 71.7% 25.5% 100.0%

回答数 1 1 0 103 40 145

％ 0.7% 0.7% 0.0% 71.0% 27.6% 100.0%

利用していな
い

無回答
回答数
合計

利用している

⑥重度障害者等包括支援

⑦生活介護

訪
問
系

⑧療養介護

⑨自立訓練(機能訓練・生活訓練)

①居宅介護(ホームヘルプ)

②重度訪問介護

③同行援護

④行動援護

⑤短期入所(ショートステイ)

⑭就労定着支援

⑮共同生活援助(グループホーム)

⑯施設入所支援

⑰計画相談支援

日
中
活
動
系

⑩宿泊型自立訓練

⑪自立生活援助

⑫就労移行支援

⑬就労継続支援（A・B型）

⑱地域移行支援

⑲地域定着支援

居
住
系

相
談
支
援
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仲西中学校区の障がい福祉サービスなどの利用状況と満足度をみると、『利用している（「量・

質ともに満足している」＋「量（回数・期間）が足りない、または空きがない」＋「質に不満があ

る」）』とする利用者の割合が比較的高いのは「⑰計画相談支援」の 27.4％、次いで「⑬就労継続

支援（A・B型）」の 15.5％、「⑦生活介護」の 14.6％、「⑫就労移行支援」の 8.7％、「⑪自立生活

援助」の 8.6％等となっています。 

これらのサービスについて利用者の満足度をみると、『不満がある（「量（回数・期間）が足り

ない、または空きがない」＋「質に不満がある」）』とする割合が比較的高いのは「⑰計画相談支

援」の 5.5％となっており、利用者 60名中 12名（20.0％）が「不満がある」としています。 

 

  

障がい福祉サービスなどの利用状況と満足度（仲西中学校区）

量・質ともに
満足している

量（回数・期
間）が足りな
い、または空
きがない

質に不満が
ある

回答数 13 3 1 163 39 219

％ 5.9% 1.4% 0.5% 74.4% 17.8% 100.0%

回答数 9 0 3 165 42 219

％ 4.1% 0.0% 1.4% 75.3% 19.2% 100.0%

回答数 8 1 0 159 51 219

％ 3.7% 0.5% 0.0% 72.6% 23.3% 100.0%

回答数 8 3 3 159 46 219

％ 3.7% 1.4% 1.4% 72.6% 21.0% 100.0%

回答数 8 4 2 167 38 219

％ 3.7% 1.8% 0.9% 76.3% 17.4% 100.0%

回答数 6 0 2 154 57 219

％ 2.7% 0.0% 0.9% 70.3% 26.0% 100.0%

回答数 22 7 3 146 41 219
％ 10.0% 3.2% 1.4% 66.7% 18.7% 100.0%

回答数 5 0 0 157 57 219

％ 2.3% 0.0% 0.0% 71.7% 26.0% 100.0%

回答数 11 1 4 161 42 219
％ 5.0% 0.5% 1.8% 73.5% 19.2% 100.0%

回答数 6 1 0 164 48 219

％ 2.7% 0.5% 0.0% 74.9% 21.9% 100.0%

回答数 15 2 2 156 44 219

％ 6.8% 0.9% 0.9% 71.2% 20.1% 100.0%

回答数 13 3 3 157 43 219

％ 5.9% 1.4% 1.4% 71.7% 19.6% 100.0%

回答数 25 3 6 149 36 219

％ 11.4% 1.4% 2.7% 68.0% 16.4% 100.0%

回答数 9 2 3 159 46 219

％ 4.1% 0.9% 1.4% 72.6% 21.0% 100.0%

回答数 11 2 1 165 40 219

％ 5.0% 0.9% 0.5% 75.3% 18.3% 100.0%

回答数 13 0 2 162 42 219

％ 5.9% 0.0% 0.9% 74.0% 19.2% 100.0%

回答数 48 10 2 126 33 219

％ 21.9% 4.6% 0.9% 57.5% 15.1% 100.0%

回答数 7 2 1 165 44 219

％ 3.2% 0.9% 0.5% 75.3% 20.1% 100.0%

回答数 6 2 1 166 44 219

％ 2.7% 0.9% 0.5% 75.8% 20.1% 100.0%

利用している

利用していな
い

無回答
回答数
合計

訪
問
系

①居宅介護(ホームヘルプ)

②重度訪問介護

③同行援護

④行動援護

⑤短期入所(ショートステイ)

⑥重度障害者等包括支援

⑦生活介護

⑧療養介護

⑨自立訓練(機能訓練・生活訓練)

⑭就労定着支援

居
住
系

⑮共同生活援助(グループホーム)

⑯施設入所支援

日
中
活
動
系

⑩宿泊型自立訓練

⑪自立生活援助

⑫就労移行支援

⑬就労継続支援（A・B型）

相
談
支
援

⑰計画相談支援

⑱地域移行支援

⑲地域定着支援
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神森中学校区の障がい福祉サービスなどの利用状況と満足度をみると、『利用している（「量・

質ともに満足している」＋「量（回数・期間）が足りない、または空きがない」＋「質に不満があ

る」）』とする利用者の割合が比較的高いのは「⑰計画相談支援」の 20.7％、次いで「⑬就労継続

支援（A・B型）」の 12.8％、「⑦生活介護」の 9.1％、「⑨自立訓練(機能訓練・生活訓練)」が 7.3％、

「⑤短期入所(ショートステイ)」及び「⑪自立生活援助」が同率の 6.7％等となっています。 

これらのサービスについて利用者の満足度をみると、『不満がある（「量（回数・期間）が足り

ない、または空きがない」＋「質に不満がある」）』とする割合が比較的高いのは「⑤短期入所(シ

ョートステイ)」の 4.3％となっており、利用者 11名中 7名（63.6％）が「不満がある」としてい

ます。 

  

障がい福祉サービスなどの利用状況と満足度（神森中学校区）

量・質ともに
満足している

量（回数・期
間）が足りな
い、または空
きがない

質に不満が
ある

回答数 7 3 0 119 35 164

％ 4.3% 1.8% 0.0% 72.6% 21.3% 100.0%

回答数 4 0 1 122 37 164

％ 2.4% 0.0% 0.6% 74.4% 22.6% 100.0%

回答数 3 1 1 116 43 164

％ 1.8% 0.6% 0.6% 70.7% 26.2% 100.0%

回答数 4 4 0 115 41 164

％ 2.4% 2.4% 0.0% 70.1% 25.0% 100.0%

回答数 4 6 1 118 35 164

％ 2.4% 3.7% 0.6% 72.0% 21.3% 100.0%

回答数 3 0 2 116 43 164

％ 1.8% 0.0% 1.2% 70.7% 26.2% 100.0%

回答数 9 5 1 115 34 164
％ 5.5% 3.0% 0.6% 70.1% 20.7% 100.0%

回答数 2 3 1 114 44 164

％ 1.2% 1.8% 0.6% 69.5% 26.8% 100.0%

回答数 8 4 0 116 36 164
％ 4.9% 2.4% 0.0% 70.7% 22.0% 100.0%

回答数 2 2 0 118 42 164

％ 1.2% 1.2% 0.0% 72.0% 25.6% 100.0%

回答数 9 2 0 113 40 164

％ 5.5% 1.2% 0.0% 68.9% 24.4% 100.0%

回答数 6 1 0 116 41 164

％ 3.7% 0.6% 0.0% 70.7% 25.0% 100.0%

回答数 18 1 2 110 33 164

％ 11.0% 0.6% 1.2% 67.1% 20.1% 100.0%

回答数 3 0 0 118 43 164

％ 1.8% 0.0% 0.0% 72.0% 26.2% 100.0%

回答数 9 0 1 121 33 164

％ 5.5% 0.0% 0.6% 73.8% 20.1% 100.0%

回答数 6 1 0 120 37 164

％ 3.7% 0.6% 0.0% 73.2% 22.6% 100.0%

回答数 29 4 1 102 28 164

％ 17.7% 2.4% 0.6% 62.2% 17.1% 100.0%

回答数 2 0 1 117 44 164

％ 1.2% 0.0% 0.6% 71.3% 26.8% 100.0%

回答数 2 1 0 119 42 164

％ 1.2% 0.6% 0.0% 72.6% 25.6% 100.0%

⑤短期入所(ショートステイ)

⑥重度障害者等包括支援

利用している

利用していな
い

無回答
回答数
合計

居
住
系

⑮共同生活援助(グループホーム)

⑯施設入所支援

日
中
活
動
系

⑦生活介護

⑧療養介護

⑨自立訓練(機能訓練・生活訓練)

⑩宿泊型自立訓練

⑪自立生活援助

⑫就労移行支援

⑬就労継続支援（A・B型）

⑭就労定着支援

訪
問
系

①居宅介護(ホームヘルプ)

②重度訪問介護

③同行援護

④行動援護

相
談
支
援

⑰計画相談支援

⑱地域移行支援

⑲地域定着支援
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港川中学校区の障がい福祉サービスなどの利用状況と満足度をみると、『利用している（「量・

質ともに満足している」＋「量（回数・期間）が足りない、または空きがない」＋「質に不満があ

る」）』とする利用者の割合が比較的高いのは「⑰計画相談支援」の 23.0％、次いで「⑬就労継続

支援（A・B型）」の 22.3％、「⑨自立訓練(機能訓練・生活訓練)」の 9.3％、「①居宅介護(ホーム

ヘルプ)」が 8.1％、「⑤短期入所(ショートステイ)」及び「⑪自立生活援助」が同率の 6.2％等と

なっています。 

これらのサービスについて利用者の満足度をみると、『不満がある（「量（回数・期間）が足り

ない、または空きがない」＋「質に不満がある」）』とする割合が比較的高いのは「⑬就労継続支

援（A・B型）」の 6.2％となっており、利用者 36名中 10名（27.8％）が「不満がある」としてい

ます。 

 

  

障がい福祉サービスなどの利用状況と満足度（港川中学校区）

量・質ともに
満足している

量（回数・期
間）が足りな
い、または空
きがない

質に不満が
ある

回答数 8 2 3 122 26 161

％ 5.0% 1.2% 1.9% 75.8% 16.1% 100.0%

回答数 1 0 1 126 33 161

％ 0.6% 0.0% 0.6% 78.3% 20.5% 100.0%

回答数 5 1 1 115 39 161

％ 3.1% 0.6% 0.6% 71.4% 24.2% 100.0%

回答数 5 2 1 116 37 161

％ 3.1% 1.2% 0.6% 72.0% 23.0% 100.0%

回答数 2 5 3 123 28 161

％ 1.2% 3.1% 1.9% 76.4% 17.4% 100.0%

回答数 1 0 1 119 40 161

％ 0.6% 0.0% 0.6% 73.9% 24.8% 100.0%

回答数 3 3 2 120 33 161
％ 1.9% 1.9% 1.2% 74.5% 20.5% 100.0%

回答数 2 0 1 118 40 161

％ 1.2% 0.0% 0.6% 73.3% 24.8% 100.0%

回答数 12 1 2 114 32 161
％ 7.5% 0.6% 1.2% 70.8% 19.9% 100.0%

回答数 2 0 1 122 36 161

％ 1.2% 0.0% 0.6% 75.8% 22.4% 100.0%

回答数 6 1 3 117 34 161

％ 3.7% 0.6% 1.9% 72.7% 21.1% 100.0%

回答数 6 0 3 120 32 161

％ 3.7% 0.0% 1.9% 74.5% 19.9% 100.0%

回答数 26 5 5 103 22 161

％ 16.1% 3.1% 3.1% 64.0% 13.7% 100.0%

回答数 5 1 1 122 32 161

％ 3.1% 0.6% 0.6% 75.8% 19.9% 100.0%

回答数 2 0 2 123 34 161

％ 1.2% 0.0% 1.2% 76.4% 21.1% 100.0%

回答数 6 0 2 120 33 161

％ 3.7% 0.0% 1.2% 74.5% 20.5% 100.0%

回答数 32 3 2 97 27 161

％ 19.9% 1.9% 1.2% 60.2% 16.8% 100.0%

回答数 4 1 2 122 32 161

％ 2.5% 0.6% 1.2% 75.8% 19.9% 100.0%

回答数 5 2 1 122 31 161

％ 3.1% 1.2% 0.6% 75.8% 19.3% 100.0%

⑤短期入所(ショートステイ)

⑥重度障害者等包括支援

利用している

利用していな
い

無回答
回答数
合計

居
住
系

⑮共同生活援助(グループホーム)

⑯施設入所支援

相
談
支
援

⑰計画相談支援

⑱地域移行支援

⑲地域定着支援

日
中
活
動
系

⑦生活介護

⑧療養介護

⑨自立訓練(機能訓練・生活訓練)

⑩宿泊型自立訓練

⑪自立生活援助

⑫就労移行支援

⑬就労継続支援（A・B型）

⑭就労定着支援

訪
問
系

①居宅介護(ホームヘルプ)

②重度訪問介護

③同行援護

④行動援護
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浦西中学校区の障がい福祉サービスなどの利用状況と満足度をみると、『利用している（「量・

質ともに満足している」＋「量（回数・期間）が足りない、または空きがない」＋「質に不満があ

る」）』とする利用者の割合が比較的高いのは「⑰計画相談支援」の 25.0％、次いで「⑬就労継続

支援（A・B型）」の 20.9％、「①居宅介護(ホームヘルプ)」の 12.4％、「⑤短期入所(ショートステ

イ)」が 10.4％、「⑦生活介護」の 9.4％等となっています。 

これらのサービスについて利用者の満足度をみると、『不満がある（「量（回数・期間）が足り

ない、または空きがない」＋「質に不満がある」）』とする割合が比較的高いのは「⑰計画相談支

援」の 7.3％となっており、利用者 24名中 7名（29.2％）が「不満がある」としています。 

 

  

障がい福祉サービスなどの利用状況と満足度（浦西中学校区）

量・質ともに
満足している

量（回数・期
間）が足りな
い、または空
きがない

質に不満が
ある

回答数 8 1 3 71 13 96

％ 8.3% 1.0% 3.1% 74.0% 13.5% 100.0%

回答数 1 1 1 78 15 96

％ 1.0% 1.0% 1.0% 81.3% 15.6% 100.0%

回答数 3 1 2 72 18 96

％ 3.1% 1.0% 2.1% 75.0% 18.8% 100.0%

回答数 1 1 2 73 19 96

％ 1.0% 1.0% 2.1% 76.0% 19.8% 100.0%

回答数 5 4 1 74 12 96

％ 5.2% 4.2% 1.0% 77.1% 12.5% 100.0%

回答数 1 0 0 76 19 96

％ 1.0% 0.0% 0.0% 79.2% 19.8% 100.0%

回答数 6 2 1 73 14 96
％ 6.3% 2.1% 1.0% 76.0% 14.6% 100.0%

回答数 2 1 0 75 18 96

％ 2.1% 1.0% 0.0% 78.1% 18.8% 100.0%

回答数 1 2 1 76 16 96
％ 1.0% 2.1% 1.0% 79.2% 16.7% 100.0%

回答数 1 0 1 75 19 96

％ 1.0% 0.0% 1.0% 78.1% 19.8% 100.0%

回答数 5 0 2 71 18 96

％ 5.2% 0.0% 2.1% 74.0% 18.8% 100.0%

回答数 5 1 1 74 15 96

％ 5.2% 1.0% 1.0% 77.1% 15.6% 100.0%

回答数 18 0 2 63 13 96

％ 18.8% 0.0% 2.1% 65.6% 13.5% 100.0%

回答数 4 0 0 75 17 96

％ 4.2% 0.0% 0.0% 78.1% 17.7% 100.0%

回答数 1 0 0 79 16 96

％ 1.0% 0.0% 0.0% 82.3% 16.7% 100.0%

回答数 3 0 1 76 16 96

％ 3.1% 0.0% 1.0% 79.2% 16.7% 100.0%

回答数 17 4 3 61 11 96

％ 17.7% 4.2% 3.1% 63.5% 11.5% 100.0%

回答数 3 0 0 77 16 96

％ 3.1% 0.0% 0.0% 80.2% 16.7% 100.0%

回答数 2 0 0 78 16 96

％ 2.1% 0.0% 0.0% 81.3% 16.7% 100.0%

利用していな
い

無回答
回答数
合計

訪
問
系

①居宅介護(ホームヘルプ)

②重度訪問介護

③同行援護

④行動援護

⑤短期入所(ショートステイ)

⑥重度障害者等包括支援

利用している

日
中
活
動
系

⑦生活介護

⑧療養介護

⑨自立訓練(機能訓練・生活訓練)

⑩宿泊型自立訓練

⑪自立生活援助

⑫就労移行支援

⑬就労継続支援（A・B型）

⑭就労定着支援

居
住
系

⑮共同生活援助(グループホーム)

⑯施設入所支援

相
談
支
援

⑰計画相談支援

⑱地域移行支援

⑲地域定着支援
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【参考 市全体】 

  

障がい福祉サービスなどの利用状況と満足度

量・質ともに
満足している

量（回数・期
間）が足りな
い、または空
きがない

質に不満が
ある

回答数 46 15 7 578 156 802
％ 5.7% 1.9% 0.9% 72.1% 19.5% 100.0%

回答数 16 3 6 600 177 802
％ 2.0% 0.4% 0.7% 74.8% 22.1% 100.0%

回答数 21 7 4 567 203 802
％ 2.6% 0.9% 0.5% 70.7% 25.3% 100.0%

回答数 20 12 7 571 192 802
％ 2.5% 1.5% 0.9% 71.2% 23.9% 100.0%

回答数 23 27 7 583 162 802
％ 2.9% 3.4% 0.9% 72.7% 20.2% 100.0%

回答数 13 1 5 568 215 802
％ 1.6% 0.1% 0.6% 70.8% 26.8% 100.0%

回答数 52 20 9 553 168 802
％ 6.5% 2.5% 1.1% 69.0% 20.9% 100.0%

回答数 13 5 2 567 215 802
％ 1.6% 0.6% 0.2% 70.7% 26.8% 100.0%

回答数 40 9 7 571 175 802
％ 5.0% 1.1% 0.9% 71.2% 21.8% 100.0%

回答数 13 5 2 586 196 802
％ 1.6% 0.6% 0.2% 73.1% 24.4% 100.0%

回答数 44 6 10 558 184 802
％ 5.5% 0.7% 1.2% 69.6% 22.9% 100.0%

回答数 39 6 8 568 181 802
％ 4.9% 0.7% 1.0% 70.8% 22.6% 100.0%

回答数 110 11 18 520 143 802
％ 13.7% 1.4% 2.2% 64.8% 17.8% 100.0%

回答数 23 4 4 581 190 802
％ 2.9% 0.5% 0.5% 72.4% 23.7% 100.0%

回答数 30 3 4 597 168 802
％ 3.7% 0.4% 0.5% 74.4% 20.9% 100.0%

回答数 29 2 6 587 178 802
％ 3.6% 0.2% 0.7% 73.2% 22.2% 100.0%

回答数 160 26 9 473 134 802
％ 20.0% 3.2% 1.1% 59.0% 16.7% 100.0%

回答数 18 5 4 591 184 802
％ 2.2% 0.6% 0.5% 73.7% 22.9% 100.0%

回答数 16 6 2 594 184 802
％ 2.0% 0.7% 0.2% 74.1% 22.9% 100.0%

相
談
支
援

⑰計画相談支援

⑱地域移行支援

⑲地域定着支援

⑬就労継続支援（A・B型）

⑭就労定着支援

居
住
系

⑮共同生活援助(グループホーム)

⑯施設入所支援

⑥重度障害者等包括支援

日
中
活
動
系

⑦生活介護

⑧療養介護

⑨自立訓練(機能訓練・生活訓練)

⑩宿泊型自立訓練

⑪自立生活援助

⑫就労移行支援

訪
問
系

①居宅介護(ホームヘルプ)

②重度訪問介護

③同行援護

④行動援護

⑤短期入所(ショートステイ)

利用している

利用していな
い

無回答
回答数
合計
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【障害福祉サービス等を利用していない方にお聞きします】 

質問 27 質問 26で、全ての項目に「４．利用していない」と回答した方にお聞きします。 

利用していない主な理由はどのようなことですか。（主なもの３つまでに○） 

【身体障がい】 

障害福祉サービスを利用していない理由をみると、「家族で十分な介助や介護ができているか

ら（利用する必要がないから）」が 40.4％で最も多く、次いで「特に理由はない」の 22.2％、「必

要とするサービスがないから」の 21.6％、「どのようなサービスが利用できるかわからないから」

の 17.5％、「金銭的な余裕がないから（負担が大きいから）」の 13.5％等となっています。 

令和 2年度の調査結果と比較すると、特に大きな違いはみられません。 

 

 

  

38.6%

2.0%

0.0%

11.9%

3.0%

19.8%

5.0%

20.3%

12.9%

8.4%

18.3%

4.5%

40.4%

4.1%

0.6%

13.5%

1.8%

21.6%

2.9%

17.5%

8.2%

8.2%

22.2%

4.7%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0%

家族で十分な介助や介護ができているから（利用する必要がないから）

利用できる事業所がないので必要なサービスが使えないから

利用できるサービス提供事業所が遠くにあるから

金銭的な余裕がないから（負担が大きいから）

障害福祉サービス等の利用に抵抗があるから

必要とするサービスがないから

家の中にヘルパーなどを入れたくないから

どのようなサービスが利用できるかわからないから

サービスがあること自体を知らなかったから

その他

特に理由はない

無回答

障害福祉サービスを利用していない理由（身体障がい）

令和２年度(n=202) 令和４年度(n=171)
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【知的障がい】 

障害福祉サービスを利用していない理由をみると、「家族で十分な介助や介護ができているか

ら（利用する必要がないから）」が 40.0％で最も多く、次いで「必要とするサービスがないから」

及び「どのようなサービスが利用できるかわからないから」が同率の 23.3％、「特に理由はない」

の 18.3％、「サービスがあること自体を知らなかったから」の 13.3％等となっています。 

令和 2 年度の調査結果と比較すると、「どのようなサービスが利用できるかわからないから」

の割合が 7.0ポイント低くなっています。 

 
  

36.4%

4.5%

3.0%

10.6%

6.1%

18.2%

6.1%

30.3%

13.6%

13.6%

13.6%

7.6%

40.0%

1.7%

1.7%

10.0%

8.3%

23.3%

6.7%

23.3%

13.3%

3.3%

18.3%

8.3%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0%

家族で十分な介助や介護ができているから（利用する必要がないから）

利用できる事業所がないので必要なサービスが使えないから

利用できるサービス提供事業所が遠くにあるから

金銭的な余裕がないから（負担が大きいから）

障害福祉サービス等の利用に抵抗があるから

必要とするサービスがないから

家の中にヘルパーなどを入れたくないから

どのようなサービスが利用できるかわからないから

サービスがあること自体を知らなかったから

その他

特に理由はない

無回答

障害福祉サービスを利用していない理由（知的障がい）

令和２年度(n=66) 令和４年度(n=60)
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【精神障がい】 

障害福祉サービスを利用していない理由をみると、「家族で十分な介助や介護ができているか

ら（利用する必要がないから）」が 34.4％で最も多く、次いで「どのようなサービスが利用でき

るかわからないから」の 26.0％、「必要とするサービスがないから」の 16.2％、「金銭的な余裕

がないから（負担が大きいから）」の 14.9％、「特に理由はない」の 13.6％等となっています。 

令和 2 年度の調査結果と比較すると、「家族で十分な介助や介護ができているから（利用する

必要がないから）」の割合が 5.3ポイント高くなっている一方、「その他」が 5.9ポイント、「必

要とするサービスがないから」が 5.8ポイント低くなっています。 

 

 

  

29.1%

2.7%

2.2%

14.3%

9.9%

22.0%

8.8%

28.6%

15.4%

14.3%

10.4%

5.5%

34.4%

1.3%

1.9%

14.9%

7.1%

16.2%

9.1%

26.0%

13.0%

8.4%

13.6%

9.7%

0.0% 5.0% 10.0% 15.0% 20.0% 25.0% 30.0% 35.0% 40.0%

家族で十分な介助や介護ができているから（利用する必要がないから）

利用できる事業所がないので必要なサービスが使えないから

利用できるサービス提供事業所が遠くにあるから

金銭的な余裕がないから（負担が大きいから）

障害福祉サービス等の利用に抵抗があるから

必要とするサービスがないから

家の中にヘルパーなどを入れたくないから

どのようなサービスが利用できるかわからないから

サービスがあること自体を知らなかったから

その他

特に理由はない

無回答

障害福祉サービスを利用していない理由（精神障がい）

令和２年度(n=182) 令和４年度(n=154)



114 

【中学校区別】 

障害福祉サービスを利用していない理由をみると、すべての中学校区別において「家族で十分

な介助や介護ができているから（利用する必要がないから）」の割合が最も多く 30％～40％台と

なっています。 

 

  

障害福祉サービスを利用していない理由（中学校区別）

家族で十分な
介助や介護が
できているか
ら（利用する必
要がないから）

利用できる事
業所がないの
で必要なサー
ビスが使えな
いから

利用できる
サービス提供
事業所が遠く
にあるから

金銭的な余裕
がないから（負
担が大きいか
ら）

障害福祉サー
ビス等の利用
に抵抗がある
から

必要とする
サービスがな
いから

家の中にヘル
パーなどを入
れたくないから

回答数 29 2 0 8 4 17 7
％ 42.6% 2.9% 0.0% 11.8% 5.9% 25.0% 10.3%

回答数 31 4 1 16 3 15 3
％ 30.7% 4.0% 1.0% 15.8% 3.0% 14.9% 3.0%

回答数 33 2 1 10 6 17 5
％ 40.2% 2.4% 1.2% 12.2% 7.3% 20.7% 6.1%

回答数 29 0 0 6 2 17 1
％ 37.2% 0.0% 0.0% 7.7% 2.6% 21.8% 1.3%

回答数 18 2 1 8 1 9 4
％ 41.9% 4.7% 2.3% 18.6% 2.3% 20.9% 9.3%

回答数 141 10 3 48 16 76 20
％ 37.7% 2.7% 0.8% 12.8% 4.3% 20.3% 5.3%

どのような
サービスが利
用できるかわ
からないから

サービスがあ
ること自体を
知らなかった
から

その他
特に理由はな
い

無回答
回答数
合計

回答数 15 6 6 12 5 111
％ 22.1% 8.8% 8.8% 17.6% 7.4% 163.2%

回答数 20 11 16 15 9 144
％ 19.8% 10.9% 15.8% 14.9% 8.9% 142.6%

回答数 18 10 5 17 2 126
％ 22.0% 12.2% 6.1% 20.7% 2.4% 153.7%

回答数 17 12 2 20 6 112

％ 21.8% 15.4% 2.6% 25.6% 7.7% 143.6%
回答数 11 2 1 6 2 65
％ 25.6% 4.7% 2.3% 14.0% 4.7% 151.2%

回答数 81 41 30 70 24 560
％ 21.7% 11.0% 8.0% 18.7% 6.4% 149.7%

浦添中学校区
(n=68)

仲西中学校区
(n=101)

神森中学校区
(n=82)

港川中学校区
(n=78)

神森中学校区
(n=82)

港川中学校区
(n=78)

浦西中学校区
(n=43)

市全体
(n=374)

浦西中学校区
(n=43)

市全体
(n=374)

浦添中学校区
(n=68)

仲西中学校区
(n=101)
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【全員にお聞きします】 

質問 28 その他の福祉サービス（地域生活支援事業）を利用していますか。サービスの種類ごと

に利用の有無や満足度について、あてはまる番号に〇を付けて下さい。 

【身体障がい（令和４年度）】 

その他の福祉サービスの利用状況と満足度をみると、『利用している（「量・質ともに満足して

いる」＋「量（回数・期間）が足りない、または空きがない」＋「質に不満がある」）』とする利用

者の割合が比較的高いのは「①相談支援事業」の 18.6％となっており、次いで「④日常生活用具

の給付等事業」の 11.7％、「⑤移動支援事業（ガイドヘルパーの派遣）」の 9.1％等となっていま

す。 

これらのサービスについて利用者の満足度をみると、『不満がある（「量（回数・期間）が足り

ない、または空きがない」＋「質に不満がある」）』とする割合が比較的高いのは「①相談支援事

業」の 5.2％となっており、利用者 57名中 16名（28.1％）が「不満がある」としています。 

 

  

その他の福祉サービス（地域生活支援事業）の利用状況と満足度（身体障がい）

量・質ともに
満足している

量（回数・期
間）が足りな
い、または空
きがない

質に不満が
ある

回答数 41 8 8 199 50 306
％ 13.4% 2.6% 2.6% 65.0% 16.3% 100.0%

回答数 10 4 3 228 61 306
％ 3.3% 1.3% 1.0% 74.5% 19.9% 100.0%

回答数 5 1 3 231 66 306
％ 1.6% 0.3% 1.0% 75.5% 21.6% 100.0%

回答数 23 4 9 211 59 306
％ 7.5% 1.3% 2.9% 69.0% 19.3% 100.0%

回答数 13 11 4 220 58 306
％ 4.2% 3.6% 1.3% 71.9% 19.0% 100.0%

回答数 14 5 3 224 60 306
％ 4.6% 1.6% 1.0% 73.2% 19.6% 100.0%

回答数 6 5 8 222 65 306
％ 2.0% 1.6% 2.6% 72.5% 21.2% 100.0%

回答数 9 1 2 232 62 306
％ 2.9% 0.3% 0.7% 75.8% 20.3% 100.0%

回答数 5 1 0 235 65 306
％ 1.6% 0.3% 0.0% 76.8% 21.2% 100.0%

①相談支援事業

②地域活動支援センター

利用している

利用していな
い

無回答
回答数
合計

⑦日中一時支援事業

⑧スポーツ･レクリエーション教室、文
化芸術活動への参加

④日常生活用具の給付等事業

⑤移動支援事業（ガイドヘルパーの派
遣）
⑥移動支援事業（リフト付きバスによ
る移送）

③意思疎通（コミュニケーション）支援

⑨更生訓練費
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【身体障がい（令和 2年度）】 

 

  

その他の福祉サービス（地域生活支援事業）の利用状況と満足度（身体障がい）

量・質ともに
満足している

量（回数・期
間）が足りな
い、または空
きがない

質に不満が
ある

回答数 25 5 6 225 72 333
％ 7.5% 1.5% 1.8% 67.6% 21.6% 100.0%

回答数 4 2 1 254 72 333
％ 1.2% 0.6% 0.3% 76.3% 21.6% 100.0%

回答数 5 3 2 251 72 333
％ 1.5% 0.9% 0.6% 75.4% 21.6% 100.0%

回答数 19 6 8 228 72 333
％ 5.7% 1.8% 2.4% 68.5% 21.6% 100.0%

回答数 10 8 2 241 72 333
％ 3.0% 2.4% 0.6% 72.4% 21.6% 100.0%

回答数 16 3 0 242 72 333
％ 4.8% 0.9% 0.0% 72.7% 21.6% 100.0%

回答数 14 3 3 241 72 333
％ 4.2% 0.9% 0.9% 72.4% 21.6% 100.0%

回答数 4 1 0 256 72 333
％ 1.2% 0.3% 0.0% 76.9% 21.6% 100.0%

回答数 1 1 0 259 72 333
％ 0.3% 0.3% 0.0% 77.8% 21.6% 100.0%

利用している

利用していな
い

無回答
回答数
合計

①相談支援事業

②地域活動支援センター

⑤移動支援事業（ガイドヘルパーの派
遣）
⑥移動支援事業（リフト付きバスによ
る移送）

③意思疎通（コミュニケーション）支援

④日常生活用具の給付等事業

⑨更生訓練費

⑦日中一時支援事業

⑧スポーツ･レクリエーション教室、文
化芸術活動への参加
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【知的障がい（令和４年度）】 

その他の福祉サービスの利用状況と満足度をみると、『利用している（「量・質ともに満足して

いる」＋「量（回数・期間）が足りない、または空きがない」＋「質に不満がある」）』とする利用

者の割合が比較的高いのは「①相談支援事業」の 40.4％となっており、次いで「⑦日中一時支援

事業」の 16.3％、「⑤移動支援事業（ガイドヘルパーの派遣）」の 13.9％等となっています。 

これらのサービスについて利用者の満足度をみると、『不満がある（「量（回数・期間）が足り

ない、または空きがない」＋「質に不満がある」）』とする割合が比較的高いのは「①相談支援事

業」の 8.8％となっており、利用者 87名中 19名（21.8％）が「不満がある」としています。 

 

【知的障がい（令和 2年度）】 

 

  

その他の福祉サービス（地域生活支援事業）の利用状況と満足度（知的障がい）

量・質ともに
満足している

量（回数・期
間）が足りな
い、または空
きがない

質に不満が
ある

回答数 68 11 8 88 40 215
％ 31.6% 5.1% 3.7% 40.9% 18.6% 100.0%

回答数 7 3 1 152 52 215
％ 3.3% 1.4% 0.5% 70.7% 24.2% 100.0%

回答数 9 1 1 153 51 215
％ 4.2% 0.5% 0.5% 71.2% 23.7% 100.0%

回答数 9 6 2 144 54 215
％ 4.2% 2.8% 0.9% 67.0% 25.1% 100.0%

回答数 16 13 1 136 49 215
％ 7.4% 6.0% 0.5% 63.3% 22.8% 100.0%

回答数 7 3 1 150 54 215
％ 3.3% 1.4% 0.5% 69.8% 25.1% 100.0%

回答数 17 11 7 128 52 215
％ 7.9% 5.1% 3.3% 59.5% 24.2% 100.0%

回答数 8 1 1 152 53 215
％ 3.7% 0.5% 0.5% 70.7% 24.7% 100.0%

回答数 5 1 0 155 54 215
％ 2.3% 0.5% 0.0% 72.1% 25.1% 100.0%

利用している

①相談支援事業

②地域活動支援センター

利用していな
い

無回答
回答数
合計

⑥移動支援事業（リフト付きバスによ
る移送）

⑦日中一時支援事業

⑧スポーツ･レクリエーション教室、文
化芸術活動への参加

③意思疎通（コミュニケーション）支援

④日常生活用具の給付等事業

⑤移動支援事業（ガイドヘルパーの派
遣）

⑨更生訓練費

その他の福祉サービス（地域生活支援事業）の利用状況と満足度（知的障がい）

量・質ともに
満足している

量（回数・期
間）が足りな
い、または空
きがない

質に不満が
ある

回答数 57 8 12 121 92 290
％ 19.7% 2.8% 4.1% 41.7% 31.7% 100.0%

回答数 6 1 2 189 92 290
％ 2.1% 0.3% 0.7% 65.2% 31.7% 100.0%

回答数 3 2 1 192 92 290
％ 1.0% 0.7% 0.3% 66.2% 31.7% 99.9%

回答数 8 8 4 178 92 290
％ 2.8% 2.8% 1.4% 61.4% 31.7% 100.1%

回答数 19 11 1 167 92 290
％ 6.6% 3.8% 0.3% 57.6% 31.7% 100.0%

回答数 12 1 0 185 92 290
％ 4.1% 0.3% 0.0% 63.8% 31.7% 99.9%

回答数 27 7 3 161 92 290
％ 9.3% 2.4% 1.0% 55.5% 31.7% 99.9%

回答数 6 4 1 187 92 290
％ 2.1% 1.4% 0.3% 64.5% 31.7% 100.0%

回答数 2 1 0 195 92 290
％ 0.7% 0.3% 0.0% 67.2% 31.7% 99.9%

利用している

①相談支援事業

②地域活動支援センター

利用していな
い

無回答
回答数
合計

⑤移動支援事業（ガイドヘルパーの派
遣）
⑥移動支援事業（リフト付きバスによ
る移送）

③意思疎通（コミュニケーション）支援

④日常生活用具の給付等事業

⑨更生訓練費

⑦日中一時支援事業

⑧スポーツ･レクリエーション教室、文
化芸術活動への参加
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【精神障がい（令和４年度）】 

その他の福祉サービスの利用状況と満足度をみると、『利用している（「量・質ともに満足して

いる」＋「量（回数・期間）が足りない、または空きがない」＋「質に不満がある」）』とする利用

者の割合が比較的高いのは「①相談支援事業」の 27.3％となっており、次いで「⑧スポーツ･レク

リエーション教室、文化芸術活動への参加」の 5.3％、「⑦日中一時支援事業」の 5.0％等となっ

ています。 

これらのサービスについて利用者の満足度をみると、『不満がある（「量（回数・期間）が足り

ない、または空きがない」＋「質に不満がある」）』とする割合が比較的高いのは「①相談支援事

業」の 5.0％となっており、利用者 93名中 17名（18.3％）が「不満がある」としています。 

 

【精神障がい（令和 2年度）】 

 

  

その他の福祉サービス（地域生活支援事業）の利用状況と満足度（精神障がい）

量・質ともに
満足している

量（回数・期
間）が足りな
い、または空
きがない

質に不満が
ある

回答数 76 10 7 193 55 341
％ 22.3% 2.9% 2.1% 56.6% 16.1% 100.0%

回答数 6 5 5 244 81 341
％ 1.8% 1.5% 1.5% 71.6% 23.8% 100.0%

回答数 4 3 2 249 83 341
％ 1.2% 0.9% 0.6% 73.0% 24.3% 100.0%

回答数 7 2 3 246 83 341
％ 2.1% 0.6% 0.9% 72.1% 24.3% 100.0%

回答数 5 5 4 246 81 341
％ 1.5% 1.5% 1.2% 72.1% 23.8% 100.0%

回答数 6 3 2 247 83 341
％ 1.8% 0.9% 0.6% 72.4% 24.3% 100.0%

回答数 9 5 3 242 82 341
％ 2.6% 1.5% 0.9% 71.0% 24.0% 100.0%

回答数 11 2 5 245 78 341
％ 3.2% 0.6% 1.5% 71.8% 22.9% 100.0%

回答数 4 2 2 251 82 341
％ 1.2% 0.6% 0.6% 73.6% 24.0% 100.0%

無回答
回答数
合計

①相談支援事業

②地域活動支援センター

利用している

利用していな
い

⑥移動支援事業（リフト付きバスによ
る移送）

⑦日中一時支援事業

⑧スポーツ･レクリエーション教室、文
化芸術活動への参加

③意思疎通（コミュニケーション）支援

④日常生活用具の給付等事業

⑤移動支援事業（ガイドヘルパーの派
遣）

⑨更生訓練費

その他の福祉サービス（地域生活支援事業）の利用状況と満足度（精神障がい）

量・質ともに
満足している

量（回数・期
間）が足りな
い、または空
きがない

質に不満が
ある

回答数 45 11 4 210 88 358
％ 12.6% 3.1% 1.1% 58.7% 24.6% 100.1%

回答数 7 4 2 257 88 358
％ 2.0% 1.1% 0.6% 71.8% 24.6% 100.1%

回答数 3 3 2 262 88 358
％ 0.8% 0.8% 0.6% 73.2% 24.6% 100.0%

回答数 4 3 0 263 88 358
％ 1.1% 0.8% 0.0% 73.5% 24.6% 100.0%

回答数 5 5 1 259 88 358
％ 1.4% 1.4% 0.3% 72.3% 24.6% 100.0%

回答数 6 3 0 261 88 358
％ 1.7% 0.8% 0.0% 72.9% 24.6% 100.0%

回答数 2 5 0 263 88 358
％ 0.6% 1.4% 0.0% 73.5% 24.6% 100.1%

回答数 6 7 0 257 88 358
％ 1.7% 2.0% 0.0% 71.8% 24.6% 100.1%

回答数 2 3 0 265 88 358
％ 0.6% 0.8% 0.0% 74.0% 24.6% 100.0%

無回答
回答数
合計

①相談支援事業

②地域活動支援センター

利用している

利用していな
い

⑤移動支援事業（ガイドヘルパーの派
遣）
⑥移動支援事業（リフト付きバスによ
る移送）

③意思疎通（コミュニケーション）支援

④日常生活用具の給付等事業

⑨更生訓練費

⑦日中一時支援事業

⑧スポーツ･レクリエーション教室、文
化芸術活動への参加
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【中学校区別】 

浦添中学校区のその他の福祉サービスの利用状況と満足度をみると、『利用している（「量・質

ともに満足している」＋「量（回数・期間）が足りない、または空きがない」＋「質に不満があ

る」）』とする利用者の割合が比較的高いのは「①相談支援事業」の 27.6％、次いで「⑦日中一時

支援事業」の 8.9％、「④日常生活用具の給付等事業」の 8.3％等となっています。 

これらのサービスについて利用者の満足度をみると、『不満がある（「量（回数・期間）が足り

ない、または空きがない」＋「質に不満がある」）』とする割合が比較的高いのは「⑦日中一時支

援事業」の 5.5％となっており、利用者 13 名中 8 名（61.5％）が「不満がある」としています。 

 

  

その他の福祉サービス（地域生活支援事業）の利用状況と満足度（浦添中学校区）

量・質ともに
満足している

量（回数・期
間）が足りな
い、または空
きがない

質に不満が
ある

回答数 34 4 2 78 27 145
％ 23.4% 2.8% 1.4% 53.8% 18.6% 100.0%

回答数 3 1 1 102 38 145
％ 2.1% 0.7% 0.7% 70.3% 26.2% 100.0%

回答数 2 1 1 103 38 145

％ 1.4% 0.7% 0.7% 71.0% 26.2% 100.0%
回答数 6 3 3 96 37 145
％ 4.1% 2.1% 2.1% 66.2% 25.5% 100.0%

回答数 7 2 2 101 33 145

％ 4.8% 1.4% 1.4% 69.7% 22.8% 100.0%
回答数 3 2 0 103 37 145
％ 2.1% 1.4% 0.0% 71.0% 25.5% 100.0%

回答数 5 6 2 95 37 145
％ 3.4% 4.1% 1.4% 65.5% 25.5% 100.0%

回答数 2 1 1 104 37 145
％ 1.4% 0.7% 0.7% 71.7% 25.5% 100.0%

回答数 1 1 0 105 38 145
％ 0.7% 0.7% 0.0% 72.4% 26.2% 100.0%

⑨更生訓練費

利用している

利用していな
い

無回答
回答数
合計

①相談支援事業

②地域活動支援センター

③意思疎通（コミュニケーション）支援

④日常生活用具の給付等事業

⑤移動支援事業（ガイドヘルパーの派
遣）

⑥移動支援事業（リフト付きバスによ
る移送）

⑦日中一時支援事業

⑧スポーツ･レクリエーション教室、文
化芸術活動への参加
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仲西中学校区のその他の福祉サービスの利用状況と満足度をみると、『利用している（「量・質

ともに満足している」＋「量（回数・期間）が足りない、または空きがない」＋「質に不満があ

る」）』とする利用者の割合が比較的高いのは「①相談支援事業」の 26.5％、次いで「⑤移動支援

事業（ガイドヘルパーの派遣）」の 8.3％、「⑦日中一時支援事業」の 7.3％等となっています。 

これらのサービスについて利用者の満足度をみると、『不満がある（「量（回数・期間）が足り

ない、または空きがない」＋「質に不満がある」）』とする割合が比較的高いのは「①相談支援事

業」の 6.4％となっており、利用者 58名中 14名（24.1％）が「不満がある」としています。 

 

  

その他の福祉サービス（地域生活支援事業）の利用状況と満足度（仲西中学校区）

量・質ともに
満足している

量（回数・期
間）が足りな
い、または空
きがない

質に不満が
ある

回答数 44 7 7 124 37 219
％ 20.1% 3.2% 3.2% 56.6% 16.9% 100.0%

回答数 6 4 1 160 48 219
％ 2.7% 1.8% 0.5% 73.1% 21.9% 100.0%

回答数 7 0 1 161 50 219

％ 3.2% 0.0% 0.5% 73.5% 22.8% 100.0%
回答数 9 3 2 156 49 219
％ 4.1% 1.4% 0.9% 71.2% 22.4% 100.0%

回答数 8 9 1 152 49 219

％ 3.7% 4.1% 0.5% 69.4% 22.4% 100.0%
回答数 6 1 2 159 51 219
％ 2.7% 0.5% 0.9% 72.6% 23.3% 100.0%

回答数 8 2 6 152 51 219
％ 3.7% 0.9% 2.7% 69.4% 23.3% 100.0%

回答数 9 0 1 161 48 219
％ 4.1% 0.0% 0.5% 73.5% 21.9% 100.0%

回答数 6 0 1 162 50 219
％ 2.7% 0.0% 0.5% 74.0% 22.8% 100.0%

②地域活動支援センター

③意思疎通（コミュニケーション）支援

④日常生活用具の給付等事業

⑤移動支援事業（ガイドヘルパーの派
遣）

⑥移動支援事業（リフト付きバスによ
る移送）

⑦日中一時支援事業

⑧スポーツ･レクリエーション教室、文
化芸術活動への参加

⑨更生訓練費

利用している

利用していな
い

無回答
回答数
合計

①相談支援事業
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神森中学校区のその他の福祉サービスの利用状況と満足度をみると、『利用している（「量・質

ともに満足している」＋「量（回数・期間）が足りない、または空きがない」＋「質に不満があ

る」）』とする利用者の割合が比較的高いのは「①相談支援事業」の 23.1％、次いで「⑦日中一時

支援事業」の 8.5％、「⑧スポーツ･レクリエーション教室、文化芸術活動への参加」の 7.3％等と

なっています。 

これらのサービスについて利用者の満足度をみると、『不満がある（「量（回数・期間）が足り

ない、または空きがない」＋「質に不満がある」）』とする割合が比較的高いのは「⑦日中一時支

援事業」の 5.5％となっており、利用者 14 名中 9 名（64.3％）が「不満がある」としています。 

 

  

その他の福祉サービス（地域生活支援事業）の利用状況と満足度（神森中学校区）

量・質ともに
満足している

量（回数・期
間）が足りな
い、または空
きがない

質に不満が
ある

回答数 32 3 3 97 29 164
％ 19.5% 1.8% 1.8% 59.1% 17.7% 100.0%

回答数 3 0 2 121 38 164
％ 1.8% 0.0% 1.2% 73.8% 23.2% 100.0%

回答数 2 1 1 118 42 164

％ 1.2% 0.6% 0.6% 72.0% 25.6% 100.0%
回答数 5 2 5 112 40 164
％ 3.0% 1.2% 3.0% 68.3% 24.4% 100.0%

回答数 5 1 2 115 41 164

％ 3.0% 0.6% 1.2% 70.1% 25.0% 100.0%
回答数 2 1 2 118 41 164
％ 1.2% 0.6% 1.2% 72.0% 25.0% 100.0%

回答数 5 3 6 111 39 164
％ 3.0% 1.8% 3.7% 67.7% 23.8% 100.0%

回答数 7 1 4 113 39 164
％ 4.3% 0.6% 2.4% 68.9% 23.8% 100.0%

回答数 1 1 1 119 42 164
％ 0.6% 0.6% 0.6% 72.6% 25.6% 100.0%

利用している

利用していな
い

無回答
回答数
合計

⑥移動支援事業（リフト付きバスによ
る移送）

⑦日中一時支援事業

⑧スポーツ･レクリエーション教室、文
化芸術活動への参加

⑨更生訓練費

①相談支援事業

②地域活動支援センター

③意思疎通（コミュニケーション）支援

④日常生活用具の給付等事業

⑤移動支援事業（ガイドヘルパーの派
遣）
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港川中学校区のその他の福祉サービスの利用状況と満足度をみると、『利用している（「量・質

ともに満足している」＋「量（回数・期間）が足りない、または空きがない」＋「質に不満があ

る」）』とする利用者の割合が比較的高いのは「①相談支援事業」の 21.1％、次いで「⑤移動支援

事業（ガイドヘルパーの派遣）」の 6.2％、「⑧スポーツ･レクリエーション教室、文化芸術活動へ

の参加」の 3.7％等となっています。 

これらのサービスについて利用者の満足度をみると、『不満がある（「量（回数・期間）が足り

ない、または空きがない」＋「質に不満がある」）』とする割合が比較的高いのは「⑤移動支援事

業（ガイドヘルパーの派遣）」の 4.3％となっており、利用者 10名中 7名（70.0％）が「不満があ

る」としています。 

 

  

その他の福祉サービス（地域生活支援事業）の利用状況と満足度（港川中学校区）

量・質ともに
満足している

量（回数・期
間）が足りな
い、または空
きがない

質に不満が
ある

回答数 28 4 2 104 23 161
％ 17.4% 2.5% 1.2% 64.6% 14.3% 100.0%

回答数 2 2 1 125 31 161
％ 1.2% 1.2% 0.6% 77.6% 19.3% 100.0%

回答数 2 2 1 126 30 161

％ 1.2% 1.2% 0.6% 78.3% 18.6% 100.0%
回答数 3 1 0 126 31 161
％ 1.9% 0.6% 0.0% 78.3% 19.3% 100.0%

回答数 3 7 0 123 28 161

％ 1.9% 4.3% 0.0% 76.4% 17.4% 100.0%
回答数 2 2 0 126 31 161
％ 1.2% 1.2% 0.0% 78.3% 19.3% 100.0%

回答数 2 3 0 125 31 161
％ 1.2% 1.9% 0.0% 77.6% 19.3% 100.0%

回答数 4 1 1 125 30 161
％ 2.5% 0.6% 0.6% 77.6% 18.6% 100.0%

回答数 1 1 0 128 31 161
％ 0.6% 0.6% 0.0% 79.5% 19.3% 100.0%

②地域活動支援センター

③意思疎通（コミュニケーション）支援

④日常生活用具の給付等事業

⑤移動支援事業（ガイドヘルパーの派
遣）

⑥移動支援事業（リフト付きバスによ
る移送）

⑦日中一時支援事業

⑧スポーツ･レクリエーション教室、文
化芸術活動への参加

⑨更生訓練費

利用している

利用していな
い

無回答
回答数
合計

①相談支援事業
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浦西中学校区のその他の福祉サービスの利用状況と満足度をみると、『利用している（「量・質

ともに満足している」＋「量（回数・期間）が足りない、または空きがない」＋「質に不満があ

る」）』とする利用者の割合が比較的高いのは「①相談支援事業」の 29.2％、次いで「④日常生活

用具の給付等事業」及び「⑥移動支援事業（リフト付きバスによる移送）」が同率の 8.3％等とな

っています。 

これらのサービスについて利用者の満足度をみると、『不満がある（「量（回数・期間）が足り

ない、または空きがない」＋「質に不満がある」）』とする割合が比較的高いのは「①相談支援事

業」の 8.4％となっており、利用者 28名中 8名（28.6％）が「不満がある」としています。 

 

 

【参考 市全体】 

  

その他の福祉サービス（地域生活支援事業）の利用状況と満足度（浦西中学校区）

量・質ともに
満足している

量（回数・期
間）が足りな
い、または空
きがない

質に不満が
ある

回答数 20 4 4 56 12 96
％ 20.8% 4.2% 4.2% 58.3% 12.5% 100.0%

回答数 4 1 1 74 16 96
％ 4.2% 1.0% 1.0% 77.1% 16.7% 100.0%

回答数 1 0 0 78 17 96

％ 1.0% 0.0% 0.0% 81.3% 17.7% 100.0%
回答数 7 0 1 73 15 96
％ 7.3% 0.0% 1.0% 76.0% 15.6% 100.0%

回答数 3 2 2 74 15 96

％ 3.1% 2.1% 2.1% 77.1% 15.6% 100.0%
回答数 6 1 1 75 13 96
％ 6.3% 1.0% 1.0% 78.1% 13.5% 100.0%

回答数 4 0 0 75 17 96
％ 4.2% 0.0% 0.0% 78.1% 17.7% 100.0%

回答数 2 0 0 78 16 96
％ 2.1% 0.0% 0.0% 81.3% 16.7% 100.0%

回答数 1 0 0 78 17 96
％ 1.0% 0.0% 0.0% 81.3% 17.7% 100.0%

利用している

利用していな
い

無回答
回答数
合計

⑥移動支援事業（リフト付きバスによ
る移送）

⑦日中一時支援事業

⑧スポーツ･レクリエーション教室、文
化芸術活動への参加

⑨更生訓練費

①相談支援事業

②地域活動支援センター

③意思疎通（コミュニケーション）支援

④日常生活用具の給付等事業

⑤移動支援事業（ガイドヘルパーの派
遣）

その他の福祉サービス（地域生活支援事業）の利用状況と満足度

量・質ともに
満足している

量（回数・期
間）が足りな
い、または空
きがない

質に不満が
ある

回答数 162 22 19 466 133 802
％ 20.2% 2.7% 2.4% 58.1% 16.6% 100.0%

回答数 18 8 6 590 180 802
％ 2.2% 1.0% 0.7% 73.6% 22.4% 100.0%

回答数 14 4 4 594 186 802
％ 1.7% 0.5% 0.5% 74.1% 23.2% 100.0%

回答数 31 9 11 570 181 802
％ 3.9% 1.1% 1.4% 71.1% 22.6% 100.0%

回答数 26 21 7 573 175 802
％ 3.2% 2.6% 0.9% 71.4% 21.8% 100.0%

回答数 19 7 5 589 182 802
％ 2.4% 0.9% 0.6% 73.4% 22.7% 100.0%

回答数 24 14 14 566 184 802
％ 3.0% 1.7% 1.7% 70.6% 22.9% 100.0%

回答数 24 3 7 589 179 802
％ 3.0% 0.4% 0.9% 73.4% 22.3% 100.0%

回答数 10 3 2 600 187 802
％ 1.2% 0.4% 0.2% 74.8% 23.3% 100.0%

⑤移動支援事業（ガイドヘルパーの派
遣）
⑥移動支援事業（リフト付きバスによ
る移送）

⑦日中一時支援事業

⑧スポーツ･レクリエーション教室、文
化芸術活動への参加

⑨更生訓練費

利用している

利用していな
い

無回答
回答数
合計

①相談支援事業

②地域活動支援センター

③意思疎通（コミュニケーション）支援

④日常生活用具の給付等事業
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11．浦添市の取り組みについて 
 

【全員にお聞きします】 

質問 29  浦添市では、全ての市民が共に支え、共に生きる福祉文化の醸成をめざしていくため、

令和２年 10月１日より『浦添市福祉のまちづくり条例』を施行し、福祉のまちづくりの

実現に向けて様々な支援の充実を図っていきたいと考えています。 

あなたが日常生活や活動等を行ううえで、市からどのような支援を希望しますか。（特

に希望するものに１つだけ○） 

【身体障がい】 

日常生活や活動等を行う上で特に希望する市からの支援をみると、「気軽に相談できる窓口」

が 34.6％で最も多く、次いで「交通費等の経済的な援助」の 21.6％、「特にない」の 12.7％、

「情報発信」の 8.5％、「活動できる拠点や場所」の 7.5％等となっています。 

令和 2年度の調査結果と比較すると、特に大きな違いはみられません。 

 

 

【知的障がい】 

日常生活や活動等を行う上で特に希望する市からの支援をみると、「気軽に相談できる窓口」

が 43.3％で最も多く、次いで「活動できる拠点や場所」の 15.3％、「交通費等の経済的な援助」

及び「特にない」が同率の 10.7％、「情報発信」の 5.1％等となっています。 

令和 2年度の調査結果と比較すると、特に大きな違いはみられません。 

 

  

35.1%

34.6%

7.8%

7.5%

18.9%

21.6%

2.1%

1.6%

11.7%

8.5%

2.7%

4.6%

1.5%

2.9%

9.9%

12.7%

10.2%

5.9%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

令和２年度

(n=333)

令和４年度

(n=306)

日常生活や活動等を行う上で特に希望する市からの支援（身体障がい）

気軽に相談できる窓口 活動できる拠点や場所 交通費等の経済的な援助

研修や講演会 情報発信 人材、リーダーの育成

その他 特にない 無回答

43.1%

43.3%

11.4%

15.3%

13.4%

10.7%

1.4%

10.0%

5.1%

3.8%

4.7%

2.1%

2.8%

6.6%

10.7%

9.7%

6.0%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

令和２年度

(n=290)

令和４年度

(n=215)

日常生活や活動等を行う上で特に希望する市からの支援（知的障がい）

気軽に相談できる窓口 活動できる拠点や場所 交通費等の経済的な援助

研修や講演会 情報発信 人材、リーダーの育成

その他 特にない 無回答
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【精神障がい】 

日常生活や活動等を行う上で特に希望する市からの支援をみると、「気軽に相談できる窓口」

が 40.5％で最も多く、次いで「交通費等の経済的な援助」の 23.2％、「特にない」の 10.0％、

「情報発信」の 7.6％、「活動できる拠点や場所」の 7.0％等となっています。 

令和 2年度の調査結果と比較すると、特に大きな違いはみられません。 

 

 

【中学校区別】 

日常生活や活動等を行う上で特に希望する市からの支援をみると、すべての中学校区別におい

て「気軽に相談できる窓口」の割合が最も多く 30％～40％台となっています。 

 

  

36.0%

40.5%

7.3%

7.0%

21.2%

23.2%

2.0%

0.6%

9.2%

7.6%

2.8%

2.6%

1.7%

0.9%

11.5%

10.0%

8.4%

7.6%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

令和２年度

(n=358)

令和４年度

(n=341)

日常生活や活動等を行う上で特に希望する市からの支援（精神障がい）

気軽に相談できる窓口 活動できる拠点や場所 交通費等の経済的な援助

研修や講演会 情報発信 人材、リーダーの育成

その他 特にない 無回答

44.8%

36.5%

36.6%

46.6%

30.2%

39.2%

10.3%

6.4%

11.0%

8.7%

10.4%

9.1%

19.3%

23.7%

17.7%

12.4%

25.0%

19.3%

2.8%

1.4%

1.2%

1.1%

5.5%

5.9%

8.5%

9.3%

8.3%

7.2%

4.1%

3.2%

5.5%

1.9%

2.1%

3.5%

1.4%

2.7%

1.2%

2.5%

3.1%

2.1%

7.6%

13.7%

9.8%

10.6%

15.6%

11.6%

4.1%

6.4%

9.8%

6.8%

5.2%

6.9%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

浦添中学校区

(n=145)

仲西中学校区

(n=219)

神森中学校区

(n=164)

港川中学校区

(n=161)

浦西中学校区

(n=96)

市全体

(n=802)

日常生活や活動等を行う上で特に希望する市からの支援（中学校区別）

気軽に相談できる窓口 活動できる拠点や場所 交通費等の経済的な援助

研修や講演会 情報発信 人材、リーダーの育成

その他 特にない 無回答
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質問 30 浦添市では、本市宮城において、障がい者が、スポーツや文化活動を通じ、機能回復・

健康増進にくわえ、教養文化の向上及びスポーツ・レクリエーションの場として設置さ

れた、浦添市身体障害者教養文化体育施設「サン・アビリティーズうらそえ」を開所し

ています。 

「サン・アビリティーズうらそえ」を利用したいと思いますか。（１つだけに○） 

【身体障がい】 

「サン・アビリティ-ズうらそえ」を利用したいと思うかをみると、「利用する必要性を感じな

い」が 47.7％で最も多く、次いで「今後利用したい」の 35.0％、「すでに利用している」の 7.8％

となっています。 

 

 

【知的障がい】 

「サン・アビリティ-ズうらそえ」を利用したいと思うかをみると、「今後利用したい」が 40.0％

で最も多く、次いで「利用する必要性を感じない」の 34.9％、「すでに利用している」の 12.6％

となっています。 

 

 

【精神障がい】 

「サン・アビリティ-ズうらそえ」を利用したいと思うかをみると、「利用する必要性を感じな

い」が 51.3％で最も多く、次いで「今後利用したい」の 32.3％、「すでに利用している」の 4.7％

となっています。 

 

  

7.8% 35.0% 47.7% 9.5%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

令和４年度

(n=306)

「サン・アビリティ-ズうらそえ」を利用したいと思うか（身体障がい）

すでに利用している 今後利用したい 利用する必要性を感じない 無回答

12.6% 40.0% 34.9% 12.6%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

令和４年度

(n=215)

「サン・アビリティ-ズうらそえ」を利用したいと思うか（知的障がい）

すでに利用している 今後利用したい 利用する必要性を感じない 無回答

4.7% 32.3% 51.3% 11.7%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

令和４年度

(n=341)

「サン・アビリティ-ズうらそえ」を利用したいと思うか（精神障がい）

すでに利用している 今後利用したい 利用する必要性を感じない 無回答
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【中学校区別】 

「サン・アビリティ-ズうらそえ」を利用したいと思うかをみると、すべての中学校区別におい

て「利用する必要性を感じない」の割合が最も多く 40％～50％台となっています。 

 

  

6.9%

8.2%

5.5%

7.5%

8.3%

7.2%

37.2%

35.2%

36.6%

36.6%

26.0%

34.7%

47.6%

46.1%

47.0%

45.3%

54.2%

47.1%

8.3%

10.5%

11.0%

10.6%

11.5%

11.0%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

浦添中学校区

(n=145)

仲西中学校区

(n=219)

神森中学校区

(n=164)

港川中学校区

(n=161)

浦西中学校区

(n=96)

市全体

(n=802)

「サン・アビリティ-ズうらそえ」を利用したいと思うか（中学校区別）

すでに利用している 今後利用したい 利用する必要性を感じない 無回答
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質問 31 浦添市では、本市牧港において、発達障がいやその可能性のある児童と保護者が一緒に

通える施設のほか、さまざまな障がいのある人が相談できる機能を備えた障がい福祉関

連複合施設「ピアラルうらそえ」を開所しています。（令和３年４月１日開所）。 

「ピアラルうらそえ」を利用したいと思いますか。（１つだけに○） 

【身体障がい】 

「ピアラルうらそえ」を利用したいと思うかをみると、「利用する必要性を感じない」が 61.4％

で最も多く、次いで「今後利用したい」の 22.9％、「すでに利用している」の 0.3％となってい

ます。 

 

 

【知的障がい】 

「ピアラルうらそえ」を利用したいと思うかをみると、「利用する必要性を感じない」が 45.6％

で最も多く、次いで「今後利用したい」の 36.7％、「すでに利用している」の 2.8％となってい

ます。 

 

 

【精神障がい】 

「ピアラルうらそえ」を利用したいと思うかをみると、「利用する必要性を感じない」が 53.4％

で最も多く、次いで「今後利用したい」の 30.8％、「すでに利用している」の 3.2％となってい

ます。 

 

  

0.3% 22.9% 61.4% 15.4%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

令和４年度

(n=306)

「ピアラルうらそえ」を利用したいと思うか（身体障がい）

すでに利用している 今後利用したい 利用する必要性を感じない 無回答

2.8% 36.7% 45.6% 14.9%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

令和４年度

(n=215)

「ピアラルうらそえ」を利用したいと思うか（知的障がい）

すでに利用している 今後利用したい 利用する必要性を感じない 無回答

3.2% 30.8% 53.4% 12.6%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

令和４年度

(n=341)

「ピアラルうらそえ」を利用したいと思うか（精神障がい）

すでに利用している 今後利用したい 利用する必要性を感じない 無回答
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【中学校区別】 

「ピアラルうらそえ」を利用したいと思うかをみると、すべての中学校区別において「利用す

る必要性を感じない」の割合が最も多く 50％～60％台となっています。 

 

  

0.7%

2.3%

1.8%

3.1%

1.0%

1.9%

32.4%

29.7%

26.8%

31.1%

25.0%

28.8%

57.2%

52.5%

56.1%

54.7%

60.4%

55.5%

9.7%

15.5%

15.2%

11.2%

13.5%

13.8%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

浦添中学校区

(n=145)

仲西中学校区

(n=219)

神森中学校区

(n=164)

港川中学校区

(n=161)

浦西中学校区

(n=96)

市全体

(n=802)

「ピアラルうらそえ」を利用したいと思うか（中学校区別）

すでに利用している 今後利用したい 利用する必要性を感じない 無回答
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12．社会及び行政への要望について 
 

質問 32 今後、社会及び行政に強く望みたいと思う事は何ですか。（お考えに近いもの５つまで

に○） 

【身体障がい】 

今後、社会及び行政に強く望みたいと思う事をみると、「社会が、障がい者に理解と関心をも

ってほしい」が 48.0％で最も多く、次いで「年金、諸手当（特別障害者手当等）の増額など所得

保障の充実」の 47.7％、「障がい者が、道路、乗り物（リフト付タクシーなど）、建物を利用し

やすく整備するなど、ユニバーサルデザインを推進する」の 29.7％、「障がい者の雇用促進や就

職情報の提供の充実」及び「障がい者が安心して入居できる住宅の整備や民間住宅への入居支援」

の 27.8％等となっています。 

令和 2 年度の調査結果と比較すると、「障がい者の雇用促進や就職情報の提供の充実」の割合

が 8.3 ポイント、「年金、諸手当（特別障害者手当等）の増額など所得保障の充実」が 6.0 ポイ

ント高くなっています。 

  

43.2%

10.5%

19.2%

8.1%

13.8%

18.6%

30.6%

19.2%

8.4%

18.6%

22.8%

19.5%

10.8%

41.7%

24.6%

12.3%

20.7%

1.2%

9.9%

48.0%

14.4%

22.9%

8.8%

13.4%

19.3%

29.7%

22.2%

8.8%

18.3%

23.2%

27.8%

12.4%

47.7%

27.8%

13.7%

21.6%

2.9%

6.2%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0%

社会が、障がい者に理解と関心をもってほしい

居宅介護【ホームヘルプ】、重度訪問介護等の居宅におけるサービス

の充実（派遣回数と時間の延長、24時間必要なときに派遣等）

日中活動の場として、機能訓練や就労支援等、障がい者が通うことを

目的とした施設の整備

共同生活を行う住居（グループホーム）の整備

障がい者支援施設への入所の充実

日常生活に必要な情報の提供を増やす

障がい者が、道路、乗り物（リフト付タクシーなど）、建物を利用しやすく

整備するなど、ユニバーサルデザインを推進する

相談窓口の充実

スポーツ、サークル、文化活動などに簡単に参加できるように

してほしい

リハビリを充実させ、専門的な機能回復訓練がうけられるような対策の

強化

医療制度の拡充

障がい者の雇用促進や就職情報の提供の充実

障がいの状況に応じた職業訓練がうけられるようにしてほしい

年金、諸手当（特別障害者手当等）の増額など所得保障の充実

障がい者が安心して入居できる住宅の整備や民間住宅への入居支援

まちづくりに障がい者の意見が反映できる制度

災害時における支援の充実

その他

無回答

今後、社会及び行政に強く望みたいと思う事（身体障がい）

令和２年度(n=333) 令和４年度(n=306)
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【知的障がい】 

今後、社会及び行政に強く望みたいと思う事をみると、「社会が、障がい者に理解と関心をも

ってほしい」が 52.6％で最も多く、次いで「年金、諸手当（特別障害者手当等）の増額など所得

保障の充実」の 43.7％、「日中活動の場として、機能訓練や就労支援等、障がい者が通うことを

目的とした施設の整備」の 33.5％、「障がい者が安心して入居できる住宅の整備や民間住宅への

入居支援」の 31.2％、「災害時における支援の充実」の 29.8％等となっています。 

令和 2 年度の調査結果と比較すると、「災害時における支援の充実」の割合が 7.4 ポイント、

「社会が、障がい者に理解と関心をもってほしい」が 6.4 ポイント、「共同生活を行う住居（グ

ループホーム）の整備」が 5.9 ポイント、「まちづくりに障がい者の意見が反映できる制度」が

5.4ポイント高くなっている一方、「障がい者の雇用促進や就職情報の提供の充実」が 7.8ポイン

ト低くなっています。 

 

  

46.2%

9.0%

36.9%

23.4%

24.8%

18.3%

10.7%

24.1%

15.9%

11.7%

17.6%

25.5%

21.0%

43.8%

26.6%

7.2%

22.4%

0.7%

7.9%

52.6%

13.0%

33.5%

29.3%

24.2%

21.4%

12.6%

29.3%

19.5%

10.2%

18.1%

17.7%

21.9%

43.7%

31.2%

12.6%

29.8%

4.2%

7.0%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0%

社会が、障がい者に理解と関心をもってほしい

居宅介護【ホームヘルプ】、重度訪問介護等の居宅におけるサービス

の充実（派遣回数と時間の延長、24時間必要なときに派遣等）

日中活動の場として、機能訓練や就労支援等、障がい者が通うことを

目的とした施設の整備

共同生活を行う住居（グループホーム）の整備

障がい者支援施設への入所の充実

日常生活に必要な情報の提供を増やす

障がい者が、道路、乗り物（リフト付タクシーなど）、建物を利用しやすく

整備するなど、ユニバーサルデザインを推進する

相談窓口の充実

スポーツ、サークル、文化活動などに簡単に参加できるように

してほしい

リハビリを充実させ、専門的な機能回復訓練がうけられるような対策の

強化

医療制度の拡充

障がい者の雇用促進や就職情報の提供の充実

障がいの状況に応じた職業訓練がうけられるようにしてほしい

年金、諸手当（特別障害者手当等）の増額など所得保障の充実

障がい者が安心して入居できる住宅の整備や民間住宅への入居支援

まちづくりに障がい者の意見が反映できる制度

災害時における支援の充実

その他

無回答

今後、社会及び行政に強く望みたいと思う事（知的障がい）

令和２年度(n=290) 令和４年度(n=215)
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【精神障がい】 

今後、社会及び行政に強く望みたいと思う事をみると、「社会が、障がい者に理解と関心をも

ってほしい」が 53.7％で最も多く、次いで「年金、諸手当（特別障害者手当等）の増額など所得

保障の充実」の 53.1％、「相談窓口の充実」の 32.3％、「障がい者の雇用促進や就職情報の提供

の充実」の 31.1％、「障がい者が安心して入居できる住宅の整備や民間住宅への入居支援」の

28.4％等となっています。 

令和 2 年度の調査結果と比較すると、「相談窓口の充実」の割合が 7.4 ポイント、「障がい者

が安心して入居できる住宅の整備や民間住宅への入居支援」が 6.6ポイント、「年金、諸手当（特

別障害者手当等）の増額など所得保障の充実」が 5.3 ポイント、「社会が、障がい者に理解と関

心をもってほしい」が 5.1 ポイント高くなっている一方、「日中活動の場として、機能訓練や就

労支援等、障がい者が通うことを目的とした施設の整備」が 6.3ポイント低くなっています。 

 

 

  

48.6%

8.1%

26.8%

10.9%

13.4%

26.0%

14.0%

24.9%

10.1%

6.7%

19.0%

30.7%

19.0%

47.8%

21.8%

6.1%

16.8%

2.0%

11.2%

53.7%

7.0%

20.5%

11.1%

11.4%

22.3%

17.3%

32.3%

10.3%

7.0%

18.5%

31.1%

17.6%

53.1%

28.4%

9.1%

19.4%

4.1%

5.6%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0%

社会が、障がい者に理解と関心をもってほしい

居宅介護【ホームヘルプ】、重度訪問介護等の居宅におけるサービス

の充実（派遣回数と時間の延長、24時間必要なときに派遣等）

日中活動の場として、機能訓練や就労支援等、障がい者が通うことを

目的とした施設の整備

共同生活を行う住居（グループホーム）の整備

障がい者支援施設への入所の充実

日常生活に必要な情報の提供を増やす

障がい者が、道路、乗り物（リフト付タクシーなど）、建物を利用しやすく

整備するなど、ユニバーサルデザインを推進する

相談窓口の充実

スポーツ、サークル、文化活動などに簡単に参加できるように

してほしい

リハビリを充実させ、専門的な機能回復訓練がうけられるような対策の

強化

医療制度の拡充

障がい者の雇用促進や就職情報の提供の充実

障がいの状況に応じた職業訓練がうけられるようにしてほしい

年金、諸手当（特別障害者手当等）の増額など所得保障の充実

障がい者が安心して入居できる住宅の整備や民間住宅への入居支援

まちづくりに障がい者の意見が反映できる制度

災害時における支援の充実

その他

無回答

今後、社会及び行政に強く望みたいと思う事（精神障がい）

令和２年度(n=358) 令和４年度(n=341)
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【中学校区別】 

今後、社会及び行政に強く望みたいと思う事をみると、すべての中学校区別において「社会が、

障がい者に理解と関心をもってほしい」の割合が最も多く（浦添中学校区は「年金、諸手当（特

別障害者手当等）の増額など所得保障の充実」も同率）40％～50％台となっています。 

 

  

今後、社会及び行政に強く望みたいと思う事（中学校区別）

社会が、障
がい者に
理解と関心
をもってほ
しい

居宅介護
【ホームヘ
ルプ】、重
度訪問介
護等の居
宅における
サービスの
充実（派遣
回数と時間
の延長、24
時間必要
なときに派
遣等）

日中活動
の場とし
て、機能訓
練や就労
支援等、障
がい者が
通うことを
目的とした
施設の整
備

共同生活
を行う住居
（グループ
ホーム）の
整備

障がい者
支援施設
への入所
の充実

日常生活
に必要な
情報の提
供を増や
す

障がい者
が、道路、
乗り物（リ
フト付タク
シーな
ど）、建物
を利用しや
すく整備す
るなど、ユ
ニバーサ
ルデザイン
を推進する

相談窓口
の充実

スポーツ、
サークル、
文化活動
などに簡単
に参加でき
るようにし
てほしい

リハビリを
充実させ、
専門的な
機能回復
訓練がうけ
られるよう
な対策の
強化

回答数 75 18 44 26 24 34 25 45 19 15

％ 51.7% 12.4% 30.3% 17.9% 16.6% 23.4% 17.2% 31.0% 13.1% 10.3%
回答数 111 17 54 33 29 51 42 64 29 24
％ 50.7% 7.8% 24.7% 15.1% 13.2% 23.3% 19.2% 29.2% 13.2% 11.0%

回答数 90 17 31 13 34 30 40 48 18 15
％ 54.9% 10.4% 18.9% 7.9% 20.7% 18.3% 24.4% 29.3% 11.0% 9.1%

回答数 82 16 38 23 10 38 36 52 27 18
％ 50.9% 9.9% 23.6% 14.3% 6.2% 23.6% 22.4% 32.3% 16.8% 11.2%

回答数 46 13 22 14 13 19 20 17 5 11
％ 47.9% 13.5% 22.9% 14.6% 13.5% 19.8% 20.8% 17.7% 5.2% 11.5%

回答数 413 83 193 112 116 173 164 230 98 83

％ 51.5% 10.3% 24.1% 14.0% 14.5% 21.6% 20.4% 28.7% 12.2% 10.3%

医療制度
の拡充

障がい者
の雇用促
進や就職
情報の提
供の充実

障がいの
状況に応じ
た職業訓
練がうけら
れるように
してほしい

年金、諸手
当（特別障
害者手当
等）の増額
など所得保
障の充実

障がい者
が安心して
入居できる
住宅の整
備や民間
住宅への
入居支援

まちづくり
に障がい
者の意見
が反映でき
る制度

災害時に
おける支援
の充実

その他 無回答
回答数
合計

回答数 34 53 33 75 38 17 29 5 8 617
％ 23.4% 36.6% 22.8% 51.7% 26.2% 11.7% 20.0% 3.4% 5.5% 425.5%

回答数 33 61 31 107 62 24 52 8 13 845
％ 15.1% 27.9% 14.2% 48.9% 28.3% 11.0% 23.7% 3.7% 5.9% 385.8%

回答数 37 39 30 88 53 15 32 3 10 643
％ 22.6% 23.8% 18.3% 53.7% 32.3% 9.1% 19.5% 1.8% 6.1% 392.1%

回答数 31 45 29 76 51 25 44 4 9 654
％ 19.3% 28.0% 18.0% 47.2% 31.7% 15.5% 27.3% 2.5% 5.6% 406.2%

回答数 20 21 9 43 16 13 21 7 8 338
％ 20.8% 21.9% 9.4% 44.8% 16.7% 13.5% 21.9% 7.3% 8.3% 352.1%

回答数 155 225 133 396 228 94 180 29 50 3,155
％ 19.3% 28.1% 16.6% 49.4% 28.4% 11.7% 22.4% 3.6% 6.2% 393.4%

港川中学校区
(n=44)

浦西中学校区
(n=29)

市全体
(n=207)

市全体
(n=207)

浦添中学校区
(n=38)

仲西中学校区
(n=53)

神森中学校区
(n=41)

浦添中学校区
(n=38)

仲西中学校区
(n=53)

神森中学校区
(n=41)

港川中学校区
(n=44)

浦西中学校区
(n=29)



134 

自由意見 

自由意見については、171人が自由意見を寄せています。 

内容としては、「希望するサービス・支援等について」や「障がい者年金やその他助成に関する

こと」などの『法制度、サービス等に関すること』、「バリアフリー化・移動等について」や「障が

い者（児）への理解、人権教育等について」などの『地域での生活環境に関すること』の割合が多

くなっています。 

意見の詳細は以下のとおりです。 

 
  

自由意見（カテゴリ整理）

件数 割合

法制度、サービス等に関すること 49 28.7%

希望するサービス・支援等について 18 10.5%

障がい者年金やその他助成に関すること 15 8.8%

サービス提供事業所の質等について 6 3.5%

手続きの期間、方法、複雑さ等について 5 2.9%

対象、範囲の拡大等について 2 1.2%

その他 3 1.8%

地域での生活環境に関すること 48 28.1%

バリアフリー化・移動等について 30 17.5%

障がい者（児）への理解、人権教育等について 13 7.6%

居住に関することについて 5 2.9%

相談体制・情報提供について 25 14.6%

相談体制・情報提供について 20 11.7%

職員の資質等について 5 2.9%

困っていること、悩み・不安に思うこと 16 9.4%

経済的に困っている・不安に思っている 5 2.9%

コロナウイルスに関すること 4 2.3%

その他 7 4.1%

就労支援に関すること 8 4.7%

その他 64 37.4%

アンケートについて 15 8.8%

その他 49 28.7%

210 122.8%

171 100.0%
※1件の記述に複数のカテゴリが含まれる場合は、複数のカテゴリとしてカウントしている

回答件数

回答者数
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番号 自由記述 

1 例えば障害者が引っ越し等の必要がある場合(階段、2 階以上に住んでいる等)不動産関

係へのアドバイス、新住居等の案内など含め、経済的支援が相談できる窓口があればあ

りがたい。すでにある場合は情報共有できる方法が知りたい 

2 色々とキツイきつい事書きました。お許しください、自分がこの様な病、障害を抱える

事になろうとは思ってもみませんでした。その気持ちは、皆さん同じだと信じています。

「同情」ではなく「共感」が大切だと思いますし、「愛」ではなく「慈悲」が重要だと

思っております。 

3 私は知らない人と交流するのが難しく、嫌いな話をされるとパニックを起こす事もあり

ます。普段は笑顔で生活をしています 

4 商業施設の駐車場に障がい者専用が増えて感謝です。杖使用の為車から降りて障害者と

分かるためステッカーが欲しいです。以前、広報誌で希望者に配布する(？)市役所窓口

へ直接申請のどちらかだったと思いますがもう一度公報で案内お願い致します。職員の

皆様健康に気を付けて下さいね。いつもありがとうございます。 

5 障がい者といっても様々。年齢も環境もそれぞれ違う。同じ障がいを持っている人同士

のコミュニティーや役所にも障害がある人がいると充実した相談や考え方が広がるので

はないかと思う。社会に理解や関心を持ってもらう事よりも障害者が楽しく暮らしてい

るだけで周りも関心を抱くのでは？と思う。 

6 年金の所得保障 

7 B 型就労支援が 15 時から行けるところが無いので 5 年前からずっと困っている。15 時

はどこも帰る時間になっているから、行きたくても行けない。1 つでもいいからできれ

ば宮城の TAMAMONO が 18 時くらいまでやってくれると 15 時から毎日行きたい。お願い

します 

8 自分自身が発達障害者であると判明して 4 年目になりますが発達障害の認知の低さや認

識の相違の多さを日々感じ続けています。 私個人はありがたい事に人に恵まれており、

年々二次障害の改善や自身の特性への対応も周囲の人に「理解」と「見守り」の協力を

得て、前進できています。しかし、就職にて同僚や上司ができたり、新しい環境で友人

が出来た際の会話からは、固定された「障害者へのイメージ」が未だに強く悩ましく感

じます。 「見えない障害」に関する情報発信と認知がもっと日常的になればと思ってい

ます。 

9 障害年金が少ないので親が死ぬと生活ができない 

10 社会的な判断力低下による迷惑行為をする方が生活できる施設や相談する窓口(匿名で

相談)ができると良いと思う。 

11 うらちゃんを利用していたが、利用できなくなり残念です。また、利用できるようにし

てほしい。 

12 障害の人達はプールが大好きです。 障害の人達は、プールを利用する事もあるのです

が、まじゅんランドは障害の人にはハードルが高くサンアビリティーズの方の施設の方

を設備に力を入れてほしいです。 プールを大きく広くして障害の人達が多く利用できる

ことを願っています。 

13 障害者に対してのアンケート調査は難しすぎます。ほんとに障害者の為のまちづくりと

いうのであれば、職員が訪問をして、本人から聞き取ることが、より良い計画が出来る

のではないでしょうか。机の上でアンケートを取ればよいという考えで調査して充実し

た情報を提供できるのですか？浦添市はアンケート調査が多く感じます。もっとあしを

つかってはどうでしょう。 

14 正直、障害者と名乗ると、周りがやりづらい空気になってしまう。一般参加できる方が

生きやすい。(差別的な目線は近所付き合いがムズいと感じました) 

15 様々な原因により障害者になった人がいますので、障害者を避けられた人、避けられな

かった人などいると思いますので障害者の支援の種類にもよりますが 100％支援すべき

ではないのでは。 
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16 市外の就労Ａ型事業所に通っています。3年 9か月になります。企業の中のＡ型なので、

スピード、生産性重視です。（昨年から１連日職員の隣声響いてます。教えてるとのこ

とですが、パワハラに近いです。市外ですので。売上もわかりますが、障害者が気持ち

にゆとりのある職場があってもいいのでは？） 

17 難病指定ではありませんが、一回の診察で医療費が 40000円(非課税）かかります。少し

だけでも補助金があると助かります。病気は、一生治らないので医療費だけではなく、

運転が出来なくなった場合の移動手段として、病院側で、送迎バスを出すか、「うらち

ゃん」利用時に、完全予約ではなくても、もっと利用しやすい方法をとって欲しいです。 

18 娘は知的障害があり言語で意思の疎通が取れないので、一方通行の結果なかなか希望を

理解することが難しい、とても希望が持てる先が見えないのでとても安心するひととき

がない事が不安が多い日々です。 

19 家族に知的障害の子がいると、県営、市営住宅に申し込んでもなかなか入居できず、正

直困っている。 

20 障害者は社会全体で支えるもの、多くの人々の理解があって支援する事。けっして家族

だけ、身近な人々だけに任せるものではなく、みんなで支え合って社会はなりたつもの

と考える。社会は色々な人がいて良い。みんなで理解しあうことが必要だと思う 

21 浦添市に住み始めておおよそ 1 年ですが、自立支援の手続き等、市役所の方がとても丁

寧に親切に対応してくださいました。普段の生活は全て自立していますが、疾患により

収入が安定しない為、精神障害手帳のおかげで交通費等の割引は本当に助かっています。

今後も安心して生活できるようご支援頂けたら幸いです。よろしくお願いします。 

22 障害手帳、難病手帳、生活保護を受けてますが毎年、団地(県営、市営)に応募しても当

選は 1 回のみ。空き待ち状態で期限切れ、又再度手続き。いつまでたっても収入のない

私には高額アパートより団地へ移ることはできないというシステムなのか。本当に困っ

ている人は団地に住めないのでどうか考えて頂きたいです。 

23 障害者は生活が苦しいです。充分な年金、手当がほしい。 障害者手帳でタクシー代が 100

円くらいになったらありがたい 

24 障害者同士や支援者でも理解できない事もある。人肌恋しくなってどんどん暗くなるこ

とがありました。死にたいと何度も考えた事がありました。今は、ほぼそういったネガ

ティブは無くなりましたが、いつまたその気持ちや感覚になったらどうしたらいいか分

かりません。寂しくなるのが怖いです 

25 障害者の為の階段の上り下りをしやすい建物、エレベーターの設置、県営住宅に住める

環境を提供してほしい 

26 私が人生を幸せに過ごしたいです 

27 書類手続き等は Saas(サービス)の‟SmartHR”を利用すればとてもスムーズにバリアフリ

ーでできると思いました 

28 全てのバス停に屋根、腰掛を。バス通勤者の願い 

29 視覚障害者専用の施設が無い為、介護者がいなくなった時のその後の面倒を見てもらう

施設が欲しい。障害者が終身入所できる(北嶺障害者施設)のような施設が少なくて非常

に困っている 

30 精神障害 3級により、医療費を負担してくれている事が非常にありがたいです。一方で、

医師から一時的な休職を進められますが、家族を含めた生活を考えると、身体の事を気

にしている余裕がありません。収入が減っても困らないよう市営住宅を検討しましたが、

収入、障害等級で対象外となってしまいます。休職しやすい援助があると助かります。

障害者雇用枠の給与が健常者より低い為、職場には内緒にしています。有休も使用しな

いようにしていますが辛いです 
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31 障害がある、なしを考え方をやめてほしいです。皆が、なる事なのに差別をしないでほ

しいです。平等で分け隔てなく過ごし、お互いに大切な事だと自覚する、今後の未来に

生きてよかった、障害に生まれたおかげで何か得た感じする試みがあると良いなぁー 

32 信号機の歩道で青から赤に変わるのが最近非常に早くなっているので困る。老人や歩行

困難な障害者には時間内に横断できない人をよく見かける 

33 障害者(子)を持つ親として親が最後を迎えた時その子がどうなっていくのか心配です。

早いうちに施設に入所できれば良いと思いますが入居するのにどれぐらいの費用がいる

のか高額の金額がかかるのか？支援があるのか、無いのか知りたいです 

34 外出しようと思うと交通費が高い。以前のうらちゃんミニがとても便利だった。また、

うらちゃんミニをお願いしたい 

35 夫婦とも通院が多い為車のガソリン代が大変なので毎月 5 千円ぐらいの免援があれば助

かります。生活が年金だけではとても苦しいです 

36 これまでたくさんの障害福祉サービスを受け、とても感謝しています。どうもありがと

うございます。 

37 今回の入院で薬の副作用により出来る事が出来なくなり、体重の変動やトイレ（尿・便）

の失禁が多く、ずっとオムツ生活になっています。退院した時に作業所への通所、特に

ショートステイなどの施設が、浦添は無いと聞きました。宜野湾にある複合施設（エデ

ュカーレ）は利用者さんが多く、特にショートステイは予約がいっぱいで入れません。

浦添市にもショートステイのある複合施設を多く増やして欲しいです。正直退院になっ

た時、親子二人なので生活が不安です。 

38 はやくコロナがおわってほしい。みんなであそびに行きたい。職員が足りないから行け

ない。 

39 私と父の一人親家庭で、父は手術が必要な状態ですが、入院中の支援（24時間）は対象

となっていないため、困っている。常に必要ではなく、緊急時のみ必要である。その旨、

市役所障害福祉課で何度も相談するも、相手にしてくれない。相談内容が埋め殺されて

いる。アンケートもいいが、相談内容を共有して実行できる役所の窓口を整えられれば、

アンケートは不要となるはず。アリバイ作りのためのアンケートは止めて、相談に耳を

かすべき。 

40 知的障害・パニック障害・自閉症の為意思疎通が難しく、病気と思う状態（１年前より

食後に嘔吐）でも検査が出来ないのが現状です。注射でさえ暴れる状態で、不安です。

指定病院でもあれば・・・・と思いますが、情報もなくいろいろ捜しましたがありませ

んでした。 

41 アンケートを通して、いろいろな障害者支援があることを知りました。ていねいな説明

ありがとうございました。感謝します。 

42 浦添市役所は、駐車場が狭くいつもハラハラドキドキしながら行っています。立体駐車

場は特に苦手で難しいです。 

43 夜間になると、うらそえショッピングセンターの所がすごく暗くて歩きにくいので、街

灯をつけてほしい。ティーダこどもクリニックの所の横断歩道に信号をつけてほしい。

渡りにくいし、一度ひかれそうになりました。歩道（点字ブロックの上も）に車が停車

しているのが多いので、何らかの対策をとった方がいいと思います。 

44 視覚障害をもっていますが、ほとんどの物事を一人で行っています。（通勤等の移動）

道路を歩いている時の自転車の利用者が歩道をすごいスピードで走っているのが気にな

ります。あと城間に暗い部分があるので、街灯を増加してほしいです。夜を含めて外を

歩くのに、恐怖を感じます。 

45 現在は施設に入所していますので、いつも感謝の気持ちを忘れずに私達（親）も頑張っ

ています。今後ともよろしくお願いします。 

46 モノレール駅にバス停があったらとても助かる 
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47 知的障がい者(子供)を持つ保護者です。精神的・肉体的にも疲労が大きく、仕事をした

くても介助が精いっぱいでできません。うつ状態になる事もしばしば。介助の方のカウ

ンセリング、サービスなども考えてほしい。だれにも相談できず、ものすごく辛いです。 

48 初診日によって障害年金がもらえませんでした。年金の関係だと言われましたが、今後

改正されないのでしょうか？年金があると、生活が助かります。 

49 未来ある子ども達が、安心して暮らせる社会・国。給食費・授業料の無償化。子育て給

付金の充実。 

50 学校給食の無償化。0～18 歳までの医療費の無償化。子育て応援給付金・支援の充実拡

大 

51 家で一人でいるのが多くて、テレビやラジオを聞いたりして、テレビのまねして大声出

したり、笑ったりしておちつきがない。最近かなり悪くなっている。どうしていいか心

配しています。母ですが、目が見えなくなる事があるので、施設に入所させたいのでよ

ろしくお願いします。 

52 バスの無料化やグループホームの支援を充実させて欲しい。市役所に相談窓口を設けて

ほしい。障害福祉課が上等なので、引き続きよろしくお願いいたします。精神障害のカ

ウンセリング等、病院以外でも浦添市の無料で使わせて頂きました。お世話になり、あ

りがとうございました。一番は、交通の便で、もっと充実させていただきたい。どうぞ

よろしくお願いいたします。モノレールも浦添の中まであったら良いと思います。 

53 今までもいろいろ施策されていますが、計画→実施→検証？→改善点を踏まえて計画→

実施→検証・・・・と続けているのだろうか？と思います。良いものにしようという思

いが少ないような。やった主義＝業績になるような施策は、税金がもったいないと思う。

うまくいかない事には、原因＝理由があるのでは？→そこまで追求しないと、改善し成

功しないのではないでしょうか？（生意気で、すみません） 

54 相談相手が欲しい 

55 浦添市はとくに福祉が充実している所だと思います。浦添市にいつまでも住みたいと思

っています。私も含め、一人暮らしで生活している為、不安の多い人が多いと思います。

自活しつつ、これからも福祉や医療、コミュニティーなど楽しく利用していけたらと思

います。 

56 普段からあまり行政への知識がないため、よくわからないです。 

57 当該アンケートの開示は有るのかな？ 

58 「障がい＝身体等に見える障害」の認識がまだある。また公的制度も身体障害の方々へ

の制度が多い。障がい手帳の種類で、公的制度を分けるのこそ差別ではないかと思う。 

59 親亡き後に、医療的ケアを必要としている重度の障がい者でも利用できる、シェアハウ

スがあればと切に願っています。 

60 どんなに頑張っても、一生懸命仕事をしても、高額所得にはならないので、年金を大幅

に上げてほしい。 

61 浦添市内で就職し続けたい。対人関係や仕事の負担増で、転職を多くしてきた。障害者

雇用にもっと企業が力を入れていただくことで、私たちを受け入れてくれる幅が広がる。

障害者雇用枠で足りていない企業へ、行政から後押ししてほしい。 

62 ２年前に脳出血で身体障害になりました。旦那 52才で中部病院へ入院・リハビリ。浦添

市内の施設に移動したくても、胃ろう・てんかん発作でダメと、たくさんの施設に断ら

れ。高い値段です。どうにかしてほしい。 

63 今、病院へ就職することができてパートタイムで働いていますが、通勤が自分自身で出

来ないため介護タクシーを利用しています。そのため毎月４万円を自費で払い、給料の

ほとんどが介護タクシーへ使う現状です。自分でどうにかできないかと思い、総務課や

病院事業局、移動支援などに相談をしてみましたが、応えてもらえず。どうか障がい者

も働ける世の中になってほしいです。 
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64 社会情勢が悪くなると、弱者にそのしわ寄せがきます。今、生活に不自由さを感じてい

ないと思いますが、年齢が上がってくると、老化・病気等で介護が必要になってきます。

弱者に寄り添った、人にやさしい世の中になるように願います。 

65 社会に不満はありません。私は自分に限界を感じただけです。 

66 「誰もが共に暮らしやすいまちづくり」実現のために、このアンケートがいかされます

ように。と願います。 

67 家族に障がい者がいて、1人ショートステイサービスでき、1人は使えないのは困ってま

す。個人サービスが使えるようにしてほしい。浦添にも、ショートやグループホームを

増やして欲しい。うらそえ（広報）にも、福祉の情報を載せてほしい。 

68 コロナ感染防止の為、入院が長引き、数カ月の間面会が出来ない事が、何度もありまし

た。現在も部屋まで入ることができず、5～10 分くらい入り口で顔を見る日々です。施

設の見学も自宅での一時帰宅なども出来ず、娘は症状の改善も思わしくありません。毎

月役所で医療費の手続きに行くのも 3 年目になろうとしています。行くたびに、職員の

対応にがっかりします。長期の入院で助けてもらっているのですが、なぜかいやな気持

になります。ぜひスマイルのある対応でお願いします。家族も苦しい思いで手続きをし

ています。 

69 車イスで乗る車両利用時の揺れ等、走行時の乗り辛さや、その後の身体の痛み等の軽減

が出来るようになって欲しい。特定検診の集団検診の際、障がい者の利用しやすさを考

えていただきたい。例えば、検診車の利用においては見た目でわからない股間接障害等、

下肢不自由者には乗降が厳しい。 

70 サンアビリティーズの体育館は団体予約制なので、突然の単体利用が出来ないのが残念

です。体育館施設を増やして欲しい。 

71 高次機能障害があり、１人で出かけるのが難しく、移動手段もないので困っています（付

き添いがむずかしいので）。一人で出かけて、自由に社会活動に参加できたらと思いま

す。 

72 コロナで人生初めて２週間お風呂に入れませんでした。今後、こんなことはごめんです。

対応を十分にお願いします。介護者の賃金など十分に仕事に見あう手当の対策をお願い

します。 

73 重度の障がい者がいる家庭では、働きに出ることもできず、生活がきついです。障がい

を持つ子の将来も不安です。年金・諸手当も増額できるように願います。 

74 私は発達障害で音や光が苦手です。街中でパニックになった時に落ち着けるエリアが欲

しいです。アメリカの公園などには"Quiet Area"があります。浦添市にもそういう空間

を作ってもらえると助かります。 

75 色々な手続きでこの記入欄よりもせまくて小さい箇所に名前、住所、連絡先を書かなけ

ればいけないことがたくさんあります。ハガキなどは特にヒドい。PCR 検査の容器も小

さくてものすごく書きづらい。とても不親切で不快で行政は何もわかっていない。目線

が上で平等もなく、改善もない。このアンケートは役立っているのですか？役立ってい

ない。 

76 急に精神科に入院するまでに精神的に病んでしまいました。コロナを言い訳にしたくあ

りませんが、コロナも重なり仕事も急になくなり収入もほとんどなくなり先が不安で仕

方ありません。正直、自殺まで考えました。松本市長さん、障がいのある方々のために

宜しくお願いします。 

77 ヘルプマークを１つ以上持たせてほしいです 

78 不安だらけで生きているだけで精一杯です。もっと社会の中で自分の居場所をみつけた

い 

79 人づきあいが苦手なため、家にいるだけで安心します。 
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80 病気により難聴になりましたが、コロナ禍によりみんながマスクをする事で意思疎通が

出来ないのが一番キツイ!!仕事（パート）等をしたくても 60代で難聴だと中々仕事が見

つからない。障がい者専属のパート等は時給も安いような気がする。障害年金のみだと

生活がキビしい！ 

81 ・子供について、普通学校と支援学校の間の子供達が通える学校が充実したら発達が伸

びるのではないかと思います。 ・母子家庭で低所得者なので医療費を無料やアパート

代、水道代などを少し免除してほしい。 

82 体調が悪くなった時に、テレビに見られると思って（感じてしまうのですが）、メンバ

ーさんはそういう人を何人か知っていますが、そういう事実が仮にもあるとしたら、や

めてほしいと思います。医師には話して、薬は、きちんと飲んでいます。 

83 通院する際のタクシー代金の負担が大きい。市内のコミュニティーバス（うらちゃんバ

ス）を再運行してくれると外出も少しはできそう。 

84 知的障害で自分の意思を伝える事は出来ません。すべて、こちらからの指図での行動の

日々です。アンケートも本人ではなく、親の意見を記入しましたのでご了承ください。 

85 居宅介護を利用しているが、調理だけで時間がなくなり掃除をしてもらえないので利用

時間を増やしてほしい。居宅介護を利用しても病院によっては交通の便が悪い所があり、

一人で行くのは大変なので移動支援も利用できるようにしてほしい。マヒの人が使える

財布、傘など片手でも利用しやすい物の販売をしてほしい。 

86 娘と日々を元気に過ごしております。現在はいろいろなサービスを利用しております。

ありがとうございます。 

87 親が世話できなくなった後の入所施設が少ない事が心配です。弟・妹への負担が大きく

ならないか。県や市で入所施設を設立できないのでしょうか？保護者が立ちあげた施設

の多さが気になります。 

88 ・生活介護の日数をもっと増やしてほしい。月曜日～土曜日まで利用できるようにして

ほしい。多弁、多動で自宅にずっと１日居る事は出来ないので大変な為、又、利益にな

らない日中一時は事業所がやらなくなったので自宅にいる日が多くなりました。親が年

をとって、みる事が大変になってきたので!! ・行動援護をもっと利用したいが、行動

援護をやる事業所がとても少ない!!もっと皆が利用出来るようにしてほしい。 ・浦添

市に生活介護の事業所が少ない!!その為、今は遠い西原と宜野湾にある事業所を利用し

ています。浦添市にもっと生活介護の事業所を作ってほしい。 ・親が介助出来なくな

った後の障害者が入居する施設が少ないので作ってほしい。 ・ショートステイが出来

る事業所もとても少なく、殆ど利用出来ない人が多いので、もっとすぐ利用出来るよう

に施設を作ってほしい。 

89 R３、４月に「ピアラルうらそえ」がオープンしました。児童デイなど発達障がい支援が

増えています。しかし、障がい者の支援が少なすぎるのでは…？特に医療的ケアの生活

介護事業者は浦添はほぼありません！「親亡き後」みんな心配です。ピアラルができる

と聞いた時は期待しました、が残念です。医療は昔と違って充実してきました。その後、

先をこれから考えてほしいです。「誰もが共に暮らしやすい」ってどう思えばいいので

すか？ 

90 ケアマネージャーやデイサービスの知識や情報の質の向上を定期的に高める取り組み等

行って欲しい。当事者の方が情報を持っていて、十分な情報提供が得られない場合があ

る。うらちゃんミニなどコミュニティバスで移動手段を確保して欲しい。働く意欲があ

る障害のある人を積極的に活用して欲しい（ボランティア事業も含めて）。 

91 受けている福祉サービスがどれなのかわからなくて、アンケートに答えるのが難しかっ

た。例があったらわかりやすい。 

92 今の所にいたい 
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93 本来記入すべき本人は重度の為、理解不能な上、字が書けないので母親が代筆しました。

寝たきりなので社会に出て他の人と生活（就労含む）していく状態になく、アンケート

に充分答えられません。コロナになり、３年以上介護施設以外、日々の買い物も一緒に

外出しておりませんが、コロナは恐いので引き込もる生活も覚悟の上。母、60才を前に

内科、眼科に加え、歯科、心療内科も加わり、５年後、10年後、不安しかありません。

親子共在型介護施設が将来できるといいのに。 

94 道路整備をお願いしたいです。安心して歩ける道（浦添は道がでこぼこしています）。

例えば、新都心公園のような物があったらいいなと思うこともあります。運動公園はな

かなか足が運べないかも…です。 

95 本アンケートに回答する際、身体障害者と精神障害者が一緒になっていたため、回答し

づらい所があった。例えば「全員にお聞きします」の最後の質問 30・31等は身体障害者

ではない私がどのように回答していよいかわからなかった。身体に障害がなくても利用

できる施設があれば今後利用したい。いつも、ありがとうございます。 

96 僕は今年で 42歳になりました。障がい者のための結婚相談所を作ってください。 

97 新型コロナが落ち着いたら余暇活動（スポーツ系）で何かできる物を探したいので何処

で何をやっているのか（例えばスペシャルオリンピック他）など情報がほしいと思って

いる。 

98 医療費補助について、領収書をためて申請に行くのではなく、何か証書を持っていると

医療機関の利用時に適用されるようにしてほしい。また、市をまたいでの通院について

も同様に適用されると、利用する者も市の職員さんの手間も両方が改善されて嬉しいで

す。ご検討お願いします。 

99 重度の自閉症です。一見普通の人ですが、混乱しやすく全く話もできず、配慮と支援が

必要です。施設の運営する生活介護とグループホームに大変お世話になっています。た

だ施設・職員の疲弊（コロナでの経済的にも）やマンパワー不足は即サービスの低下へ

と直結してくる。慢性的な人手不足解消への方策もあわせて考えてください。 

100 「てだこ障がい者プラン」策定前に、障がいを抱える市民への意見聴取を徹底的に行っ

てほしい。当事者・家族の声が最大限に反映されなければ、プランは実効性のないもの

になってしまう。今回のような「読む」アンケートは、私のような視覚障がい者にとっ

てつらい。アンケートだけでなく、そのほかの方法、例えば当事者から直接話を聞く意

見聴取会を市役所で複数回開催する、ミニ意見聴取会を市内各地の公民館などで開催す

る、当事者の意見を聞く電話回線を市役所内に設置し利用を呼び掛ける、各種当事者団

体から意見を聞く会合を開催するなどに取り組んではどうか。市は当事者からきめ細か

く意見を聞くことに全力をあげてほしい。そうすることが当事者はもちろん、全市民が

住みやすい街づくりにつながるのではないか。 

101 私も元は健常者だったが、障がいをもつと不便さを感じますので、福祉、介護等を充実

させてほしいと思います。健常者と障がい者と高齢者と共に幸せに過ごしたい気持ちで

す。 

102 強度行動障害を持っているので、親なき後の生活がとても心配で不安です。兄弟組の支

援や重度知的障害のグループホームを作ってほしいです。 

103 ・利用できるサービス事業所が少なく、利用認定されても利用できない。移動支援事業

所。 ・ショートステイの施設も少ない上にコロナで受け入れをしていない現状。利用し

たくてもできない。将来が不安。 

104 沖縄県内全域、日本国内全域、そして世界中、地球上でどこに行ってもさまざまな障が

い者の方々が健常者と並んで普通に日常生活を送っていける日がずっと続いていけたら

良いと思います。差別反対！やーなれーふかなれーまずは家庭からですね。 

105 質問 32は 5つまで選択とのことですが、もう一つ選べるなら 16 のまちづくりに障がい

者の意見が反映できる制度も入れたいです。選択項目の○の数が少ないのでもう少し増

えてほしいと思いました（全体的に） 

106 ホームヘルパーをお願いしたい時がありますが、どのようにしたら良いかわかりません。 
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107 質問 30、31のコピー等がほしい 

108 窓口で相談しても親身に聞いてくれず、話の内容を理解してもらえない。もっと親身に

対応してほしい。強く希望します。貸家を利用する際の保証人などのサポートを行政で

対応してもらえると助かる。市営住宅等ももっと充実させてほしい。 

109 移動支援のサービスが受けれて、買い物などで利用させて頂いて助かってます。できれ

ば病院の送迎もできれば家族の負担が減ってとても助かります。 

110 「障がい」と言っても身、知、精といろいろな困りごとがあると思います。親としては、

親なき後、残された子はどうなるのだろうととても不安に思います。障がいがあっても

豊かな人生が送れる、「障がい者」に理解ある街づくり、暮らしやすい浦添市になって

ほしいです。（福祉課の対応で何度か嫌な思いをしたことがあります。対応が冷たかっ

たです） 

111 足が不自由なため買い物はネットスーパー、通販でできるのですが、髪を切ることだけ

はできません。タクシーを読んで行けばできることはありますが、より重度な障害をお

持ちの方はどうしていらっしゃるのか？と思っています。在宅で利用できるとか送迎込

みで利用できるサービスがあればと説に願っています。 

112 ヘルパー事業所、家族経営不満、社長その家族あまり働かない。自分たちの経営で事業

所が不安定にしててもあまり働かない。ヘルパーさんの感謝もない。利用者の事を考え

ているとは言葉で言うけど、実際は嘘つき。家族ばかりによくして、自分の給料分働い

てほしいのと、利用者は満足のサービスは受けていません。ヘルパー不足で嫌だけど、

関わりがないから我慢している。これの繰り返し、頭おかしくなりそう、働かないやつ

に時間あげるのが。 

113 ・障がい者は老いが早く（年齢で判断するのではなく）毎日が充実した生活が送れるよ

う、余暇活動を大切にしたい。何が本人達にマッチングするか分からないので、沢山準

備されていると入りやすいのではと思っています。 ・災害時は今までにない体験をする

ことになると思う。パニックになり指示が通るかも不安。 

114 親が介助できなくなった場合どうしたらいいのかとても心配です。障がい者が少しでも

多く笑顔で生活できたらと思うのですが。社会や行政がどの程度まで支えてもらえるの

かわからないし、兄弟も少なくあまりあてにならないし、解決出来ず困っています。社

会や行政が現在できる一番いい方法を教えてもらいたいです。 

115 ・交通機関、バス停の屋根付き、イスを整備して欲しいです。 ・障がい者が一般就労で

も通勤時に利用できるサービスはありますが、市内線用の車両を運行して欲しいです。 

116 ヘルプマークを改訂してほしい。裏面に通院先病院や病気、障がい、薬、連絡してほし

い人など記載できれば安心（倒れても）。正面からじゃないと見えにくいような保護シ

ールもあると良いと思う。 

117 ・先天性の障がい者と中途の障がい者とは区別して考えてほしい。特に重度の知的障が

い者は体調等の状況が日によっても大きく違いそれに伴う介護（支援）等は負担増とな

ります。重度の知的障がい者への支援策を拡充してほしいと思います。 ・今回コロナ

禍の間、障がい者及びその世帯への支援はなく困りごとが多く不安でいっぱいです。障

がい者のいる世帯が安心安全に過ごせるような支援策を要望します。 

118 平安病院定期通院 15年。今後も入院せず通院継続希望します。 

119 ・WEB で回答しようとしましたが、②の身体障害の程度を答えないと先に進めなくて精

神のみの私は WEB アンケートを使えませんでした。 ・ここ数年、浦添市の福祉につい

て不安な話を聞きます。（申請しにくい、必要な人が受けられない、これまで受けられ

ていたものが削られた等）。箱ものも大切ですが、中身ある市政を強く望みます。いつ

もお世話になっている皆さんありがとうございます。 
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120 私は 30代で普通に仕事をしています。しかし、しんどい時もあったりはしますが今の仕

事が好きなので不満はありません。でも、いくら心臓病を持病として見た目は普通で他

の人と変わらない生活をしていますが、心臓病を持っていても、普通の人と変わりない

生活を送っていても障害年金、県営住宅に入れないのは差別だと思います。後、手帳を

持っている人はバスやタクシーを無料で乗れないのはどうしてかと思います。もう少し、

交通機関を良いように考えてほしいと感じています。障がい者の方をもう少し理解し、

良いまちづくりに取り組んでほしいです。 

121 障がい者に限らず、生活困難者等の相談窓口をワンストップで対応できる窓口がほしい 

122 ホームレスも助けてほしい。タクシー賃も値上げしないで 500円（市内）にしてほしい。

食事代 1日 3000円にしてほしい。欲を言えば月額年金を 10 万にしてほしい。今のまま

では足りない。老後も充実した内容の福祉であってほしい。カードで食事代を安くして

ほしい。1 割引きとか。①母子寮も家賃安くしてほしい。1 人分 1か月 10万円。②風呂

設置（土地がないだろうけど）。③税金が払えないので 1か月 1人分 15万円あれば大丈

夫だと思う。④エコカーも安価で買えたらいいと思う。⑤トイレの設置。⑥家具製品の

割引。ベッドは据付ベッドで洗濯機そして干場の設置。⑦共同場所で熱い湯の出る風呂

場。着脱衣トイレ付あとは自室の掃除等。⑧電気代、水道代も払うとか。⑨年金機構か

らのお金まことにありがとうございます。しかしいつまでありますか。一生ですか。⑩

独立したいけれどお金がない。厚生年金と福祉年金とあわせて 16万円くらいかな。⑪あ

の、働けなくてごめんなさい。31年以上仕事していました。老後の年金もよろしく。 

123 アンケートの内容が難しくて困りました。もっとわかりやすい内容にしてほしい。困っ

たことがあったらどこに聞けばよろしいでしょうか。 

124 浦添市にはショートステイ（女子）が利用する施設がなく、母親である私は（65歳）で

自身の恒例の親をみながら知的障害者の娘（35歳）と生活しているが、娘の方に手がか

かりショートステイする等少しずつ訓練しながら利用ができるようにしたい。施設がな

い。他の市町村もみているが住んでいる市を利用したい。ぜひお願いします。 

125 いろいろな障がいの方がいると思いますがこのアンケートの問題が理解するのに難しい

かと思う人もいると思うので、もうちょっとわかりやすい文章にしてほしいです。 

126 障がい者と一緒に暮らす地域などに理解を。 

127 浦添市に知的の通所施設、ショートステイ等が少ない。前回 R2アンケート後も何か変化

があったのかまったくわからない。このアンケートの意味も必要性を感じない。 

128 障がい発症直後の人は精神的に不安定です。その場合は特例として限定付きの支援が必

要だと思います。軽度の下肢機能障がいでも移動時には送迎サービスが必要なので、リ

フトバスを利用できるようにしてほしい。 

129 ・年金支給月までの小口資金の借入ができるような制度や場所があれば助かる。 ・公

営団地に優先入居ができるようにしてほしい。 

130 このアンケートの記入は自分（本人）ですけど、一緒に同居している娘も障がい者（療

育手帳）。掃除、洗濯、炊事など家事まったくできず働きながら家事全般するのが負担

が大きいからこれから先心配。個人の問題だからアンケートに関係ないと思いますけ

ど！その辺の所も少しは考えてほしいです。 

131 外国人への優遇廃止。外国人の生活保護廃止、通名廃止。日本人のための社会保障制度

にすべき。日本人の雇用を活性化。消費税廃止。外国人の土地売買禁止。電話通信費を

下げてほしい。入居できる賃貸が少ない。不動産価格が高騰しすぎ。外国人の入管手続

きを厳しくして、すぐきちんと帰国させる。外国人・外国人留学生の優遇禁止。義務教

育は日本人だけにしてほしい。 

132 電気代補助かな、沖縄電力は、少しの割引きもない、水、ガス、ボイラー代も同じく。

バス、タクシー、映画館は割引あるのに。 

水道は浦添の企業局だけど、ライフラインは、やっぱり皆平等でしょうか。 
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133 各福祉機関、支援員をしていると誰のための支援なのかよくわからないことが多い。各

事業所は利用者のためではなく運営側の利益のために動いていて障害者を利用している

と言う事が残念。居宅もヘルパーが居ないという事で何年も支援者からあるだけ良いと

言われ都合かいい時間や利用時間さえ利用できる時間を利用できてないし、圧力がある。

福祉は今や利用者の為と言うよりそこで働いている人の保護の場所としてうまく利用さ

れている。 

134 継続した取り組みと、魅力ある活動を発信してください 

135 土日祝祭日も窓口業務をお願いします。 

136 市役所内で共有されていませんね。本人死去して１ヶ月過ぎていますよ！ 

137 うらちゃん miniの再開を待っています。 

138 個人的にうらちゃん miniがとても助かっていたので、本格的に運行してほしいです。 

139 漢字に、ふりがなをふって欲しい。難しい漢字だと読めない。書けない。PCやスマホの

ネットでの、申し込みだと書かなくていいので、助かります。 

140 アンケートの文章の書き方が、理解しづらい部分があった。施設利用に関して、「過去

に利用したことがある」という場合の答えに迷った。牧港 4 丁目辺りの道をもっと整備

して欲しい。路上駐車が多く、車椅子やベビーカーだと通りづらい。 

141 市から情報を発信しても理解できない気付かないことがあると思います。個別に郵送に

てご連絡いただくことにより周知を図ってほしいと思います。 

142 バス交通の範囲をもっと増やしてほしい 

143 以前、浦添市で運営されていたうらちゃん miniのことですが、利用していた際は市内の

移動手段が増え、通院や外出が行きやすくなり私と私の祖母もとても助かっておりまし

た。また第三期運行の再開を強く願っています。何卒よろしくお願いします。 

144 福祉課の情報提供や職員の対応等を充実してほしいです。地域によって対応が違ったり

すると不安になるし相談する意味がないと思います。親身になってくれる職員で違って

くるなんて事は結構ある様に思います！ 

145 サービスを提供するだけでなく、見直しをして適切に利用しているのか監査してほしい

(知人がショートステイ希望してはキャンセルを繰り返し、自己負担がないからと簡単に

サービスを使っていた。本当に必要な人に行き届かず、税金も無駄に使われて大変不愉

快でした。) 

146 以前、生活保護を受給していましたが、今では一般企業に就職し、自立した生活を送っ

ています。困った時に助けていただき感謝しています。ありがとうございました。 

147 働きたいが透析をしていると働き先がない。透析への理解がない。街灯や歩道の整備、

公共交通機関の値段が高すぎて困っています。 

148 UDトークを利用して欲しい。 

149 福祉課職員は皆さんいつも丁寧に対応して下さり感謝しています 

150 障害者でも自営できるように貸付など金銭的に補助してもらえるとありがたい。 

151 障害のため、フルタイムで週 6 日はキツいけど、職場の上司にどのように相談したら良

いのか分からない。このような相談をどこにすれば良いか教えて頂きたいです。 

152 でこぼこ道が歩けなくて困っています。何とか歩けるようにしたいです。 

153 サンアビリティは先に予約がうまっていて、なかなか利用できない。 

ピアラル浦添をもっと充実した機関にしてほしい。 

154 身体障害者手帳（心臓機能障害 5 級）の更新（病院受診）をしていないので障害者手帳

は有効ではないかも 

155 いつも、ありがとうございます。 
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156 うらちゃん miniはいったん終了しましたが、あれは障害者のみならず、一般市民にもと

ても有用なサービスだったと思います。リフト付きバスと統合して、月額乗り放題プラ

ン(ファミリープランも設定されるとなおよろしいです)があって、運転手にとって使い

やすい端末が装備できれば、浦添市民の生活の足として定着するはずです。復活を希望

します。 

157 いつもお世話になっております。 

私は、免疫機能障害で更生医療（自立支援）を受けていますが、年に 1 度の更新作業の

簡素化を検討頂ければ幸いです。 

この障がい自体は現在治る事はなく、治療に関しては、「定期的な血液検査」「服薬の

継続」のみの場合が多いです。 

・薬や治療方針の変更/それに伴う総医療費の増減 

→病院からの書類で確認可能 

・所得の増減による自己負担額の決定 

→市役所で確認可能 

上記の理由から、本人からの申告が必要な 

・病院や薬局を変更する場合 

・転居に伴う住所の変更 

が無い場合は、自動更新にしていただけると大変有難いと思ってます。 

難しいと思いますが、ご検討頂けますと幸いです。 

158 ・コロナウイルスに感染した人や感染したと思われる人に対する対応をコロナウイルス

が治ったら役所等に来ても良いですよではなく、早期対応(電話対応でも良いので)をし

て欲しい ・給付金が欲しい(世帯主にではなく個人に) 

・コロナウイルスに感染した人の家族も役所等に来ないでくださいというのも気持ちは

分かるが家族(同居人)が行かないと何も対応をしてくれない ・コロナウイルスの検査

費を今後も全額負担して欲しい ・生活保護等を一時的に受けるのに電話でも受けれる

ようにして欲しい。現状だと貯金が無い人でコロナウイルス感染者だと入院等必要な治

療が受けられない可能性がある 

159 設問の仕方(日本語の表現)が曖昧で、回答の判断に迷った。 

160 子育て支援の拠点を逆に増やして欲しいですね。パルコまではモノレールが通っていま

せん。交通手段を考慮して考えて欲しいと新聞見て思いました。 

皆さんが車に乗られてる前提でパルコですか？ 

161 役所の方が親切なので今の所、特にこまることはないです。 

162 自立生活実現の為のヘルパーなどの人員確保,受け入れ条件の改善,基準の緩和等で地域

社会への参加の成功例を大量に増やしていける様,積極的かつ強力な支援を浦添市にお

願いしたい そして我が街浦添が障がい者にとって世界一住みやすい場所にして欲しい 

163 浦添市に引っ越してきて良かったです。これからますます福祉に手厚い浦添市を望み願

います。ありがとうございます。 

164 要約筆記事業の位置づけを奉仕員から要約筆記者に変えて欲しい。なぜ奉仕員のままな

のかその理由を知りたい。 

165 リウマチ等の特定疾患に該当しないケースや病状の悪化の為、手帳所持を余儀なくした

場合に、元々の障害のある方（生まれつきや車椅子を余儀なくされた等）との差別化、

障害手帳ではなく別枠を設けて欲しい。ひとくくりにされることで、グレーゾーンが多

く、サービスを利用しづらい。見た目では分かりづらい病状やいちいち説明しないと理

解されづらいことが多く、不便さも多い。また、やる気がないや病状について虚偽をし

ているかのような目も多々あり、余計に神経を使うなど働き方にも苦労する傾向がある。

病気の悪化によるケースなどカテゴリー分けをして欲しい。 
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166 他の自治体は市民の声を反映しているが、浦添市は市役所に相談してもあまり相手にし

てくれない、市長が自民党だから、目立ちたがり屋だから、あまり目立たない政策面に

は力を入れない、特に福祉の面では、多くの高齢者や障害がある方からそういう言葉を

多く聞く。昔からある自治会の高齢化は顕著に現れているが、今の市長が浦添市民、福

祉の為、高齢者、障害のある方、子供達も含め何をしたか教えてほしい。 

167 市のインターネットのサイトが見づらい、古い情報が検索にでてくる。 

168 障害年金を増額したり、障害者に対しての手当て等があると嬉しいです。働きたくても

働けなくて、生活が厳しいです。 

169 障害がある人もない人も暮らしやすい環境にする為には老若男女、関係なく混ざり合い

お互いに尊重し合えるような街づくりが必要だと思う。 

また、その為の福祉に関連する啓発イベントと市民(地域住民)同士が障害の有無関係な

く気軽に交流できるイベントを定期的に行ってほしいです。 

170 役所に授乳室をもっと増やして欲しい。 

171 私は障害手帳を交付していただき、生活訓練、就労定着も利用しました。 

自身の疾病の改善、生活改善をたくさんの方々のサポートを受けながら行い今までで一

番安定した生活を送ることが出来ています。 

本当に有難うございます。 

もっと安定した状態を維持し、今後はこの経験を生かした社会貢献をしていきたいと思

っています。そういった人材育成の情報を提供していただきたいと思っています。 
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Ⅳ．アンケート調査結果【障がい児】 
 

０．調査票の記入方法 
 

はじめに この調査票はどなたが回答されますか。主にあてはまるものを１つ選んで番号に○を

つけてください。 

記入方法をみると、「ご本人にかわって家族の方が回答」が 76.4％で最も多く、次いで「家族の

方と相談しながらご本人が回答」の 10.9％、「ご本人が回答」の 6.7％、「その他」の 0.6％となっ

ています。 

 

 

 

１．お子さん自身のことについて 
 

質問１ お子さん自身のことについてお聞きします。 

Ｆ１ お子さんの住んでいる地域は次のどれにあたりますか。（１つだけに○） 

住んでいる地域をみると、「仲西中学校区」が 25.5％で最も多く、次いで「浦添中学校区」の

24.2％、「神森中学校区」の 21.2％、「港川中学校区」の 14.5％、「浦西中学校区」の 13.3％とな

っています。 

 

  

6.7% 10.9% 76.4% 0.6% 5.5%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

市全体

(n=165)

記入方法

ご本人が回答 家族の方と相談しながらご本人が回答

ご本人にかわって家族の方が回答 その他

無回答

24.2% 25.5% 21.2% 14.5% 13.3% 1.2%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

市全体

(n=165)

住んでいる地域

浦添中学校区 仲西中学校区 神森中学校区 港川中学校区 浦西中学校区 無回答
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Ｆ２ お子さんの性別は次のどれにあたりますか（性自認含む）。（１つだけに○） 

性別をみると、「男性」が 69.1％で最も多く、次いで「女性」の 30.9％となっています。 

なお、「その他」との回答はありません。 

 

 

Ｆ３ お子さんの年齢をご記入ください。※令和５年１月１日現在 

年齢をみると、「就学前（0～6歳）」が 13.9％、「小学生以上（7～18歳）」が 86.1％となってい

ます。 

 

 

 

Ｆ４ お子さんは、どなたと一緒に暮らしていますか（あてはまるものすべてに○） 

同居家族をみると、「母親」が 96.4％で最も多く、次いで「兄弟姉妹」の 78.2％、「父親」の

71.5％、「祖父・祖母」の 9.7％、「その他」の 2.4％等となっています。 

  

69.1% 30.9%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

市全体

(n=165)

性別

男性 女性 その他

年齢

就学前
(0～6歳)

小学生以上
(7～18歳)

回答数
合計

回答数 23 142 165
％ 13.9% 86.1% 100.0%

市全体
(n=165)

13.9% 86.1%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

市全体

(n=165)

年齢

就学前(0～6歳) 小学生以上(7～18歳)

96.4%

78.2%

71.5%

9.7%

2.4%

1.2%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

母親

兄弟姉妹

父親

祖父・祖母

その他

その他の親族

同居家族

n=165
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２．障害の程度等について 
 

質問２ お子さんがお持ちの手帳の種類はどれですか。（あてはまるものすべてに○） 

所持している障害者手帳の種類をみると、「療育手帳」が 69.7％で最も多く、次いで「身体障害

者手帳」の 22.4％、「精神障害者保健福祉手帳（障害者手帳）」の 20.0％となっています。 

 

 

 

【身体障害者手帳をお持ちの方にお聞きします】 

質問３ お子さんがお持ちの身体障害者手帳の等級は何級ですか。（１つだけに○） 

身体障害者手帳の等級をみると、「１級」が 64.9％で最も多く、次いで「２級」の 21.6％、「６

級」の 8.1％、「３級」の 5.4％となっています。 

なお、「４級」及び「５級」、「７級」との回答はありません。 

 

 

 

  

69.7%

22.4%

20.0%

1.2%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0%

療育手帳

身体障害者手帳

精神障害者保健福祉手帳

（障害者手帳）

無回答

所持している障害者手帳の種類

n=165

64.9% 21.6% 5.4% 8.1%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

市全体

(n=37)

身体障害者手帳の等級

１級 ２級 ３級 ４級 ５級 ６級 ７級



150 

質問３-１ お子さんの身体障害者手帳の「障害の種類」は次のどれですか。（あてはまるものす

べてに○） 

身体障害者手帳の「障害の種類」をみると「肢体不自由（下肢）」が 40.5％で最も多く、次いで

「肢体不自由（上肢）」の 37.8％、「肢体不自由（移動機能）」の 32.4％、「肢体不自由（体幹）」

の 16.2％、「聴覚障害」及び「心臓機能障害」が同率の 13.5％等となっています。 

なお、「ぼうこう又は直腸機能障害」との回答はありません。 

 

 

 

【療育手帳をお持ちの方にお聞きします】 

質問４ お子さんがお持ちの療育手帳の区分は何ですか。（１つだけに○） 

療育手帳の区分をみると、「Ｂ２」が 44.3％で最も多く、次いで「Ａ２」の 24.3％、「Ｂ１」の

20.0％、「Ａ１」の 10.4％となっています。 

 

  

40.5%

37.8%

32.4%

16.2%

13.5%

13.5%

8.1%

8.1%

2.7%

2.7%

2.7%

2.7%

2.7%

2.7%

0.0%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0%

肢体不自由（下肢）

肢体不自由（上肢）

肢体不自由（移動機能）

肢体不自由（体幹）

聴覚障害

心臓機能障害

音声、言語、そしゃく機能障害

呼吸器機能障害

視覚障害

平衡機能障害

じん臓機能障害

小腸の機能障害

肝臓機能障害

免疫機能障害

ぼうこう又は直腸機能障害

身体障害者手帳の「障害の種類」

n=37

10.4% 24.3% 20.0% 44.3% 0.9%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

市全体

(n=115)

療育手帳の区分

Ａ１ Ａ２ Ｂ１ Ｂ２ 無回答



151 

【精神障害者保健福祉手帳をお持ちの方にお聞きします】 

質問５ お子さんがお持ちの精神障害者保健福祉手帳（障害者手帳）の等級は何ですか。（１つだ

けに○） 

精神障害者保健福祉手帳の等級をみると、「２級」が 39.4％で最も多く、次いで「１級」及び「３

級」が同率の 30.3％となっています。 

 

 

 

【全員にお聞きします】 

質問６ お子さんは発達障害をお持ちですか。（１つだけに○） 

発達障害を持っているかをみると、「はい」が 74.5％、「いいえ」が 23.6％となっています。 

 

 

質問６-１ 「質問６」で「１．はい」と回答した方にお聞きします。 

発達障害の診断名は次のどれにあたりますか。（あてはまるものすべてに○） 

発達障害の診断名をみると、「自閉スペクトラム症」がの 69.1％で最も多く、次いで「学習障害

（ＬＤ）」の 23.6％、「注意欠陥・多動性障害（ＡＤＨＤ）」の 18.7％、「その他（ダウン症等）」

の 13.0％、「広汎性発達障害」の 10.6％となっています。 

  

30.3% 39.4% 30.3%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

市全体

(n=33)

精神障害者保健福祉手帳の等級

１級 ２級 ３級

74.5% 23.6% 1.8%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

市全体

(n=165)

発達障害を持っているか

はい いいえ 無回答

69.1%

23.6%

18.7%

13.0%

10.6%

0.8%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0%

自閉スペクトラム症

学習障害（ＬＤ）

注意欠陥・多動性障害（ＡＤＨＤ）

その他

広汎性発達障害

無回答

発達障害の診断名

n=123
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質問６-２ 「質問６」で「１．はい」と回答した方にお聞きします。 

お子さんの発達が気になったきっかけは何ですか。（１つだけに○） 

発達が気になったきっかけをみると、「家族の気付き」が 33.3％で最も多く、次いで「乳幼児健

康診査」の 16.3％、「小学校生活の中から」の 13.0％、「保育施設の生活の中から」の 12.2％、「病

院」の 10.6％等となっています。 

なお、「就学前健康診査」及び「高校生活の中から」との回答はありません。 

 

 

 

質問７ お子さんは難病の診断を受けていますか。（１つだけに○） 

難病の診断を受けているかをみると、「いいえ」が 85.5％、「はい」が 11.5％となっています。 

 

 

 

質問８ お子さんは日常的に医療的ケアを受けていますか。（１つだけに○） 

日常的に医療的ケアを受けているかをみると、「いいえ」が 84.2％、「はい」が 10.9％となって

います。 

 

  

33.3% 16.3% 10.6% 12.2% 5.7% 13.0%

0.8% 1.6%

4.1% 2.4%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

市全体

(n=123)

発達が気になったきっかけ

家族の気付き 乳幼児健康診査 病院

就学前健康診査 保育施設の生活の中から 幼稚園の生活の中から

小学校生活の中から 中学校生活の中から 高校生活の中から

知人・友人から その他 無回答

11.5% 85.5% 3.0%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

市全体

(n=165)

難病の診断を受けているか

はい いいえ 無回答

10.9% 84.2% 4.8%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

市全体

(n=165)

日常的に医療的ケアを受けているか

はい いいえ 無回答
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質問８-１ 「質問８」で「１．はい」と回答した方にお聞きします。 

どのような医療的ケアを受けていますか。（あてはまるものすべてに○） 

受けている医療的ケアの種類をみると、「経管栄養(鼻から・胃ろう・腸ろう)」が 44.4％で最も

多く、次いで「吸引(気管・鼻腔・口腔)」の 33.3％、「吸入」及び「けいれん時の処置」が同率の

27.8％、「在宅酸素」、「摘便、洗腸などの排便管理」、「その他（睡眠剤を服用、毎日薬を飲んでい

る等）」が同率の 22.2％等となっています。 

なお、「ＩＶＨ中心静脈栄養」及び「導尿」、「血糖測定・インスリン注射」との回答はありませ

ん。 

 

  

44.4%

33.3%

27.8%

27.8%

22.2%

22.2%

22.2%

16.7%

16.7%

0.0%

0.0%

0.0%

11.1%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0%

経管栄養(鼻から・胃ろう・腸ろう)

吸引(気管・鼻腔・口腔)

吸入

けいれん時の処置

在宅酸素

摘便、洗腸などの排便管理

その他

人工呼吸器の管理

気管切開の手当(カニューレ交換・消毒)

ＩＶＨ中心静脈栄養

導尿

血糖測定・インスリン注射

無回答

受けている医療的ケアの種類

n=18
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３．ご家族や介助者について 
 

質問９ お子さんの父親及び母親の就労状況についてお聞きします。 

【父親の就労状況】 

父親の就労状況をみると、「正規社員・職員」が 59.4％で最も多く、次いで「父親はいない」の

16.4％、「自営業」の 7.3％、「非正規社員・職員」の 5.5％、「パート・アルバイト」の 2.4％等と

なっています。 

 

 

 

【母親の就労状況】 

母親の就労状況をみると、「パート・アルバイト」が 33.3％で最も多く、次いで「就労していな

い」の 26.7％、「正規社員・職員」の 23.0％、「非正規社員・職員」の 11.5％、「その他」の 1.8％

等となっています。 

 

  

1.8% 59.4% 5.5%
2.4%

7.3%
0.6%

16.4% 6.7%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

市全体

(n=165)

父親の就労状況

就労していない 正規社員・職員 非正規社員・職員 パート・アルバイト

自営業 その他 父親はいない 無回答

26.7% 23.0% 11.5% 33.3%
0.6%

1.8%
1.2%
1.8%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

市全体

(n=165)

母親の就労状況

就労していない 正規社員・職員 非正規社員・職員 パート・アルバイト

自営業 その他 母親はいない 無回答
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質問９-１ 「質問９」で「１．就労していない」と回答した方にお聞きします。 

就労していない理由は何ですか。 

【父親が就労していない理由】 

父親が就労していない理由をみると、「現在、求職中」が 66.7％で最も多く、次いで「病気や障

がいなどで働けないから」の 33.3％となっています。 

なお、「働きたいが障がいのある子を預ける所がないから」及び「以前は働いていたが、障がい

のある子の面倒をみるためやめたから」、「働く必要がないから」、「その他」との回答はありませ

ん。 

 
※該当者が少ないため参考値とする 

 

【母親が就労していない理由】 

母親が就労していない理由をみると、「以前は働いていたが、障がいのある子の面倒をみるため

やめたから」が 38.6％で最も多く、次いで「病気や障がいなどで働けないから」の 20.5％、「働

く必要がないから」及び「その他（働きたいが障がいのある子との生活との両立が出来ない、医

療的ケアが学校でもあるので何かあった時にすぐ駆けつけられるようにしないといけない等）」が

同率の 13.6％、「働きたいが障がいのある子を預ける所がないから」及び「現在、求職中」が同率

の 6.8％となっています。 

 

  

33.3% 66.7%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

市全体

(n=3)

父親が就労していない理由

働きたいが障がいのある子を預ける所がないから

以前は働いていたが、障がいのある子の面倒をみるためやめたから

働く必要がないから

病気や障がいなどで働けないから

現在、求職中

その他

6.8% 38.6% 13.6% 20.5% 6.8% 13.6%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

市全体

(n=44)

母親が就労していない理由

働きたいが障がいのある子を預ける所がないから

以前は働いていたが、障がいのある子の面倒をみるためやめたから

働く必要がないから

病気や障がいなどで働けないから

現在、求職中

その他
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質問 10 お子さんは、次の①～⑨のような日常の動作を一人でできますか。それぞれの項目でお

答え下さい。（１～４のいずれか１つに○） 

各種日常動作についての自立状況をみると、『一人でできる（「一人でできる」＋「時間をかけ

れば一人でできる」）』では、「⑥寝返り・起きあがり」が 93.9％で最も多く、次いで「⑤家の中を

歩く」の 89.1％、「①食事をする」の 81.2％等となっており、8割～9割と高くなっています。 

一方、『一人ではできない（「一部で介助が必要」＋「全部で介助が必要」）』では、「⑨外出する」

が 66.6％で最も多く、次いで「⑦掃除・洗濯・炊事などの家事」の 63.7％、「⑧留守番をする」

の 60.0％等となっており、約 6割と高くなっています。 

 

  

69.1%

63.6%

49.1%

66.7%

88.5%

92.1%

20.6%

38.2%

26.1%

12.1%

3.6%

11.5%

7.9%

0.6%

1.8%

13.9%

5.5%

9.7%

18.8%

18.8%

15.8%

2.4%

15.8%

22.4%

22.4%

8.5%

13.3%

20.0%

9.1%

7.9%

4.8%

47.9%

37.6%

44.2%

0.6%

0.6%

0.6%

0.6%

0.6%

1.2%

1.8%

1.8%

1.8%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0% 80.0% 90.0% 100.0%

①食事をする

②トイレを使う

③お風呂に入る

④衣服を着替える

⑤家の中を歩く

⑥寝返り・起きあがり

⑦掃除・洗濯・炊事などの家事

⑧留守番をする

⑨外出する

各種日常動作についての自立状況

一人でできる 時間をかければ一人でできる

一部で介助が必要 全部で介助が必要

無回答
n=165
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質問 10-1「質問 10」で①～⑨のどれか１つでも「一部で介助が必要」または「全部で介助が必要」

と回答した方にお聞きします。 

お子さんの主な介助者はどなたですか。（１つだけに○） 

主な介助者をみると、「母親」が 91.9％で最も多く、次いで「父親」の 4.1％、「祖父・祖母」

の 3.3％、「施設・病院の職員」の 0.8％となっています。 

なお、「兄弟姉妹」及び「その他の親族」、「ホームヘルパー」、「ボランティア」、「その他」との

回答はありません。 

 

 

 

質問 10-2「質問 10-1」で「母親」、「父親」「兄弟姉妹」、「祖父・祖母」、「その他の親族」を回答

した方にお聞きします。 

主な介助者の年齢は次のどれにあたりますか。（１つだけに○） 

主な介助者の年齢をみると、「40代」が 51.6％で最も多く、次いで「30代」の 20.5％、「50代」

の 17.2％、「30歳未満」の 4.1％、「70歳以上」の 3.3％等となっています。 

 

 

  

91.9% 4.1%

3.3%

0.8%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

市全体

(n=123)

主な介助者

母親 父親 兄弟姉妹 祖父・祖母 その他の親族

ホームヘルパー ボランティア 施設・病院の職員 その他

4.1% 20.5% 51.6% 17.2%

1.6%

3.3% 1.6%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

市全体

(n=122)

主な介助者の年齢

30歳未満 30代 40代 50代 60代 70歳以上 無回答
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質問 10-3「質問 10-1」で「母親」、「父親」「兄弟姉妹」、「祖父・祖母」、「その他の親族」を回答

した方にお聞きします。 

主な介助者が急病、事故、出産などのために、介助できなくなった場合はどうしま

すか。また今後はどのようにしたいですか。 

（「現在」と「今後」についてそれぞれ３つまで選んで○を付けて下さい） 

【現在】 

主な介助者が介助できなくなった場合の現在の対応方法をみると、「同居している他の家族に頼

んでいる」が 71.3％で最も多く、次いで「同居していない家族・親戚に頼んでいる」の 54.1％、

「誰にも頼まず一人で何とかしている」の 19.7％、「民間の支援グループにお願いしている」及び

「その他（訪問看護を利用、友人等）」が同率の 4.9％等となっています。 

 

【今後】 

主な介助者が介助できなくなった場合に希望する今後の対応をみると、「同居している他の家族

に頼んでいる」が 63.9％で最も多く、次いで「同居していない家族・親戚に頼んでいる」の 52.5％、

「ショートステイ（施設への短期入所）を利用している」の 18.9％、「民間の支援グループにお願

いしている」及び「誰にも頼まず一人で何とかしている」が同率の 12.3％等となっています。 

  

71.3%

54.1%

19.7%

4.9%

4.9%

2.5%

2.5%

2.5%

1.6%

3.3%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0%

同居している他の家族に頼んでいる

同居していない家族・親戚に頼んでいる

誰にも頼まず一人で何とかしている

民間の支援グループにお願いしている

その他

ホームヘルプサービス(居宅介護）を利用している

ボランティアにお願いしている

近所の知り合い等にお願いしている

ショートステイ（施設への短期入所）を利用している

無回答

主な介助者が介助できなくなった場合の現在の対応方法

n=122

63.9%

52.5%

18.9%

12.3%

12.3%

10.7%

7.4%

6.6%

2.5%

4.9%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0%

同居している他の家族に頼んでいる

同居していない家族・親戚に頼んでいる

ショートステイ（施設への短期入所）を利用している

民間の支援グループにお願いしている

誰にも頼まず一人で何とかしている

ホームヘルプサービス(居宅介護）を利用している

ボランティアにお願いしている

その他

近所の知り合い等にお願いしている

無回答

主な介助者が介助できなくなった場合に希望する今後の対応

n=122
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質問 10-4「質問 10-1」で「母親」、「父親」「兄弟姉妹」、「祖父・祖母」、「その他の親族」を回答

した方にお聞きします。 

介助者がお困りのことはありますか。（あてはまるもの３つまでに○） 

介助者が困っていることをみると、「精神的に疲れる」が 47.5％で最も多く、次いで「身体が疲

れる」の 36.9％、「自分の時間がもてない」の 28.7％、「経済的な負担がかかる」の 18.9％、「睡

眠不足になりがち」及び「特にない」が同率の 18.0％等となっています。 

 
 

 

質問 11 お子さんの保護者が、障がいのある子の保護者と交流する機会はありますか。（１つだけ

に○） 

障がいのある子の保護者と交流する機会はあるかをみると、「時々ある」が 37.0％で最も多く、

次いで「あまりない」の 29.7％、「まったくない」の 21.2％、「よくある」の 10.9％となっていま

す。 

 

  

47.5%

36.9%

28.7%

18.9%

18.0%

18.0%

9.0%

8.2%

8.2%

6.6%

3.3%

2.5%

2.5%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0%

精神的に疲れる

身体が疲れる

自分の時間がもてない

経済的な負担がかかる

睡眠不足になりがち

特にない

仕事につきたいが、出られない

今の仕事を辞めざるを得ない状況が常にある

相談する場がない

買い物などの外出ができない

その他

ほかの家族の世話ができない

無回答

介助者が困っていること

n=122

10.9% 37.0% 29.7% 21.2% 1.2%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

市全体

(n=165)

障がいのある子の保護者と交流する機会はあるか

よくある 時々ある あまりない まったくない 無回答
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質問 12 今後（今後とも）、障がいのある子の保護者と交流したいと思いますか。（１つだけに○） 

今後（今後とも）、障がいのある子の保護者と交流したいと思うかをみると、「交流したい」が

63.0％で最も多く、次いで「交流したいけどできない」及び「交流したいと思わない」が同率の

17.0％となっています。 

 

 

 

質問 12-1「質問 12」で「交流したいけどできない」または「交流したいと思わない」を回答した

方にお聞きします。 

交流したいけどできない、交流したいと思わない理由は何ですか。（１つだけに○） 

障がいのある子の親と交流できない、交流したいと思わない理由をみると、「参加する余裕がな

いから」が 44.6％で最も多く、次いで「必要性を感じないから」の 21.4％、「その他（他人との

交流が精神（身体）的疲労になる、他の子と比べてしまいそう等）」の 16.1％、「交流する場所に

行くことが難しいから」の 8.9％、「費用がかかるから」及び「面倒だから」が同率の 1.8％とな

っています。 

 

  

63.0% 17.0% 17.0% 3.0%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

市全体

(n=165)

今後（今後とも）、障がいのある子の保護者と交流したいと思うか

交流したい 交流したいけどできない 交流したいと思わない 無回答

44.6% 1.8% 8.9% 21.4%

1.8%

16.1% 5.4%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

市全体

(n=56)

障がいのある子の親と交流できない、交流したいと思わない理由

参加する余裕がないから 費用がかかるから

交流する場所に行くことが難しいから 必要性を感じないから

面倒だから その他

無回答
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４．保育・療育・教育について 
 

【小学校就学前のお子さんについてお聞きします】 

質問 13お子さんは、平日の日中をどこで過ごしていますか。（あてはまるものすべてに○） 

平日の日中の過ごし方をみると、「児童発達支援事業所」が 60.9％で最も多く、次いで「公立保

育所」の 30.4％、「小学校併設の認定こども園」の 21.7％、「私立認定こども園」、「その他」、「自

宅で過ごしている・家族と過ごしている」が同率の 8.7％となっています。 

なお、「私立保育園」及び「小規模保育事業所」、「事業所内保育事業所」、「認可外保育施設」と

の回答はありません。 

 
 

質問 13-1「質問 13」で「自宅で過ごしている・家族と過ごしている」を回答した方にお聞きしま

す。 

自宅や家族で過ごしている理由は何ですか。（あてはまるものすべてに○） 

平日に自宅で過ごす、または家族と過ごしている理由をみると、「その他」の回答が 2件となっ

ており、「現在サービスに申込み中」、「療育施設にも通わせてあげたいが、コロナ禍で受け入れを

していなかったり、重症心身障害児の施設が少なくてまだ通える施設を決めきれないでいる」と

の回答があります。 

  

60.9%

30.4%

21.7%

8.7%

8.7%

8.7%

0.0%

0.0%

0.0%

0.0%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0%

児童発達支援事業所

公立保育所

小学校併設の認定こども園

私立認定こども園

その他

自宅で過ごしている・家族と過ごしている

私立保育園

小規模保育事業所

事業所内保育事業所

認可外保育施設

平日の日中の過ごし方

n=23

100.0%

0.0%

0.0%

0.0%

0.0%

0.0%

0.0%

0.0%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

その他

ある年齢までは自宅でみてあげたいから

ほかの子と仲良く一緒にやっていけるか不安だから

親が働いていないため、

保育施設に入れなかったから

保育施設が子どもの障がいに対応できないため、

入れなかったから

子どもの障がいに合った保育・療育が受けられるか

不安だったから

保育・療育施設が定員を超えたため、入れなかった

から

送迎が困難だから

平日に自宅で過ごす、または家族と過ごしている理由

n=2

※該当者が少ないため参考値とする 
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質問 14お子さんは、次のサービスを利用したことがありますか。（あてはまるものすべてに○） 

サービスの利用状況をみると、「児童発達支援」が 69.6％で最も多く、次いで「子育て支援セン

ター」の 26.1％、「保育所等訪問支援事業」の 17.4％、「いずれも利用していない」の 13.0％、「延

長保育」、「病児・病後児保育」、「ファミリーサポートセンター」が同率の 8.7％等となっていま

す。 

なお、「一時保育」及び「居宅訪問型児童発達支援」、「障害児相談支援」との回答はありません。 

 

 

 

質問 14-1「質問 14」で「いずれも利用していない」以外を回答した方にお聞きします。 

次のサービスのうち、お子さんの障がいにより、利用を希望したが利用できなかった

サービスはありますか。（あてはまるものすべてに○） 

障がいを理由に希望できなかったサービスをみると、「希望したサービスは利用できた」が

50.0％で最も多く、次いで「病児・病後児保育」の 15.0％、「一時保育」の 10.0％、「延長保育」、

「子育て支援センター」、「ファミリーサポートセンター」が同率の 5.0％となっています。 

  

69.6%

26.1%

17.4%

13.0%

8.7%

8.7%

8.7%

4.3%

0.0%

0.0%

0.0%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0%

児童発達支援

子育て支援センター

保育所等訪問支援事業

いずれも利用していない

延長保育

病児・病後児保育

ファミリーサポートセンター

医療型児童発達支援

一時保育

居宅訪問型児童発達支援

障害児相談支援

サービスの利用状況

n=23

50.0%

15.0%

10.0%

5.0%

5.0%

5.0%

30.0%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0%

希望したサービスは利用できた

病児・病後児保育

一時保育

延長保育

子育て支援センター

ファミリーサポートセンター

無回答

障がいを理由に希望できなかったサービス

n=20
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質問 15あなたは、来年度からの３年間、平日の日中お子さんをどこに通わせたいですか。各年度

ごとに下の表から希望する施設等の番号を選び、記入してください（年度ごとにそれぞ

れ２つまで記入）。 

【令和５年度】 

平日の日中お子さんをどこに通わせたいかをみると、「児童発達支援事業所」が 52.2％で最も多

く、次いで「特別支援学校の小学部」の 34.8％、「公立保育所」、「小学校併設の認定こども園」、

「小学校」が同率の 13.0％等となっています。 

なお、「私立保育園」、「小規模保育事業所」、「事業所内保育事業所」、「認可外保育施設」、「特別

支援学校の幼稚部」、「どこにも通わせたいとは思わない」との回答はありません。 

 

【令和６年度】 

平日の日中お子さんをどこに通わせたいかをみると、「児童発達支援事業所」が 47.8％で最も多

く、次いで「特別支援学校の小学部」の 39.1％、「小学校」の 17.4％、「私立認定こども園」の

13.0％、「小学校併設の認定こども園」及び「その他（まだ決められない）」が同率の 8.7％等とな

っています。 

なお、「私立保育園」、「小規模保育事業所」、「事業所内保育事業所」、「認可外保育施設」、「特別

支援学校の幼稚部」、「どこにも通わせたいとは思わない」との回答はありません。 

  

52.2%

34.8%

13.0%

13.0%

13.0%

8.7%

4.3%

0.0%

0.0%

0.0%

0.0%

0.0%

0.0%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0%

児童発達支援事業所

特別支援学校の小学部

公立保育所

小学校併設の認定こども園

小学校

私立認定こども園

その他

私立保育園

小規模保育事業所

事業所内保育事業所

認可外保育施設

特別支援学校の幼稚部

どこにも通わせたいとは思わない

【令和5年度】平日の日中お子さんをどこに通わせたいか

n=23

47.8%

39.1%

17.4%

13.0%

8.7%

8.7%

4.3%

0.0%

0.0%

0.0%

0.0%

0.0%

0.0%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0%

児童発達支援事業所

特別支援学校の小学部

小学校

私立認定こども園

小学校併設の認定こども園

その他

公立保育所

私立保育園

小規模保育事業所

事業所内保育事業所

認可外保育施設

特別支援学校の幼稚部

どこにも通わせたいとは思わない

【令和6年度】平日の日中お子さんをどこに通わせたいか

n=23
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【令和７年度】 

平日の日中お子さんをどこに通わせたいかをみると、「特別支援学校の小学部」が 43.5％で最も

多く、次いで「児童発達支援事業所」の 39.1％、「小学校」の 34.8％、「私立認定こども園」の及

び「その他（まだ決められない）」が同率の 8.7％等となっています。 

なお、「公立保育所」、「私立保育園」、「小規模保育事業所」、「事業所内保育事業所」、「小学校併

設の認定こども園」、「認可外保育施設」、「特別支援学校の幼稚部」、「どこにも通わせたいとは思

わない」との回答はありません。 

 

  

43.5%

39.1%

34.8%

8.7%

8.7%

0.0%

0.0%

0.0%

0.0%

0.0%

0.0%

0.0%

0.0%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0%

特別支援学校の小学部

児童発達支援事業所

小学校

私立認定こども園

その他

公立保育所

私立保育園

小規模保育事業所

事業所内保育事業所

小学校併設の認定こども園

認可外保育施設

特別支援学校の幼稚部

どこにも通わせたいとは思わない

【令和7年度】平日の日中お子さんをどこに通わせたいか

n=23
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【小学校以上の年齢のお子さんについてお聞きします】 

質問 16お子さんは、平日の日中をどこで過ごしていますか。（１つだけに○） 

平日の日中の過ごし方をみると、「小学校に通っている」が 26.8％で最も多く、次いで「特別支

援学校の小学部に通っている」の 16.9％、「特別支援学校の高等部に通っている」の 14.1％、「中

学校に通っている」の 13.4％、「特別支援学校の中学部に通っている」の 11.3％等となっていま

す。 

なお、「就労継続支援事業所に通っている」及び「一般の事業所や店舗で働いている」との回答

はありません。 

 

 

質問 16-1「質問 16」で「自宅で過ごしている・家族と過ごしている」を回答した方にお聞きしま

す。 

自宅や家族で過ごしている理由は何ですか。（あてはまるものすべてに○） 

平日に自宅で過ごす、または家族と過ごしている理由をみると、「本人が学校に行くのを嫌がる

から」が 80.0％で最も多く、次いで「通学のための送迎が困難だから」の 40.0％、「その他（学

校の環境や配慮の足りない事が原因、学校の環境と合わない等）」の 30.0％、「いじめにあうから」

及び「学校では医療的ケアが受けられないから」が同率の 10.0％となっています。 

なお、「学校は卒業したが、どこにも行けないから」及び「学校は卒業したが、行く所がないか

ら」との回答はありません。 

 
※該当者が少ないため参考値とする  

26.8% 13.4% 8.5% 16.9% 11.3% 14.1%

0.7%

7.0% 1.4%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

市全体

(n=142)

平日の日中の過ごし方

小学校に通っている 中学校に通っている

高校に通っている 特別支援学校の小学部に通っている

特別支援学校の中学部に通っている 特別支援学校の高等部に通っている

就労継続支援事業所に通っている 一般の事業所や店舗で働いている

その他 自宅で過ごしている・家族と過ごしている

無回答

80.0%

40.0%

30.0%

10.0%

10.0%

0.0%

0.0%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

本人が学校に行くのを嫌がるから

通学のための送迎が困難だから

その他

いじめにあうから

学校では医療的ケアが受けられないから

学校は卒業したが、どこにも行けないから

学校は卒業したが、行く所がないから

平日に自宅で過ごす、または家族と過ごしている理由

n=10
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質問 17学校ではどの学級に在籍していますか。（１つだけに○） 

学校で在籍している学級をみると、「特別支援学級」が 79.7％、「普通学級」が 18.8％となって

います。 

 

 

 

【就学前または就学しているお子さんについてお聞きします】 

「質問 13」で「自宅で過ごしている・家族と過ごしている」以外、または「質問 16」で「小学校

に通っている」～「特別支援学校の高等部に通っている」を回答した方にお聞きします。 

質問 18 通園後・放課後や夏休み期間中はどのように過ごしていますか。（あてはまるものすべて

に○） 

放課後や夏休み期間中の過ごし方をみると、「放課後等デイサービスに行っている」が 56.7％で

最も多く、次いで「自宅で家族と過ごしている」の 52.7％、「塾や習い事に行っている」の 11.3％、

「学童・保育所に行っている」の 10.0％、「ひとりで過ごしている」の 8.7％等となっています。 

なお、「ヘルパーなどと外出している」との回答はありません。 

 

  

18.8% 79.7% 1.4%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

市全体

(n=69)

学校で在籍している学級

普通学級 特別支援学級 無回答

69.0%

9.0%

7.6%

5.5%

52.4%

11.0%

0.7%

2.1%

5.5%

8.3%

52.7%

11.3%

3.3%

10.0%

56.7%

8.7%

0.0%

2.0%

6.0%

10.0%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0% 80.0%

自宅で家族と過ごしている

塾や習い事に行っている

クラブ活動や部活動に行っている

学童・保育所に行っている

放課後等デイサービスに行っている

ひとりで過ごしている

ヘルパーなどと外出している

特に何もしていない

その他

無回答

放課後や夏休み期間中の過ごし方

令和２年度(n=145) 令和４年度(n=150)
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質問 19今後、放課後や長期休暇中など、園や学校以外の時間はどのように過ごしたい（過ごして

欲しい）と思いますか。（主なもの３つまでに○） 

今後、希望する放課後や長期休暇中の過ごし方をみると、「放課後等デイサービスに行く」が

58.7％で最も多く、次いで「自宅で家族と過ごす」の 50.7％、「塾や習い事に行く」の 24.0％、

「クラブ活動や部活動に行く」の 16.7％、「学童・保育所に行く」の 10.0％等となっています。 

 

  

63.4%

19.3%

21.4%

6.9%

60.0%

9.0%

9.7%

1.4%

10.3%

4.1%

50.7%

24.0%

16.7%

10.0%

58.7%

8.7%

6.7%

1.3%

5.3%

10.7%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0%

自宅で家族と過ごす

塾や習い事に行く

クラブ活動や部活動に行く

学童・保育所に行く

放課後等デイサービスに行く

ひとりで過ごす

ヘルパーなどと外出する

特に何もしない

その他

無回答

今後、希望する放課後や長期休暇中の過ごし方

令和２年度(n=145) 令和４年度(n=150)
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質問 20 現在通っている園や学校でさらに充実させるべきだと思うことはありますか。（主なもの

３つまでに○） 

園や学校でさらに充実させるべきだと思うことをみると、「障がいに対応できる専門的な職員の

配置」が 34.7％で最も多く、次いで「進学・就労などの進路指導の充実」の 30.7％、「授業など

の学習指導の充実」の 25.3％、「友達との関係づくりへの配慮」の 21.3％、「先生・生徒たちの障

がいへの理解や配慮」の 20.0％等となっています。 

 

  

10.3%

4.8%

27.6%

29.0%

12.4%

24.8%

20.7%

31.7%

15.9%

13.1%

6.9%

14.5%

4.8%

11.3%

4.0%

25.3%

30.7%

18.7%

21.3%

18.7%

34.7%

20.0%

10.7%

2.7%

14.0%

10.7%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0%

ヘルパーによる通園・通学時の介助

スクールバスによる通園・通学時の支援

授業などの学習指導の充実

進学・就労などの進路指導の充実

生活に対する支援

友達との関係づくりへの配慮

障がいに対応できる十分な人数の職員…

障がいに対応できる専門的な職員の配置

先生・生徒たちの障がいへの理解や配慮

障がいに配慮した施設や設備への改修

その他

特にない

無回答

現在通っている園や学校でさらに充実させるべきだと思うこと

令和２年度(n=145) 令和４年度(n=150)
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【全てのお子さんについてお聞きします】 

質問 21次の活動等について、利用を希望したが、お子さんの障がいに対応できないことを理由に、

利用できなかったことがありましたか。（あてはまるものすべてに○） 

障がいに対応できないことを理由に利用出来なかった活動等をみると、「特になかった」が

72.1％で最も多く、次いで「塾や習い事」の 12.1％、「クラブ活動・部活動」の 7.3％、「その他

（障がいがあるためや、周りに迷惑掛けると思うので利用を考えた事が無い等）」の 6.1％、「放課

後等デイサービス」の 5.5％等となっています。 

 

 

 

質問 22インクルーシブ教育の推進は必要だと思いますか。（１つだけに○） 

インクルーシブ教育の推進を必要だと思うかをみると、「思う」が 66.1％で最も多く、次いで

「どちらともいえない」の 28.5％、「思わない」の 4.2％となっています。 

 

  

72.1%

12.1%

7.3%

6.1%

5.5%

2.4%

1.2%

1.2%

3.6%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0%

特になかった

塾や習い事

クラブ活動・部活動

その他

放課後等デイサービス

放課後児童クラブ

公民館

放課後子ども教室

無回答

障がいに対応できないことを理由に利用出来なかった活動等

n=165

66.1% 4.2% 28.5% 1.2%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

市全体

(n=165)

インクルーシブ教育の推進を必要だと思うか

思う 思わない どちらともいえない 無回答
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５．災害について 
 

質問 23地震や台風などの災害時に困ると思われることは何ですか。（あてはまるものすべてに○） 

災害時に困ると思われることをみると、「一人では避難できない」が 50.9％で最も多く、次いで

「避難所でほかの人と一緒に過ごすのが難しい」の 39.4％、「避難所の設備が障がい者に対応して

いるか不安」の 35.8％、「避難先がわからない」の 27.3％、「避難所で必要な介助を受けられるか

不安」の 26.1％等となっています。 

 

  

50.9%

39.4%

35.8%

27.3%

26.1%

24.8%

24.2%

20.6%

15.2%

11.5%

7.9%

0.6%

1.8%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0%

一人では避難できない

避難所でほかの人と一緒に過ごすのが難しい

避難所の設備が障がい者に対応しているか不安

避難先がわからない

避難所で必要な介助を受けられるか不安

薬や医療的ケアを確保できるかどうか不安

助けを呼ぶことができない

災害に関する情報を得るのが難しい

自分や家族だけでは避難できない

特にない

医療機器の電源確保が心配

その他

無回答

災害時に困ると思われること

n=165
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６．感染症対策について 
 

質問 24新型コロナウイルス感染症の拡大により、日常の生活が大きく変化していますが、お子さ

ん又はお子さんの保護者は、新型コロナウイルスに関し、困っている事や不安に感じて

いる事はありますか。（あてはまるものすべてに○） 

新型コロナウイルスに関して困っている事や不安に感じている事をみると、「家族や介助者が感

染した場合、日常生活を送ることができるか不安」が 43.0％で最も多く、次いで「障がいのため、

新型コロナウイルスに感染した場合に重症化しないか不安」の 35.2％、「外出を控えたり、知り合

いに会えない生活が長引くと辛い」の 30.3％、「仕事を減らされたり、仕事が無くならないか不

安」の 17.0％、「障がいのため、感染防止対策（マスクの着用、手洗い、アルコール消毒等）を行

うのが困難」及び「これまで通り障害福祉サービスなどが利用できるか不安」が同率の 16.4％等

となっています。 

 

  

43.0%

35.2%

30.3%

17.0%

16.4%

16.4%

14.5%

13.3%

7.3%

6.1%

4.2%

2.4%

1.2%

2.4%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0%

家族や介助者が感染した場合、日常生活を送ることができるか不安

障がいのため、新型コロナウイルスに感染した場合に

重症化しないか不安

外出を控えたり、知り合いに会えない生活が長引くと辛い

仕事を減らされたり、仕事が無くならないか不安

障がいのため、感染防止対策（マスクの着用、手洗い、

アルコール消毒等）を行うのが困難

これまで通り障害福祉サービスなどが利用できるか不安

特に困ること、不安に思うことはない

マスクの着用で口元が見えないことにより、意思疎通が難しい

障がいのため、体温が上がりやすいことから、

感染していると思われないか心配

障害福祉サービスなどが利用できない事・不便な事があった

介助者と近い距離で接するため、お互いに不安な気持ちを

抱えている

その他

介助者と近い距離で接するため、サービスなどの利用を

我慢している

無回答

新型コロナウイルスに関して困っている事や不安に感じている事

n=165



172 

質問 25新型コロナウイルスの感染症対策などについて、国・県・浦添市やサービス事業所などに

望むことはありますか。（あてはまるものすべてに○） 

新型コロナウイルス感染症対策などについて国・県・浦添市やサービス事業者などに望むこと

をみると、「自粛などで仕事ができなくなった場合の何らかの支援を考えて欲しい」が 41.8％で最

も多く、次いで「特に困ること、不満に思うことはない」の 40.0％、「障害福祉サービスなどがき

ちんと利用できるようにして欲しい」の 13.3％、「サービス提供事業所の利用に際し、ウイルス対

策を徹底して欲しい」の 12.1％、「相談窓口などについて、ウイルス対策を徹底して欲しい」の

6.1％等となっています。 

 

  

41.8%

40.0%

13.3%

12.1%

6.1%

3.6%

3.6%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0%

自粛などで仕事ができなくなった場合の

何らかの支援を考えて欲しい

特に困ること、不満に思うことはない

障害福祉サービスなどがきちんと利用できるように

して欲しい

サービス提供事業所の利用に際し、ウイルス対策を

徹底して欲しい

相談窓口などについて、ウイルス対策を

徹底して欲しい

その他

無回答

新型コロナウイルス感染症対策などについて

国・県・浦添市やサービス事業者などに望むこと

n=165
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７．浦添市の取り組みについて 
 

質問 26浦添市では、全ての市民が共に支え、共に生きる福祉文化の醸成をめざしていくため、令

和２年 10月１日より『浦添市福祉のまちづくり条例』を施行し、福祉のまちづくりの実

現に向けて様々な支援の充実を図っていきたいと考えています。 

お子さんが日常生活や活動等を行ううえで、市からどのような支援を希望しますか。

（特に希望するものに１つだけ○） 

日常生活や活動等を行う上で特に希望する市からの支援をみると、「気軽に相談できる窓口」

が 35.2％で最も多く、次いで「活動できる拠点や場所」の 21.2％、「交通費等の経済的な援助」

の 16.4％、「情報発信」の 9.7％、「特にない」の 6.7％等となっています。 

 

 

 

質問 27浦添市では、本市宮城において、障がい者が、スポーツや文化活動を通じ、機能回復・健

康増進にくわえ、教養文化の向上及びスポーツ・レクリエーションの場として設置され

た、浦添市身体障害者教養文化体育施設「サン・アビリティーズうらそえ」を開所して

います。 

「サン・アビリティーズうらそえ」を利用したいと思いますか。（１つだけに○） 

「サン・アビリティ-ズうらそえ」を利用したいと思うかをみると、「今後利用したい」が 45.5％

で最も多く、次いで「利用する必要性を感じない」の 31.5％、「すでに利用している」の 18.8％

となっています。 

 

  

35.2% 21.2% 16.4%

0.6%

9.7% 4.2%

3.0%

6.7% 3.0%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

市全体

(n=165)

日常生活や活動等を行う上で特に希望する市からの支援

気軽に相談できる窓口 活動できる拠点や場所 交通費等の経済的な援助

研修や講演会 情報発信 人材、リーダーの育成

その他 特にない 無回答

18.8% 45.5% 31.5% 4.2%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

市全体

(n=165)

「サン・アビリティ-ズうらそえ」を利用したいと思うか

すでに利用している 今後利用したい 利用する必要性を感じない 無回答
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質問 28浦添市では、本市牧港において、発達障がいやその疑いのある児童と保護者が一緒に通え

る施設のほか、さまざまな障がいのある人が相談できる機能を備えた障がい福祉関連複

合施設「ピアラルうらそえ」を開所しています。（令和３年４月１日開所）。 

「ピアラルうらそえ」を利用したいと思いますか。（１つだけに〇） 

「ピアラルうらそえ」を利用したいと思うかをみると、「今後利用したい」が 54.5％で最も多

く、次いで「利用する必要性を感じない」の 28.5％、「すでに利用している」の 13.3％となって

います。 

 

  

13.3% 54.5% 28.5% 3.6%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

市全体

(n=165)

「ピアラルうらそえ」を利用したいと思うか

すでに利用している 今後利用したい 利用する必要性を感じない 無回答
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８．社会及び行政への要望について 
 

質問 29 今後、社会及び行政に強く望みたいと思う事は何ですか。（お考えに近いもの５つまでに

○） 

今後、社会及び行政に強く望みたいと思う事をみると、「社会が、障がい者に理解と関心をもっ

てほしい」が 52.1％で最も多く、次いで「年金、諸手当（特別障害者手当等）の増額など所得保

障の充実」の 45.5％、「障がい者の雇用促進や就職情報の提供の充実」の 38.8％、「障がいの状況

に応じた職業訓練がうけられるようにしてほしい」の 32.7％、「日中活動の場として、機能訓練や

就労支援等、障がい者が通うことを目的とした施設の整備」の 32.1％等となっています。 

 

  

52.1%

45.5%

38.8%

32.7%

32.1%

30.3%

24.2%

24.2%

19.4%

17.0%

16.4%

15.8%

14.5%

11.5%

10.3%

9.7%

5.5%

2.4%

5.5%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0%

社会が、障がい者に理解と関心をもってほしい

年金、諸手当（特別障害者手当等）の増額など所得保障の充実

障がい者の雇用促進や就職情報の提供の充実

障がいの状況に応じた職業訓練がうけられるようにしてほしい

日中活動の場として、機能訓練や就労支援等、障がい者が通うことを

目的とした施設の整備

障がい者が安心して入居できる住宅の整備や民間住宅への入居支援

障がい者が、道路、乗り物（リフト付タクシーなど）、建物を利用しやすく

整備するなど、ユニバーサルデザインを推進する

相談窓口の充実

災害時における支援の充実

障がい者支援施設への入所の充実

スポーツ、サークル、文化活動などに簡単に参加できるようにしてほしい

医療制度の拡充

日常生活に必要な情報の提供を増やす

共同生活を行う住居（グループホーム）の整備

リハビリを充実させ、専門的な機能回復訓練がうけられるような対策の

強化

まちづくりに障がい者の意見が反映できる制度

居宅介護【ホームヘルプ】、重度訪問介護等の居宅におけるサービスの

充実（派遣回数と時間の延長、24時間必要なときに派遣等）

その他

無回答

今後、社会及び行政に強く望みたいと思う事

n=165
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自由意見 
 

自由意見については、36人の方の意見がありました。 

内容をみると『教育環境について等』に対する意見や「サービス提供事業所の資質等について」

や「希望するサービス・支援等について」などの『法制度、サービス等に関すること』、『相談体

制・情報提供について』の割合が多くなっています。 

意見の詳細は以下のとおりです。 

 

  

自由意見（カテゴリ整理）

件数 割合

教育環境について等 13 36.1%

法制度、サービス等に関すること 8 22.2%

サービス提供事業所の資質等について 4 11.1%

希望するサービス・支援等について 2 5.6%

手続きの期間、方法、複雑さ等について 1 2.8%

給付、助成等について 1 2.8%

相談体制・情報提供について 6 16.7%

子どもの将来についての不安等 5 13.9%

障がい児の将来（就職先）について等 4 11.1%

その他 1 2.8%

地域での生活環境に関すること 5 13.9%

バリアフリー化・移動等について 4 11.1%

居住について 1 2.8%

その他 8 22.2%

アンケートについて 1 2.8%

その他 7 19.4%

45 125.0%

36 100.0%
※1件の記述に複数のカテゴリが含まれる場合は、複数のカテゴリとしてカウントしている

回答件数

回答者数
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番号 自由意見 

1 特別支援クラスの先生の数が少ないと思います。定型発達よりも手のかかる子たちを一

人で何人も見るとなると。障がい児、障がいに理解と知識のある先生が必要だと思いま

す。特別支援クラスでさえインクルーシブ教育は出来ていないのに通常学級にそれを求

めるのはおかしいと思います。 

2 ・軽度知的障害（LD）のみの子どもの高等学校を増やしてほしい。就職先が限られてい

る。雇用を増やしてほしい。 ・居場所がない（友達が少ないため） 

3 ・今後、中学部から高等部へ進み卒業したのちに、ちゃんと生活していける就職などが

できるのか、私たちが健在なうちに自立していけるのか毎日不安です。この子以外にも

兄弟がいますし、住宅ローンもあり、お金も体力も使う日々にこの子が社会人として適

応できなくて不自由な思いはしてほしくないので、もっと障害のある子たちの就職口を

お願いします。・音楽（ピアノ）が得意な子などがそれを活かせるお仕事などありません

か。 

4 支援学級での学習サポートが追いついていない現状を確認してほしいのと、先生、学校

側が積極的に子供、１人１人にあった対応の仕方、障害の理解をしてほしい。月に１回

でもいいので、障害を理解する為の勉強会を行ってほしい。支援の為の学級に在籍して

も先生方や学校、市などのサポートが行き届いてないのが現状にある為、支援学級の意

味が無いと感じます。 

5 シングルマザーの立場から ３人のシングルマザーです。パートと自営業をしています

（子供優先に動くため）。24時間一生懸命働いています。扶養手当をもらっていました

が、所得の関係で扶養手当も医療費助成金受給資格者証もなくなりました。子供や生活

の為、１人で一生懸命働いているのに手当の受給は所得に関わらず、１人親を対象にし

て欲しいです。手当てがなくなった今は、税金を払う為にまた、不規則に前以上必死に

働いています。１人親でも本当に豊かな人もいると思います。平等じゃなくなるかも知

れません。でも、反対に働かず、手当てや補助金などでうまく生活している人もいます。

今、自分が働けなくなったら等と考えると不安です。扶養手当を０にするのは厳しいで

す。せめて、医療費助成でも受けさせてもらいたいです。中途半端な立場が一番苦しい

です。子供が成人するまで安心して家族を守ってもらいたいです。 

6 病状が悪化した場合 支援学校への転学が１～２年待ちではなく、医師の診断ですぐに出

来るようにして欲しい。ずっと苦手な環境におく又は学校に行けなければ自宅で過ごさ

せるの２択では家庭がこわれる。 

7 インクルーシブ教育で通常の小学校に通わせたが、障害児に見合う施設、教育配置がな

されず、更に教員の知識不足が目立ち病状が悪化。希望してもすぐに転学出来ず、苦し

い時間が長く続いた（１～２年）。特別支援学校に転学後、２年経っても前学校で出てし

まった病状は未だ治らず。だが、随分良くなってきた。病院の診断書があれば、すぐに転

学させて欲しい。無理ならインクルーシブをすすめてはいけない。 

8 このようなアンケートがあることで、それが反映されるかは別としても私達の意見を伝

えられる場が（機会がある）あるのかもしれないと感じ、希望を感じることができまし

た。障害のある子供をもつ親は、それぞれ色々な考えを持ち、一生懸命生きていると思

いますが、それをどのようにして人に伝えたら良いのか、行動したら良いのか、わから

ない事も多いです。発言の場や機会が与えられるのであれば、たくさんの意見や要望が

集まり、発展していくのではないかと考えます。 

9 いつもお疲れ様です。これからもよろしくお願いします。 

10 小・中共にインクルーシブ教育とはほど遠い環境になっている。学習支援員を増やし、

普通クラスの中で勉強し、友人達から様々な刺激をもらい、一緒に成長させたい。支援

クラスの先生方への教育をしっかりして欲しい 
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11 子供は４月から小学校へ通う予定の６才です（最重度の知的を伴う自閉症）。これまで

も市のサービスを受けさせてもらいました。その中で、サービスを提供して下さる方々

の障害に関する知識の無いことに度々驚く事があります。（その為、母子通所のたんぽ

ぽ園も退所しました）専門的な学びがないと自閉症や知的障害の子供達は全く疎通が取

れない状態ですが、一方、しっかり脳の問題だと捉え、アプローチすることで大きく成

長し、日常生活を家族も楽しく送る事ができます。どうか上記の点を改善できないもの

かと考えます。私の息子もお世話になっています、那覇市古島のコロロメゾット発達療

育センターは自閉症の子供～大人まで、そしてその家族までを教育し、穏やかな日々を

送れるように支援している事業所です。 

12 ・障がい福祉サービス申請後、事業所一覧をいただいて問い合わせをするのですが、内

容が古い物だったりすることがこれまで何度もありました。事業所が閉所している、受

け入れをしていない、連絡先が変わっている等、ニーズがあっても受け皿が少ない以外

にもサービスを利用するまでの道のりは困難だと感じることが多いです。事業所側だけ

に任せるのではなく、市として責任を持って管理や指導をしていただきたいです。 ・

市役所の２階と３階ですが、造りが似ていることもあり、エレベーターを降りると間違

って降りてしまわれる方（障がい者、高齢者）多く感じます。エレベーターのアナウンス

やエレベーターを降りた所に階数表記を設ける等の配慮が必要ではないでしょうか。健

常者には小さなことでもそうでない方がいることをもっと意識していただきたいです。 

13 いつも福祉サービスを利用させて頂き感謝しております 

14 市営や県営住宅みたいな、障害者専用の住宅が欲しいと思います。同じ悩みを持った者

同士のコミュニティーな場所にもなると思うし。是非、浦添市で実現して欲しいです。

エレベーター付きの市営住宅は全く当たる気がしません。８年ぐらい応募しています。 

15 手術後、体調の変化がある為学校に毎日通う事が出来なくて困っています。そうする事

により小学校の勉強ができず成績は１と評価されています。勉強に対する支援や学校に

どうやったら行く事ができるのかわからず、又、本人の気持ちも配慮しつつどうしたら

一番ベストな方法なのかわからず悩んでいます。良い方法があるのなら教えてほしいで

す。よろしくお願いします。共働きの為一人で留守番をしている事も多いです。子ども

の環境としてはよくないとわかっているのですが、どうしたらいいのかわかりません。

どうしたらいいですか。 

16 息子は４月より小学校に入学します。もう少し手厚い支援、本来の特別支援学級の環境

があれば、市内小学校へ入学させたかったです。しかし、現場の先生方・人材不足で、県

立小学校へ入学します。息子にとっては、ベストな選択だったとは思いますが、もう少

し、人材を手厚くして頂けたら、現場の先生方もゆとりをもって子供たちに温かく接す

ることができると思います。就学前のこども園・保育園への発達障がい児の特性理解が

不足しています。もう少し研修して頂けたらお互いの理解、信頼感が高まると思います。 

17 両親２人とこどもの４人家族です。こどもと夫がてんかんのため、発作の心配がありま

す。移動のための運転は妻である私１人の重圧な役割です。家族３人の行動がバラバラ

なので、仕事をしながらのサポートが大変です。タクシーを使うにも経済的負担が大き

く以前のような、うらちゃんミニはわが家にとって大変助かっていました。高齢者にも

同様のことが言えるかと思いますが、てんかんや運転が難しい人たちには、サポートが

必要です。家族の負担が切実です。 
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18 ・どの療育施設にどのような専門職の方がいて、今、空きは何名あるのかを把握してい

る窓口が必要。早期の療育を行うことが望ましいと言われるが、利用計画を作成する相

談員、空きがある施設探しを仕事をしながら合間をぬって行うことはとても負担。連絡

が取れても「今いっぱいで入れない」「折り返しがこない」「全ての事業所に問い合わせ

をしたのか」など言われ、正直、相談員、事業所、両方見つかるのに時間がとてもかか

り、負担が大きく療育を受けるまでに親が疲れてしまう。早期療育とはほど遠い。 ・療

育事業所の開所、送迎の時間が早すぎて、お迎え、送迎に合わず、通うことが難しい。

16：30から送迎スタート、家には 17：00頃帰るスケジュールだと仕事が続けられない。

仕事か子の療育かの選択をしなければならない状態。受けたい、受けさせたい子どもが、

受けたい内容の療育を受けたい時に受けられるような仕組みにしてほしい。保護者が仕

事をやめる、変えることをしなくてもいいようにしてほしい。 

19 教育現場の障害への理解が低い。教員になる方は大学で発達障害について学ぶ科目（必

修科目）を受けてほしい。また、大学の先生たちが発達障害について正しく教えてくれ

ていないのではと思う。 

20 いつもありがとうございます 

21 ・障がいをもつ子どもの親として、希望と不安の間を日々行き来している。親なき後、

子どもがどうなるか不安。「きょうだい児」について 社会福祉に携わる行政の方で「き

ょうだい（児）」について十分理解されている方はどのくらいいるのでしょうか。障がい

児・者の数以上に「きょうだい（児）」がいます。家庭では障がいのある子どもと、その

「きょうだい」の抱える両方の問題と向き合いながら過ごしています。ぜひ、「きょうだ

い児」の問題とセットで「第５次てだこ障がい者プラン」を策定していただければと思

います。 ・「NPO法人 しぶたね」さんは、国内できょうだい支援活動をされていて、

参考になります。県内でも何ヵ所か組織がありますが、定期的に手厚く支援してくれる

ところはありません。 

22 ・放課後等デイサービスの受け入れ時間をもう少し早くできるように浦添市全体でも考

えてほしい。夏休み等は 10時からしか受け入れないところが多く、仕事が続けられるか

不安。 ・知的障害児でてんかんもちのため、通院が大変。中学生まで医療費無料になっ

ているが、その後のことを考えると医療費でどれだけ使うのか不安。 ・支援学校の先

生たちは、今関わっている先生はとても素晴らしいし頑張っていると思いますが、専門

の資格がない人も多いと聞いたので、もっと理解してくれる先生の研修とか勉強とか市

としてやってほしい。〇更新のお知らせをもう少し前もって教えてほしい。期限がすぐ

のものが多く、仕事を何回も休んだりして大変。 

23 ・リハビリが土日でもできる施設がほしい。 ・学習支援（大学進学）を目指しているの

で、（土日）に活動支援のできる施設がほしい。〇交流できる場所。〇子、親も一人の時

間がほしい。〇車椅子で移動できる家に住みたい 

24 サン・アビリティーズうらそえやピアラルうらそえ等があることがわからなかったので、

うまく活用していきたいです。福祉施設が整っている事はありがたいです。兄、姉の部

活の練習試合や試合の際に下の子（障害児）を連れて行くと観戦や記録員の活動が出来

ないため、土曜にデイサービスが利用できている分助かっています。 

25 私の場合、息子は自閉症スペクトラムで支援がありとても助かっています。娘は中学校

不登校となり、発達障害に関してはグレーの現状です。現在娘は 18 歳。通信高校でどう

にか卒業出来ます。卒業後は何も考えきれないと家から出ず。頭はいい子です。娘の事

を相談できる窓口があればと、ずっと考えていました。 

26 障害当事者支援とそれを支えくれる介護医療施設・放課後等デイサービス・社会福祉協

議会等、支援を行政から進んで行って欲しい。 

27 台風時などの、医療機器の電源確保 

28 浦添市内全体の保育士不足が、発達支援児が保育園に入園しづらい要因となっている。

また、他市町村と比べて巡回指導等の支援も少ないように感じる。障がい児とその家族

が暮らしやすい浦添市になってほしい。 
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29 障害者の就労を増やしてほしい。 

30 療育等は充実していると思いますが､小学校以上のケアが不十分に感じます。例えば､ク

ラスへのサポートに入る人員等。 

31 障害のある方が、就職出来てもフルタイム勤務は精神的身体的にも不安を抱えてしまう

と思うので、例えば生活補助(家賃補助)の支援があれば、生活費に困らず安心して生活

出来るようにして欲しい。 

32 こちらから調べないと、どのような支援や、相談窓口、施設があるか、十分にはわかりま

せん。毎日、子供の世話で調べる余裕すら無い人もいると思います。もっと市からいろ

いろな場所や紙面で情報を発信してもらえたら、助かります。 

33 学校までの送迎をしてくれる方がいたら助かる。 

34 学校の専門科目の先生も発達障害児の理解を深め、指導にあたってほしい。外部講師を

招き、講座や勉強会などを先生方向けに開催されてはどうでしょうか。 

35 ・以前住んでいた市では、担当の保健師さんがいて、定期的に訪問や連絡等で現状や、

困っていることがないか確認されていたのですが、浦添市では特に案内が無かったので、

そういった制度やサービスが無いと思っています。(あったら利用したいです) 

 ・子どもに必要な手続きやサービス等、自分達で調べないとわからないことが多く、

時間もかかり大変です。 

36 ・中学生になり、学校と話すための相談場所が明確に提示されていない。配布がない。

小学校の時はあり、利用させていただきました。 

スクールカウンセラーと話したいが、先生とかに知られずに予約したい。 

・配慮申請の書式がなく、また学校も知識がなく、校長会に巡回指導員の方の支援委員

会が提案していただいたが、その後対応がどうなったか不明。オンライン授業を小学校

の高学年の時、依頼していたが、コロナで実現しました。一人に対しては、厳しいけど、

全体に対してはあっという間に対応できていました。結果オンライン授業ができるよう

になり、うちの子に対しては大変良かったです。複雑な気持ちですが、本当にありがと

うございます。 
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けいかく

策定
さくてい

の基礎
き そ

資料
しりょう

とすることを目的
もくてき

としています。 

調査
ちょうさ

の対象者
たいしょうしゃ

は、浦添市
うらそえし

在住
ざいじゅう

の障害者
しょうがいしゃ

手帳
てちょう

（身体
しんたい

障害者
しょうがいしゃ

手帳
てちょう

、療育
りょういく

手帳
てちょう

、精神
せいしん

障害者
しょうがいしゃ

保健
ほ け ん

福祉
ふ く し

手帳
てちょう

）をお持
も

ちの方々
かたがた

から無作為
む さ く い

抽 出
ちゅうしゅつ

により選
えら

ばせていただきま

した。ご多忙中
たぼうちゅう

のところ 誠
まこと

に恐 縮
きょうしゅく

ですが、本
ほん

アンケート調査
ちょうさ

の趣旨
し ゅ し

をご理解
り か い

いた

だき、ご協 力
きょうりょく

くださいますようお願
ねが

い申
もう

し上
あ

げます。 

なお、この調査
ちょうさ

は無記名
む き め い

となっており、回答者
かいとうしゃ

個人
こ じ ん

が特定
とくてい

されたり、個々
こ こ

の内容
ないよう

が

ほかに漏
も

れたり、ほかの目的
もくてき

に利用
り よ う

されることは一切
いっさい

ございません。率直
そっちょく

なご意見
い け ん

をご記入
きにゅう

いただきますようお願
ねが

いいたします。 

    令和
れ い わ

５年
ねん

１月
がつ

 

浦添
うらそえ

市長
しちょう

 松本
まつもと

 哲
てつ

治
じ

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【ご記入
きにゅう

にあたって】 

★このアンケートはご本人
ほんにん

がお答
こた

え下
くだ

さい。ただし、ご本人
ほんにん

が記入
きにゅう

できない場合
ば あ い

には、ご

家族
か ぞ く

・介助者
かいじょしゃ

の方
かた

がご本人
ほんにん

の立場
た ち ば

に立
た

って、お答
こた

え下
くだ

さい（本
ほん

アンケートにおける「あ

なた」とは、対象者
たいしょうしゃ

ご本人様
ほんにんさま

のことを指
さ

します）。 

★それぞれの質問
しつもん

を読
よ

んでいただき、あてはまる番号
ばんごう

に○
まる

を付
つ

けて下
くだ

さい。なお、回答
かいとう

す

る項目数
こうもくすう

は質問
しつもん

によって異
こと

なりますのでご確認
かくにん

下
くだ

さい。また、「その他
た

」を選択
せんたく

した場合
ば あ い

、

（  ）内
ない

の記入
きにゅう

もお願
ねが

いいたします。 

★ご記入
きにゅう

いただいたアンケートは、同封
どうふう

の返信用
へんしんよう

封筒
ふうとう

に入
い

れ、令和
れ い わ

５年
ねん

２月
がつ

20日
にち

(月
げつ

)まで

にポストに入
い

れて下
くだ

さい。（切手
き っ て

は不要
ふ よ う

です。） 

★このアンケートは下記
か き

の URLの入 力
にゅうりょく

もしくは QRコードを読
よ

み込
こ

み、スマートフォン等
など

を使
つか

って WEB上
じょう

で回答
かいとう

することもできます。 

URL：https://forms.gle/8N2NHCLtY4RqxEbk9 

WEBで回答
かいとう

した場合
ば あ い

、本調査票
ほんちょうさひょう

の記入
きにゅう

、返送
へんそう

は不要
ふ よ う

です。 

★このアンケートに関
かん

するご質問
しつもん

やご不明
ふ め い

な点
てん

がございましたら、下記
か き

へお問
とい

合
あわ

せ下
くだ

さい。 

 

 

 

 

 

【アンケートに関
かん

するお問
とい

合
あわ

せ先
さき

】 

浦添市
うらそえし

福
ふく

祉
し

健
けん

康
こう

部
ぶ

障
しょう

がい福祉課
ふ く し か

（担当
たんとう

：前川
まえかわ

、與那
よ な

城
しろ

）／福祉
ふ く し

総務課
そ う む か

（担
たん

当
とう

：冨永
とみなが

） 

電話
で ん わ

：098-876-1234（内線
ないせん

3559、3565／3573） ＦＡＸ
ふぁっくす

：098-878-8575 

調査
ちょうさ

委託
い た く

機関
き か ん

：株式
かぶしき

会社
がいしゃ

 沖縄
おきなわ

計画
けいかく

機構
き こ う

（担
たん

当
とう

：有銘
あ り め

、外間
ほ か ま

） 

電話
で ん わ

：098-867-7471  ＦＡＸ
ふぁっくす

：098-867-6692 

浦添市
うらそえし

 誰
だれ

もが共
とも

に暮
く

らしやすい 

まちづくりのためのアンケート調査
ちょうさ

のお願
ねが

い 
 

※お送
おく

りする際
さい

に確認
かくにん

をしておりますが、お手元
て も と

に届
とど

いた時点
じ て ん

で浦添
うらそえ

市民
し み ん

でない場合
ば あ い

は、お手数
て す う

をおかけしますが、 

破棄
は き

いただきますようお願
ねが

い申
もう

し上
あ

げます。 
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 はじめに  この調査票
ちょうさひょう

はどなたが回答
かいとう

されますか。主
おも

にあてはまるものを１つ選
えら

んで

番号
ばんごう

に○
まる

を付
つ

けてください。 

 １．ご本人
ほんにん

が回答
かいとう

 

 ２．家族
か ぞ く

の方
かた

と相談
そうだん

しながらご本人
ほんにん

が回答
かいとう

 

 ３．ご本人
ほんにん

にかわって家族
か ぞ く

の方
かた

が回答
かいとう

 

 ４．その他
た

（具体的
ぐたいてき

に                        ） 

 

 

 

 質問
しつもん

１  あなたご自身
じ し ん

のことについてお聞
き

きします。 

 Ｆ１ あなたの住
す

んでいる地域
ち い き

は次
つぎ

のどれにあたりますか。（１つだけに○
まる

） 

１．浦添
うらそえ

中学校区
ちゅうがっこうく

    ２．仲西
なかにし

中学校区
ちゅうがっこうく

    ３．神森
かみもり

中学校区
ちゅうがっこうく

  

４．港
みなと

川中
がわちゅう

学校区
がっこうく

   ５．浦
うら

西中
にしちゅう

学校区
がっこうく

 

（参考
さんこう

） 

学
がっ

校区
こ う く

 浦添中
うらそえちゅう

 仲
なか

西中
にしちゅう

 神
かみ

森中
もりちゅう

 港
みなと

川中
がわちゅう

 浦
うら

西中
にしちゅう

 

行 政
ぎょうせい

区
く

 

仲間
な か ま

/安波
あ は

茶
ちゃ

/ 経 塚
きょうづか

/

前田
ま え だ

/茶山
ちゃやま

/浦添
うらそえ

ﾆｭｰﾀｳ

ﾝ/浦添
うらそえ

ｸﾞﾘｰﾝﾊｲﾂ/前田
ま え だ

公務員
こうむいん

宿 舎
しゅくしゃ

/ 浦添
うらそえ

ハ

イツ/県営
けんえい

経 塚
きょうづか

団地
だ ん ち

 

城間
ぐすくま

/ 屋
や

富
ふ

祖
そ

/

宮城
み や ぎ

/仲西
なかにし

/大
おお

平
ひら

/ 浅野
あ さ の

浦
うら

/ 

キャンプキンザー 

小湾
こ わ ん

/ 勢理客
じっちゃく

/

内間
う ち ま

/沢岻
た く し

/神
かみ

森
もり

/ 県営沢岻
けんえいたくし

高
こう

層
そう

住 宅
じゅうたく

 

伊
い

祖
そ

/牧 港
まきみなと

/ 港
みなと

川
がわ

/緑ヶ
みどりが

丘
おか

/浦城
うらしろ

/牧 港
まきみなと

ハイツ/

港
みなと

川
がわ

崎原
さきばる

/
／

上野
う え の

/マチナ

トタ ウ ン / 浦添
うらそえ

市街地
し が い ち

住 宅
じゅうたく

/
／

県営港
けんえいみなと

川
がわ

団地
だ ん ち

 

西原
にしはら

一区
い っ く

/ 西原
にしはら

二
に

区
く

/当山
とうやま

/広
こう

栄
えい

/浦
うら

西
にし

/安川
やすかわ

/当山
とうやま

ハイ

ツ/陽
よう

迎
げい

橋
ばし

 

 

 Ｆ２ あなたの性別
せいべつ

は次
つぎ

のどれにあたりますか（性
せい

自認
じ に ん

含
ふく

む）。 

１．男
だん

 性
せい

       ２．女
じょ

 性
せい

       ３．その他
た

 
 

 Ｆ３ あなたの年齢
ねんれい

は次
つぎ

のどれにあたりますか。（１つだけに○
まる

） 

１．10代
だい

     ２．20代
だい

     ３．30代
だい

    

４．40代
だい

     ５．50代
だい

     ６．60歳
さい

以上
いじょう

 
 

 Ｆ４ あなたは、どなたと一緒
いっしょ

に暮
く

らしていますか（あてはまるものすべてに○
まる

） 

１．一人
ひ と り

で暮
く

らしている    ２．母親
ははおや

       ３．父親
ちちおや

 

４．配偶者
はいぐうしゃ

          ５．子
こ

ども      ６．兄弟
きょうだい

姉妹
し ま い

 

７．祖父
そ ふ

・祖母
そ ぼ

        ８．その他
た

の親族
しんぞく

   ９．友人
ゆうじん

・知人
ち じ ん

 

10．施設
し せ つ

・グループホームの仲間
な か ま

    11．その他
た

（具体的
ぐたいてき

に          ） 

１．あなたご自身
じ し ん

のことについて 

０．調査票
ちょうさひょう

の記入
きにゅう

方法
ほうほう
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 お持
も

ちになっている障害者
しょうがいしゃ

手帳
てちょう

の種類
しゅるい

とその等級
とうきゅう

についてお聞
き

きします。重複
ちょうふく

してお

持
も

ちの場合
ば あ い

には、すべての手帳
てちょう

について回答
かいとう

して下
くだ

さい。※ご自分
じ ぶ ん

の手帳
てちょう

をみてお答
こた

え下
くだ

さい。 
  

 質問
しつもん

２  あなたがお持
も

ちの手帳
てちょう

の種類
しゅるい

はどれですか。（あてはまるものすべてに○
まる

） 
  

１．身体
しんたい

障害者
しょうがいしゃ

手帳
てちょう

  ２．療育
りょういく

手帳
てちょう

  ３．精神
せいしん

障害者
しょうがいしゃ

保健
ほ け ん

福祉
ふ く し

手帳
てちょう

（障害者
しょうがいしゃ

手帳
てちょう

） 
  

【身体
しんたい

障害者
しょうがいしゃ

手帳
てちょう

をお持
も

ちの方
かた

にお聞
き

きします】 

 質問
しつもん

３  あなたがお持
も

ちの身体
しんたい

障害者
しょうがいしゃ

手帳
てちょう

の等級
とうきゅう

は何級
なんきゅう

ですか。（１つだけに○
まる

） 
  

１．１級
きゅう

      ２．２級
きゅう

      ３．３級
きゅう

      ４．４級
きゅう

 

５．５級
きゅう

      ６．６級
きゅう

      ７．７級
きゅう

 

 

 質問
しつもん

３-１  あなたの身体
しんたい

障害者
しょうがいしゃ

手帳
てちょう

の「障害
しょうがい

の種類
しゅるい

」は次
つぎ

のどれですか。 

（あてはまるものすべてに○
まる

） 

  

【療育
りょういく

手帳
てちょう

をお持
も

ちの方
かた

にお聞
き

きします】 

 質問
しつもん

４  あなたがお持
も

ちの療育
りょういく

手帳
てちょう

の区分
く ぶ ん

は何
なん

ですか。（１つだけに○
まる

） 
  

１．Ａ１    ２．Ａ２    ３．Ｂ１    ４．Ｂ２    

 

【精神
せいしん

障害者
しょうがいしゃ

保健
ほ け ん

福祉
ふ く し

手帳
てちょう

をお持
も

ちの方
かた

にお聞
き

きします】 

 質問
しつもん

５  あなたがお持
も

ちの精神
せいしん

障害者
しょうがいしゃ

保健
ほ け ん

福祉
ふ く し

手帳
てちょう

（障害者
しょうがいしゃ

手帳
てちょう

）の等級
とうきゅう

は何級
なんきゅう

で

すか。（１つだけに○
まる

） 

１．１級
きゅう

       ２．２級
きゅう

       ３．３級
きゅう

      

  

１．視
し

覚
かく

障
しょう

害
がい

 

３．平
へい

衡
こう

機
き

能
のう

障
しょう

害
がい

 

２．聴
ちょう

覚
かく

障
しょう

害
がい

 

４．音声
おんせい

、言語
げんご

、そしゃく機能
きのう

障害
しょうがい

 

５．肢
し

体
たい

不
ふ

自
じ

由
ゆう

（上肢
じょうし

） 

７．肢
し

体
たい

不
ふ

自
じ

由
ゆう

（体幹
たいかん

） 

６．肢
し

体
たい

不
ふ

自
じ

由
ゆう

（下
かし

肢） 

８．肢
し

体
たい

不
ふ

自
じ

由
ゆう

（移動
いどう

機能
きのう

） 

９．心臓
しんぞう

機能
き の う

障害
しょうがい

 

11．呼吸器
こきゅうき

機能
き の う

障害
しょうがい

 

13．小 腸
しょうちょう

の機能
き の う

障害
しょうがい

 

10．じん臓
ぞう

機能
き の う

障害
しょうがい

 

12．ぼうこう又
また

は直 腸
ちょくちょう

機能
き の う

障害
しょうがい

 

14．肝臓
かんぞう

機能
き の う

障害
しょうがい

 

15．免疫
めんえき

機能
き の う

障害
しょうがい

 

２．障害
しょうがい

の程度
て い ど

について 
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【全員
ぜんいん

にお聞
き

きします】 

 質問
しつもん

６  あなたの障害
しょうがい

支援
し え ん

区分
く ぶ ん

は次
つぎ

のどれですか。（１つだけに○
まる

） 

１．区
く

分
ぶん

１    ２．区
く

分
ぶん

２    ３．区
く

分
ぶん

３    ４．区
く

分
ぶん

４ 

５．区
く

分
ぶん

５    ６．区
く

分
ぶん

６    ７．認定
にんてい

は受
う

けていない 

 

 

 

【全員
ぜんいん

にお聞
き

きします】 

 質問
しつもん

７  あなたは、次
つぎ

の①～⑨のような日常
にちじょう

の動作
ど う さ

を一人
ひ と り

でできますか。それぞれの

項目
こうもく

でお答
こた

え下
くだ

さい。（１～４のいずれか１つに○
まる

） 
  

日
にち

 常
じょう

 動
どう

 作
さ

 項
こう

 目
もく

 
一人
ひ と り

で 

できる 

時間
じ か ん

をかけ

れば一人
ひ と り

で

できる 

一人
ひ と り

ではできない 

一部
い ち ぶ

で介助
かいじょ

が必要
ひつよう

 

全部
ぜ ん ぶ

で介助
かいじょ

が必要
ひつよう

 

①食事
しょくじ

をする １ ２ ３ ４ 

②トイレを使
つか

う １ ２ ３ ４ 

③お風呂
ふ ろ

に入
はい

る １ ２ ３ ４ 

④衣服
い ふ く

を着替
き が

える １ ２ ３ ４ 

⑤家
いえ

の中
なか

を歩
ある

く １ ２ ３ ４ 

⑥寝返
ね が え

り・起
お

きあがり １ ２ ３ ４ 

⑦掃除
そ う じ

・洗濯
せんたく

・炊事
す い じ

などの家事
か じ

 １ ２ ３ ４ 

⑧留守番
る す ば ん

をする １ ― ３ ４ 

⑨外出
がいしゅつ

する １ ２ ３ ４ 

 

 質問
しつもん

７-１  「質問
しつもん

７」で①～⑨のどれか１つでも「一人
ひ と り

ではできない（３又
また

は４）」と

回答
かいとう

した方
かた

にお聞
き

きします。あなたの主
おも

な介助者
かいじょしゃ

はどなたですか。（１つだけに○
まる

） 

 １．親
おや

              ２．配偶者
はいぐうしゃ

  

 ３．子
こ

ども            ４．兄弟
きょうだい

姉妹
し ま い

  

 ５．その他
ほか

の親族
しんぞく

         ６．友人
ゆうじん

・知人
ち じ ん

      

 ７．ホームヘルパー        ８．ボランティア 

 ９．施設
し せ つ

・病院
びょういん

の職員
しょくいん

 

10．その他
た

（具体的
ぐたいてき

に                 ） 

  

３．日常
にちじょう

の動作
ど う さ

・介助者
かいじょしゃ

について 

「質問
しつもん

８」 へ 
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 質問
しつもん

７-２  「質問
しつもん

７－１」で１～６を回答
かいとう

した方
かた

にお聞
き

きします。主
おも

な介助者
かいじょしゃ

の年齢
ねんれい

は

次
つぎ

のどれにあたりますか。（１つだけに○
まる

） 

１．30歳
さい

未満
み ま ん

     ２．30代
だい

      ３．40代
だい

 

４．50代
だい

       ５．60代
だい

      ６．70歳
さい

以上
いじょう

 

 

 質問
しつもん

７-３  「質問
しつもん

７-１」で１～６を回答
かいとう

した方
かた

にお聞
き

きします。 

主
おも

な介助者
かいじょしゃ

が急 病
きゅうびょう

、事故
じ こ

、出産
しゅっさん

などのために、介助
かいじょ

できなくなった場合
ば あ い

はどうしますか。また今後
こ ん ご

はどのようにしたいですか。（「現在
げんざい

」と「今後
こ ん ご

」に

ついてそれぞれ３つまで選
えら

んで○
まる

を付
つ

けて下
くだ

さい） 

介助
かいじょ

できなくなった場合
ば あ い

の対応
たいおう

 
現
げん

 在
ざい

 

（３つまで） 

今
こん

 後
ご

 

（３つまで） 

①同居
どうきょ

している他
ほか

の家族
か ぞ く

に頼
たの

んでいる １ ２ 

②同居
どうきょ

していない家族
か ぞ く

・親戚
しんせき

に頼
たの

んでいる １ ２ 

③ホームヘルプサービス(居宅
きょたく

介護
か い ご

）を利用
り よ う

している １ ２ 

④ショートステイ（施設
し せ つ

への短期
た ん き

入所
にゅうしょ

）を利用
り よ う

している １ ２ 

⑤ボランティアにお願
ねが

いしている １ ２ 

⑥民間
みんかん

の支援
し え ん

グループにお願
ねが

いしている １ ２ 

⑦近所
きんじょ

の知
し

り合
あ

い等
など

にお願
ねが

いしている １ ２ 

⑧誰
だれ

にも頼
たの

まず一人
ひ と り

で何
なん

とかしている １ ２ 

⑨その他
た

（具体的
ぐたいてき

に                  ） １ ２ 

 
 

【ここは、主
おも

な介助者
かいじょしゃ

の方
かた

にお聞
き

きします】 

 質問
しつもん

７-４  「質問
しつもん

７-１」で１～６を回答
かいとう

した方
かた

の主
おも

な介助者
かいじょしゃ

にお聞
き

きします。 

介助者
かいじょしゃ

がお困
こま

りのことはありますか。（あてはまるもの３つまでに○
まる

） 

※主
おも

な介助者
かいじょしゃ

がお答
こた

え下
くだ

さい 

１．睡眠
すいみん

不足
ぶ そ く

になりがち                  ２．身体
か ら だ

が疲
つか

れる     

３．精神的
せいしんてき

に疲
つか

れる                   ４．自分
じ ぶ ん

の時間
じ か ん

がもてない 

５．買
か

い物
もの

などの外出
がいしゅつ

ができない        ６．ほかの家族
か ぞ く

の世話
せ わ

ができない 

７．今
いま

の仕事
し ご と

を辞
や

めざるを得
え

ない状 況
じょうきょう

が常
つね

にある   ８．仕事
し ご と

につきたいが、出
で

られない 

９．経済的
けいざいてき

な負担
ふ た ん

がかかる            10．相談
そうだん

する場
ば

がない 

11．その他
た

（具体的
ぐたいてき

に            ）  12．特
とく

にない 
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【全員
ぜんいん

にお聞
き

きします】 

 質問
しつもん

８  新型
しんがた

コロナウイルス感染症
かんせんしょう

の拡大
かくだい

により、日常
にちじょう

の生活
せいかつ

が大
おお

きく変化
へ ん か

していま

すが、あなたは、新型
しんがた

コロナウイルスに関
かん

し、困
こま

っている事
こと

や不安
ふ あ ん

に感
かん

じている

事
こと

はありますか。（あてはまるものすべてに○
まる

） 

１．障
しょう

がいのため、新型
しんがた

コロナウイルスに感染
かんせん

した場合
ば あ い

に重症化
じゅうしょうか

しないか不安
ふ あ ん

 

２．障
しょう

がいのため、感染
かんせん

防止
ぼ う し

対策
たいさく

（マスクの着用
ちゃくよう

、手洗
て あ ら

い、アルコール消毒
しょうどく

等
など

）を

行
おこな

うのが困難
こんなん

 

３．障
しょう

がいのため、体温
たいおん

が上
あ

がりやすいことから、感染
かんせん

していると思
おも

われないか心配
しんぱい

 

４．家族
か ぞ く

や介助者
かいじょしゃ

が感染
かんせん

した場合
ば あ い

、日常
にちじょう

生活
せいかつ

を送
おく

ることができるか不安
ふ あ ん

 

５．マスクの着用
ちゃくよう

で口元
くちもと

が見
み

えないことにより、意思
い し

疎通
そ つ う

が難
むずか

しい 

６．外
がい

出
しゅつ

を控
ひか

えたり、知
し

り合
あ

いに会
あ

えない生
せい

活
かつ

が長
なが

引
び

くと辛
つら

い 

７．仕
し

事
ごと

を減
へ

らされたり、仕
し

事
ごと

が無
な

くならないか不
ふ

安
あん

 

８．これまで通
どお

り障害
しょうがい

福祉
ふ く し

サービスなどが利
り

用
よう

できるか不
ふ

安
あん

 

９．介
かい

助
じょ

者
しゃ

と近
ちか

い距
きょ

離
り

で接
せっ

するため、お互
たが

いに不
ふ

安
あん

な気
き

持
も

ちを抱
かか

えている  

10．介
かい

助
じょ

者
しゃ

と近
ちか

い距
きょ

離
り

で接
せっ

するため、サービスなどの利
り

用
よう

を我
が

慢
まん

している  

11．障害
しょうがい

福祉
ふ く し

サービスなどが利用
り よ う

できない事
こと

・不便
ふ べ ん

な事
こと

があった 

  →（具体的
ぐたいてき

なサービス名
めい

：                         ）  

12．その他
た

（具体的
ぐたいてき

に                           ）  

13．特
とく

に困
こま

ること、不安
ふ あ ん

に思
おも

うことはない 

 

 

 質問
しつもん

９  新型
しんがた

コロナウイルスの感染症
かんせんしょう

対策
たいさく

などについて、国
くに

・県
けん

・浦添市
うらそえし

やサービス

事業所
じぎょうしょ

などに望
のぞ

むことはありますか。（あてはまるものすべてに○
まる

） 

１．障害
しょうがい

福祉
ふ く し

サービスなどがきちんと利用
り よ う

できるようにして欲
ほ

しい 

  →（具体的
ぐたいてき

なサービス名
めい

：                          ）  

２．自
じ

粛
しゅく

などで仕
し

事
ごと

ができなくなった場
ば

合
あい

の何
なん

らかの支
し

援
えん

を考
かんが

えて欲
ほ

しい 

３．相談
そうだん

窓口
まどぐち

などについて、ウイルス対策
たいさく

を徹底
てってい

して欲
ほ

しい  

４．サービス提
てい

供
きょう

事
じ

業
ぎょう

所
しょ

の利
り

用
よう

に際
さい

し、ウイルス対
たい

策
さく

を徹
てっ

底
てい

して欲
ほ

しい 

５．その他
た

（具体的
ぐたいてき

に                            ） 

６．特
とく

に困
こま

ること、不
ふ

満
まん

に思
おも

うことはない 

  

４．感染症
かんせんしょう

対策
たいさく

について 
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【全員
ぜんいん

にお聞
き

きします】 

 質問
しつもん

10  外出
がいしゅつ

するとき、利用
り よ う

する交通
こうつう

機関
き か ん

はどれですか。（あてはまるものすべてに○
まる

） 

１．自転車
じてんしゃ

・電動
でんどう

カート     ２．オートバイ    ３．自分
じ ぶ ん

で運転
うんてん

する自動車
じどうしゃ

 

４．家族
か ぞ く

などが運転
うんてん

する自動車
じどうしゃ

  ５．路線
ろ せ ん

バス     ６．施設
し せ つ

などの送迎
そうげい

バス 

７．市
し

(社会
しゃかい

福祉協
ふくしきょう

議会
ぎ か い

)で実施
じ っ し

しているリフト付
つ

きバス 

８．タクシー          ９．福祉
ふ く し

タクシー   10.モノレール 

11．利用
り よ う

しない（歩
ある

いていく）  12．民間
みんかん

事業所
じぎょうしょ

が行
おこな

っている移送
い そ う

サービス 

13．その他
た

（具体的
ぐたいてき

に                                       ）  

14．ほとんど外出
がいしゅつ

しないのでわからない 

 

 質問
しつもん

11  外出
がいしゅつ

する上
うえ

で困
こま

ることや不満
ふ ま ん

に思
おも

うことはありますか。（あてはまるものすべてに○
まる

） 
 

１．介助者
かいじょしゃ

がいない 

２．道路
ど う ろ

や歩道
ほ ど う

に段差
だ ん さ

が多
おお

く、移動
い ど う

しにくい 

３．道路
ど う ろ

や歩道
ほ ど う

に障害物
しょうがいぶつ

（自動車
じどうしゃ

・自転車
じてんしゃ

・バイク等
など

）があり、通
とお

りにくい 

４．車道
しゃどう

と歩道
ほ ど う

の区別
く べ つ

がなく危険
き け ん

 

５．点字
て ん じ

ブロックが敷設
ふ せ つ

されていない場所
ば し ょ

が多
おお

い 

６．音声
おんせい

信号
しんごう

機
き

が少
すく

なく横断
おうだん

歩道
ほ ど う

が危険
き け ん

 

７．バスの段差
だ ん さ

などで乗
の

り降
お

りがしにくい 

８．建物
たてもの

の出入口
でいりぐち

に段差
だ ん さ

がある場合
ば あ い

が多
おお

く入
はい

りにくい 

９．スロープの勾配
こうばい

がきつい 

10．多目的
たもくてき

トイレ（ 車
くるま

いす用
よう

トイレ等
など

）が少
すく

ない 

11．エレベーターがない建物
たてもの

がある 

12．障
しょう

がい者用
しゃよう

駐車
ちゅうしゃ

スペースが少
すく

ない 

13．音声
おんせい

ガイドが少
すく

ない 

14．移動
い ど う

手段
しゅだん

の確保
か く ほ

がむずかしい 

15．必要
ひつよう

な時
とき

に周
まわ

りの人
ひと

の助
たす

けが得
え

られない 

16．人
ひと

の目
め

が気
き

になる 

17．その他
た

（具体的
ぐたいてき

に                       ） 

18．特
とく

に困
こま

ること、不満
ふ ま ん

に思
おも

うことはない 

  

５．外出
がいしゅつ

、社会
しゃかい

活動
かつどう

について 
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 質問
しつもん

12  あなたは、この 1年間
ねんかん

にどのような趣味
し ゅ み

やスポーツ、社会
しゃかい

活動
かつどう

を行
おこな

いましたか。

（あてはまるものすべてに○
まる

） 
 

１．コンサートや映画
え い が

、スポーツなどの鑑賞
かんしょう

・見学
けんがく

 

２．スポーツ大会
たいかい

などへの参加
さ ん か

 

３．学習
がくしゅう

活動
かつどう

（講座
こ う ざ

受講
じゅこう

等
など

の社会
しゃかい

学習
がくしゅう

など） 

４．旅行
りょこう

やキャンプなどのレジャー活動
かつどう

 

５．インターネットやメールを利用
り よ う

した交流
こうりゅう

 

６．趣味
し ゅ み

の同好会
どうこうかい

活動
かつどう

 

７．ボランティアなどの社会
しゃかい

活動
かつどう

 

８．障
しょう

がい者
しゃ

団体
だんたい

などの社会
しゃかい

活動
かつどう

 

９．自治会
じ ち か い

活動
かつどう

や地域
ち い き

行事
ぎょうじ

 

10．仲間
な か ま

、友人
ゆうじん

同士
ど う し

での交流
こうりゅう

 

11．その他
た

（具体的
ぐたいてき

に                       ） 

12．特
とく

に社会
しゃかい

活動
かつどう

はしていない 

 

 質問
しつもん

13  社会
しゃかい

活動
かつどう

に参加
さ ん か

するためには、どのような条件
じょうけん

が必要
ひつよう

だと思
おも

いますか。（あて

はまるものすべてに○
まる

） 
 

１．活動
かつどう

についての情報
じょうほう

が提供
ていきょう

されること 

２．一
いっ

緒
しょ

に行
い

く仲
なか

間
ま

がいること 

３．社会
しゃかい

参加
さ ん か

を支援
し え ん

する介助者
かいじょしゃ

や援助者
えんじょしゃ

がいること 

４．外出
がいしゅつ

のための手段
しゅだん

が確保
か く ほ

されていること 

５．適切
てきせつ

な指導者
しどうしゃ

がいることや魅力的
みりょくてき

な内容
ないよう

であること 

６．施設
し せ つ

や活動
かつどう

の場所
ば し ょ

が身近
み ぢ か

な場所
ば し ょ

にあること 

７．障害
しょうがい

の特性
とくせい

に配慮
はいりょ

した施設
し せ つ

や設備
せ つ び

があること 

８．気軽
き が る

に参加
さ ん か

できる雰囲気
ふ ん い き

であること 

９．ガイドヘルパー、手話通
しゅわつう

訳者
やくしゃ

、要約
ようやく

筆記
ひ っ き

奉仕員
ほうしいん

などがいること 

10．その他
た

（具体的
ぐたいてき

に                       ） 

11．特
とく

にない 

 

  



- 9 - 

 

 質問
しつもん

14  あなたは、普段
ふ だ ん

どのように過
す

ごしていますか。（１つだけに○
まる

） 
 

※就 労
しゅうろう

系
けい

事業所
じぎょうしょ

＝授産
じゅさん

施設
し せ つ

、就 労
しゅうろう

移行
い こ う

支援
し え ん

事業所
じぎょうしょ

、就 労
しゅうろう

継続
けいぞく

支援
し え ん

（A型
がた

・B型
がた

）事業所
じぎょうしょ

など。 
 

 

【働
はたら

いている方
かた

にお聞
き

きします】 

 質問
しつもん

15  「質問
しつもん

14」で「１．働
はたら

いている」と回答
かいとう

した方
かた

にお聞
き

きします。 

あなたは現在
げんざい

、どのような所
ところ

で仕事
し ご と

（アルバイト・パートも含
ふく

む）をしていま

すか。（１つだけに○
まる

） 
  

１．会社
かいしゃ

・役所
やくしょ

等
など

で 働
はたら

いている 

２．自分
じ ぶ ん

で事業
じぎょう

をしている 

３．家業
かぎょう

を手伝
て つ だ

っている 

４．その他
た

（具体的
ぐたいてき

に                          ） 

 

【家
いえ

（入所
にゅうしょ

施設
し せ つ

）にいる（仕事
し ご と

をしていない）方
かた

にお聞
き

きします】 

 質問
しつもん

16  「質問
しつもん

14」で「７．家
いえ

(入所
にゅうしょ

施設
し せ つ

)にいる（仕事
し ご と

をしていない）」と回答
かいとう

した方
かた

に

お聞
き

きします。 

家
いえ

(入所
にゅうしょ

施設
し せ つ

)にいる（仕事
し ご と

をしていない）主
おも

な理由
り ゆ う

は何
なん

ですか。（１つだけに

○
まる

） 
  

１．年齢
ねんれい

のため（年
とし

がまだ若
わか

い・年
とし

をとっているため） 

２．障
しょう

がいにより、できる仕事
し ご と

がない 

３．求 職 中
きゅうしょくちゅう

または職場
しょくば

訓練中
くんれんちゅう

である 

４．働
はたら

きたいがどこに相談
そうだん

していいかわからない 

５．仕事
し ご と

をする必要
ひつよう

がない 

６．その他
た

（具体的
ぐたいてき

に                            ） 

  

１．働
はたら

いている 

２．高校
こうこう

・専門
せんもん

学校
がっこう

・大学
だいがく

に通
かよ

っている 

３．就労
しゅうろう

系
けい

事業所
じぎょうしょ

※に通
かよ

っている 

４．デイケア・デイサービスに通
かよ

っている 

５．ジョブコーチなどの指導
し ど う

のもと職場
しょくば

訓練中
くんれんちゅう

である 

６．その他
た

（具体的
ぐたいてき

に                    ） 

７．家
いえ

(入所
にゅうしょ

施設
し せ つ

)にいる（仕事
し ご と

をしていない） 

６．就労
しゅうろう

等
など

について 

「質問
しつもん

15」 へ 

「質問
しつもん

17」 へ 

「質問
しつもん

16」 へ 
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【全員
ぜんいん

にお聞
き

きします】 

 質問
しつもん

17  障
しょう

がいのある方
かた

が働
はたら

くためには、どのような環境
かんきょう

が整
ととの

っていることが大切
たいせつ

だと思
おも

いますか。（主
おも

なもの３つまでに○
まる

） 
  

 １．経営者
けいえいしゃ

・職場
しょくば

の人
ひと

が障
しょう

がいに理解
り か い

があること 

 ２．障
しょう

がい者用
しゃよう

の設備
せ つ び

が整
ととの

っていること 

 ３．障
しょう

がいにあった仕事
し ご と

内容
ないよう

であること 

 ４．健康
けんこう

状態
じょうたい

にあわせた 働
はたら

き方
かた

（通院
つういん

ができる等
など

）ができること 

 ５．同
おな

じような障
しょう

がいのある仲間
な か ま

がいること 

 ６．ジョブコーチ（職場
しょくば

適用
てきよう

援助者
えんじょしゃ

）などが職場
しょくば

に慣
な

れるまで援助
えんじょ

してくれること 

７．障
しょう

がい者
しゃ

向
む

け求人
きゅうじん

情報
じょうほう

の提供
ていきょう

が充実
じゅうじつ

している 

８．やりがいのある仕事
し ご と

があること 

 ９．仕事
し ご と

の面
めん

で認
みと

めてもらえること 

10．通勤
つうきん

手段
しゅだん

が確保
か く ほ

されていること 

11．その他
た

（具体的
ぐたいてき

に                            ） 

12．わからない 

 

 

 

【療 育
りょういく

手帳
てちょう

もしくは精神
せいしん

障害者
しょうがいしゃ

保健
ほ け ん

福祉
ふ く し

手帳
てちょう

をお持
も

ちの方
かた

にお聞
き

きします】 

 

 

 

 質問
しつもん

18  「成年
せいねん

後見
こうけん

制度
せ い ど

」についてご存知
ぞ ん じ

ですか。（１つだけに○
まる

） 

  

１．制度
せ い ど

のだいたいの内容
ないよう

を知
し

っている。または、よく知
し

っている 

２．制度
せ い ど

の名前
な ま え

は聞
き

いたことがあるが、内容
ないよう

は知
し

らない 

３．知
し

らない 
  

 質問
しつもん

19  あなたは今後
こ ん ご

この制度
せ い ど

を利用
り よ う

したいと思
おも

いますか。（１つだけに○
まる

） 

  

１．現在
げんざい

利用
り よ う

している        

２．必要
ひつよう

な状 況
じょうきょう

になれば 考
かんが

えたい 

３．利用
り よ う

するつもりはない 

４．その他
た

（具体的
ぐたいてき

に                                 ） 

  

７．成年
せいねん

後見
こうけん

制度
せ い ど

について 

 成年
せいねん

後見
こうけん

制度
せ い ど

とは、障
しょう

がい等
など

により判断
はんだん

能力
のうりょく

が不十分
ふじゅうぶん

な方
かた

の、契約
けいやく

等
など

を代
か

わりに行
おこな

う代
だい

理
り

人
にん

など

を選
えら

んだり、本人
ほんにん

が間違
ま ち が

った判断
はんだん

で契約
けいやく

してしまった時
とき

に後見人
こうけんにん

が契約
けいやく

を取
と

り消
け

すなど、障
しょう

がい等
など

に

より判断
はんだん

能力
のうりょく

が不十分
ふじゅうぶん

な方
かた

を不利益
ふ り え き

から守
まも

る制
せい

度
ど

です。 
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 質問
しつもん

20  相談
そうだん

支援
し え ん

を利用
り よ う

していますか。（１つだけに○
まる

） 
  

１．利用
り よ う

している           ２．制度
せ い ど

利用
り よ う

の申
しん

請
せい

手
て

続
つづ

きをしている 

３．利
り

用
よう

していない、利用
り よ う

する必
ひつ

要
よう

がない   ４．制度
せ い ど

内容
ないよう

や利用
り よ う

の仕方
し か た

がわからない 

５．利用
り よ う

しているかどうかわからない  ６．その他
た

（具体的
ぐたいてき

に         ） 

 

 質問
しつもん

21  日常
にちじょう

生活
せいかつ

の中
なか

で、どのようなことについて相談
そうだん

したいと思
おも

いますか。 

（あてはまるものすべてに○
まる

） 
  

１．支援
し え ん

や世話
せ わ

をしてくれる人
ひと

がいなくなった後
あと

の生活
せいかつ

のこと 

２．自分
じ ぶ ん

の体調
たいちょう

（病気
びょうき

、薬
くすり

の管理
か ん り

など）や精神面
せいしんめん

のこと 

３．障害
しょうがい

福祉
ふ く し

サービス等
など

の利用
り よ う

に関
かん

すること 

４．進学
しんがく

や就労
しゅうろう

のこと 

５．経済的
けいざいてき

なこと 

６．住
す

まいに関
かん

すること 

７．台風
たいふう

、地震
じ し ん

、津波
つ な み

などの災害
さいがい

時
じ

の対応
たいおう

に関
かん

すること 

８．休日
きゅうじつ

や夜間
や か ん

などの緊急
きんきゅう

時
じ

の対応
たいおう

に関
かん

すること 

９．外出
がいしゅつ

する時
とき

のこと 

10．差別
さ べ つ

や虐待
ぎゃくたい

などの人権
じんけん

にかかわること 

11．生
い

きがいづくりなどに関
かん

すること 

12．対
たい

人
じん

関
かん

係
けい

や近
きん

所
じょ

付
づ

き合
あ

いのこと 

13．意思
い し

疎通
そ つ う

支援
し え ん

に関
かん

すること 

14．その他
た

（具体的
ぐたいてき

に                           ） 

15．特
とく

にない 

 

 質問
しつもん

22  悩
なや

みや困
こま

りごとを相
そう

談
だん

する相
あい

手
て

は、主
おも

に誰
だれ

に（どこに）相
そう

談
だん

していますか。（３つ

までに○
まる

） 
  

１．家族
か ぞ く

や親族
しんぞく

            ２．友人
ゆうじん

・知人
ち じ ん

 

３．会社
かいしゃ

の人
ひと

・学校
がっこう

の先生
せんせい

       ４．医師
い し

や看護師
か ん ご し

 

５．市
し

役所
やくしょ

の職員
しょくいん

          ６．施設
し せ つ

や地域
ち い き

活動
かつどう

支援
し え ん

センターの職員
しょくいん

 

７．相談
そうだん

支援
し え ん

事業所
じぎょうしょ

の相談員
そうだんいん

      ８．保健
ほ け ん

相談
そうだん

センターの職員
しょくいん

 

９．社会
しゃかい

福祉協
ふくしきょう

議会
ぎ か い

の職員
しょくいん

      10．自立
じ り つ

支援協
しえんきょう

議会
ぎ か い

の委員
い い ん

 

11．地域
ち い き

保健
ほ け ん

福祉
ふ く し

センターの職員
しょくいん

    12．児童
じ ど う

相談所
そうだんじょ

の職員
しょくいん

 

13．ホームヘルパー          14．障
しょう

がい者
しゃ

団体
だんたい

の関係者
かんけいしゃ

 

15．民生
みんせい

委員
い い ん

・児童
じ ど う

委員
い い ん

        16．ボランティア 

17．その他
た

（具体的
ぐたいてき

に                           ） 

８．相談
そうだん

や情報
じょうほう

について 
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 質問
しつもん

23  日
ひ

ごろ、どこから情報
じょうほう

を得
え

ていますか。（あてはまるものすべてに○
まる

） 
 

１．新聞
しんぶん

・雑誌
ざ っ し

           ２．テレビ・ラジオ 

３．インターネット・ＳＮＳ     ４．職場
しょくば

 

５．介助者
かいじょしゃ

（ヘルパー）       ６． 障
しょう

がい者
しゃ

相談員
そうだんいん

 

７．社会
しゃかい

福祉
ふ く し

協
きょう

議会
ぎ か い

         ８．医療
いりょう

機関
き か ん

 

９．家族
か ぞ く

や親族
しんぞく

           10．友人
ゆうじん

・知人
ち じ ん

 

11．障
しょう

がい者
しゃ

団体
だんたい

          12．役所
やくしょ

などの広報紙
こうほうし

やホームページ 

13．民生
みんせい

委員
い い ん

児童
じ ど う

委員
い い ん

        14．サービス提供事
ていきょうじ

業者
ぎょうしゃ

や福祉
ふ く し

施設
し せ つ

 

15．その他
た

（具体的
ぐたいてき

に                          ） 

 

 質問
しつもん

24  より充実
じゅうじつ

した情報
じょうほう

やコミュニケーションを図
はか

るためには何
なに

が必要
ひつよう

だと思
おも

いま

すか。（あてはまるものすべてに○
まる

） 
 

１．テレビの字幕
じ ま く

放送
ほうそう

の充実
じゅうじつ

 

２．点字
て ん じ

・音声
おんせい

サービスなどの充実
じゅうじつ

 

３．音声
おんせい

読
よ

み取
と

りや文字
も じ

拡大
かくだい

などのアクセシビリティの向上
こうじょう

 

４．パソコンなどの情報
じょうほう

ツールの活用
かつよう

支援
し え ん

 

５．手話通
しゅわつう

訳者
やくしゃ

及
およ

び要約
ようやく

筆記
ひ っ き

奉仕員
ほうしいん

などの人材
じんざい

の確保
か く ほ

 

６．その他
た

（具体的
ぐたいてき

に                          ） 

 

 

 

 質問
しつもん

25  地震
じ し ん

や台風
たいふう

などの災
さい

害
がい

時
じ

に困
こま

ると思
おも

われることは何
なん

ですか。（あてはまるもの

すべてに○
まる

） 
 

１．避難先
ひなんさき

がわからない 

２．自分
じ ぶ ん

や家族
か ぞ く

だけでは避難
ひ な ん

できない 

３．助
たす

けを呼
よ

ぶことができない 

４．一人
ひ と り

では避難
ひ な ん

できない 

５．災害
さいがい

に関
かん

する情報
じょうほう

を得
え

るのが難
むず

しい 

６．避難所
ひなんじょ

の設備
せ つ び

が 障
しょう

がい者
しゃ

に対応
たいおう

しているか不安
ふ あ ん

 

７．避難所
ひなんじょ

で必要
ひつよう

な介助
かいじょ

を受
う

けられるか不安
ふ あ ん

 

８．避難所
ひなんじょ

でほかの人
ひと

と一緒
いっしょ

に過
す

ごすのが難
むず

しい 

９．薬
くすり

や医療的
いりょうてき

ケアを確保
か く ほ

できるかどうか不安
ふ あ ん

 

10．医療
いりょう

機器
き き

の電源
でんげん

確保
か く ほ

が心配
しんぱい

 

11．その他
た

（具体的
ぐたいてき

に                           ） 

12．特
とく

にない 

９．災害
さいがい

について 
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 質問
しつもん

26  現在
げんざい

、どのような障害
しょうがい

福祉
ふ く し

サービスなどを利用
り よ う

していますか。サービスの種類
しゅるい

ごとに利用
り よ う

の有無
う む

や満足度
まんぞくど

について、あてはまる番号
ばんごう

に〇
まる

を１つずつ付
つ

けて下
くだ

さい。 
 

サービス 

※【 】内
ない

はサービス対 象
たいしょう

 

身体障
しんたいしょう

がい：身
しん

、知的
ち て き

障
しょう

がい：知
ち

、精神障
せいしんしょう

がい：精
せい

 

利用
り よ う

している 

利用
り よ う

して

いない 
量
りょう

・質
しつ

ともに

満足
まんぞく

している 

量
りょう

（回数
かいすう

・期
き

間
かん

）が足
た

りな

い、または空
あ

きがない 

質
しつ

に不満
ふ ま ん

が

ある 

訪
問

ほ
う
も
ん

系 け
い 

①居宅
きょたく

介護
かいご

(ホームヘルプ)【身
しん

／知
ち

／精
せい

】 １ ２ ３ ４ 

②重度
じゅうど

訪問
ほうもん

介護
かいご

【身
しん

／知
ち

／精
せい

】 １ ２ ３ ４ 

③同行
どうこう

援護
え ん ご

【身
しん

】 １ ２ ３ ４ 

④行動
こうどう

援護
えんご

【知
ち

／精
せい

】 １ ２ ３ ４ 

⑤短期
たんき

入 所
にゅうしょ

(ショートステイ)【身
しん

／知
ち

／精
せい

】 １ ２ ３ ４ 

⑥重度
じゅうど

障 害 者
しょうがいしゃ

等
とう

包括
ほうかつ

支援
しえん

【身
しん

】 １ ２ ３ ４ 

日

中

に
っ
ち
ゅ
う

活
動

か
つ
ど
う

系 け
い 

⑦生活
せいかつ

介護
かいご

【身
しん

／知
ち

／精
せい

】 １ ２ ３ ４ 

⑧療 養
りょうよう

介護
かいご

【身
しん

】 １ ２ ３ ４ 

⑨自立
じりつ

訓練
くんれん

(機能
きのう

訓練
くんれん

・生活
せいかつ

訓練
くんれん

)【身
しん

／知
ち

／精
せい

】 １ ２ ３ ４ 

⑩宿泊型
しゅくはくがた

自立
じ り つ

訓練
くんれん

【知
ち

／精
せい

】 １ ２ ３ ４ 

⑪自立
じ り つ

生活
せいかつ

援助
えんじょ

【身
しん

／知
ち

／精
せい

】 １ ２ ３ ４ 

⑫就 労
しゅうろう

移行
いこう

支援
しえん

【身
しん

／知
ち

／精
せい

】 １ ２ ３ ４ 

⑬就 労
しゅうろう

継続
けいぞく

支援
しえん

（A・B型
がた

）【身
しん

／知
ち

／精
せい

】 １ ２ ３ ４ 

⑭就労
しゅうろう

定 着
ていちゃく

支援
し え ん

【身
しん

／知
ち

／精
せい

】 １ ２ ３ ４ 

居

住

き
ょ
じ
ゅ
う

系 け

い 

⑮共 同
きょうどう

生活
せいかつ

援助
えんじょ

(グループホーム)【身
しん

／知
ち

／精
せい

】 １ ２ ３ ４ 

⑯施設
しせつ

入 所
にゅうしょ

支援
しえん

【身
しん

／知
ち

／精
せい

】 １ ２ ３ ４ 

相
談

そ
う
だ
ん

支
援

し

え

ん 

⑰計画
けいかく

相談
そうだん

支援
し え ん

【身
しん

／知
ち

／精
せい

】 １ ２ ３ ４ 

⑱地域
ち い き

移行
い こ う

支援
し え ん

【身
しん

／知
ち

／精
せい

】 １ ２ ３ ４ 

⑲地域
ち い き

定着
ていちゃく

支援
し え ん

【身
しん

／知
ち

／精
せい

】 １ ２ ３ ４ 

  

10．障害
しょうがい

福祉
ふ く し

サービスについて 
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【障害
しょうがい

福祉
ふ く し

サービス等
など

を利用
り よ う

していない方
かた

にお聞
き

きします】 
 

 質問
しつもん

27  質問
しつもん

26で、全
すべ

ての項目
こうもく

に「４．利用
り よ う

していない」と回答
かいとう

した方
かた

にお聞
き

きします。

利用
り よ う

していない理由
り ゆ う

はどのようなことですか。（主
おも

なもの３つまでに○
まる

） 
 

１．家族
か ぞ く

で十分
じゅうぶん

な介助
かいじょ

や介護
か い ご

ができているから（利用
り よ う

する必要
ひつよう

がないから） 

２．利用
り よ う

できる事業所
じぎょうしょ

がないので必要
ひつよう

なサービスが使
つか

えないから 

３．利用
り よ う

できるサービス提供
ていきょう

事業所
じぎょうしょ

が遠
とお

くにあるから 

４．金銭的
きんせんてき

な余裕
よ ゆ う

がないから（負担
ふ た ん

が大
おお

きいから） 

５．障害
しょうがい

福祉
ふ く し

サービス等
など

の利用
り よ う

に抵抗
ていこう

があるから 

６．必要
ひつよう

とするサービスがないから 

７．家
いえ

の中
なか

にヘルパーなどを入
い

れたくないから 

８．どのようなサービスが利用
り よ う

できるかわからないから 

９．サービスがあること自体
じ た い

を知
し

らなかったから 

10．その他
た

（具体的
ぐたいてき

に                           ） 

11．特
とく

に理由
り ゆ う

はない 
 
 

【全
ぜん

員
いん

にお聞
き

きします】 
 

 質問
しつもん

28  その他
た

の福祉
ふ く し

サービス（地域
ち い き

生活
せいかつ

支援
し え ん

事業
じぎょう

）を利用
り よ う

していますか。サービスの

種類
しゅるい

ごとに利用
り よ う

の有無
う む

や満足度
まんぞくど

について、あてはまる番号
ばんごう

に〇
まる

を１つずつ付
つ

けて

下
くだ

さい。 
 

サービス 

 

利用
り よ う

している 

利用
り よ う

して

いない 
量

りょう

・質
しつ

ともに

満足
まんぞく

している 

量
りょう

（回数
かいすう

・期
き

間
かん

）が足
た

りな

い、または空
あ

きがない 

質
しつ

に不満
ふ ま ん

が

ある 

①相談
そうだん

支援
し え ん

事業
じぎょう

 １ ２ ３ ４ 

②地域
ち い き

活動
かつどう

支援
し え ん

センター １ ２ ３ ４ 

③意思
い し

疎通
そ つ う

（コミュニケーション）支援
し え ん

 １ ２ ３ ４ 

④日常
にちじょう

生活
せいかつ

用具
よ う ぐ

の給付
きゅうふ

等
とう

事業
じぎょう

 １ ２ ３ ４ 

⑤移動
い ど う

支援
し え ん

事業
じぎょう

（ガイドヘルパーの派遣
は け ん

） １ ２ ３ ４ 

⑥移動
い ど う

支援
し え ん

事業
じぎょう

（リフト付
つ

きバスによる移送
い そ う

） １ ２ ３ ４ 

⑦日中
にっちゅう

一時
い ち じ

支援
し え ん

事業
じぎょう

 １ ２ ３ ４ 

⑧スポーツ･レクリエーション教室
きょうしつ

、文化
ぶ ん か

芸術
げいじゅつ

活動
かつどう

への参加
さ ん か

 １ ２ ３ ４ 

⑨更生
こうせい

訓練費
くんれんひ

 １ ２ ３ ４ 
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【全
ぜん

員
いん

にお聞
き

きします】 

 

 質問
しつもん

29  浦添市
うらそえし

では、全
すべ

ての市民
し み ん

が共
とも

に支
ささ

え、共
とも

に生
い

きる福祉
ふ く し

文化
ぶ ん か

の醸成
じょうせい

をめざしてい

くため、令和
れ い わ

２年
ねん

10月
がつ

１日
にち

より『浦添市
うらそえし

福祉
ふ く し

のまちづくり条例
じょうれい

』を施行
し こ う

し、福祉
ふ く し

のまちづくりの実現
じつげん

に向
む

けて様々
さまざま

な支援
し え ん

の充実
じゅうじつ

を図
はか

っていきたいと 考
かんが

えてい

ます。 

あなたが日常
にちじょう

生活
せいかつ

や活動
かつどう

等
とう

を行
おこな

ううえで、市
し

からどのような支援
し え ん

を希望
き ぼ う

しま

すか。（特
とく

に希望
き ぼ う

するものに１つだけ○
まる

） 
 

１．気軽
き が る

に相談
そうだん

できる窓口
まどぐち

        ２．活動
かつどう

できる拠点
きょてん

や場所
ば し ょ

  

３．交通費
こうつうひ

等
とう

の経済的
けいざいてき

な援助
えんじょ

       ４．研修
けんしゅう

や講演会
こうえんかい

 

５．情報
じょうほう

発信
はっしん

              ６．人材
じんざい

、リーダーの育成
いくせい

 

７．その他
た

（具体的
ぐたいてき

に                       ） 

８．特
とく

にない 

 

 質問
しつもん

30  浦添市
うらそえし

では、本市
ほ ん し

宮城
み や ぎ

において、障
しょう

がい者
しゃ

が、スポーツや文化
ぶ ん か

活動
かつどう

を通
つう

じ、機能
き の う

回復
かいふく

・健康
けんこう

増進
ぞうしん

にくわえ、教養
きょうよう

文化
ぶ ん か

の向上
こうじょう

及
およ

びスポーツ・レクリエーションの

場
ば

として設置
せ っ ち

された、浦添市
うらそえし

身体
しんたい

障害者
しょうがいしゃ

教養
きょうよう

文化
ぶ ん か

体育
たいいく

施設
し せ つ

「サン・アビリティ

-ズうらそえ」を開所
かいしょ

しています。 

「サン・アビリティ-ズうらそえ」を利用
り よ う

したいと思
おも

いますか。（１つだけに〇
まる

） 
 

１．すでに利用
り よ う

している          ２．今後
こ ん ご

利用
り よ う

したい 

３．利用
り よ う

する必要性
ひつようせい

を感
かん

じない 

 

 質問
しつもん

31  浦添市
うらそえし

では、本市
ほ ん し

牧港
まきみなと

において、発達障
はったつしょう

がいやその疑
うたが

いのある児童
じ ど う

と保護者
ほ ご し ゃ

が一緒
いっしょ

に通
かよ

える施設
し せ つ

のほか、さまざまな 障
しょう

がいのある人
ひと

が相談
そうだん

できる機能
き の う

を備
そな

えた障
しょう

がい福祉
ふ く し

関連
かんれん

複合
ふくごう

施設
し せ つ

「ピアラルうらそえ」を開所
かいしょ

しています。（令和
れ い わ

３

年
ねん

４月
がつ

１日
にち

開所
かいしょ

）。 

「ピアラルうらそえ」を利用
り よ う

したいと思
おも

いますか。（１つだけに〇
まる

） 
 

１．すでに利用
り よ う

している          ２．今後
こ ん ご

利用
り よ う

したい 

３．利用
り よ う

する必要性
ひつようせい

を感
かん

じない 

  

11．浦添市
うらそえし

の取
と

り組
く

みについて 
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 質問
しつもん

32  今後
こ ん ご

、社会
しゃかい

及
およ

び行政
ぎょうせい

に強
つよ

く望
のぞ

みたいと思
おも

う事
こと

は何
なん

ですか。（お考
かんが

えに近
ちか

いもの

５つまでに○
まる

） 

１．社会
しゃかい

が、障
しょう

がい者
しゃ

に理解
り か い

と関心
かんしん

をもってほしい 

２．居宅
きょたく

介護
か い ご

【ホームヘルプ】、重度
じゅうど

訪問
ほうもん

介護
か い ご

等
とう

の居宅
きょたく

におけるサービスの充実
じゅうじつ

 

（派遣
は け ん

回数
かいすう

と時間
じ か ん

の延長
えんちょう

、24時間
じ か ん

必要
ひつよう

なときに派遣
は け ん

等
とう

） 

３．日中
にっちゅう

活動
かつどう

の場
ば

として、機能
き の う

訓練
くんれん

や就労
しゅうろう

支援
し え ん

等
とう

、障
しょう

がい者
しゃ

が通
かよ

うことを目的
もくてき

とし

た施設
し せ つ

の整備
せ い び

 

４．共同
きょうどう

生活
せいかつ

を行
おこな

う住
じゅう

居
きょ

（グループホーム）の整備
せ い び

 

５．障
しょう

がい者
しゃ

支援
し え ん

施設
し せ つ

への入所
にゅうしょ

の充実
じゅうじつ

 

６．日常
にちじょう

生活
せいかつ

に必要
ひつよう

な情報
じょうほう

の提供
ていきょう

を増
ふ

やす 

７．障
しょう

がい者
しゃ

が、道路
ど う ろ

、乗
の

り物
もの

（リフト付
つき

タクシーなど）、建物
たてもの

を利用
り よ う

しやすく整備
せ い び

す

るなど、ユニバーサルデザインを推進
すいしん

する 

８．相談
そうだん

窓口
まどぐち

の充実
じゅうじつ

 

９．スポーツ、サークル、文化
ぶ ん か

活動
かつどう

などに簡単
かんたん

に参加
さ ん か

できるようにしてほしい 

10．リハビリを充実
じゅうじつ

させ、専門的
せんもんてき

な機能
き の う

回復
かいふく

訓練
くんれん

がうけられるような対策
たいさく

の強化
きょうか

 

11．医療
いりょう

制度
せ い ど

の拡充
かくじゅう

 

12．障
しょう

がい者
しゃ

の雇用
こ よ う

促進
そくしん

や就 職
しゅうしょく

情報
じょうほう

の提供
ていきょう

の充実
じゅうじつ

 

13．障
しょう

がいの状 況
じょうきょう

に応
おう

じた職 業
しょくぎょう

訓練
くんれん

がうけられるようにしてほしい 

14．年金
ねんきん

、諸手当
しょてあて

（特別
とくべつ

障害者
しょうがいしゃ

手当
て あ て

等
とう

）の増額
ぞうがく

など所得
しょとく

保障
ほしょう

の充実
じゅうじつ

 

15．障
しょう

がい者
しゃ

が安心
あんしん

して入居
にゅうきょ

できる住宅
じゅうたく

の整備
せ い び

や民間
みんかん

住宅
じゅうたく

への入居
にゅうきょ

支援
し え ん

 

16．まちづくりに障
しょう

がい者
しゃ

の意見
い け ん

が反映
はんえい

できる制度
せ い ど

 

17．災害
さいがい

時
じ

における支援
し え ん

の充実
じゅうじつ

 

18．その他
た

（具体的
ぐたいてき

に                           ） 

 

 自由
じ ゆ う

意見
い け ん

記入欄
きにゅうらん

  

 

 

 

 

 

 

 

 

  

アンケートへのご 協 力
きょうりょく

ありがとうございました。 

                                                              

                                                              

                                                        

                                                                                                    

                                                                                                    

                                                                                                    

                                                                                                                                                            

                                                                                                    

                                                                                                    

12．社会
しゃかい

及
およ

び行政
ぎょうせい

への要望
ようぼう

について 



日頃
ひ ご ろ

より浦添市
うらそえし

のまちづくりにご理解
り か い

とご 協 力
きょうりょく

いただき、誠
まこと

にありがとうござ

います。 

本調査
ほんちょうさ

は、『第
だい

５次
じ

てだこ障
しょう

がい者
しゃ

プラン』の策定
さくてい

にあたり、本市
ほ ん し

における障
しょう

が

いのある方
かた

の日常
にちじょう

生活
せいかつ

の状 況
じょうきょう

や各種
かくしゅ

サービスに関
かん

するご意見
い け ん

などを把握
は あ く

し、計画
けいかく

策定
さくてい

の基礎
き そ

資料
しりょう

とすることを目的
もくてき

としています。 

調査
ちょうさ

の対象者
たいしょうしゃ

は、浦添市
うらそえし

在住
ざいじゅう

の障害者
しょうがいしゃ

手帳
てちょう

（身体
しんたい

障害者
しょうがいしゃ

手帳
てちょう

、療育
りょういく

手帳
てちょう

、精神
せいしん

障害者
しょうがいしゃ

保健
ほ け ん

福祉
ふ く し

手帳
てちょう

）をお持
も

ちの 18歳
さい

未満
み ま ん

の方々
かたがた

となっております。ご多忙中
たぼうちゅう

のと

ころ誠
まこと

に恐 縮
きょうしゅく

ですが、本
ほん

アンケート調査
ちょうさ

の趣旨
し ゅ し

をご理解
り か い

いただき、ご 協 力
きょうりょく

くだ

さいますようお願
ねが

い申
もう

し上
あ

げます。 

なお、この調査
ちょうさ

は無記名
む き め い

となっており、回答者
かいとうしゃ

個人
こ じ ん

が特定
とくてい

されたり、個々
こ こ

の内容
ないよう

が

ほかに漏
も

れたり、ほかの目的
もくてき

に利用
り よ う

されることは一切
いっさい

ございません。率直
そっちょく

なご意見
い け ん

をご記入
きにゅう

いただきますようお願
ねが

いいたします。 

    令和
れ い わ

５年
ねん

１月
がつ

 

浦添
うらそえ

市長
しちょう

 松本
まつもと

 哲
てつ

治
じ

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【ご記入
きにゅう

にあたって】 

★このアンケートはご本人
ほんにん

がお答
こた

え下
くだ

さい。ただし、ご本人
ほんにん

が記入
きにゅう

できない場合
ば あ い

には、ご

家族
か ぞ く

・介助者
かいじょしゃ

の方
かた

がご本人
ほんにん

の立場
た ち ば

に立
た

って、お答
こた

え下
くだ

さい（本
ほん

アンケートにおける「お

子
こ

さん」とは、宛
あて

名
な

のお子
こ

さんのことを指
さ

します。また、「あなた」とは、宛名
あ て な

のお子
こ

さ

んの保護者
ほ ご し ゃ

の方
かた

を指
さ

します）。 

★それぞれの質問
しつもん

を読
よ

んでいただき、あてはまる番号
ばんごう

に○
まる

を付
つ

けて下
くだ

さい。なお、回答
かいとう

す

る項目数
こうもくすう

は質問
しつもん

によって異
こと

なりますのでご確認
かくにん

下
くだ

さい。また、「その他
た

」を選択
せんたく

した場合
ば あ い

、

（  ）内
ない

の記入
きにゅう

もお願
ねが

いいたします。 

★ご記入
きにゅう

いただいたアンケートは、同封
どうふう

の返信用
へんしんよう

封筒
ふうとう

に入
い

れ、令和
れ い わ

５年
ねん

２月
がつ

20日
にち

(月
げつ

)まで

にポストに入
い

れて下
くだ

さい。（切手
き っ て

は不要
ふ よ う

です。） 

★このアンケートは下記
か き

の URLの入 力
にゅうりょく

もしくは QRコードを読
よ

み込
こ

み、スマートフォン等
など

を使
つか

って WEB上
じょう

で回答
かいとう

することもできます。 

URL：https://forms.gle/Vo5x1GscBNSqAdm9A 

WEBで回答
かいとう

した場合
ば あ い

、本調査票
ほんちょうさひょう

の記入
きにゅう

、返送
へんそう

は不要
ふ よ う

です。 

★このアンケートに関
かん

するご質問
しつもん

やご不明
ふ め い

な点
てん

がございましたら、下記
か き

へお問
とい

合
あわ

せ下
くだ

さい。 

 

  

【アンケートに関
かん

するお問
とい

合
あわ

せ先
さき

】 

浦添市
うらそえし

福
ふく

祉
し

健
けん

康
こう

部
ぶ

障
しょう

がい福祉課
ふ く し か

（担当
たんとう

：前川
まえかわ

、與那
よ な

城
しろ

）／福祉
ふ く し

総務課
そ う む か

（担
たん

当
とう

：冨永
とみなが

） 

電話
で ん わ

：098-876-1234（内線
ないせん

3559、3565／3573） ＦＡＸ
ふぁっくす

：098-878-8575 

調査
ちょうさ

委託
い た く

機関
き か ん

：株式
かぶしき

会社
がいしゃ

 沖縄
おきなわ

計画
けいかく

機構
き こ う

（担
たん

当
とう

：有銘
あ り め

、外間
ほ か ま

） 

電話
で ん わ

：098-867-7471  ＦＡＸ
ふぁっくす

：098-867-6692 

浦添市
うらそえし

 誰
だれ

もが共
とも

に暮
く

らしやすい 

まちづくりのためのアンケート調査
ちょうさ

のお願
ねが

い 

 
 

※お送
おく

りする際
さい

に確認
かくにん

をしておりますが、お手元
て も と

に届
とど

いた時点
じ て ん

で浦添
うらそえ

市民
し み ん

でない場合
ば あ い

は、お手数
て す う

をおかけしますが、 

破棄
は き

いただきますようお願
ねが

い申
もう

し上
あ

げます。 
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 はじめに  この調査票
ちょうさひょう

はどなたが回答
かいとう

されますか。主
おも

にあてはまるものを１つ選
えら

んで

番号
ばんごう

に○
まる

を付
つ

けてください。 

１．ご本人
ほんにん

が回答
かいとう

 

２．家族
か ぞ く

の方
かた

と相談
そうだん

しながらご本人
ほんにん

が回答
かいとう

 

３．ご本人
ほんにん

にかわって家族
か ぞ く

の方
かた

が回答
かいとう

 

４．その他
た

（具体的
ぐたいてき

に                        ） 

 

 

 

 質問
しつもん

１  お子
こ

さん自身
じ し ん

のことについてお聞
き

きします。 

 Ｆ１ お子
こ

さんの住
す

んでいる地域
ち い き

は次
つぎ

のどれにあたりますか。（１つだけに○
まる

） 

１．浦添
うらそえ

中学校区
ちゅうがっこうく

    ２．仲西
なかにし

中学校区
ちゅうがっこうく

    ３．神森
かみもり

中学校区
ちゅうがっこうく

 

４．港
みなと

川中
がわちゅう

学校区
がっこうく

   ５．浦
うら

西中
にしちゅう

学校区
がっこうく

 

（参考
さんこう

） 

学
がっ

校区
こ う く

 浦添中
うらそえちゅう

 仲
なか

西中
にしちゅう

 神
かみ

森中
もりちゅう

 港
みなと

川中
がわちゅう

 浦
うら

西中
にしちゅう

 

行 政
ぎょうせい

区
く

 

仲間
な か ま

/安波
あ は

茶
ちゃ

/ 経 塚
きょうづか

/

前田
ま え だ

/茶山
ちゃやま

/浦添
うらそえ

ﾆｭｰﾀｳ

ﾝ/浦添
うらそえ

ｸﾞﾘｰﾝﾊｲﾂ/前田
ま え だ

公務員
こうむいん

宿 舎
しゅくしゃ

/ 浦添
うらそえ

ハ

イツ/県営
けんえい

経 塚
きょうづか

団地
だ ん ち

 

城間
ぐすくま

/ 屋
や

富
ふ

祖
そ

/

宮城
み や ぎ

/仲西
なかにし

/大
おお

平
ひら

/ 浅野
あ さ の

浦
うら

/ 

キャンプキンザー 

小湾
こ わ ん

/ 勢理客
じっちゃく

/

内間
う ち ま

/沢岻
た く し

/神
かみ

森
もり

/ 県営沢岻
けんえいたくし

高
こう

層
そう

住 宅
じゅうたく

 

伊
い

祖
そ

/牧 港
まきみなと

/ 港
みなと

川
がわ

/緑ヶ
みどりが

丘
おか

/浦城
うらしろ

/牧 港
まきみなと

ハイツ/

港
みなと

川
がわ

崎原
さきばる

/
／

上野
う え の

/マチナ

トタ ウ ン / 浦添
うらそえ

市街地
し が い ち

住 宅
じゅうたく

/
／

県営港
けんえいみなと

川
がわ

団地
だ ん ち

 

西原
にしはら

一区
い っ く

/ 西原
にしはら

二
に

区
く

/当山
とうやま

/広
こう

栄
えい

/浦
うら

西
にし

/安川
やすかわ

/当山
とうやま

ハイ

ツ/陽
よう

迎
げい

橋
ばし

 

 

 Ｆ２ お子
こ

さんの性別
せいべつ

は次
つぎ

のどれにあたりますか（性
せい

自認
じ に ん

含
ふく

む）。（１つだけに○
まる

） 

１．男
だん

 性
せい

       ２．女
じょ

 性
せい

       ３．その他
た

 
 

 Ｆ３ お子
こ

さんの年齢
ねんれい

をご記入ください。※令和５年１月１日現在 

歳 
 

 Ｆ４ お子
こ

さんは、どなたと一緒
いっしょ

に暮
く

らしていますか（あてはまるものすべてに○
まる

） 

１．母親
ははおや

     ２．父親
ちちおや

      ３．兄弟
きょうだい

姉妹
し ま い

 

４．祖父
そ ふ

・祖母
そ ぼ

  ５．その他
た

の親族
しんぞく

  ６．その他
た

（具体的
ぐたいてき

に         ） 

  

０．調査票
ちょうさひょう

の記入
きにゅう

方法
ほうほう

 

１．お子
こ

さん自身
じ し ん

のことについて 
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 お子
こ

さんがお持
も

ちになっている障害者
しょうがいしゃ

手帳
てちょう

の種類
しゅるい

とその等級
とうきゅう

についてお聞
き

きします。

重複
ちょうふく

してお持
も

ちの場合
ば あ い

には、すべての手帳
てちょう

について回答
かいとう

して下
くだ

さい。※お子
こ

さんの手帳
てちょう

をみ

てお答
こた

え下
くだ

さい。 

 質問
しつもん

２  お子
こ

さんがお持
も

ちの手帳
てちょう

の種類
しゅるい

はどれですか。（あてはまるものすべてに○
まる

） 
  

１．身体
しんたい

障害者
しょうがいしゃ

手帳
てちょう

  ２．療育
りょういく

手帳
てちょう

  ３．精神
せいしん

障害者
しょうがいしゃ

保健
ほ け ん

福祉
ふ く し

手帳
てちょう

（障害者
しょうがいしゃ

手帳
てちょう

） 
  

【身体
しんたい

障害者
しょうがいしゃ

手帳
てちょう

をお持
も

ちの方
かた

にお聞
き

きします】 

 質問
しつもん

３  お子
こ

さんがお持
も

ちの身体
しんたい

障害者
しょうがいしゃ

手帳
てちょう

の等級
とうきゅう

は何級
なんきゅう

ですか。（１つだけに○
まる

） 
  

１．１級
きゅう

      ２．２級
きゅう

      ３．３級
きゅう

      ４．４級
きゅう

 

５．５級
きゅう

      ６．６級
きゅう

      ７．７級
きゅう

 

 

 質問
しつもん

３-１  お子
こ

さんの身体
しんたい

障害者
しょうがいしゃ

手帳
てちょう

の「障害
しょうがい

の種類
しゅるい

」は次
つぎ

のどれですか。 

（あてはまるものすべてに○
まる

） 

 

【療育
りょういく

手帳
てちょう

をお持
も

ちの方
かた

にお聞
き

きします】 

 質問
しつもん

４  お子
こ

さんがお持
も

ちの療育
りょういく

手帳
てちょう

の区分
く ぶ ん

は何
なん

ですか。（１つだけに○
まる

） 
  

１．Ａ１    ２．Ａ２    ３．Ｂ１    ４．Ｂ２    

 
  

１．視
し

覚
かく

障
しょう

害
がい

 

３．平
へい

衡
こう

機
き

能
のう

障
しょう

害
がい

 

２．聴
ちょう

覚
かく

障
しょう

害
がい

 

４．音声
おんせい

、言語
げんご

、そしゃく機能
きのう

障害
しょうがい

 

５．肢
し

体
たい

不
ふ

自
じ

由
ゆう

（上肢
じょうし

） 

７．肢
し

体
たい

不
ふ

自
じ

由
ゆう

（体幹
たいかん

） 

６．肢
し

体
たい

不
ふ

自
じ

由
ゆう

（下
かし

肢） 

８．肢
し

体
たい

不
ふ

自
じ

由
ゆう

（移動
いどう

機能
きのう

） 

９．心臓
しんぞう

機能
き の う

障害
しょうがい

 

11．呼吸器
こきゅうき

機能
き の う

障害
しょうがい

 

13．小 腸
しょうちょう

の機能
き の う

障害
しょうがい

 

10．じん臓
ぞう

機能
き の う

障害
しょうがい

 

12．ぼうこう又
また

は直 腸
ちょくちょう

機能
き の う

障害
しょうがい

 

14．肝臓
かんぞう

機能
き の う

障害
しょうがい

 

15．免疫
めんえき

機能
き の う

障害
しょうがい

 

２．障害
しょうがい

の程度
て い ど

等
など

について 
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【精神
せいしん

障害者
しょうがいしゃ

保健
ほ け ん

福祉
ふ く し

手帳
てちょう

をお持
も

ちの方
かた

にお聞
き

きします】 

 質問
しつもん

５  お子
こ

さんがお持
も

ちの精神
せいしん

障害者
しょうがいしゃ

保健
ほ け ん

福祉
ふ く し

手帳
てちょう

（障害者
しょうがいしゃ

手帳
てちょう

）の等級
とうきゅう

は何級
なんきゅう

ですか。（１つだけに○
まる

） 
 

１．１級
きゅう

       ２．２級
きゅう

       ３．３級
きゅう

      

 

【全員
ぜんいん

にお聞
き

きします】 

 質問
しつもん

６  お子
こ

さんは発達
はったつ

障害
しょうがい

をお持
も

ちですか。（１つだけに○
まる

） 
 

１．はい         ２．いいえ 

 

 質問
しつもん

６-１  「質問
しつもん

６」で「１．はい」と回答
かいとう

した方
かた

にお聞
き

きします。 

発達
はったつ

障害
しょうがい

の診断
しんだん

名
めい

は次
つぎ

のどれにあたりますか。（あてはまるものすべてに○
まる

） 
 

１．学習
がくしゅう

障害
しょうがい

（ＬＤ）       ２．注意
ちゅうい

欠陥
けっかん

・多動
た ど う

性
せい

障害
しょうがい

（ＡＤＨＤ） 

３．自閉
じ へ い

スペクトラム 症
しょう

      ４．広汎性
こうはんせい

発達
はったつ

障害
しょうがい

 

５．その他
た

（具体的
ぐたいてき

に                        ） 

 

 質問
しつもん

６-２  「質問
しつもん

６」で「１．はい」と回答
かいとう

した方
かた

にお聞
き

きします。 

お子
こ

さんの発達
はったつ

が気
き

になったきっかけは何
なん

ですか。（１つだけに○
まる

） 
 

１．家族
か ぞ く

の気
き

付
づ

き           ２．乳幼児健康診査
にゅうようじけんこうしんさ

 

３．病院
びょういん

               ４．就学前健康診査
しゅうがくまえけんこうしんさ

 

５．保育
ほ い く

施設
し せ つ

の生活
せいかつ

の中
なか

から      ６．幼稚園
ようちえん

の生活
せいかつ

の中
なか

から 

７．小学校
しょうがっこう

生活
せいかつ

の中
なか

から        ８．中学校
ちゅうがっこう

生活
せいかつ

の中
なか

から 

９．高校
こうこう

生活
せいかつ

の中
なか

から         10．知人
ち じ ん

・友人
ゆうじん

から 

11．その他
た

（具体的
ぐたいてき

に                          ） 

 

 質問
しつもん

７  お子
こ

さんは難病
なんびょう

の診断
しんだん

を受
う

けていますか。（１つだけに○
まる

） 
 

１．はい           ２．いいえ 

 

 質問
しつもん

８  お子
こ

さんは日常的
にちじょうてき

に医療的
いりょうてき

ケアを受
う

けていますか。（１つだけに○
まる

） 
 

１．はい           ２．いいえ 

  

「質問
しつもん

７」 へ 

「質問
しつもん

９」 へ 



- 5 - 

 質問
しつもん

８-１  「質問
しつもん

８」で「１．はい」と回答
かいとう

した方
かた

にお聞
き

きします。 

どのような医療的
いりょうてき

ケアを受
う

けていますか。（あてはまるものすべてに○
まる

） 
 

１．人工
じんこう

呼吸器
こきゅうき

の管理
か ん り

      ２．気管
き か ん

切開
せっかい

の手当
て あ て

(カニューレ交換
こうかん

・消毒
しょうどく

) 

３．在宅
ざいたく

酸素
さ ん そ

          ４．吸引
きゅういん

(気管
き か ん

・鼻腔
び く う

・口腔
こうくう

) 

５．吸 入
きゅうにゅう

           ６．経管
けいかん

栄養
えいよう

(鼻
はな

から・胃
い

ろう・ 腸
ちょう

ろう) 

７．ＩＶＨ中心
ちゅうしん

静 脈
じょうみゃく

栄養
えいよう

    ８．摘便
てきべん

、洗
せん

腸
ちょう

などの排便
はいべん

管理
か ん り

 

９．導
どう

尿
にょう

            10．血糖
けっとう

測定
そくてい

・インスリン注射
ちゅうしゃ

 

11.けいれん時
じ

の処置
し ょ ち

       12．その他
た

（具体的
ぐたいてき

に            ） 

 

 

 

 質問
しつもん

９  お子
こ

さんの父親
ちちおや

及び
お よ び

母親
ははおや

の就労
しゅうろう

状 況
じょうきょう

についてお聞
き

きします。 
 

父親
ちちおや

（１つだけに○
まる

） 母親
ははおや

（１つだけに○
まる

） 

１．就労
しゅうろう

していない 

２．正規
せ い き

社員
しゃいん

・職員
しょくいん

 

３．非正規
ひ せ い き

社員
しゃいん

・職員
しょくいん

 

４．パート・アルバイト 

５．自営業
じえいぎょう

 

６．その他
た

（            ） 

７．父親
ちちおや

はいない 

１．就労
しゅうろう

していない 

２．正規
せ い き

社員
しゃいん

・職員
しょくいん

 

３．非正規
ひ せ い き

社員
しゃいん

・職員
しょくいん

 

４．パート・アルバイト 

５．自営業
じえいぎょう

 

６．その他
た

（            ） 

７．母親
ははおや

はいない 

 

 

 質問
しつもん

９-１  「質問
しつもん

９」で「１．就労
しゅうろう

していない」と回答
かいとう

した方
かた

にお聞
き

きします。 

就労
しゅうろう

していない理由
り ゆ う

は何
なん

ですか。 

父親
ちちおや

（１つだけに○
まる

） 母親
ははおや

（１つだけに○
まる

） 

１．働
はたら

きたいが障
しょう

がいのある子
こ

を預
あず

ける

所
ところ

がないから 

２．以前
い ぜ ん

は働
はたら

いていたが、障
しょう

がいのある

子
こ

の面
めん

倒
どう

をみるためやめたから 

３．働
はたら

く必
ひつ

要
よう

がないから 

４．病気
びょうき

や障
しょう

がいなどで 働
はたら

けないから 

５．現在
げんざい

、求 職 中
きゅうしょくちゅう

 

６．その他
た

（            ） 

１．働
はたら

きたいが障
しょう

がいのある子
こ

を預
あず

ける

所
ところ

がないから 

２．以前
い ぜ ん

は働
はたら

いていたが、障
しょう

がいのある

子
こ

の面
めん

倒
どう

をみるためやめたから 

３．働
はたら

く必
ひつ

要
よう

がないから 

４．病気
びょうき

や障
しょう

がいなどで 働
はたら

けないから 

５．現在
げんざい

、求 職 中
きゅうしょくちゅう

 

６．その他
た

（            ） 
  

３．ご家族
か ぞ く

や介助者
かいじょしゃ

について 

「質問
しつもん

９-１」 へ 

「質問
しつもん

10」 へ 
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 質問
しつもん

10  お子
こ

さんは、次
つぎ

の①～⑨のような日常
にちじょう

の動作
ど う さ

を一人
ひ と り

でできますか。それぞれの

項目
こうもく

でお答
こた

え下
くだ

さい。（１～４のいずれか１つに○
まる

） 
  

日
にち

 常
じょう

 動
どう

 作
さ

 項
こう

 目
もく

 
一人
ひ と り

で 

できる 

時間
じ か ん

をかけ

れば一人
ひ と り

で

できる 

一人
ひ と り

ではできない 

一部
い ち ぶ

で介助
かいじょ

が必要
ひつよう

 

全部
ぜ ん ぶ

で介助
かいじょ

が必要
ひつよう

 

①食事
しょくじ

をする １ ２ ３ ４ 

②トイレを使
つか

う １ ２ ３ ４ 

③お風呂
ふ ろ

に入
はい

る １ ２ ３ ４ 

④衣服
い ふ く

を着替
き が

える １ ２ ３ ４ 

⑤家
いえ

の中
なか

を歩
ある

く １ ２ ３ ４ 

⑥寝返
ね が え

り・起
お

きあがり １ ２ ３ ４ 

⑦掃除
そ う じ

・洗濯
せんたく

・炊事
す い じ

などの家事
か じ

 １ ２ ３ ４ 

⑧留守番
る す ば ん

をする １ ― ３ ４ 

⑨外出
がいしゅつ

する １ ２ ３ ４ 

 

 質問
しつもん

10-1  「質問
しつもん

10」で①～⑨のどれか１つでも「一人
ひ と り

ではできない（３又
また

は４）」と回答
かいとう

した方
かた

にお聞
き

きします。お子
こ

さんの主
おも

な介助者
かいじょしゃ

はどなたですか。（１つだけに○
まる

） 

１．母親
ははおや

          ２．父親
ちちおや

          ３．兄弟
きょうだい

姉妹
し ま い

 

４．祖父
そ ふ

・祖母
そ ぼ

       ５．その他
た

の親族
しんぞく

 

 ６．ホームヘルパー     ７．ボランティア 

 ８．施設
し せ つ

・病院
びょういん

の職員
しょくいん

 

９．その他
た

（具体的
ぐたいてき

に                 ） 

 

 質問
しつもん

10-2  「質問
しつもん

10-1」で「１～５」を回答
かいとう

した方
かた

にお聞
き

きします。 

主
おも

な介助者
かいじょしゃ

の年齢
ねんれい

は次
つぎ

のどれにあたりますか。（１つだけに○
まる

） 

１．30歳
さい

未満
み ま ん

     ２．30代
だい

      ３．40代
だい

 

４．50代
だい

       ５．60代
だい

      ６．70歳
さい

以上
いじょう

 

  

「質問
しつもん

11」 へ 
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 質問
しつもん

10-3  「質問
しつもん

10-1」で「１～５」を回答
かいとう

した方
かた

にお聞
き

きします。 

主
おも

な介助者
かいじょしゃ

が急 病
きゅうびょう

、事故
じ こ

、出産
しゅっさん

などのために、介助
かいじょ

できなくなった場合
ば あ い

は

どうしますか。また今後
こ ん ご

はどのようにしたいですか。（「現在
げんざい

」と「今後
こ ん ご

」につい

てそれぞれ３つまで選
えら

んで○
まる

を付
つ

けて下
くだ

さい） 

介助
かいじょ

できなくなった場合
ば あ い

の対応
たいおう

 
現
げん

 在
ざい

 

（３つまで） 

今
こん

 後
ご

 

（３つまで） 

①同居
どうきょ

している他
ほか

の家族
か ぞ く

に頼
たの

んでいる １ ２ 

②同居
どうきょ

していない家族
か ぞ く

・親戚
しんせき

に頼
たの

んでいる １ ２ 

③ホームヘルプサービス(居宅
きょたく

介護
か い ご

）を利用
り よ う

している １ ２ 

④ショートステイ（施設
し せ つ

への短期
た ん き

入所
にゅうしょ

）を利用
り よ う

している １ ２ 

⑤ボランティアにお願
ねが

いしている １ ２ 

⑥民間
みんかん

の支援
し え ん

グループにお願
ねが

いしている １ ２ 

⑦近所
きんじょ

の知
し

り合
あ

い等
など

にお願
ねが

いしている １ ２ 

⑧誰
だれ

にも頼
たの

まず一人
ひ と り

で何
なん

とかしている １ ２ 

⑨その他
た

（具体的
ぐたいてき

に                  ） １ ２ 

 

 質問
しつもん

10-4  「質問
しつもん

10-1」で「１～５」を回答
かいとう

した方
かた

にお聞
き

きします。 

介助者
かいじょしゃ

がお困
こま

りのことはありますか。（あてはまるもの３つまでに○
まる

） 

※主
おも

な介助者
かいじょしゃ

がお答
こた

え下
くだ

さい 

１．睡眠
すいみん

不足
ぶ そ く

になりがち                  ２．身体
か ら だ

が疲
つか

れる     

３．精神的
せいしんてき

に疲
つか

れる                   ４．自分
じ ぶ ん

の時間
じ か ん

がもてない 

５．買
か

い物
もの

などの外出
がいしゅつ

ができない        ６．ほかの家族
か ぞ く

の世話
せ わ

ができない 

７．今
いま

の仕事
し ご と

を辞
や

めざるを得
え

ない状 況
じょうきょう

が常
つね

にある   ８．仕事
し ご と

につきたいが、出
で

られない 

９．経済的
けいざいてき

な負担
ふ た ん

がかかる            10．相談
そうだん

する場
ば

がない 

11．その他
た

（具体的
ぐたいてき

に            ）  12．特
とく

にない 
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 質問
しつもん

11  お子
こ

さんの保護者
ほ ご し ゃ

が、障
しょう

がいのある子
こ

の保護者
ほ ご し ゃ

と交流
こうりゅう

する機会
き か い

はありますか。

（１つだけに○
まる

） 
 

１．よくある   ２．時々
ときどき

ある   ３．あまりない   ４．まったくない 

 

 質問
しつもん

12  今後
こ ん ご

（今後
こ ん ご

とも）、 障
しょう

がいのある子
こ

の保護者
ほ ご し ゃ

と交
こう

流
りゅう

したいと思
おも

いますか。（１

つだけに○
まる

） 
 

１．交流
こうりゅう

したい  ２．交流
こうりゅう

したいけどできない  ３．交流
こうりゅう

したいと思
おも

わない 

 

 

 質問
しつもん

12-1  「質問
しつもん

12」で「２」または「３」を回答
かいとう

した方
かた

にお聞
き

きします。 

交流
こうりゅう

したいけどできない、交
こう

流
りゅう

したいと思
おも

わない理
り

由
ゆう

は何
なん

ですか。（１つだ

けに○
まる

） 
 

１．参加
さ ん か

する余裕
よ ゆ う

がないから 

２．費用
ひ よ う

がかかるから 

３．交流
こうりゅう

する場所
ば し ょ

に行
い

くことが難
むずか

しいから 

４．必要性
ひつようせい

を感
かん

じないから 

５．面倒
めんどう

だから 

６．その他
た

（具体的
ぐたいてき

に                           ） 

 

 

 

 

【小学校
しょうがっこう

就学前
しゅうがくまえ

のお子
こ

さんについてお聞
き

きします】 
 

※小学校
しょうがっこう

以上
いじょう

の年齢
ねんれい

のお子
こ

さんは 「質問
しつもん

16」 へ 
 

 質問
しつもん

13  お子
こ

さんは、平日
へいじつ

の日中
にっちゅう

をどこで過
す

ごしていますか。（あてはまるものすべて

に○
まる

） 
 

１．児童
じ ど う

発達
はったつ

支援
し え ん

事業所
じぎょうしょ

          ２．公立
こうりつ

保育所
ほいくしょ

 

３．私
し

立
りつ

保育園
ほいくえん

              ４．小規模
しょうきぼ

保育
ほ い く

事業所
じぎょうしょ

 

５．事業
じぎょう

所内
しょない

保育
ほ い く

事業所
じぎょうしょ

           ６．私立
し り つ

認定
にんてい

こども園
えん

 

７．小学校
しょうがっこう

併設
へいせつ

の認定
にんてい

こども園
えん

       ８．認可外
にんかがい

保育
ほ い く

施設
し せ つ

 

９．その他
た

（具体的
ぐたいてき

に                      ） 

10．自
じ

宅
たく

で過
す

ごしている・家
か

族
ぞく

と過
す

ごしている 

「質問
しつもん

13」 へ 「質問
しつもん

12-1」 へ 

４．保育
ほ い く

・療育
りょういく

・教育
きょういく

について 

「質問
しつもん

14」 へ 

「質問
しつもん

13-1」 へ 
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 質問
しつもん

13-1  「質問
しつもん

13」で「10」を回答
かいとう

した方
かた

にお聞
き

きします。 

自宅
じ た く

や家族
か ぞ く

で過
す

ごしている理由
り ゆ う

は何
なん

ですか。（あてはまるものすべてに○
まる

） 

※「１」は、お子
こ

さんが何歳
なんさい

まで自宅
じ た く

でみてあげたいか、年齢
ねんれい

もご記入
きにゅう

ください。 
 

１．ある年齢
ねんれい

までは自宅
じ た く

でみてあげたいから（    ）歳
さい

まで自宅
じ た く

でみたい 

２．ほかの子
こ

と仲
なか

良
よ

く一
いっ

緒
しょ

にやっていけるか不安
ふ あ ん

だから 

３．親
おや

が働
はたら

いていないため、保育
ほ い く

施設
し せ つ

に入
はい

れなかったから 

４．保育
ほ い く

施設
し せ つ

が子
こ

どもの 障
しょう

がいに対応
たいおう

できないため、入
はい

れなかったから 

５．子
こ

どもの障
しょう

がいに合
あ

った保育
ほ い く

・療育
りょういく

が受
う

けられるか不
ふ

安
あん

だったから 

６．保育
ほ い く

・療育
りょういく

施設
し せ つ

が定員
ていいん

を超
こ

えたため、入
はい

れなかったから 

７．送迎
そうげい

が困難
こんなん

だから 

８．その他
た

（具体的
ぐたいてき

に                           ） 

 

 質問
しつもん

14  お子
こ

さんは、次
つぎ

のサービスを利用
り よ う

したことがありますか。（あてはまるものすべ

てに○
まる

） 
 

１．延長
えんちょう

保育
ほ い く

                 ２．一時
い ち じ

保育
ほ い く

 

３．子
こ

育
そだ

て支
し

援
えん

センター            ４．病児
びょうじ

・病後児
びょうごじ

保育
ほ い く

 

５．ファミリーサポートセンター        ６．保育所
ほいくしょ

等
とう

訪問
ほうもん

支援
し え ん

事業
じぎょう

 

７．児童
じ ど う

発達
はったつ

支援
し え ん

               ８．医療型
いりょうがた

児童
じ ど う

発達
はったつ

支援
し え ん

 

９．居宅
きょたく

訪問型
ほうもんがた

児童
じ ど う

発達
はったつ

支援
し え ん

          10．障害児
しょうがいじ

相談
そうだん

支援
し え ん

 

11．いずれも利用
り よ う

していない 

 

 

 

 質問
しつもん

14-1  「質問
しつもん

14」で「11」以外を回答
かいとう

した方
かた

にお聞
き

きします。 

次
つぎ

のサービスのうち、お子
こ

さんの 障
しょう

がいにより、利用
り よ う

を希望
き ぼ う

したが利用
り よ う

でき

なかったサービスはありますか。（あてはまるものすべてに○
まる

） 
 

１．延長
えんちょう

保育
ほ い く

                ２．一時
い ち じ

保育
ほ い く

 

３．子
こ

育
そだ

て支
し

援
えん

センター           ４．病児
びょうじ

・病後児
びょうごじ

保育
ほ い く

 

５．ファミリーサポートセンター       ６．希望
き ぼ う

したサービスは利用
り よ う

できた 

  

「質問
しつもん

15」 へ 

「質問
しつもん

14-1」 へ 
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 質問
しつもん

15  あなたは、来年度
らいねんど

からの３年間
ねんかん

、平日
へいじつ

の日中
にっちゅう

お子
こ

さんをどこに通
かよ

わせたいです

か。各年度
かくねんど

ごとに下
した

の 表
ひょう

から希望
き ぼ う

する施設
し せ つ

等
など

の番号
ばんごう

を選
えら

び、記入
きにゅう

してください

（年度
ね ん ど

ごとにそれぞれ２つまで記入
きにゅう

）。 

年度
ね ん ど

 令和５年度 令和６年度 令和７年度 

希望
き ぼ う

する施設
し せ つ

等
など

の番号
ばんごう

 
   

 

１．児童
じ ど う

発達
はったつ

支援
し え ん

事業所
じぎょうしょ

       ２．公立
こうりつ

保育所
ほいくしょ

 

３．私
し

立
りつ

保育園
ほいくえん

           ４．小規模
しょうきぼ

保育
ほ い く

事業所
じぎょうしょ

 

５．事業
じぎょう

所内
しょない

保育
ほ い く

事業所
じぎょうしょ

       ６．私立
し り つ

認定
にんてい

こども園
えん

 

７．小学校
しょうがっこう

併設
へいせつ

の認定
にんてい

こども園
えん

    ８．認可外
にんかがい

保育
ほ い く

施設
し せ つ

 

９．特別
とくべつ

支援
し え ん

学校
がっこう

の幼稚部
よ う ち ぶ

      10．小学校
しょうがっこう

 

11．特別
とくべつ

支援
し え ん

学校
がっこう

の小学部
しょうがくぶ

      12．その他
た

（具体的
ぐたいてき

に          ） 

13．どこにも通
かよ

わせたいとは思
おも

わない 

 

 

【小学校
しょうがっこう

以上
いじょう

の年齢
ねんれい

のお子
こ

さんについてお聞
き

きします】 

 質問
しつもん

16  お子
こ

さんは、平日
へいじつ

の日中
にっちゅう

をどこで過
す

ごしていますか。（１つだけに〇
まる

） 
  

１．小学校
しょうがっこう

に通
かよ

っている 

２．中学校
ちゅうがっこう

に通
かよ

っている 

３．高校
こうこう

に通
かよ

っている 

４．特別
とくべつ

支援
し え ん

学校
がっこう

の小学部
しょうがくぶ

に通
かよ

っている 

５．特別
とくべつ

支援
し え ん

学校
がっこう

の中学部
ちゅうがくぶ

に通
かよ

っている 

６．特別
とくべつ

支援
し え ん

学校
がっこう

の高等部
こうとうぶ

に通
かよ

っている 

７．就労
しゅうろう

継続
けいぞく

支援
し え ん

事業所
じぎょうしょ

に通
かよ

っている 

８．一般
いっぱん

の事業所
じぎょうしょ

や店舗
て ん ぽ

で働
はた

いている 

９．その他
た

（具体的
ぐたいてき

に                    ） 

10．自
じ

宅
たく

で過
す

ごしている・家
か

族
ぞく

と過
す

ごしている 

  

「質問
しつもん

18」 へ 

「質問
しつもん

17」 へ 

「質問
しつもん

16-1」 へ 

「質問
しつもん

18」 へ 

「質問
しつもん

21」 へ 
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 質問
しつもん

16-1  「質問
しつもん

16」で「10」を回答
かいとう

した方
かた

にお聞
き

きします。 

自
じ

宅
たく

や家族
か ぞ く

で過
す

ごしている理由
り ゆ う

は何
なん

ですか。（あてはまるものすべてに○
まる

） 
 

１．本
ほん

人
にん

が学
がっ

校
こう

に行
い

くのを嫌
いや

がるから 

２．いじめにあうから 

３．学
がっ

校
こう

では医療的
いりょうてき

ケアが受
う

けられないから 

４．通学
つうがく

のための送迎
そうげい

が困難
こんなん

だから 

５．学
がっ

校
こう

は卒業
そつぎょう

したが、どこにも行
い

けないから 

６．学
がっ

校
こう

は卒業
そつぎょう

したが、行
い

く所
ところ

がないから 

７．その他
た

（具体的
ぐたいてき

に                     ） 

 

 質問
しつもん

17  学校
がっこう

ではどの学級
がっきゅう

に在籍
ざいせき

していますか。（１つだけに〇
まる

） 
 

１．普通
ふ つ う

学級
がっきゅう

         ２．特別
とくべつ

支援
し え ん

学級
がっきゅう

 

 

【就学前
しゅうがくまえ

または就学
しゅうがく

しているお子
こ

さんについてお聞
き

きします】 

※「質問
しつもん

13」で「１～９」または「質問
しつもん

16」で「１～６」を回答
かいとう

した方
かた

にお聞
き

きします。 

該当
がいとう

しない方
かた

は 「質問
しつもん

21」 へ 

 

 質問
しつもん

18  通園後
つうえんご

・放課後
ほ う か ご

や夏休
なつやす

み期間中
きかんちゅう

はどのように過
す

ごしていますか。（あてはまるも

のすべてに○
まる

） 
 

１．自宅
じ た く

で家族
か ぞ く

と過
す

ごしている     ２．塾
じゅく

や習
なら

い事
ごと

に行
い

っている 

３．クラブ活動
かつどう

や部活動
ぶかつどう

に行
い

っている  ４．学童
がくどう

・保育所
ほいくしょ

に行
い

っている 

５．放課後
ほ う か ご

等
とう

デイサービスに行
い

っている ６．ひとりで過
す

ごしている 

７．ヘルパーなどと外出
がいしゅつ

している    ８．特
とく

に何
なに

もしていない 

９．その他
た

（具体的
ぐたいてき

に                           ） 

 

 質問
しつもん

19  今後
こ ん ご

、放課後
ほ う か ご

や長期
ちょうき

休暇中
きゅうかちゅう

など、園
えん

や学校
がっこう

以外
い が い

の時間
じ か ん

はどのように過
す

ごしたい

（過
す

ごして欲
ほ

しい）と思
おも

いますか。（主
おも

なもの３つまでに○
まる

） 
 

１．自宅
じ た く

で家族
か ぞ く

と過
す

ごす       ２． 塾
じゅく

や習
なら

い事
ごと

に行
い

く 

３．クラブ活動
かつどう

や部活動
ぶかつどう

に行
い

く    ４．学童
がくどう

・保育所
ほいくしょ

に行
い

く 

５．放課後
ほ う か ご

等
とう

デイサービスに行
い

く   ６．ひとりで過
す

ごす 

７．ヘルパーなどと外出
がいしゅつ

する     ８．特
とく

に何
なに

もしない 

９．その他
た

（具体的
ぐたいてき

に                           ） 

  

「質問
しつもん

21」 へ 
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 質問
しつもん

20  現在
げんざい

通
かよ

っている園
えん

や学校
がっこう

でさらに充実
じゅうじつ

させるべきだと思
おも

うことはありますか。

（主
おも

なもの３つまでに○
まる

） 

１．ヘルパーによる通園
つうえん

・通学
つうがく

時
じ

の介助
かいじょ

  ２．スクールバスによる通園
つうえん

・通学
つうがく

時
じ

の支援
し え ん

 

３．授業
じゅぎょう

などの学習
がくしゅう

指導
し ど う

の充実
じゅうじつ

    ４．進学
しんがく

・就労
しゅうろう

などの進路
し ん ろ

指導
し ど う

の充実
じゅうじつ

 

５．生
せい

活
かつ

に対
たい

する支
し

援
えん

         ６．友
とも

達
だち

との関
かん

係
けい

づくりへの配
はい

慮
りょ

 

７．障
しょう

がいに対応
たいおう

できる十分
じゅうぶん

な人数
にんずう

の職員
しょくいん

配置
は い ち

 

８．障
しょう

がいに対応
たいおう

できる専門的
せんもんてき

な職員
しょくいん

の配置
は い ち

 

９．先生
せんせい

・生徒
せ い と

たちの 障
しょう

がいへの理解
り か い

や配慮
はいりょ

 

10．障
しょう

がいに配慮
はいりょ

した施設
し せ つ

や設備
せ つ び

への改修
かいしゅう

 

11．その他
た

（具体的
ぐたいてき

に                           ） 

12．特
とく

にない 

 

 

【全
すべ

てのお子
こ

さんについてお聞
き

きします】 

 

 質問
しつもん

21  次
つぎ

の活動
かつどう

等
など

について、利用
り よ う

を希望
き ぼ う

したが、お子
こ

さんの障
しょう

がいに対応
たいおう

できないこ

とを理由
り ゆ う

に、利用
り よ う

できなかったことがありましたか。（あてはまるものすべてに○
まる

） 
 

１．クラブ活動
かつどう

・部活動
ぶかつどう

             ２．塾
じゅく

や習
なら

い事
ごと

 

３．放課後
ほ う か ご

等
とう

デイサービス            ４．公民館
こうみんかん

 

５．放課後
ほ う か ご

子
こ

ども教室
きょうしつ

              ６．放課後
ほ う か ご

児童
じ ど う

クラブ 

７．その他
た

（具体的
ぐたいてき

に            ） ８．特
とく

になかった 

 

 質問
しつもん

22  インクルーシブ教育
きょういく

の推進
すいしん

は必要
ひつよう

だと思
おも

いますか。（１つだけに○
まる

） 
  

１．思
おも

う     ２．思
おも

わない     ３．どちらともいえない 

 

 

 

  

※インクルーシブ教育
きょういく

とは、子
こ

どもたち一人
ひ と り

ひとりの多様性
た よ うせ い

を尊重
そんちょう

し、障
しょう

がいの有無
う む

にかかわりな

く、誰
だれ

もが望
のぞ

めば自分
じ ぶ ん

に合
あ

った配慮
はいりょ

を受
う

けながら、地域
ち い き

の通常
つうじょう

学級
がっきゅう

で学
まな

ぶことができることです。 
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 質問
しつもん

23  地震
じ し ん

や台風
たいふう

などの災
さい

害
がい

時
じ

に困
こま

ると思
おも

われることは何
なん

ですか。（あてはまるもの

すべてに○
まる

） 
 

１．避難先
ひなんさき

がわからない 

２．自分
じ ぶ ん

や家族
か ぞ く

だけでは避難
ひ な ん

できない 

３．助
たす

けを呼
よ

ぶことができない 

４．一人
ひ と り

では避難
ひ な ん

できない 

５．災害
さいがい

に関
かん

する情報
じょうほう

を得
え

るのが難
むず

しい 

６．避難所
ひなんじょ

の設備
せ つ び

が 障
しょう

がい者
しゃ

に対応
たいおう

しているか不安
ふ あ ん

 

７．避難所
ひなんじょ

で必要
ひつよう

な介助
かいじょ

を受
う

けられるか不安
ふ あ ん

 

８．避難所
ひなんじょ

でほかの人
ひと

と一緒
いっしょ

に過
す

ごすのが難
むず

しい 

９．薬
くすり

や医療的
いりょうてき

ケアを確保
か く ほ

できるかどうか不安
ふ あ ん

 

10．医療
いりょう

機器
き き

の電源
でんげん

確保
か く ほ

が心配
しんぱい

 

11．その他
た

（具体的
ぐたいてき

に                           ） 

12．特
とく

にない 

 

 

 
 

 質問
しつもん

24  新型
しんがた

コロナウイルス感染症
かんせんしょう

の拡大
かくだい

により、日常
にちじょう

の生活
せいかつ

が大
おお

きく変化
へ ん か

していま

すが、お子
こ

さん又
また

はお子
こ

さんの保護者
ほ ご し ゃ

は、新型
しんがた

コロナウイルスに関
かん

し、困
こま

ってい

る事
こと

や不安
ふ あ ん

に感
かん

じている事
こと

はありますか。（あてはまるものすべてに○
まる

） 

１．障
しょう

がいのため、新型
しんがた

コロナウイルスに感染
かんせん

した場合
ば あ い

に重症化
じゅうしょうか

しないか不安
ふ あ ん

 

２．障
しょう

がいのため、感染
かんせん

防止
ぼ う し

対策
たいさく

（マスクの着用
ちゃくよう

、手洗
て あ ら

い、アルコール消毒
しょうどく

等
など

）を

行
おこな

うのが困難
こんなん

 

３．障
しょう

がいのため、体温
たいおん

が上
あ

がりやすいことから、感染
かんせん

していると思
おも

われないか心配
しんぱい

 

４．家族
か ぞ く

や介助者
かいじょしゃ

が感染
かんせん

した場合
ば あ い

、日常
にちじょう

生活
せいかつ

を送
おく

ることができるか不安
ふ あ ん

 

５．マスクの着用
ちゃくよう

で口元
くちもと

が見
み

えないことにより、意思
い し

疎通
そ つ う

が難
むずか

しい 

６．外
がい

出
しゅつ

を控
ひか

えたり、知
し

り合
あ

いに会
あ

えない生
せい

活
かつ

が長
なが

引
び

くと辛
つら

い 

７．仕
し

事
ごと

を減
へ

らされたり、仕
し

事
ごと

が無
な

くならないか不
ふ

安
あん

 

８．これまで通
どお

り障害
しょうがい

福祉
ふ く し

サービスなどが利
り

用
よう

できるか不
ふ

安
あん

 

９．介
かい

助
じょ

者
しゃ

と近
ちか

い距
きょ

離
り

で接
せっ

するため、お互
たが

いに不
ふ

安
あん

な気
き

持
も

ちを抱
かか

えている 

10．介
かい

助
じょ

者
しゃ

と近
ちか

い距
きょ

離
り

で接
せっ

するため、サービスなどの利
り

用
よう

を我
が

慢
まん

している 

11．障害
しょうがい

福祉
ふ く し

サービスなどが利用
り よ う

できない事
こと

・不便
ふ べ ん

な事
こと

があった 

  →（具体的
ぐたいてき

なサービス名
めい

：                         ）  

12．その他
た

（具体的
ぐたいてき

に                           ）  

13．特
とく

に困
こま

ること、不安
ふ あ ん

に思
おも

うことはない 

５．災害
さいがい

について 

６．感染症
かんせんしょう

対策
たいさく

について 
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 質問
しつもん

25  新型
しんがた

コロナウイルスの感染症
かんせんしょう

対策
たいさく

などについて、国
くに

・県
けん

・浦添市
うらそえし

やサービス

事業所
じぎょうしょ

などに望
のぞ

むことはありますか。（あてはまるものすべてに○
まる

） 

１．障害
しょうがい

福祉
ふ く し

サービスなどがきちんと利用
り よ う

できるようにして欲
ほ

しい 

  →（具体的
ぐたいてき

なサービス名
めい

：                          ）  

２．自
じ

粛
しゅく

などで仕
し

事
ごと

ができなくなった場
ば

合
あい

の何
なん

らかの支
し

援
えん

を考
かんが

えて欲
ほ

しい 

３．相談
そうだん

窓口
まどぐち

などについて、ウイルス対策
たいさく

を徹底
てってい

して欲
ほ

しい 

４．サービス提
てい

供
きょう

事
じ

業
ぎょう

所
しょ

の利
り

用
よう

に際
さい

し、ウイルス対
たい

策
さく

を徹
てっ

底
てい

して欲
ほ

しい 

５．その他
た

（具体的
ぐたいてき

に                            ） 

６．特
とく

に困
こま

ること、不
ふ

満
まん

に思
おも

うことはない 

 

 

 

 
 

 質問
しつもん

26  浦添市
うらそえし

では、全
すべ

ての市民
し み ん

が共
とも

に支
ささ

え、共
とも

に生
い

きる福祉
ふ く し

文化
ぶ ん か

の醸成
じょうせい

をめざしてい

くため、令和
れ い わ

２年
ねん

10月
がつ

１日
にち

より『浦添市
うらそえし

福祉
ふ く し

のまちづくり条例
じょうれい

』を施行
し こ う

し、福祉
ふ く し

のまちづくりの実現
じつげん

に向
む

けて様々
さまざま

な支援
し え ん

の充実
じゅうじつ

を図
はか

っていきたいと 考
かんが

えてい

ます。 

お子
こ

さんが日常
にちじょう

生活
せいかつ

や活動
かつどう

等
とう

を行
おこな

ううえで、市
し

からどのような支援
し え ん

を希望
き ぼ う

し

ますか。（特
とく

に希望
き ぼ う

するものに１つだけ○
まる

） 
 

１．気軽
き が る

に相談
そうだん

できる窓口
まどぐち

        ２．活動
かつどう

できる拠点
きょてん

や場所
ば し ょ

  

３．交通費
こうつうひ

等
とう

の経済的
けいざいてき

な援助
えんじょ

       ４．研修
けんしゅう

や講演会
こうえんかい

 

５．情報
じょうほう

発信
はっしん

              ６．人材
じんざい

、リーダーの育成
いくせい

 

７．その他
た

（具体的
ぐたいてき

に                       ） 

８．特
とく

にない 

 
 

 質問
しつもん

27  浦添市
うらそえし

では、本市
ほ ん し

宮城
み や ぎ

において、障
しょう

がい者
しゃ

が、スポーツや文化
ぶ ん か

活動
かつどう

を通
つう

じ、機能
き の う

回復
かいふく

・健康
けんこう

増進
ぞうしん

にくわえ、教養
きょうよう

文化
ぶ ん か

の向上
こうじょう

及
およ

びスポーツ・レクリエーションの

場
ば

として設置
せ っ ち

された、浦添市
うらそえし

身体
しんたい

障害者
しょうがいしゃ

教養
きょうよう

文化
ぶ ん か

体育
たいいく

施設
し せ つ

「サン・アビリティ

-ズうらそえ」を開所
かいしょ

しています。 

「サン・アビリティ-ズうらそえ」を利用
り よ う

したいと思
おも

いますか。（１つだけに〇
まる

） 
 

１．すでに利用
り よ う

している          ２．今後
こ ん ご

利用
り よ う

したい 

３．利用
り よ う

する必要性
ひつようせい

を感
かん

じない 

  

７．浦添市
うらそえし

の取
と

り組
く

みについて 
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 質問
しつもん

28  浦添市
うらそえし

では、本市
ほ ん し

牧港
まきみなと

において、発達障
はったつしょう

がいやその疑
うたが

いのある児童
じ ど う

と保護者
ほ ご し ゃ

が一緒
いっしょ

に通
かよ

える施設
し せ つ

のほか、さまざまな 障
しょう

がいのある人
ひと

が相談
そうだん

できる機能
き の う

を備
そな

えた障
しょう

がい福祉
ふ く し

関連
かんれん

複合
ふくごう

施設
し せ つ

「ピアラルうらそえ」を開所
かいしょ

しています。（令和
れ い わ

３

年
ねん

４月
がつ

１日
にち

開所
かいしょ

）。 

「ピアラルうらそえ」を利用
り よ う

したいと思
おも

いますか。（１つだけに〇
まる

） 
 

１．すでに利用
り よ う

している          ２．今後
こ ん ご

利用
り よ う

したい 

３．利用
り よ う

する必要性
ひつようせい

を感
かん

じない 

 

 
 
 
 
  

 質問
しつもん

29  今後
こ ん ご

、社会
しゃかい

及
およ

び行政
ぎょうせい

に強
つよ

く望
のぞ

みたいと思
おも

う事
こと

は何
なん

ですか。（お考
かんが

えに近
ちか

いもの

５つまでに○
まる

） 

１．社会
しゃかい

が、障
しょう

がい者
しゃ

に理解
り か い

と関心
かんしん

をもってほしい 

２．居宅
きょたく

介護
か い ご

【ホームヘルプ】、重度
じゅうど

訪問
ほうもん

介護
か い ご

等
とう

の居宅
きょたく

におけるサービスの充実
じゅうじつ

 

（派遣
は け ん

回数
かいすう

と時間
じ か ん

の延長
えんちょう

、24時間
じ か ん

必要
ひつよう

なときに派遣
は け ん

等
とう

） 

３．日中
にっちゅう

活動
かつどう

の場
ば

として、機能
き の う

訓練
くんれん

や就労
しゅうろう

支援
し え ん

等
とう

、障
しょう

がい者
しゃ

が通
かよ

うことを目的
もくてき

とし

た施設
し せ つ

の整備
せ い び

 

４．共同
きょうどう

生活
せいかつ

を行
おこな

う住
じゅう

居
きょ

（グループホーム）の整備
せ い び

 

５．障
しょう

がい者
しゃ

支援
し え ん

施設
し せ つ

への入所
にゅうしょ

の充実
じゅうじつ

 

６．日常
にちじょう

生活
せいかつ

に必要
ひつよう

な情報
じょうほう

の提供
ていきょう

を増
ふ

やす 

７．障
しょう

がい者
しゃ

が、道路
ど う ろ

、乗
の

り物
もの

（リフト付
つき

タクシーなど）、建物
たてもの

を利用
り よ う

しやすく整備
せ い び

す

るなど、ユニバーサルデザインを推進
すいしん

する 

８．相談
そうだん

窓口
まどぐち

の充実
じゅうじつ

 

９．スポーツ、サークル、文化
ぶ ん か

活動
かつどう

などに簡単
かんたん

に参加
さ ん か

できるようにしてほしい 

10．リハビリを充実
じゅうじつ

させ、専門的
せんもんてき

な機能
き の う

回復
かいふく

訓練
くんれん

がうけられるような対策
たいさく

の強化
きょうか

 

11．医療
いりょう

制度
せ い ど

の拡充
かくじゅう

 

12．障
しょう

がい者
しゃ

の雇用
こ よ う

促進
そくしん

や就 職
しゅうしょく

情報
じょうほう

の提供
ていきょう

の充実
じゅうじつ

 

13．障
しょう

がいの状 況
じょうきょう

に応
おう

じた職 業
しょくぎょう

訓練
くんれん

がうけられるようにしてほしい 

14．年金
ねんきん

、諸手当
しょてあて

（特別
とくべつ

障害者
しょうがいしゃ

手当
て あ て

等
とう

）の増額
ぞうがく

など所得
しょとく

保障
ほしょう

の充実
じゅうじつ

 

15．障
しょう

がい者
しゃ

が安心
あんしん

して入居
にゅうきょ

できる住宅
じゅうたく

の整備
せ い び

や民間
みんかん

住宅
じゅうたく

への入居
にゅうきょ

支援
し え ん

 

16．まちづくりに障
しょう

がい者
しゃ

の意見
い け ん

が反映
はんえい

できる制度
せ い ど

 

17．災害
さいがい

時
じ

における支援
し え ん

の充実
じゅうじつ

 

18．その他
た

（具体的
ぐたいてき

に                           ） 

  

８．社会
しゃかい

及
およ

び行政
ぎょうせい

への要望
ようぼう

について 
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 自由
じ ゆ う

意見
い け ん

記入欄
きにゅうらん

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

アンケートへのご 協 力
きょうりょく

ありがとうございました。 

                                                              

                                                              

                                                        

                                                                                                    

                                                                                                    

                                                                                                    

                                                                                                                                                            

                                                                                                    

                                                                                                    

                                          

                                          

                                          

                                          

                                          

                                          

                                                                                                             


